
資
料
紹
介

小
松
豊
孝
太
夫
記
い
ざ
な
ぎ
流
㊥
祈
祷
資
料

『屋
の
神
、
お
ん
崎
現
子
神
等
、

二
冊

コ
Φ
Φ
Φ
①
「
O
コ
ζ
①
片
Φ
ユ
①
一
ω

松
尾
恒
一

　
戦
後

～
平
成
十
年
頃
ま
で
、
い
ざ
な
ぎ
流
と
し
て
、
高
知
県
物
部
地
域
で
活
躍
し

た
太
夫
小
松
豊
孝
氏
（
大
正
十
二
年
生
）
記
の
、
い
ざ
な
ぎ
流
祈
繍
関
係
の
資
料
の

紹
介
と
し
て
、
『
屋
乃
神
、
お
ん
崎
、
現
子
神
等
、
大
小
祭
、
式
作
法
』
二
冊
を
翻

刻
す
る
。

　
楮
紙

に
墨
書
さ
れ
た
袋
綴
じ
装
の
本
資
料
は
、
第
一
冊
に
「
伊
弊
諾
流
式
次
第
、

屋
乃
神
、
氏
紙
、
お
ん
崎
、
現
子
神
、
日
月
祭
、
其
の
大
小
祭
、
式
作
法
　
一
本
」
、

第
二
冊
に
「
伊
弊
諾
流
式
次
第
、
屋
乃
神
、
お
ん
崎
　
現
紙
、
日
月
祭
、
大
小
祭

神
楽
作
法
　
其
の
二
本
」
と
外
題
が
記
さ
れ
る
が
、
内
容
よ
り
『
屋
の
神
、
お
ん
崎
、

現
子
神
等
、
大
小
祭
式
作
法
』
第
一
冊
、
第
二
冊
、
と
題
を
認
定
し
、
紹
介
す
る
。

書
誌
を
簡
略
に
示
せ
ば
、
第
一
冊
、
二
冊
と
も
袋
綴
じ
の
冊
子
本
で
、
第
一
冊
は
、

縦
二
八
・
五
×
横
二
五
・
○
糎
、
墨
付
き
七
十
三
丁
、
第
二
冊
は
、
縦
二
八
・
五
×

横
二
四
・
五
糎
、
墨
付
き
五
十
八
丁
、
で
あ
る
。

　
物
部
に
お
い
て
は
、
天
井
に
祭
壇
を
作
り
、
オ
ン
ザ
キ
神
や
祖
霊
を
守
護
神
と
し

た
ミ
コ
神
を
祀
る
家
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
家
で
は
、
現
在
で
も
十
一
～
翌
年
二
月
頃

に
こ
の
屋
の
神
の
祭
り
と
し
て
、
「
屋
祈
繍
」
を
行
う
が
、
第
一
冊
の
前
半
に
は
こ

の
祈
禧
作
法
に
つ
い
て
詳
解
さ
れ
る
。

　
屋
祈
禧
の
際
に
は
、
太
夫
に
よ
っ
て
注
連
飾
り
が
新
た
な
も
の
に
つ
く
り
替
え
ら

れ
、
ま
た
、
祈
疇
の
趣
旨
を
説
く
読
み
分
け
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
当
年
世
年
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
厄
）

迎
え
る
若
葉
の
世
年
へ
取
り
て
、
病
い
役
年
四
百
四
病
が
は
い
か
い
す
る
と
も
、
門

よ
り
内
に
入
ら
れ
ん
如
く
に
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
屋
祈
禧
が
、
家
に
お
け
る
実
質

的
な
越
年
の
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
越
年
儀
礼
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
疫
神
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
家
の
周
り
を
ま

わ

り
な
が
ら
関
を
打
つ
作
法
が
か
つ
て
は
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
年
の
変
わ

り
目
に
疫
病
を
流
行
ら
せ
る
悪
鬼
を
祓
う
行
事
と
し
て
全
国
広
く
に
行
わ
れ
る
の
は

節
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
関
連
す
る
作
法
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
家
の
関
囲
い
の
作
法
は
、
山
深
い
地
に
あ
っ
て
、
荒
神
を
は
じ
め
と
す
る
魔

群
・
魔
性
を
身
近
に
感
じ
、
呪
術
祈
禧
を
著
し
く
発
展
さ
せ
た
、
物
部
の
い
ざ
な
ぎ

流

な
ら
で
は
の
作
法
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
一
冊
に
は
、
こ
の
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
屋
祈
幡
の
ほ
か
、
そ
の
大
祭
と

も
い
う
べ
き
「
宅
神
祭
」
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
る
。
十
人
前
後
の
太
夫
に
よ
り
、
家

の
一
間
を
舞
台
と
し
て
、
舞
神
楽
等
も
行
わ
れ
る
屋
の
神
の
祭
り
で
、
家
の
庭
に
日

月
を
祀
る
祭
壇
を
組
ん
で
行
う
日
月
祭
が
あ
わ
せ
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
祭
り
を

妨
げ
る
恐
れ
の
あ
る
諸
精
霊
を
集
め
送
る
「
取
り
分
け
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
オ
ン
ザ

キ
、
ミ
コ
神
の
祭
り
、
舞
神
楽
、
荒
神
鎮
め
、
神
送
り
等
々
、
一
週
間
前
後
の
日
数
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を
要
し
、
十
年
～
数
十
年
に
一
度
、
当
主
一
代
に
一
～
二
度
の
み
行
わ
れ
る
祭
り
で
、

そ

の
祝
い
祭
り
に
は
、
集
落
の
人
々
も
参
じ
、
屋
の
神
の
祭
り
な
が
ら
集
落
の
共
同

祈
願

と
し
て
の
性
格
も
認
め
ら
れ
る
祭
儀
で
あ
る
。

　

こ
の
屋
の
神
の
大
祭
に
お
い
て
は
、
祖
霊
を
家
の
守
護
神
た
る
ミ
コ
神
に
転
ず
る

「
取
り
上
げ
神
楽
」
が
あ
わ
せ
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
先
祖
の
眠
る
墓
に
赴
き
、

祖
霊
を
呼
び
迎
え
る
「
塚
起
こ
し
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
こ
れ
を
家
の
舞
台
に
迎
え
、

全
国
の
霊
地
で
修
行
を
さ
せ
て
ミ
コ
神
た
る
に
相
応
し
い
位
を
つ
け
さ
せ
る
「
行
文

行
体
」
等
々
、
い
ざ
な
ぎ
流
に
特
有
の
作
法
が
行
わ
れ
る
。
第
二
冊
に
は
、
こ
の
「
取

り
上
げ
神
楽
」
に
つ
い
て
詳
解
さ
れ
る
が
第
一
冊
、
二
冊
い
ず
れ
も
、
太
夫
自
身
に

よ
っ
て
解
説
さ
れ
た
記
述
と
し
て
、
資
料
的
な
価
値
は
大
き
い
。

［凡
例
］

・

字
体
は
、
正
字
・
異
体
字
・
通
行
字
等
、
で
き
得
る
限
り
、
原
文
に
近
い
字
で
翻

　
刻
し
た
。

・

行
取
り
は
、
本
文
の
改
行
箇
所
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
内
容
に
基
づ
き
適
宜
改
め
た
。

　
そ
の
際
、
唱
え
言
等
の
詞
章
は
原
則
と
し
て
、
一
字
下
げ
、
ま
た
は
二
字
下
げ
に

　
し
て
、
そ
の
箇
所
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
し
た
。

・

改
丁
行
を
　
」
　
に
よ
っ
て
示
し
、
そ
の
下
に
丁
数
を
記
し
た
。
た
だ
し
、
文
の

　
途

中
で
の
改
丁
の
場
合
の
み
、
あ
わ
せ
て
翻
刻
文
中
に
改
行
箇
所
を
　
／
　
に

　
よ
っ
て
示
し
た
。

・

句
点
、
読
点
は
、
原
文
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
意
味
、
内
容
に
基
づ
き
適
宜
改
め
た
。

　
そ
の
際
　
・
（
中
点
）
に
改
め
た
箇
所
も
存
す
。

・

原
文
に
は
、
見
出
し
点
と
し
て
　
◎
　
○
　
○
　
・
　
や
こ
れ
ら
に
類
す
る
い
く

　
つ
か
の
記
号
、
及
び
、
○
囲
み
数
字
等
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
朱
・
墨

　
両
様
あ
り
、
ま
た
細
竹
の
断
面
で
印
し
た
も
の
、
筆
記
し
た
も
の
の
両
様
が
混
在

　
す
る
。
こ
れ
ら
を
正
確
に
区
別
し
て
再
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
で
き
得

　

る
か
ぎ
り
近
い
記
号
に
よ
っ
て
翻
刻
し
た
。

・

末
梢
文
字
は
、
原
則
と
し
て
翻
刻
せ
ず
、
抹
消
文
字
が
存
す
る
こ
と
も
示
さ
な

か

っ
た
。

・

原
文

は
、
現
代
の
用
字
と
は
こ
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
当
て
字
が
多
く
用
い
ら
れ
て

い

る
が
、
マ
マ
等
の
注
記
は
最
小
限
に
止
ど
め
た
。
翻
刻
者
の
注
記
は
右
脇
に

（

）
内
に
記
し
た
が
、
こ
れ
も
最
小
限
に
止
ど
め
た
。
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昭
和
五
十
五
年
国
重
要
無
形
文
化
財

伊
弊
諾
流
式
次
第

屋
乃
神
、
氏
神
、
お
ん
崎
、
現
子
神
、
日
月
祭
、

大
小
祭
、
式
作
法
　
　
　
　
　
　
其
の
一
本

　
平
成
五
年
度
作
本

　
制
紙
者
　
香
美
郡
物
部
村
山
崎

　
　
山
崎
喜
章
、
手
漉

　
記
者
　
香
美
郡
物
部
村
大
栃
一
四
六
七
ノ
一

　
伊
葬
諾
流
傳
承
者
　
小
松
豊
孝

　
　
　
　
大
正
十
二
年
三
月
十
日
生
　
七
十
才

　
筆
者
は
二
十
四
才
よ
り
父
小
松
達
吾
よ
り
習
い
始
め
、
中
尾
長

次

（別
府
）
師
に
も
指
導
受
、
晩
年
に
中
尾
今
朝
清
師
に
も
習
い
、

字
文
を
な
ら
し
て
、
又
宗
右
吉
三
郎
大
法
人
の
書
き
残
し
た
澤
山

の
古
書
を
引
用
し
て
、
後
世
の
人
が
理
解
し
安
い
様
に
書
し
て
、

亡
び
行
く
当
流
の
保
存
に
務
め
た
し
だ
い
。

　
古
書
は
非
常
に
解
読
す
る
事
が
至
難
で
、
解
設
も
附
い
て
居
ら

ず
、
使
い
道
が
不
明
だ
か
ら
、
流
儀
の
使
い
分
け
が
理
解
出
来
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
旧
植
山
村
市
宇
鎌
ヶ
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
豊
孝

　
目
次

一

、
土
用
祓
乃
作
法

一

、
年
末
月
に
行
ふ
屋
祈
祷
作
法

一
、

氏
神
等
で
縁
日
に
行
ふ
祀
作
法

」
扉

」
表
紙

　
見
返
し

　
　
個
人
の
願
ん
ほ
ど
き

　
　
う
ぶ
ま
い
り
作
法

氏
神
で
大
祭
の
作
法
次
第

　

1
、
よ
み
分
け
取
り
解
け

　

2
、
祭
り
の
仕
立
て

　
3
、
湯
立
の
し
だ
い

　

4
、
湯
神
楽

　

5
　
礼
い
神
楽
の
作
法
一
通
り

　

6
、
願
ん
ほ
ど
き
、
礼
儀
の
舞
い

　

7
、
本
神
楽
作
法

　
8
、
日
月
様
が
氏
神
社
内
に
祀
ら
れ
て
居
る
宮
で
の
作
法

　

9
、
氏
神
の
、
の
と
の
作
法

　

1
0
、
氏
神
林
の
大
山
乃
神
に
つ
い
て

　

H
、
供
え
物
を
撤
収
す
る
作
法

　

1
2
、
公
神
鎮
め
に
つ
い
て

　
　
　
お
い
せ
流

　

1
3
、
神
送
り
、
座
祝
神
楽

　
1
4
、
舞
台
撤
収
作
法

　

1
5
、
お
い
わ
い
の
作
法

　
1
6
、
本
役
を
務
め
る
太
夫
の
作
業

　
　
　
す
べ
て
の
神
楽
の
基
本
と
成
る
、
後
々
に
記
す
神
楽
の
作

　
　
法
に
応
用
す
る
様
に
留
意
し
た
。

○

旧
植
山
村
奥
地
に
て
、
個
人
の
家
に
祀
ら
れ
て
ゐ
る
天
の
太
お

　
ん
崎
の
大
祭
の
、
大
祭
の
式
次
第

　

1
、
お
ん
崎
神
の
設
明

　

2
、
必
要
な
品
物
の
設
明

　
　
　
大
祭

に
た
い
す
る
準
備
作
法

」

一
オ
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読
解
取
り
分
け
、
其
の
他

3
、
舞
台
装
置
　
請
神
入
り
等

4
、
幣
束
の
作
り
方
　
飾
り
法

　
　
　
（
え
脱
力
）

5
、
お
そ
な
の
方
法

6
、
湯
の
手
、
火
の
手
、
湯
神
楽

7
、
礼
い
神
楽

　
　
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
か
ら
礼
儀
の
舞
い
神
楽
迄

8
、
屋
祈
祷
大
祭
の
時
に
必
要
な
定
め
の
祀
り

　
　
大
墨
柱
の
元
で
の
祀
り
作
法

　
　
南
方
日
天
庚
申
（
帝
訳
天
）
の
礼
拝
作
法

　
　
お
ん
崎
の
と
の
作
法

　
　
　
　
　
　
ミ
コ
ガ
ミ

9
、
お
ん
崎
神
と
硯
神
の
本
神
楽

1
0
、
役
者
太
夫
と
氏
子
と
の
大
祭
の
節
目
に
杯
の
取
り
交
わ
し

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ヅ
キ
は
二
本
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
」
一
ウ

　
ド
ヨ
ウ

◎
土
用
祓
い
と
屋
祈
祷
の
し
だ
い
（
一
名
煤
祓
い
と
も
云
ふ
）

　
明
治
五
年
頃
迄
は
処
の
氏
神
様
の
春
夏
秋
の
祀
り
を
、
氏
子
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
モ

り
選
ら
ば
れ
て
依
任
を
受
け
て
居
た
太
夫
を
木
の
本
と
太
夫
と
名

附

け
て
居
た
。
其
の
人
の
役
目
と
し
て
、
冬
の
土
用
に
入
り
た
日

に
、
氏
神
様
で
土
用
祓
い
を
始
め
て
、
地
区
の
氏
子
の
家
々
を
祓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ド
ウ

ふ
て

廻
っ
た
。
理
由
は
其
の
年
一
年
中
に
入
り
来
た
悪
魔
外
道
を

其
の

家
か
ら
祓
い
出
し
て
、
神
仏
の
座
処
を
清
め
て
一
年
中
の

シ

ュ

ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

守
護
の
お
礼
を
申
上
げ
て
、
新
し
い
年
の
守
り
の
願
ん
立
て
お
し

て
、
旧
の
正
月
が
迎
え
ら
れ
る
様
に
す
る
と
言
ふ
風
習
で
有
る
。

　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
供
へ
物
と
し
て
米
三
合
出
す
。
是
が
後
で
太
夫
の
日
当
に
太
夫

に
渡
す
。
米
の
無
い
時
代
に
は
ヒ
エ
、
ア
ワ
、
キ
ビ
等
で
有
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ダ
メ

明
治
元
年
に
神
仏
分
離
令
に
よ
り
国
の
定
た
神
官
で
、
国
の
定
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

た
式
次
第
で
な
い
事
は
行
ふ
事
は
出
来
な
い
／
事
と
な
り
、
木
の

モ
ト本

と
太
夫
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
伝
承
出
来
な
く
成
っ
た
。

そ
れ
で
も
個
人
の
家
で
は
人
に
わ
か
ら
な
い
様
に
、
伊
葬
諾
流
の

　
　
　
ヤ
ト

太

夫
を
使
っ
て
つ
“
け
て
居
た
の
で
、
其
の
式
次
第
が
現
在
迄

残
っ
て
居
た
の
で
有
る
。

　
現
代
に

残
っ
て
居
る
の
は
土
用
祓
い
と
、
一
年
中
の
屋
祈
祷
を

兼
ね
て
す
る
習
ら
わ
し
と
し
て
残
っ
て
居
る
。
本
来
は
別
々
で

有
っ
た
。
し
た
が
っ
て
土
用
に
入
っ
て
行
ふ
祀
り
は
二
月
三
日
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
　
　
ダ

が
昔
の
伝
わ
り
の
屋
祈
祷
で
、
そ
れ
以
後
に
す
る
の
は
願
ん
立
て

家
祈
祷
で
、
土
用
祓
い
の
分
は
省
略
す
る
の
が
立
て
前
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ト
シ

　
其
の
他
の
作
法
は
同
じ
で
、
よ
み
分
け
る
処
で
世
年
の
替
る
時

に
は
、
お
ま
つ
り
も
致
し
ま
す
の
で
宣
敷
頼
み
ま
す
と
云
ふ
字
文

が

附
く
。
願
ん
立
て
と
は
約
速
事
を
す
る
と
言
ふ
事
で
有
る
、
理

に
叶
ふ
た
次
第
也
り
。

◎
土
用
祓
い
と
屋
祈
祷
の
順
序
、
作
法

　

用
意
す
る
品
物

　
①
、
床
用
の
榊
木
附
け
る
し
で

　
　
　
サ

カ
キ
の
中
央
に
附
け
る
幣

　
　
　
青
ド
サ
紙
を
一
枚
そ
え
て
、
横
紙
四
ツ
折
り
、
十
二
下
り

　
　
　

の
幣
か
白
紙
だ
け
を
ほ
ん
た
き
で
四
ツ
折
り
に
し
て
、
五

　
　
　
　
　
キ
リ
ナ
ガ
シ

　
　
　
下

り
の
幣

　
　
　
其
の
他
其
の
家
に
伝
た
わ
っ
て
居
る
幣

　
　
　
　
　
キ
リ
ナ
ガ
シ
　
　
　
　
　
シ
メ

　
　
　
祓
い
幣
一
本
床
の
紙
連
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
シ
　
メ

　
　
　
其
の
家
に
伝
わ
っ
た
門
連
注
（
ワ
ラ
で
足
は
其
の
家
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ク
ジ

　
　
　
伝
の
数
）
此
の
場
合
、
連
注
の
子
は
九
ツ
の
節
（
九
字
）

　
　
　
を
附
け
る

」
ニ
オ

」
ニ
ウ
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関
ザ
ネ
又
は
門
公
神
幣

　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
塩
水
、
米
八
合
八
勺
（
約
一
、
七
2
）
、
お
酒
、
お
か
し
、

　
　
果
物
、
や
さ
い
、
餅
等
、
其
の
家
で
と
・
の
い
安
い
品
物
。

　
　
　
　
　
　
ナ

　
　
海
山
川
の
七
ナ
草
の
品
が
基
本
で
あ
る
。

　
　
　
全
部
揃
は
ず
共
よ
し
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ド
ウ

　
用
意
が
出
来
た
ら
先
ヅ
下
道
沸
い
の
供
え
と
し
て
、
膳
か
三

宝
に

紙
を
敷
い
て
米
を
三
盛
り
、
菓
子
少
々
、
酒
サ
カ
ヅ
キ
に
ニ

ツ
か
三
ツ
、
か
ん
た
ん
な
供
物
を
床
に
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ズ

　
祓
い
幣
を
立
て
扇
ぎ
を
開
い
て
、
数
珠
、
小
刀
、
錫
丈
を
上
に

置
き
、
塩
水
に
サ
カ
キ
小
枝
。
葉
が
五
枚
か
三
枚
附
い
た
小
枝
が

定
め
。
長
サ
は
五
寸
か
入
寸
位
い
が
て
き
と
う
。

◎
祈
祷
の
順
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ

　
①
、
こ
り
く
ば
り
　
②
、
散
華
の
祓
い

　
　
　
ナ
カ
ト
ミ

④
、
こ
中
臣
の
祓
い
　
⑤
、
下
道
祓
い

　
　
　
ギ
オ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
ド

　
⑧
、
祇
園
の
祓
い
　
⑨
、
釜
戸
の
祓
い

　
　
　
シ
オ

⑩
、
塩
祓
い

　
　
　
　
ジ
　
メ

　
⑪
、
関
連
注
門
公
神
幣
に
関
を
打
つ

　
⑫
、
床
飾
り
　
御
供
物
を
神
前
に
供
え
る

「次
に
屋
祈
祷
」

　
①
、
引
き
つ
ぎ
の
字
文

②
、
迎
向
の
し
だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
メ

　
　
　
榊
の
本
地
、
連
注
、
カ
サ
、

　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ

　
　
　
終
り
て
、
散
華
、
錫
杖
、

　
③
、
神
勧
請
の
字
文

　
　
リ
ュ
ウ
ガ
ン
ヒ
ラ
　
　
　
　
　
ア
ル

　
⑤
、
立
願
解
き
　
　
⑥
、
主
じ
祀
り

　
⑦
、
迎
向
の
し
だ
い
祭
文

　
　
①
、
恵
美
須
　
②
、
公
神
　
③
、
地
神

⑩⑦③、　　　、　　　、

錫
杖
の
祓
い

役
神
祓
い

家
の
祓
い

シ

ン

ゲ
ウ
ノ
祓
い

　
　

御
洗
米
の
本
地

　

塩
祓
い
で
一
切
を
清
め
る

　
　
　
　
（
季
）

つ
“

い
て

四

秀
の
歌
神
道
の
行
い

」
三
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ザ
ナ
ギ

　
　
④
、
ド
ツ
ク
ウ
公
神
　
／
⑤
、
伊
葬
　
⑥
、
天
神

　
　
⑦
、
一
切
の
神
え
中
臣
の
祓
い
及
び
小
中
臣

　
　
⑧
、
本
尊
様
え
般
若
心
経

　
　
⑩
、
後
々
の
願
ん
立
て
も
充
分
に
申
上
る
。
神
に
う
か
が
い

　
　
度
い
と
思
ふ
事
が
有
れ
ば
其
の
処
置
も
す
る
。

　
　
⑨
、
御
供
物
を
も
ら
い
下
げ
る

　
　
⑩
、
座
祝
い
鎮
に
天
神
の
五
方
立
て

　
　
⑪
、
五
印
鎮
　
⑫
、
神
送
り

　
以
上
が
土
用
祓
い
と
一
年
中
の
屋
祈
祷
を
合
わ
し
た
祈
祷
也
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
除
）

処
用
時
間
は
支
度
を
す
る
時
間
、
体
ケ
イ
、
食
事
の
時
間
を
余
い

て

五
時
間
位
い
。
途
中
で
九
字
に
掛
る
分
が
有
れ
ば
、
其
の
分
余

分
に
か
・
る
。
よ
つ
て
一
日
屋
祈
祷
と
云
ふ
し
だ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
伊
葬
諾
流
太
夫
は
右
の
他
に
、
山
ノ
神
、
水
神
、
ス
ソ
、
天
ん

シ
ョ

ウ

げ
正
、
方
位
の
神
等
に
そ
れ
ρ
＼
に
祭
文
を
上
げ
て
、
一
年
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
デ
ウ

お

礼
い
を
申
上
て
来
年
の
事
を
頼
む
祈
り
を
す
る
の
が
御
定
の
前

で
有
り
、
夜
の
十
時
頃
迄
か
・
る
。
年
越
の
日
か
節
分
の
日
に
、

一
年
中
を
ま
と
め
て
行
ふ
。

　
神
職
で
神
社
庁
の
定
め
で
行
へ
ば
、

　
①
、
供
え
　
②
、
み
そ
ぎ
祓
い
　
③
、
降
神
の
儀

　
④
、
大
祓
い
　
⑤
、
屋
祈
祷
の
祝
司
　
⑥
、
神
送
り

　
く
わ
し
く
す
る
人
で
も
三
科
の
祓
い
、
榊
葉
の
祓
い
、
ミ
ケ
、

ミ
キ
、
の
り
と
、
大
祓
い
を
く
り
返
す
ぐ
ら
い
で
、
長
く
て
一
時

間
で
終
わ
る
。
祀
り
と
祈
祷
と
の
ち
が
い
で
有
る
。

◎
次
に

字
文
の
し
だ
い

①
、
稼
れ
消
し
の
字
文
終
り
て
、
よ
み
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
「
別
儀
の
し
だ
い
で
ご
ざ
ら
ん
、
神
が
も
り
め
字
文
の
御

　
　
　
デ
シ

　
　
　
弟
子
は
十
六
天
へ
、
時
の
や
と
わ
れ
日
の
や
と
わ
れ
は
申

」
三
ウ

」
四
オ
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し
て
、
十
六
天
え
当
年
世
年
に
入
り
来
た
悪
事
の
ゑ
ん
切

　
　
　
り
、
送
り
祓
ふ
て
、
三
神
屋
の
神
、
大
小
神
祇
え
、
御
祝

　
　
　
い
祀
り
を
差
し
上
げ
申
う
そ
う
わ
け
に
て
ご
ざ
る
が
、
字

　
　
　
文
の
御
弟
子
の
、
自
法
自
力
の
し
だ
い
に
相
い
ま
い
ら
せ

　
　
　
ん
か
ら
で
は
、
地
神
公
神
様
を
元
に
始
め
て
、
大
小
神
祇

　
　
　
様
え
は
コ
ー
リ
の
初
穂
を
ま
い
ら
し
て
、
前
楯
後
ろ
楯
て

　
　
　
に
送
り
迎
へ
を
し
ま
い
ら
す
る
」

◎
コ
ー
リ
く
ば
り
の
順
序

①
、
地
神
公
神
、
三
神
屋
の
神
、
方
位
の
神
ま
で
、
神
の
名
を
告

げ
お
わ

り
た
処
で
一
ち
区
切
り
を
つ
け
て
、
よ
み
わ
け
を
祈
る
。

　
土
用
祓
い
家
祈
祷
の
よ
み
わ
け
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ジ
ョ

　
◎
様
え
は
コ
ー
リ
の
初
穂
を
ま
い
ら
す
る
、
三
処
は
一
チ
目
に

　
　
コ
ー
リ
の
初
穂
は
是
れ
こ
し
召
し
て
、
コ
ー
リ
か
・
り
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン

　
　
コ
ー
リ
の
字
文
で
御
祈
祷
殿
え
、
送
り
迎
を
し
ま
い
す
る
、

　
　
オ

　
　
降
り
入
り
用
合
召
さ
れ
て
賜
わ
れ
、
神
が
も
り
め
は
十
六
天

　
　
で

は
、
七
十
五
日
の
世
年
し
の
替
り
と
相
成
り
申
し
た
か
ら

　
　
で

は
、
当
年
世
年
、
古
る
き
世
年
に
五
方
十
二
ヶ
方
か
ら
、

　
　
悪
魔
下
道
が
入

り
来
て
、
十
六
天
三
神
屋
づ
ま
に
ご
ゑ
ん
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ト

　
　
掛
け
て
、
引
き
や
雲
い
て
よ
も
候
ふ
共
、
祓
い
落
い
て
送
り

　
　

沸
ふ
て
、
御
神
ん
の
ザ
ツ
マ
へ
、
の
り
く
ら
御
幣
も
へ
ぎ
や

　
　
　
　
　
　
チ
ン
ジ
ュ
　
ミ
シ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　

飾
り
て
、
鎮
守
の
御
連
注
も
引
き
や
ま
わ
い
て
、
式
の
御

　
　
ゼ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヨ

　
　
膳

も
差
し
上
げ
申
し
て
／
祓
い
清
め
て
、
式
の
こ
ぜ
ん
え
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ガ
レ

　
　

り
迎
へ
て
、
御
膳
の
上
で
は
祭
文
数
も
七
十
五
流
、
御
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド
カ

　
　

こ
う
し
だ
い
に
よ
み
や
ひ
ら
い
て
、
大
い
願
祈
請
の
解
し
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

　
　
楽
も
差
上
げ
申
そ
う
訳
け
に
て
ご
ざ
る
が
、
神
が
守
り
目
、

　
　
ジ
モ
ン
　
　
ミ

　
　
字
文
の
御
弟
子
の
自
法
自
力
に
相
い
ま
い
ら
せ
ん
、
コ
ー
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
　
ヨ
ウ
ゴ
ウ

　
　

の

字
文
で
送
り
迎
へ
を
し
ま
い
ら
す
る
、
下
り
入
り
影
合
召

」
四
ウ

」
五
オ

　
　
さ
れ
て
、
た
し
か
な
前
楯
て
後
ろ
立
て
、
数
も
数
く
な
、
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ダ

　
　
法
し
だ
い
を
相
い
や
叶
え
て
、
神
が
も
り
め
に
徒
名
ヒ
ケ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
カ
ド

　
　
を
取
ら
せ
ん
、
神
や
仏
け
の
御
門
を
た
お
さ
ず
、
師
匠
に
名

　
　
折
れ

も
取
ら
せ
ん
如
く
に
、
良
き
荏
び
の
御
ん
引
き
継
ぎ
を

　
　
召
さ
れ
て
、
次
第
い
し
だ
い
の
コ
ー
リ
の
ま
く
ば
り
、
御
ん

　
　
引
き
継
を
も
頼
み
ま
い
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
以
上
が
此
の
祀
り
に
封
い
す
る
コ
ー
リ
く
ば
り
の
ヨ
ミ
ワ
ケ
理

カ
ン間

で
有
り
、
字
文
は
少
々
ぬ
け
て
も
多
く
成
っ
て
も
良
い
。

　
後

は
コ
ー
リ
く
ば
り
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
神
仏
尊
や
ミ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

神
の
名
を
唱
え
、
処
う
ど
こ
ろ
に
区
切
り
を
附
け
て
、
讃
み
解
け

理
間
を
附
け
て
、
コ
ー
リ
く
ば
り
の
祈
り
を
す
る
。

◎
、
祓
い
の
字
文

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
ド

　
祓
い
幣
を
持
っ
て
散
華
の
祓
い
、
釜
戸
の
祓
い
、
錫
杖
祓
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

（錫
杖
を
な
ら
し
乍
ら
）
、
一
ト
ツ
の
祓
い
が
終
る
毎
に
、
次
の
様

に

読
み
解
理
間
を
附
け
る
。

　
　
ゴ
シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
ミ
シ
メ

　
　
「
御
神
の
ザ
ツ
マ
、
の
り
く
ら
御
幣
、
鎮
守
の
御
連
注
、
三

　
　
　
ヤ

　
　
神
屋
ヅ
マ
に
悪
魔
下
道
が
入
り
来
て
、
か
き
や
雲
い
て
、
引

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
エ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ト

　
　
き
や
雲
い
て
、
御
縁
を
掛
け
て
、
よ
も
候
ふ
共
、
祓
い
落
い

　
　
て

ま
い
ら
す
る
、
日
本
晴
れ
共
、
清
よ
ま
り
用
合
成
り
給

　
　
え
」

　
カ
マ
ド

　
釜
戸
の
祓
い
は
七
回
返
す
と
良
い
。

　
　
　
　
　
　
エ
　
ト

　
其
の
他
に
、
干
支
し
か
の
祓
い
等
も
、
此
の
祈
祷
に
相
ふ
祓
い

で
有
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ス
　
　
コ
ガ
タ
ナ

⇔
、
次
に
祓
い
幣
、
数
珠
、
小
刀
を
ま
と
め
て
手
に
持
ち
、
立
ち

　
上
が
っ

て
、
祓
い
幣
え
神
を
迎
え
る
。

　

迎
え
る
字
文

　
　
「
先
き
し
ょ
う
と
も
に
は
、
コ
オ
リ
の
字
文
で
、
大
小
神
祇

」
五
ウ

」
六
オ
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デ
ン

　
　
様
を
御
祈
祷
殿
え
、
送
り
迎
え
て
ご
ざ
る
が
、
唯
今
よ
り
は

　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ウ
ゴ
ウ

　
　
三
ん
ご
五

祭
幣
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
お
直
り
影
合
召
さ
れ

　
　

て
、
悪
事
の
ゑ
ん
切
り
送
り
祓
い
の
式
方
次
第
を
、
さ
せ
や

　
　
お

か

い
て

賜
わ
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ヨ
ウ

④
、
不
浄
の
祓
い
、
幣
を
左
右
に
ふ
り
乍
ら
「
今
日
の
こ
し
か
た

　
の

祓
い
を
」
東
南
西
北
中
と
、
向
き
を
替
え
て
唱
え
る
。
五
方

　
祓
い
と
言
ふ
。

④
、
今
日
の
こ
し
か
た
の
祓
い
字
文

　
　
　
　
ト
ウ
ボ
ウ

　
　
「
東
し
東
方
に
も
、
ギ
ョ
ウ
ギ
ョ
ウ
ほ
つ
し
ん
ギ
ョ
ウ
か
い

　
　
の

お
、
そ
こ
に
海
山
川
を
つ
も
り
流
れ
出
つ
る
と
申
せ
供
、

　
　
　
セ
ン
デ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
タ
ノ
シ

　
　
し
も
千
丈
で
は
、
ち
り
を
祓
ふ
、
七
ち
福
五
福
の
楽
み
有
り
、

　
　
う
す
ざ
く
ら
心
ろ
ザ
ク
ラ
は
が
に
ご
る
と
申
せ
供
、
不
浄
の

　
　
祓
い
は
こ
こ
で
す
る
、
不
浄
た
ち
は
い
つ
も
あ
ら
さ
れ
、
こ

　
　
ん

じ
ょ
う
、
三
ん
ご
ん
、
さ
い
へ
い
、
さ
い
わ
い
と
、
／
今

　
　
日
の
こ
し
か
た
の
祓
い
を
申
せ
ば
、
き
み
の
心
も
陽
気
、
身

　
　
は
す
“
し
く
か
る
ら
ん
と
成
る
、
千
福
七
福
し
ゅ
う
し
ん
吉

　
　
日
、
め
う
こ
う
如
来
や
ソ
バ
か
と
、
祓
い
集
め
て
参
ら
す
る
。

　
　
　
　
五
方
へ

㊨
、
悪
魔
祓
い
「
か
な
ひ
め
祓
い
」
の
字
文
で
祓
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
テ
　
タ
チ
イ

　
　
か

な
ひ
め
祓
い
、
東
方
面
に
立
居
た
る
は
、
う
る
姫
じ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
う
か
、
か
ら
姫
じ
よ
う
か
、
ジ
ャ
ア
法
得
た
か
、
良
し
き
を

　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
ア
シ
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェ

　
　
事
を
知
り
た
か
、
悪
き
事
を
知
り
た
か
、
よ
し
く
な
事
を
得

　
　
シ
ラ

　
　
知
ら
ん
悪
魔
な
れ
ば
、
ち
い
す
い
長
と
も
祓
ふ
て
や
ろ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
ち
い
す
い
、
か
ん
す
い
、
お
・
す
い
、
太
原
長
と
も
小
原
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ

　
　
と
も
祓
ふ
て
や
ろ
う
、
だ
い
ま
が
わ
れ
い
、
小
う
ま
が
わ
れ

　
　
い

と
祓
ふ
て
や
ろ
う
、
向
ふ
悪
ま
を
祓
ふ
に
は
、
か
な
姫
祓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ガ

　
　
い
で
祓
い
お
と
い
て
、
う
る
姫
祓
い
で
祓
い
業
め
て
、
菅
抜

」
六
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ミ

　
　
き
お
と
い
て
、
東
し
と
う
方
、
元
の
棲
長
処
え
、
送
り
祓
い

　
　

を
し
ま
い
ら
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
西
北
中
同
じ

五
方
お
わ
り
て
讃
み
み
だ
い
て
送
り
祓
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
ヌ
シ

　
　
「
当
年
世
年
に
十
六
天
え
は
、
山
に
棲
ん
だ
る
山
王
ま
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ン
　
　
　
　
　
　
ミ
サ
キ

　
　
も
の
、
川
に
棲
ん
だ
る
化
性
の
下
道
、
ま
群
ま
性
、
山
崎
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ウ
ジ
ャ

　
　
川
ミ
サ
キ
、
キ
ュ
ウ
仙
亡
者
、
イ
キ
レ
オ
四
足
二
足
余
の

　
　
し
た
で
の
悪
ま
下
道
が
入
り
き
て
、
十
六
天
の
三
神
屋
ヅ
マ
、

　
　
ゴ
シ
ン

　
　
御
神
の
ザ
ツ
マ
、
の
り
く
ら
御
幣
、
鎮
守
の
み
し
め
に
タ
タ

　
　
　
　
ト
シ
キ

　
　

ミ
が
十
敷
、
ど
う
丈
じ
き
、
シ
キ
イ
、
カ
モ
イ
、
ナ
ワ
が
ユ

　
　
　
ブ
シ

　
　
イ
節
、
カ
ツ
ラ
が
ツ
ナ
ギ
節
、
九
十
九
本
の
ケ
タ
ウ
チ
、
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　

タ
コ
ウ
バ
イ
、
千
ブ
イ
タ
ル
キ
、
万
ブ
イ
コ
モ
ヤ
、
六
ツ
ナ

　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
具
）

　
　
ワ
八
ツ
ナ
ワ
、
タ
ル
キ
揃
い
に
、
八
百
八
品
の
家
且
様
式
、

　
　
　
　
　
　
タ
ン
　
　
タ
ナ
バ
タ
　
　
（
具
）
　
　
カ
　
キ
ン
ギ
ン
　
　
ニ
ワ
キ
カ

　
　
お
り
物
、
反
物
、
七
夕
動
且
に
、
金
ね
金
銀
に
、
庭
木
果

　
　
ボ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ダ
　
　
ゴ

　
　
木

に
、
数
も
か
ず
く
の
氏
子
仲
場
の
、
五
尺
の
体
に
、
御
ゑ

　
　
ん

を
掛
け
て
、
か
き
や
雲
い
て
よ
も
候
ふ
供
、
祓
い
落
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン

　
　
送
り
祓
い
を
し
ま
い
ら
す
る
、
春
属
集
め
て
元
の
棲
み
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
ゴ
ト

　
　
其
の
方
／
角
え
、
事
を
如
く
に
集
め
祓
い
、
け
づ
り
祓
い
、

　
　

ソ
ウ
ジ
祓
い
を
し
ま
い
ら
す
る
、
今
を
限
り
に
門
よ
り
外
え
、

　
　
立
ち
の
き
用
合
成
り
給
え
」

　
（
疫
）

次
は
役
神
祓
い

　
　
　
　
　
　
　
キ
ノ
ェ
キ
ノ
ト

　
◎
東
し
と
う
方
、
甲
乙
が
方
か
ら
入
り
来
た
も
の
は
、
五
百

　
　
ス

ウ
レ
ウ
ム
ウ
レ
ウ
、
六
百
ム
ク
神
、
四
百
四
病
八
百
八
病
、

　
　
　
　
ヤ
マ
イ

　
　
役
神
病
い
の
神
が
十
六
天
え
入
り
き
て
、
か
き
や
雲
い
て
、

　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ミ
ン

　
　
御
ゑ
ん
を
掛
け
て
よ
も
候
ふ
供
、
あ
を
ぼ
け
の
西
や
蘇
民

　
　
シ
ョ
ウ
ラ
イ
　
ミ
コ

　
　
將

来
の
巫
が
ま
い
り
て
、
太
い
役
神
、
小
役
神
、
と
ら
役

　
　
神
を
は
、
と
う
ら
や
け
ん
な
あ
、
ボ
ロ
ウ
ン
ソ
バ
カ
、
き
い

　
　
神
か
ん
ま
ん
ボ
ロ
ウ
に
ソ
バ
カ
、
太
役
年
を
は
小
役
年
、
小

」
七
オ

」
七
ウ
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役
年
を
は
年
役
年
、
月
役
年
、
日
の
役
年
、
時
の
け
病
と
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
タ
ン

　
　
ん
立
て
か
わ
い
で
、
門
よ
り
外
え
、
東
し
東
方
古
丹
が
里
、

　
　
う
る
姫
じ
ょ
う
の
五
尺
の
体
え
、
左
の
た
も
と
ゑ
祓
い
渡
い

　
　
て
ま
い
ら
す
る
、
今
を
限
り
に
立
ち
の
き
用
合
成
り
給
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
方
同
じ

　
　
ヒ
ノ
ェ
ヒ
ノ
ト
　
　
　
ッ
チ
ノ
エ
ツ
チ
ノ
ト
　
　
　
カ
ノ
ヱ
カ
ノ
ト
　
　
　
ミ
ズ
ノ
ヱ
ミ
ズ
ノ
ト

　

南
は
丙
丁
、
西
は
戊
巳
、
北
は
庚
辛
、
中
は
壬
　
　
癸

が
方
と
、
方
角
を
よ
み
替
え
る
事
。

◎
次
に
祇
園
の
祓
い

　
　
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
、
こ
ん
ゑ
い
な
、
天
下
ぶ
し
ん
に
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
ヤ
マ
　
イ
キ
キ

　
　
山
く
づ
し
、
岩
を
く
だ
き
、
高
山
の
生
木
を
は
な
ち
、
枝
を

　
　
放
ち
、
草
な
ぎ
の
宝
劔
を
以
っ
て
、
や
ま
た
の
お
ろ
ち
を
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ガ
ミ

　
　
り
わ
け
ん
、
不
動
の
荒
神
な
れ
ば
、
い
か
な
る
も
ろ
く
も
、

　
　
つ
ん
し
て
聞
け
ば
、
し
た
で
の
悪
マ
、
四
百
四
病
、
入
百
入

　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
イ

　
　
病
、
役
神
病
の
神
も
つ
ん
し
て
聞
け
、
我
が
て
う
は
し
ん

　
　
れ
い
成
り
、
し
ん
こ
く
の
み
ち
と
、
い
か
さ
ら
ば
、
な
ん
ぢ

　
　
魂
醜
退
散

や
、
無
上
礼
法
、
神
道
の
加
持

次
に
よ
み
わ
け

　
　
　
　
　
　
ギ
オ
ン
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
ひ

ぞ
う
の
祇
園
の
祓
い
を
以
っ
て
、
五
津
天
皇
ぎ
お
ん
大
明

　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン

　
　
神
様
の
、
御
神
の
ざ
つ
ま
も
祓
い
清
め
を
し
ま
い
ら
す
る
、

　
　
当
年
世
年
に
十
六
天
え
は
、
五
津
天
皇
祇
圓
大
明
神
／
様
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
イ

　
　
御

部
る
い
御
春
属
、
四
百
四
病
、
八
百
八
病
の
役
神
病
の

　
　
神
が
入
り
来
て
、
御
縁
を
掛
け
て
よ
も
候
う
供
、
十
六
天
は

　
　
　
　
ソ
ミ
ン
　
　
バ
ン
バ

　
　
西
や

蘇
民
の

老
婆
の
、
し
ゆ
う
て
い
し
そ
ん
の
氏
子
に
、
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
び

　
　
た
が
い
所
が
よ
も
候
は
ん
、
旅
や
途
中
で
ご
ん
ざ
わ
ら
ち
の
、

　
　
ふ
み

や
違
い
で
、
ご
ゑ
ん
を
掛
け
て
、
是
れ
有
り
候
ふ
供
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
タ
ン
　
　
サ
ト

　
　
春
属
集
め
て
、
東
し
と
う
方
古
丹
が
里
、
天
竺
サ
イ
バ
の
国

　
　
え
と
立
ち
の
き
用
合
な
り
給
え
、

」
八
オ

」
入
ウ

　
コ
ナ
カ
ト
ミ

◎
小
中
臣
の
祓
い
で
一
切
を
祓
う
（
字
文
は
書
い
た
処
有
る
）

◎
塩
祓
い
で
家
中
を
歩
き
、
各
々
の
部
所
を
祓
ふ

　
作
法
　
塩
祓
い
の
字
文
を
唱
え
る
（
塩
水
と
榊
木
の
小
枝
を
持
）

　
①
、
神
前
で
は
u
南
み
南
海
、
満
ち
く
る
、
差
し
く
る
塩
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
日
本
の
サ
カ
キ
バ
に
、
打
ち
か
け
打
ち
や
下
ろ
い
て
、
神
に

　
　
　
シ
ャ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
　
　
　
シ
ョ
ケ

　
　
は
社
だ
ん
、
仏
に
仏
だ
ん
、
文
部
が
生
家
を
日
本
晴
れ
供
、

　
　
祓
い
清
め
て
ま
い
ら
す
る
、

　
②
、
大
黒
柱
の
元
は
‖
地
神
公
神
、
ド
ツ
ク
ウ
公
神
、
御
神
の

　
　
サ
ツ
マ

　
③
、
だ
い
処
は
H
二
十
八
社
の
火
の
神
、
三
十
六
社
の
へ
ん
つ

　
　
　
　
　
　
ジ
ザ
イ

　
　
い

荒
神
、
自
在
天
神
、
ア
タ
ゴ
の
御
如
来
様
の
こ
し
ん
の

　
　
ざ
つ
ま
（
す
い
じ
場
）

　
　
　
　
　
ダ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヤ
ス

　

4
、
ゑ
ぶ
す
棚
‖
十
二
人
が
生
産
の
神
、
二
十
四
人
の
子
安
の

　
　
子
ゑ

ぶ

す
、
七
十
二
神
が
屋
の
神
、
年
神
年
徳
神
、
大
師

　
　
タ
ナ
バ
タ
　
　
　
　
　
タ
ナ
バ
タ

　
　
七
夕
、
よ
う
ら
く
七
夕
、
ラ
ン
ゴ
ウ
七
夕
　
乙
姫
光
る
七
夕
、

　
　
ツ
ク
　
ス
ジ
ョ
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ォ

　
　
作

る
素
世
が
、
ウ
カ
の
メ
、
ウ
カ
の
麻
、
ウ
カ
ノ
お
だ
ま
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
カ

　
　
ゑ

ぶ

す
大
墨
福
の
神
、
（
水
）
の
有
る
処
ろ
は
、
一
階
い
上

　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ン

　
　
り
の
福
の
水
神
、
（
便
所
は
）
こ
う
か
の
神
の
御
神
の
ざ
つ
ま
、

　
　
（
出
入
口
は
）
門
荒
神
、
角
荒
神
、
ふ
せ
ぎ
の
御
ん
神
様
、
（
家

　
　
一
切
）
座
敷
が
と
敷
、
と
う
丈
敷
、
タ
タ
ミ
が
折
り
目
切
れ

　
　

目
、
敷
井
、
か
も
い
、
柱
千
部
井
、
タ
ル
キ
万
部
井
、
コ
モ

　
　

ヤ
、
六
ツ
ナ
ワ
、
入
ツ
ナ
ワ
、
八
百
八
品
の
家
且
様
式
、
オ

　
　
　
　
　
　
タ
ナ
バ
タ

　
　

リ
物
反
物
、
七
夕
動
且
、
兼
ね
金
銀
、
氏
子
仲
場
の
五
尺

　
　
の

体
だ
も
、
日
本
晴
と
も
祓
い
清
め
を
し
ま
い
ら
す
、

次
に

般
若
心
経
／
に
祓
い
の
上
印
（
シ
メ
ク
ク
リ
）
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
だ

○
注
　
昔
し
は
土
用
祓
い
の
間
は
、
戸
だ
な
押
し
入
れ
、
出
入
口

　

の

戸
を
す
べ
て
開
い
て
、
悪
マ
下
道
を
祓
い
出
し
て
、
祓
い
が

」
九
オ

」
九
ウ
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お

わ
る
と
〆
め
た
と
言
ふ
。

　
　
　
カ
ド
ジ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
キ

◎
次
に
門
連
注
、
角
荒
神
の
幣
に
関
を
入
れ
る
。
連
注
が
有
る
場

合

に
は
連
注
の
本
地
を
い
の
る
。

　

次
に

◎
字
文

　
　
是
れ
天

竺
べ
ざ
い
天
神
様
の
の
べ
さ
せ
賜
ふ
た
、
此
の
剣
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
く

　
　
以

つ

て
、
此
の
や
御
連
注
を
、
八
幡
奈
落
え
切
つ
て
お
と
す

　
　
（
小
刀
に
て
切
り
ま
ね
を
す
る
）

　
◎
伊
勢
の

日
め
ぐ
り
の
神
を
行
い
お
ろ
い
て
、
結
び
止
め
た
ぞ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
つ
な
ぎ
止
め
た
ぞ
、
解
け
な
ほ
ど
け
な
、
オ
ン
ギ
リ
リ
ン
に

　
　

ソ
バ
カ
（
三
回
く
り
返
し
、
結
ぶ
し
ぐ
さ
を
す
る
）

○
注
沢
　
是

は
、
法
者
に
字
文
で
切
ら
せ
ん
為
に
、
先
に
切
つ
て

　
置
く
と
云
ふ
ま
じ
な
い
の
法
也
り
。

次
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
　
　
コ

　
◎
是
天
竺

ヒ
ナ
ゴ
の
大
神
様
い
請
じ
ま
い
ら
す
る
／
、
天
の
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ

　
　
や

ね
の
命
が
、
十
二
刀
な
切
つ
て
通
つ
て
結
み
止
め
て
、
其

　
　
の

の

ち
五
方
十
二
ヶ
方
か
ら
、
法
人
法
者
百
八
人
の
供
柄
か

　
　
ら
、
さ
し
よ
さ
わ
り
を
致
そ
う
共
、
聞
き
入
れ
申
し
下
さ
る

　
　
な
、
三
度
七
度
と
手
を
た
し
、
印
明
印
カ
ン
結
み
か
け
て
、

　
　
さ
わ
り
を
行
え
ば
、
本
人
し
だ
い
え
食
い
附
き
給
え
、
飛
び

　
　
附
き
賜
え
、
立
っ
て
守
ら
せ
賜
ふ
、

　
◎
恐
乍
ら
関
の
太
神
様
行
い
請
じ
ま
い
ら
す
る
、
太
天
神
、
小

　
　
天
神
、
最
高
天
神
、
ほ
こ
う
ち
天
神
、
べ
ざ
い
天
神
、
太
天

　
　
満
天
神
、
地
神
荒
神
、
九
字
や
十
字
の
御
本
尊
様
、
一
チ
目

　
　
に
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ン

　
　
東
方
銀
ぎ
の
印
と
も
現
じ
こ
も
ら
せ
給
え
　
　
五
方

　

　
〃
〃
か
す
み
の
印
と
も
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
　
〃

」

一
〇
オ

　
　

〃
〃
ば
ら
も
ん
の
印
と
も
　
〃
　
　
〃
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
カ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ン

　
　

〃
〃
金
ワ
の
印
と
も
現
じ
渡
ら
せ
給
え
　
　
　
五
方

　
　

東
々
岩
の
印
と
も
現
じ
渡
ら
せ
給
え
　
五
方
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
タ
　
　
　
　
　
ジ
ャ
ク

　
　

此
の

岩
と
申
す
は
、
高
田
の
大
万
力
の
岩
に
て
候
ふ
、
岩

　
　
の
印
と
掛
け
お
き
ま
い
ら
し
て
、
其
の
の
ち
世
に
波
立
ち
風

　
　
が
吹
く
供
、
四
百
四
病
八
百
八
病
、
役
神
病
い
の
神
、
山
の

　
　

ま
群
、
川
の
マ
群
、
山
み
サ
き
、
川
ミ
サ
キ
、
犬
神
、
サ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ゼ
ツ

　
　
神
、
長
縄
、
四
足
二
足
、
水
事
火
事
、
口
説
事
、
非
な
ん
さ

　
　

い

な
ん
、
悪
魔
下
道
が
は
い
か
い
す
る
供
、
此
の
関
き
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ツ

　
　

て
、
入
ら
し
ま
す
な
、
立
て
し
ゆ
ぐ
ん
守
ら
せ
給
え
、
関
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ウ

　
　
是
れ
上

は
印
に
、
天
神
黒
兼
の
棒
の
関
と
も
立
て
お
き
参
ら

　
　
す
る
、
天
神
黒
兼
く
さ
り
の
せ
き
と
掛
け
お
き
ま
い
ら
す
る
、

　
　
天
神
黒
兼
の
べ
い
た
の
関
と
も
立
て
置
き
ま
い
ら
す
る
、
天

　
　
神
黒
兼
金
ワ
の
関
と
も
、
か
け
置
き
給
え
、
天
神
黒
兼
も
ろ

　
　

は
鎌
の
関
と
も
か
こ
い
か
け
る
、
き
り
ん
か
こ
わ
し
給
え

　
　
（
一
ツ
の
字
文
を
五
方
掛
け
る
が
本
式
也
）

　
　
一
ツ
関
打
ツ
、
二
関
〃
〃
、
三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ケ

　
　
九
、
九
十
九
関
打
っ
て
、
打
ち
止
め
て
、
ぬ
け
返
り
、
解
返

　
　

は
よ
も
有
る
な
、
立
っ
て
守
ら
せ
賜
え
、
此
の
関
越
え
て
入

　
　
り
く
る
悪
魔
下
道
は
、
（
地
神
の
九
字
）
地
神
の
け
ん
た
つ

　
　
剣
の

大
神
を
以
っ
て
、
四
方
じ
や
り
ん
に
ソ
バ
カ
と
切
っ
て

　
　
は

な
す
そ
、
ひ
ら
か
せ
賜
え
、

次

に
荒
神
の
切
り
九
字

　
　
此
の

関
に
、
字
文
字
法
を
以
っ
て
、
さ
わ
り
を
致
す
者
は
、

　
　
荒
神
の
切
り
九
字
を
以
っ
て
切
っ
て
放
す
、
し
り
ぞ
き
給
え
、

　
　
よ
み
分
け
行
い
使
ふ
た
神
は
、
元
の
御
ご
ざ
え
上
り
ま
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ナ
キ
　
タ
モ
ト

　
　
行
い
使
ふ
た
字
文
は
現
左
の
挟
え
も
ど
ら
せ
給
え
、

」

一
〇
ウ

」
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以
上
で
土
用
祓
い
の
分
は
終
り
。
此
の
他
に
天
神
黒
兼
ツ
イ

ヂ
の
だ

ん

と
言
ふ
関
字
文
有
る
。
是
は
家
の
外
を
ま
わ
り
な
が
ら

打
つ
関
で
、
昔
は
役
病
が
流
行
し
た
時
に
、
家
を
外
か
ら
か
こ
う

為
に
使
つ
た
。
式
其
の
他
に
も
使
い
道
／
は
有
る
関
と
い
う
言
う

法
文
は
、
ど
れ
で
も
一
通
り
だ
け
で
は
法
力
が
う
す
い
故
に
、
其

の
場

に
相
ふ
法
式
を
、
数
ず
通
り
掛
け
る
か
、
一
通
で
も
七
回
く

り
返
し
か
け
る
事
が
大
切
也
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
セ
キ
　
　
ナ

　
土
用
祓
い
は
祓
い
が
七
ナ
通
り
、
関
も
七
ナ
関
打
つ
の
が
式
法

で
有
る
。
多
い
分
は
差
し
つ
か
へ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
か
ざ

◎
是
れ

よ
り
古
い
飾
り
を
取
り
の
け
て
、
新
し
い
品
に
取
り
替
、

用
意

し
て
有
っ
た
諸
品
を
神
前
に
共
え
る
。
出
来
れ
ば
仏
段
も
恵

　
　
タ
ナ

美
須
棚
え
も
供
え
る
と
良
い
。

　

飾
り
と
お
供
え

　
榊
木

に
青
ド
サ
と
白
紙
を
一
枚
ヅ
ツ
重
ね
て
、
横
紙
四
ツ
折
に

し
、
切
り
流
し
に
作
つ
た
幣
、
又
は
タ
テ
紙
四
ツ
折
り
に
し
て
、

　
サ
ガ

五
下
り
の
幣
を
（
白
紙
）
榊
の
中
央
に
附
け
る
。
両
枝
に
シ
デ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ケ
　
　
　
カ
ミ
ジ
メ

附
け
て
、
床
中
央
に
立
て
る
。
床
上
の
「
お
と
し
掛
」
に
紙
連
注
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ク
ギ

青
ド
サ
ニ
枚
、
白
紙
三
枚
、
交
互
に
重
ね
て
広
げ
た
ま
ま
（
束
切

り
と
云
）
／
三
尺
床
な
れ
ば
、
七
、
五
、
三
、
ひ
と
た
き
じ
め
、

五
尺
以
上
の
広
さ
の
有
る
床
な
れ
ば
、
七
、
五
、
三
、
　
七
、
五
、

　
　
ブ
タ

三
、
二
た
た
き
じ
め
に
し
て
飾
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
マ
オ
リ
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ

　

三

宝
、
若
し
く
は
お
膳
に
大
半
紙
を
角
折
に
し
て
、
広
い
部
分

を
向
ふ
に
し
て
敷
く
（
▽
の
形
）
に
。

　

餅
（
三
枚
一
重
ね
に
し
て
）
三
膳
、
若
し
く
は
五
膳
。

　

次

に
米
を
榊
の
葉
か
サ
ジ
に
て
、
少
量
宛
て
。
餅
の
元
に
各
々

　
　
　
　
モ

八
回
半
に
盛
る
。

　

ク
リ
　
干
桶
　
ノ
リ
　
コ
ブ
　
魚
　
野
菜
　
菓
子

」

一
一
ウ

」
　
ニ
オ

　
お
酒
、
サ
カ
ヅ
キ
に
二
又
は
三
。
お
酒
は
ス
ズ
に
酒
を
入
れ
、

の

し
を
附
け
、
榊
の
小
枝
を
差
し
て
二
本
（
餅
の
な
い
場
合
を
米

だ

け
、
三
盛
り
か
五
盛
り
。

　
　
　
　
コ
ク
ド

　
菓
子
は
国
土
の
菓
子
と
云
っ
て
、
昔
か
ら
有
る
菓
子
が
よ
い
。

　
塩
水

　
コ
ウ
ル
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヲ

　
香
類

（
シ
ョ
ウ
ガ
、
ネ
ギ
、
メ
ウ
ガ
）
等
で
良
い
香
り
の
す
る

品
。
タ
ケ
ノ
コ
等
も
か
ま
わ
な
い
。

　
　
　
　
シ
ャ
ク

　
八
合
八
勺
の
米
。

　
全
部
揃
は
ず
共
良
し
。
少
し
残
し
て
、
ひ
か
え
の
品
と
し
て
、

供
え
膳
の
脇
に
置
く
。

　
　
　
　
　
シ
　
メ

◎
榊
を
建
て
連
縄
を
掛
け
、
お
供
物
の
定
儀
に
つ
い
て
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
リ

　
神
は
高
い
山
、
深
い
杜
の
内
に
住
む
も
の
と
考
え
ら
れ
た
ゆ
ゑ

に
、
林
を
作
る
意
也
り
。
シ
メ
は
神
と
人
と
の
界
い
と
な
る
。

　

お
供
え
は
、
神
の
世
界
に
も
仏
け
の
世
界
に
も
、
す
べ
て
死
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
サ
ン

の
世
界
に

は
、
人
も
物
も
生
産
す
る
事
は
出
来
な
い
と
さ
れ
て
居

る
故
に
、
供
物
が
必
要
と
考
え
る
か
ら
で
、
平
安
朝
の
貴
族
の
膳

部
が
基
本
に
成
っ
て
居
る
。

◎
伊
葬
諾
流
に
伝
承
せ
ら
れ
て
来
た
屋
の
神
祀
り
処
○

　
　
　
　
　
イ
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ツ
　
　
ヒ
ト
マ

　

明
治
迄
の
田
舎
の
家
の
作
り
は
戸
を
外
す
と
一
間
に
成
る
様
に

作
っ
て
あ
っ
た
。
是
は
人
を
揃
え
て
お
祝
い
事
が
出
来
る
様
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ロ
　
リ

た
も
の
で
、
家
の
中
心
に
大
墨
柱
、
居
間
に
は
三
尺
角
の
囲
炉
裏

が
有
り
、
自
在
か
ぎ
が
用
意
し
て
あ
り
、
木
を
も
や
い
て
、
だ
ん

を
取
り
、
総
べ
て
の
食
事
の
用
意
を
し
て
、
主
人
の
座
を
上
み
座
、

妻
の
座
を
下
も
座
、
子
供
等
の
処
は
／
前
座
。

　
水
は
谷
又
は
わ
き
水
を
、
竹
の
と
い
、
木
の
と
い
で
家
の
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

引
い
て
来
て
、
其
処
は
洗
い
場
（
ロ
オ
シ
場
と
も
云
フ
）
。
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ケ

と
う
な
処
に
水
の
無
い
家
で
は
「
タ
ゴ
」
と
言
ふ
槙
の
木
で
桶
を

」
　
ニ
ウ

」

一
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ク

作
り
、
吸
ん
で
来
て
、
水
ガ
メ
に
入
れ
て
使
つ
て
居
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ロ
ガ
ネ

◎
大
墨

柱
の

元
の

神
を
太
い
地
八
尺
二
歩
が
其
の
そ
こ
、
白
金

ミ
ハ
コ
　
マ
サ
リ
　
コ
ガ
ネ
　
　
ゴ
ホ
ウ
デ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

御
箱
に
勝
、
黄
金
の
御
宝
殿
に
そ
な
は
り
申
し
て
御
ざ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
ダ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ナ
マ
　
　
　
　
テ
オ
ダ
イ
ヤ
シ

地

神
公
神
、
地
代
ト
ツ
ク
ウ
公
神
、
七
間
が
奥
の
頂
代
社
う
に

　
　
　
　
　
　
ト
ダ
ナ

（昔
は
下
も
座
の
戸
棚
、
現
在
は
水
炊
場
）
、
二
十
八
社
の
火
の

　
　
　
　
　
　
　
キ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
む

神
、
三
十
六
社
が
清
き
ヘ
ツ
ツ
イ
公
神
（
釜
戸
ク
ド
）
、
ア
タ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ
ガ
ミ

の

御
如
来
、
七
十
二
社
の
屋
の
神
、
年
神
、
歳
徳
神
、
自
在
天
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

（天
神

と
は
日
本
に
鍛
治
の
巧
法
を
伝
え
た
人
）
、
十
二
人
が
ウ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヤ
ス

の

神
、
二
十
四
人
が
子
安
の
子
恵
美
須
（
子
供
を
守
る
神
、
キ
シ

　
　
　
ダ
イ
シ
　
　
タ
ナ
バ
タ

ボ

神
）
、
大
師
七
夕
、
よ
う
楽
七
夕
、
デ
ン
ゴ
ウ
七
夕
、

オ
ト
ヒ
メ
　
　
　
　
　
ヒ
カ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン
モ
ノ
　
　
　
ギ
ホ
ウ

乙

　

姫
七

夕
、
光
七
夕
（
是
は
日
本
え
反
物
作
る
巧
法
を
教
え

　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

て

く
れ
た
神
）
、
／
作
る
ス
ジ
ョ
ウ
が
宇
賀
の
メ
、
宇
賀
の
麻
、

　
　
　
オ
ダ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ビ
ス

宇
賀
の
御
魂
（
是
は
作
物
の
種
及
び
タ
マ
シ
イ
）
、
恵
比
須
大
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
ビ
ス

福
の
神
（
恵
比
須
と
は
戎
と
も
書
く
、
一
名
事
代
主
、
又
は
ヒ
ル

　
　
　
エ
ビ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ニ
ク
イ
　
　
カ
タ
ワ
モ
ノ

コ

の

尊
、
戎
三
郎
等
色
々
、
伝
設
で
は
非
常
に
戎
者
、
　
不

且
者
で
、
家
に
不
且
者
の
子
が
出
た
時
に
は
、
恵
比
須
様
の
生
れ

替
り
と
し
て
大
切
に
そ
だ
て
よ
と
言
伝
設
も
有
る
。
ヒ
ル
子
の
尊

は

足
の
不
自
由
な
人
と
も
言
ふ
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ス
ガ

　
御
神
前
（
床
）
に
は
天
照
大
神
、
八
幡
宮
、
春
日
大
明
神
、
日

　
サ
ン
ジ
ョ
　
　
　
　
オ
オ
リ
ウ
　
　
　
　
テ
ン
チ
ウ
ヒ
メ
ミ
ヤ

本

三

処
の
神
、
大
柳
王
様
、
天
中
姫
宮
、
天
竺
伊
葬
諾
大
神
、

三
神
屋
の
神
、
左
脇
に
は
南
無
十
三
体
御
本
尊
様
（
三
神
屋
の
神

と
は
太
柳
王
、
天
中
姫
宮
、
伊
葬
諾
太
神
三
柱
）
、
北
が
ウ
シ
ト

　
マ
ツ
ダ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ
サ
ド

ラ
末
代
金
神
、
南
が
日
天
公
神
（
是
は
総
べ
て
の
方
位
を
司
る

神
）
以
上
が
一
般
の
家
に
そ
な
わ
っ
て
居
る
神
で
、
其
の
他
に
家

に
依
り
、
天
の
太
お
ん
ざ
き
、
是
に
附
ず
い
す
る
様
、
十
七
夜
、

三

十
三
夜
、
三
日
月
（
天
当
様
）
／
天
の
神
、
大
工
の
家
で
は
照

徳
太
子
、
鍛
冶
屋
に
は
天
神
様
等
、
家
に
よ
り
て
祀
る
得
別
の
神

」

二
ニ
ウ

」

一
四
オ

が
有
る
。

　
　
　
　
　
ユ
ヱ

　
右
の
次
第
故
に
、
恵
比
須
様
を
朝
夕
に
供
え
物
を
し
て
頂
愛
す

る
風
習
が
有
っ
た
の
は
、
理
の
当
然
と
も
言
へ
る
し
だ
い
也
り
。

◎
屋
祈
祷
の
式
次
第
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
パ

　
稜
れ
消
し
、
コ
ー
リ
配
り
と
順
に
行
く
べ
き
処
で
有
る
が
、
先

に
屋
祈
祷
の
次
第
も
頼
ん
で
有
る
の
で
、
稼
れ
消
し
の
後
に
引
き

継
ぎ
だ
け
、
頼
め
ば
良
い
わ
け
で
有
る
。

◎
字
文
‖

　
　
先
き
し
よ
と
も
に
は
コ
ー
リ
の
字
文
で
読
み
や
起
い
て
、
前

　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ト
シ

　
　
楯
て
後
ろ
楯
を
頼
ん
で
ご
ざ
る
が
十
六
天
ん
、
当
年
世
年
に

　
　
入
り
来
た
、
悪
く
事
の
縁
切
り
送
り
祓
い
も
し
ま
い
ら
し
た

　
　

が
、
し
だ
い
ぐ
に
の
り
く
ら
御
幣
も
へ
ぎ
や
飾
り
、
鎮
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ゼ
ン

　
　
の

ミ
シ
メ
も
引
き
や
ま
わ
い
て
、
式
の
御
膳
も
こ
う
じ
供
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ニ
チ

　
　
も
し
ま
い
ら
し
た
が
、
今
日
こ
よ
い
は
七
十
五
日
／
に
相
掛

　
　
　
　
ム
カ

　
　
け
、
向
ふ
よ
と
し
の
替
り
と
相
成
り
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、

　
　
カ
ン
ナ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
キ
ヤ
ト

　
　
現
　

神
が
も
り
め
は
時
使
は
れ
の
し
だ
い
で
、
三
神
屋
の

　
　
神
、
大
小
神
祇
様
を
御
祝
い
祀
り
の
御
膳
の
上
え
送
り
迎
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド

　
　
太
願
祈
祷
の
申
し
解
き
、
諸
礼
の
神
楽
を
差
し
上
げ
申
さ
う

　
　
ワ
ケ

　
　
訳
に

て
ご

ざ
れ
ば
、
し
だ
い
し
だ
い
の
前
楯
て
後
ろ
立
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ダ

　
　
御
ん
引
き
継
を
召
さ
れ
て
、
神
が
守
り
目
に
取
り
て
、
徒
名

　
　

ヒ
ケ
イ
は
取
ら
せ
ん
如
く
に
、
師
匠
に
名
折
れ
も
取
ら
せ
ん

　
　
　
　
　
　
オ
カ
ド

　
　
神
や
仏
の
御
門
を
た
お
さ
ん
如
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
メ

　
①
、
林
し
立
て
　
②
、
連
縄
　
③
、
笠
　
④
、
太
鼓
が
有
る
家

　
　
　
　
　
　
オ
ア
ラ
イ
ネ

で

は
太
鼓
⑤
、
　
御
洗
米
、
各
本
地
を
唱
え
る

◎
次
に
祓
い
の
字
文

　
　
ゴ
シ
ン

　
　
御
神
の
ザ
ツ
マ
、
の
り
く
ら
御
幣
、
鎮
守
の
ミ
シ
メ
、
式
の

　
　
御
膳
を
祓
い
清
め
を
し
ま
い
ら
す
る
、

」

一
四
ウ
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サ
ン
ゲ

　
①
、
讃
華
の
祓
い
、
錫
杖
、
其
の
他
の
祓
い
、
最
後
に
塩
祓
い

◎
神
勧
請
の
字
文

　
　
御
神
の
ザ
ツ
マ
を
七
十
五
流
れ
、
御
迎
向
し
だ
い
と
祓
い
清

　
　
め

も
し
ま
い
ら
し
た
、
大
小
神
祇
様
を
「
の
り
く
ら
御
幣
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ
ガ
ン

　
　
鎮
守
の
ミ
シ
メ
を
、
是
れ
の
り
く
ら
え
、
立
願
祈
請
の
申
し

　
　
ホ
ド

　
　
解

き
、
御
祝
い
祀
り
の
式
の
御
膳
ん
え
、
送
り
迎
え
を
し
ま

　
　
い

ら
す
る
、
い
と
ん
よ
し
つ
か
に
か
・
り
て
、
用
合
成
り
賜

　
　
ふ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
コ

　
以
下
屋
の

神
か
ら
順
次
コ
ー
リ
く
ば
り
の
時
の
し
だ
い
で
、
処

ろ
々
々
で
区
切
り
を
し
て
「
　
」
の
中
の
字
文
を
よ
み
分
け
を

附
け
て
、
日
本
国
中
、
大
小
神
祇
御
本
尊
様
の
名
を
よ
み
上
げ
て

迎
え
る
。
コ
ー
リ
ク
バ
リ
で
く
わ
し
く
迎
え
て
有
る
の
で
、
あ
る

て

い

ど
の
処
か
ら
、
あ
ら
あ
ら
名
前
を
告
げ
る
事
も
有
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヘ
ミ
く
チ

　
終
り
て
迎
向
の
し
だ
い
に
四
秀
の
歌
に
、
神
道
の
行
い
で
神
勧

請
を
す
る
。

◎

お
わ
り
て
立
願
ひ
ら
き
字
文
、
よ
み
わ
け
次
の
如
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
モ
ラ

　
　
是

よ
り
右
に
氏
子
供
等
は
、
一
度
を
始
め
千
度
に
重
ね
／
る
、

　
　
カ
サ
ネ

　
　
重く
の
立
願
祈
請
で
有
り
た
が
、
本
日
こ
よ
い
は
式
の
膳

　
　
え
ゑ
、
送
り
迎
え
も
差
上
げ
申
し
た
か
ら
で
は
、
式
の
御
膳

　
　

を
是
れ
こ
し
召
し
、
是
よ
り
右
に
か
け
お
き
申
し
た
大
願
祈

　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ノ
ミ

　
　
請
も
解
け
て
ほ
ど
け
て
、
御
法
楽
を
賜
わ
れ
頼
ま
い
ら
す
る
、

　
　

し
だ
い
く
に
神
が
も
り
め
は
三
神
屋
の
神
、
大
小
神
祇
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ン
ヂ
　

ホ
ン
ヒ
ヨ
モ
ト

　
　

え
御
迎
向
し
だ
い
に
、
御
本
地
、
御
日
世
元
も
、
讃
み
や

　
　
開
い
て
ま
い
ら
す
れ
ば
、
良
き
詫
び
の
御
ん
引
き
継
ぎ
も
、

　
　

頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
ア
ル

◎

次
は
主
じ
ま
つ
り
米
ツ
ブ
を
三
ツ
ユ
ビ
で
少
量
つ
ま
み
、
東

　

か
ら

」

一
五
オ

」

一
五
ウ

　
　
ト
ウ
ボ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
東

方
浄
土
の
主
じ
の
荒
神
、
御
い
ぜ
ん
様
え
は
、

　
　
シ
ラ
カ
ネ
コ
ガ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
白
金
黄
金
の
三
枚
参
ら
す
る
、
米
い
た
“
い
て
、
東
方
浄
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ

　
　
の
主

の

荒
神
様
と
も
、
安
座
の
位
い
に
着
き
給
え
、
本
座
の

　
　
ク
ラ
　
　
つ
き
　
　
　
テ
ン

　
　
位
い
に
就
給
、
天
げ
の
位
い
と
上
り
ま
せ
、
よ
き
混
び
で
、

　
　
　
　
ケ
オ

　
　
本

日
今
日
の
諸
礼
の
神
楽
を
、
花
や
か
つ
ま
や
か
／
祈
り
置

　
　
　
　
　
ア
ダ

　
　
か

い

て
、
徒
名
ヒ
ケ
イ
を
取
ら
せ
ん
如
を
、
頼
み
ま
い
ら
す

　
　
る
（
是
は
こ
ぜ
ん
に
上
れ
ん
神
、
春
属
類
を
祀
る
作
法
で
、

　
　
ス
ベ

　
　
総
て

の
祭
祀
祈
祷
に
当
り
て
重
要
な
作
法
也
り
）

　
五
方
、
地
段
国
、
中
段
国
、
天
段
国
、
五
方
五
体
十
二
ヶ
方
と
、

米
を
ま
き
上
げ
祀
る
。
主
じ
祀
り
と
云
え
ば
皆
同
じ
也
り
。

◎
次
に
恵
美
須
の
祭
文
1
1
始
め
に
附
け
る
読
み
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ

　
　
十
六
天
に
は
、
よ
う
ね
ん
久
し
く
百
年
此
の
方
、
七
間
が
奥

　
　
の
頂
代
宝

に
祝
わ
れ
わ
し
ま
す
（
二
十
八
社
が
火
の
神
か
ら

　
　
前
に
記
し
た
神
々
の
名
を
告
げ
て
）
、
三
処
は
い
ち
め
に
御

　
　
迎
向
し
だ
い
に
、
御
本
地
お
ん
ひ
よ
も
て
を
、
よ
み
や
開
い

　
　
て
ま
い
ら
す
る
、

○
恵
美
須
の
祭
文
を
唱
え
る
。
終
り
て
立
願
開
き
。
良
き
耗
び
で
、

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
ズ

願
ん

ひ

ら
き
の
祀
り
を
受
け
た
か
、
連
珠
に
迎
え
て
伺
っ
て
見
る

（や
り
方
は
病
人
祈
祷
、
取
り
分
け
の
本
に
在
る
）
。

　
吉
な
れ
ば
来
年
の
願
ん
立
て
お
祈
る
。
●
願
立
て
よ
み
分
け

　
◎
良
き
荏
び
を
召
す
よ
の
か
ら
で
は
、
当
年
よ
と
し
、
迎
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ

　
　
若
葉
の
世
年
へ
取
り
て
、
病
い
役
年
、
四
百
四
病
が
は
い
か

　
　

い
す
る
と
も
、
門
よ
り
内
に
入
ら
れ
ん
如
く
に
、
山
主
マ
性
、

　
　

川
主
化
性
、
犬
神
サ
ル
神
、
マ
群
マ
性
も
門
よ
り
内
に
入
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ク

　
　
せ
ん

如
く
に
、
作
る
作
物
、
穂
に
ホ
が
よ
れ
合
い
、
千
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ク

　
　

種
や
お
ろ
せ
ば
、
萬
石
取
り
入
れ
、
お
く
お
く
九
お
く
九

　
　
　
コ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン
ギ
ン

　
　
千
石
と
も
取
り
入
れ
引
き
入
れ
、
金
ね
金
銀
も
も
ろ
と
も
に
、

」

一
六
オ

」

一
六
ウ
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右
え
作
る
物
左
え
た
ま
る
、
左
え
取
る
物
、
右
え
た
ま
る
、

　
　
利
し
よ
う
豊
か
な
、
守
り
を
賜
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
山
を

　
　
通
り
て
山
主
マ
性
、
川
を
渡
り
て
川
主
化
性
、
山
の
ミ
サ
キ
、

　
　

川
の
ミ
サ
キ
、
き
う
せ
ん
亡
者
に
行
き
会
い
来
合
い
も
致
さ

　
　
ん

如
く
に
、
石
に
も
木
に
も
打
た
れ
ん
如
く
に
、
荒
き
塩
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ト
コ
オ
ン
ナ

　
　

会
わ
さ
ん
如
く
に
、
男
女
に
取
り
て
は
ヌ
ウ
智
恵
、
書
く

　
　
智
恵
、
よ
む
智
恵
、
お
る
智
恵
、
か
し
こ
う
え
り
首
ま
わ
い

　
　

て
、
き
ぬ
く
び
合
わ
し
て
、
袖
で
口
重
ね
て
、
／
ツ
マ
ロ
合

　
　
い
て

着
る
や
利
し
よ
う
、
豊
か
な
守
り
を
氏
子
へ
取
り
て
は
、

　
　
　
　
　
シ

　
　
両
手
に
支
天
の
守
り
を
取
ら
い
て
、
行
く
矢
は
早
め
て
、
来

　
　
る
矢
を
違
へ
て
、
安
ん
も
ん
そ
く
さ
い
え
ん
命
長
久
、
う
わ

　
　
手
の
守
り
を
賜
わ
れ
、
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
此
の
言
通
り
を
賜
わ
る
か
ら
で
は
、
何
々
様
の
御
神
力
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

　
　
あ
ま
で
の
物
と
も
心
得
申
し
て
、
七
ナ
マ
が
奥
に
供
り
申
し

　
　
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ウ

　
大
小
神
祇
様
へ
は
「
朝
夕
て
う
せ
き
、
お
か
い
の
初
穂
も
上
げ

て

ま
い
ろ
う
。
作
り
の
初
穂
、
働
き
初
穂
も
上
げ
て
ま
い
ろ
う
」
、

他
の
神
に
は
此
処
は
言
わ
ん
。

　
　
く
れ
て
は
年
末
、
明
け
て
は
年
頭
、
お
い
わ
い
祀
り
も
差
し

　
　
上

げ
申
さ
う
、
此
の
言
ふ
通
り
に
ウ
ソ
は
申
さ
ん
、
す
ら
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
シ
ャ
ク
　
　
　
　
コ
ウ

　
　
申
さ
ん
言
葉
に
、
花
色
得
に
き
ぬ
、
時
の
口
訳
、
日
の
ロ

　
　
ジ
ウ

　
　
上

に
て
ご
ざ
ら
ん
、
身
を
ま
き
こ
め
て
の
大
願
祈
請
で
ご
ざ

　
　
れ

ば
、
ま
と
や
の
御
ん
聞
き
入
れ
を
召
さ
れ
て
、
十
二
が
時

　
　
を
、
時
ざ
し
日
差
し
を
召
さ
れ
ん
如
く
に
、
守
り
／
し
ゆ
ぐ

　
　
ん
相
い
や
叶
え
て
賜
れ
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　

○
注
釈
　
若
し
九
字
の
取
れ
ん
時
に
は
、
何
に
故
か
を
九
字
で
引

き
分
け
、
叱
り
が
有
れ
ば
、
こ
と
わ
り
立
て
を
祈
っ
て
、
祓
い
の

」

一
七
オ

」

一
七
ウ

字
文
で
祓
ふ
。

　
其
の
他
色
々
の
事
が
有
る
。
九
字
の
取
れ
ん
の
に
次
え
進
ん
で

も
す
べ
て
か
・
る
の
で
、
九
字
の
取
れ
る
迄
、
手
法
を
考
え
て
祈

る
事
。
数
々
の
神
が
鎮
座
し
て
居
る
処
故
に
、
其
の
事
も
心
得
で

タ
イ
シ
ョ

封
処
す
る
事
も
必
要
也
り
。

◎
次
に
公
神
、
地
神
、
ト
ツ
ク
ウ
公
神
様
に
、
順
次
迎
向
の
祭
文

　
　
　
　
カ
シ
ラ

を
唱
え
る
。
頭
の
読
み
継
ぎ
お
わ
り
て
、
読
み
分
け
は
神
の
名
を

違
へ
る
事
。
願
ん
立
て
の
最
後
の
部
分
で
、
「
シ
メ
冬
ご
も
り
枯

　
　
　
　
ヨ
ト
シ

木
の
山
、
世
年
の
替
る
時
に
は
今
日
の
如
く
に
、
と
り
と
う
立

　
　
ガ
ン
ホ
ド
キ

て
・
、
　
願
解
の
祀
り
も
差
し
上
る
由
の
事
を
、
字
文
に
作
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い

て

祈

る
。
此
の
三
ツ
の
神
は
、
相
い
、
に
た
様
な
神
故
に
、
ド
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ジ
ョ
は
　
　
イ
　
　
　
　
ガ
ン
ホ
ド

ク
ウ
の
祭
文
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
　
三
処
一
チ
メ
に
願
解
き
　
　
」
一
八
オ

ガ
ン
ダ
テ

願
立

を
／
行
っ
て
も
良
。
又
各
々
毎
に
行
っ
て
も
良
い
（
時
間
と

の
兼
ね
合
を
見
る
）

◎
次
は
三
神
屋
の
神
様
え
の
迎
向
の
次
第
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
王
柳
王
様
、
天
中
姫
宮
、
天
竺
川
上
み
伊
葬
諾
大
神
尊
様
え
、

　
　
三
所

は
い
ち
め
に
御
本
地
お
ん
ひ
を
も
と
お
、
御
迎
向
し
だ

　
　
い

に
、
よ
み
や
開
い
て
ま
い
ら
す
る
（
是
よ
り
伊
葬
諾
の
祭

　
　
文
を
よ
み
上
げ
る
）

　
お
わ
り
て
願
ん
ほ
ど
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
チ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ベ

　
今
日
の
総
て
の
祀
り
が
落
度
な
く
成
就
し
た
か
伺
っ
て
見
、
出

来
て
居
れ
ば
、
来
年
、
又
は
先
々
の
其
の
家
に
、
か
・
る
さ
い
な

ん

入
り
く
る
不
浄
が
起
き
る
か
ど
う
か
も
聞
こ
う
と
思
へ
ば
、

う
か
が

伺
っ
て
見
て
、
が
ん
立
て
祈
り
を
行
ふ
う
。
自
分
の
祈
祷
の
し
だ

い
も
た
の
ん
で
お
く
。

◎
次
に
天
神
様
え
の
迎
向
の
し
だ
い
。
　
天
神
の
祭
文
。

　
カ
シ
ラ

　
　
頭
の
読
み
継
ぎ
。
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ダ
イ
テ
ン
マ
ン

　
　
し
だ
い
し
だ
い
で
太
天
満
、
天
神
よ
む
じ
の
御
ん
神
様
え
、

　
　
御
本

地
、
御
ん
ひ
お
も
と
を
御
ゑ
こ
う
／
次
第
に
、
読
み
や

　
　
ひ
ら
い
て
ま
い
ら
す
る
、

天
神
の
祭
文
。

　
お
わ

り
て
願
ほ
ど
き
、
願
ん
立
て
。
お
わ
り
て
、
本
日
の
御
祝

い
鎮
め

の
、
前
だ
て
後
ろ
立
て
を
頼
ん
で
お
く
。

◎
最
後
に

本

日
迎
え
た
大
小
神
祇
様
に
封
し
て
、
中
臣
の
大
祓
い
、

小
中
臣
の
祓
い
、
何
回
か
く
り
返
し
唱
え
る
。

　
又
、
本
日
迎
え
た
御
本
尊
様
に
、
般
若
心
経
を
何
回
か
唱
え
、

来
年
の
願
立
て
を
し
て
祀
り
は
終
り
。

◎
お

供
物
を
貰
ふ
字
文
を
唱
え
て
、
膳
を
下
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

◎
大
小
神
祇
を
御
祝
い
鎮
の
三
献
、
是
れ
上
は
印
に
行
ふ
。

◎
天
神
様
が
最
後
の
し
め
く
・
り
に
行
ふ
式
し
だ
い
で
有
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ワ
ジ

御
祝
い
鎭
め
の
御
祈
禧
、
上
字
に
行
ふ
。
其
の
為
に
御
迎
向
し

だ

い

に
五
方
立
て
か
ら
、
大
つ
ち
小
づ
ち
で
打
ち
鎭
め
る
字
文
迄
、

唱
え
鎮
め
の
し
だ
い
を
た
の
ん
で
、

◎
五
印
鎭
の
式
し
だ
い
で
し
め
く
・
る
。

◎
神
送
り
を
唱
え
、
神
道
の
送
神
を
申
上
げ
る
。

　
以
上
が
土

用
祓
い
に
引
き
つ
“
い
て
、
年
末
の
屋
の
神
の
願
ん

ほ

ど
き
、
明
年
の
願
ん
立
て
を
す
る
式
次
第
で
、
此
の
書
に
な
い

字
文
は
別
の
書
物
に
く
わ
し
く
記
し
て
有
る
。
取
り
合
し
た
ら
出

来
る
。
重
復
す
る
勢
を
省
く
為
に
省
略
し
て
有
る
。

　
二
月
三
日
を
過
ぎ
て
の
屋
祈
祷
に
は
、
七
十
五
日
の
世
年
替
り

に
成
っ
た
と
は
言
わ
な
い
。

　
願
ん

立

の
部
で
は
枯
木
の
山
、
世
年
の
替
り
に
は
、
御
祝
い
祀

　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

り
も
差
し
上
る
と
約
速
事
を
読
み
そ
ゑ
る
事
。
ゆ
え
に
願
ん
立
て

屋
祈
祷
と
言
ふ
し
だ
い
。

」

一
八
ウ

」

一
九
オ

　
土

用
祓
い
と
屋
祈
祷
が
出
来
れ
ば
、
太
夫
に
成
っ
た
と
師
匠
に

言

わ
れ
た
し
だ
い
也
り
。
た
い
て
い
の
祀
り
は
出
来
る
。

　
　
　
　
ナ
ナ
マ
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ボ
オ

○
追
書
　
七
間
の
奥
の
神
に
三
宝
サ
バ
イ
の
神
を
加
え
る
。
田
や

ハ
タ
ケ

畑
の
神
の
事
。
幣
束
は
反
物
（
布
）
と
思
え
ば
よ
し
。
和
紙
は

多
布
の
原
料
コ
オ
ソ
で
作
る
。

◎
氏
神
又
は
神
社
で
の
例
祭
式
次
第
○

◎
鳥
居
に
ワ
ラ
ジ
メ
（
足
を
七
、
五
、
三
）
シ
メ
の
子
（
シ
デ
）

四
枚
は
ぜ
る
。

　
ダ
オ
ハ
ン
シ

　
太
半
紙
タ
テ
に
ニ
ツ
折
り
、
又
は
四
ツ
折
り
、
切
り
流
に
て
、

三
下
り
か
四
下
り
。

　
榊
、
両
方
青
ド
サ
紙
を
そ
え
て
切
っ
た
シ
デ
中
、
右
、
左
に
附

　
け
る
。

　
の
ぼ
り
も
有
れ
ば
立
て
る
。
神
社
の
の
き
下
、
鳥
居
と
同
様
。

　

内
宮
（
シ
ン
グ
ウ
と
言
）
。
両
脇
に
榊
・
ワ
ラ
ジ
メ
、
若
し
く

は
紙
ジ
メ
。
ワ
ラ
ジ
メ
な
ら
シ
メ
の
子
附
け
る
。
紙
シ
メ
な
ら
足

は
切
り
附
け
る
。
七
、
五
、
三
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
タ

　
の

と
の
幣
一
本
。
半
紙
六
枚
重
ね
、
ニ
ツ
に
折
り
、
頭
を
ニ

カ
タ
ナ

刃
。
切
り
九
字
を
五
ツ
、
頭
の
先
を
少
し
丸
み
を
附
け
る
様
に

切

り
、
幣
串
は
紙
二
枚
に
て
、
串
の
元
が
二
寸
位
い
内
に
は
い
る

様
に

巻
い
て
、
米
ツ
ブ
平
年
十
二
、
ウ
ル
ン
年
に
十
三
入
れ
て
折

り
か
え
し
て
、
全
体
を
五
所
、
紙
の
「
こ
よ
り
」
で
二
巻
ま
い
て
、

結
目
が
一
方
に
揃
ふ
如
く
に
結
む
。
幣
を
差
し
天
井
紙
を
三
角
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ラ

折
っ
て
共
に
さ
す
。
床
を
お
天
井
紙
の
外
に
は
ぜ
る
。
祓
い
幣
一

本
。　

玉
串
が
必
要
な
ら
用
意
（
是
れ
は
神
道
法
の
作
法
で
、
省
略
す

る
場
合
も
有
る
。
古
式
に
は
な
い
）
其
の
替
り
に
ノ
ト
を
広
め
る

儀
有
り
。

」

一
九
ウ

」
二
〇
オ
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◎
供
え
物
、
正
式
に
は
同
じ
形
ち
の
膳
が
五
膳
有
る
の
が
本
式
也

　
り
。

　
略
式

に
す
る
と
、
屋
祈
祷
の
供
え
と
同
じ
様
な
形
ち
で
用
意
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ワ
グ
ラ

て

有
る
品
を
見
て
作
る
（
供
物
の
字
文
に
は
餅
が
岩
倉
、
酒
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
　
　
ネ

い
ば

め
、
清
き
こ
す
い
、
清
き
洗
い
米
、
作
り
の
初
穂
、
穂
花
の

初
穂
、
働
き
、
か
せ
ぎ
の
初
穂
、
ク
リ
、
柿
、
香
類
、
国
土
の
菓

子
、
海
山
川
の
七
ナ
草
、
お
い
わ
い
ご
ち
そ
う
、
こ
う
じ
供
え
て
、

と
祈
る
の
で
、
字
文
に
有
る
様
な
品
物
を
全
部
揃
は
ず
共
用
意
す

る
。　

氏
子
は
出
来
る
だ
け
自
分
の
家
で
作
っ
た
作
物
を
供
え
る
の
が

一
番
良
い
。
神
も
詫
ぶ
。
氏
子
の
持
っ
て
来
た
品
は
脇
の
方
に
全

部
供
え
る
。

　
塩
水
と
榊
の
枝
を
用
意
す
る
。

　
太
夫
は

エ
ボ
シ

で

な
く
て
、
ア
ヤ
ガ
サ
を
か
む
っ
て
祀
り
を
す

る
の
が
古
式
也
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
二
〇
ウ

◎
祭
式
の
作
法
（
マ
ヨ
ケ
）

内
宮
の
戸
を
開
け
る
時
の
あ
い
さ
つ
。

米
ツ
ブ
を
両
手
に
ご
く
少
量
に
ぎ
り
持
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ト
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ

◎
神
の
前
に
は
太
い
魔
が
立
つ
、
仏
け
の
前
に
小
う
魔
が
立
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ケ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
マ
グ
ン

　
き
が
立
ち
、
魔
が
立
っ
て
候
ふ
共
、
退
散
や
鬼
神
、
魔
群
、
カ

　
ン
マ
ン
ボ
ロ
ウ
ニ
ソ
バ
カ
と
、
魔
の
け
を
し
ま
い
ら
す
る
、
（
米

　
を
投
げ
附
打
ち
沸
ふ
）
、
神
は
い
そ
う
で
お
わ
し
ま
す
共
、
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
と

　
ん

ゆ
る
ゆ
る
と
許
し
賜
え
、
本
日
今
日
は
氏
子
仲
ば
に
時
使
わ

　
れ
は
申
し
て
、
お
祝
い
祀
り
を
差
上
ま
い
ら
す
る
、
（
柏
手
拝
）

○
神
の
御
戸
を
開
け
る
に
は
、
神
の
戸
び
ら
に
手
は
打
ち
掛
け
て
、

　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ケ

　
開
け
る
や
字
文
に
、
ひ
ら
く
や
ソ
バ
カ
、
ひ
ら
く
や
字
文
に
明

　
る
や
ソ
バ
か
と
、
西
や
東
え
御
ん
ギ
リ
リ
ン
と
、
開
い
て
見
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
ば
、
何
に
事
も
無
し
（
是
を
マ
余
ケ
と
言
ふ
）

　
し
つ
か
に
戸
を
開
く
此
の
作
法
は
、
宮
寺
、
堂
、
山
の
神
林
、

水
神
、
林
、
是
迄
に
祀
っ
て
有
っ
た
処
で
、
再
度
祀
り
を
行
ふ
時

に
／
行
な
う
古
式
の
作
法
で
有
る
。

　
次
に
神
前
に
座
し
て
、

　
①
、
稜
れ
消
し
よ
り
お
わ
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ナ
ギ

　
　
別
儀
の
し
だ
い
に
候
わ
ん
、
現
神
が
守
り
目
は
数
ず
も
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
と

　
　
く
な
氏
子
仲
場
に
時
使
わ
れ
は
申
し
て
、
当
所
と
こ
ろ
に
、

　
　
　
　
　
ピ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
ニ
チ

　
　
よ
う
ね
ん
久
し
く
祝
は
れ
は
し
ま
す
、
何
々
様
御
ゑ
ん
日
に

　
　
て
ご

ざ
れ
ば
、
御
祝
い
祀
り
を
差
し
上
申
さ
う
訳
け
に
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
ざ
る
が
、
自
法
自
力
に
相
い
ま
い
ら
せ
ん
か
ら
で
は
、
太
い

　
　
シ
ョ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
テ

　
　
小
、
神
祇
様
を
は
、
コ
ー
リ
の
字
文
で
送
り
迎
え
て
、
前
楯

　
　
後
ろ
楯
て
、
御
ん
引
き
継
を
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、

　
②
、
其
の
処
の
地
神
公
神
、
氏
神
か
ら
始
め
て
、
近
郷
近
在
の

　
神
仏
、
ミ
コ
神
以
下
、
普
段
の
順
序
と
要
領
に
て
、
区
切
り
く

　
に
右
の
字
文
を
読
み
出
し
の
か
し
ら
に
附
け
て
、
以
下
は
今
迄

　
に
書
い
て
有
る
字
文
を
唱
へ
て
、
一
ツ
通
の
コ
ー
リ
く
ば
り
を

　
お
わ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ

　
③
、
鳥
居
の
本
地
か
ら
、
太
い
か
上
り
、
魔
余
け
、
林
立
て
／

　
お
し
め
、
傘
（
お
わ
り
て
か
さ
を
か
む
る
）
、
太
鼓
、
御
洗
い

　
ネ

　
米
の

本
地
。

　
　
　
サ
ン
ゲ

　
④
、
讃
華
、
錫
杖
、
其
の
他
の
祓
い
、
塩
の
祓
い
で
一
切
を
清

　
め
る
。

⑤
、
神
勧
請
、
其
の
処
の
地
神
公
神
、
ド
ツ
ク
ウ
公
神
、
其
処

　
に

祀
ら
れ
て
居
る
神
を
元
に
し
て
、
コ
リ
く
ば
り
の
時
の
順
序

　
に
、
区
切
り
目
に
何
々
様
の
御
ゑ
ん
に
ち
の
、
式
の
こ
ぜ
ん
に

　
迎
へ
る
。

」
二

一
オ

」
二

一
ウ
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カ
ヘ
ミ
く
チ

　
⑥
、
お
わ
り
て
四
秀
の
歌
、
神
道
の
行
い
を
迎
向
に
と
な
え
て
、

　
式
の
御
ぜ
ん
に
迎
え
る
。

　
　
　
　
　
リ
ウ
ガ
ン

　
⑦
、
氏
子
の
立
願
ひ
ら
き
を
申
し
上
げ
る
。

　
　
本
来
な
ら
相
い
役
が
居
れ
ば
礼
儀
の
舞
い
を
舞
ふ
。

　
　
錫
杖
、
印
勧
、
主
じ
祀
り
の
三
通
り
出
来
な
い
時
に
は
、

　
　
ア
ル
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
キ

　
⑧
、
主
祀
り
を
座
し
た
ま
・
に
米
巻
き
上
げ
て
行
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
コ
ナ
カ
ト
ミ

　
⑨
、
大
祓
い
、
小
中
臣
の
祓
い
、
般
若
心
経
の
祓
い
も
迎
向

　
に
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
り
　
　
　
む

　
⑩
、
こ
と
う
の
カ
ぐ
ら
　
五
と
う
の
だ
い
じ
を
こ
こ
だ
け
で
も

　
神
楽
調
子
で
唱
え
る
。

　
　
オ
オ
ギ

　
　
扇
と
錫
杖
、
若
し
く
は
祓
い
幣
と
錫
杖
を
持
っ
て
、
　
　
　
　
」
二
ニ
オ

○
字
文
‖

　
　
神
の
そ
だ
ち
は
ど
こ
か
ゆ
ら
か
と
た
つ
ね
れ
ば
、
東
し
と
う

　
　
　
　
　
　
シ
ラ
ヤ
マ

　
　
方
、
こ
け
が
白
山
、
滝
の
ふ
も
と
に
そ
だ
ち
有
る
ろ
う
、
そ

　
　
　
　
　
　
も
り
や
　
　
　
　
　
は
や
し
に

　
　
だ

ち
あ
れ
ば
こ
そ
、
迎
え
て
用
し
て
、
か
く
し
て
、
か
ま
え

　
　
　
イ
ワ
　
　
ゾ

　
　

て
、
祝
い
始
め
し
よ
う
、
祀
り
ぞ
め
し
よ
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ク
ヨ
ネ

　
　

ド
、
ぜ
し
よ
う
、
ご
に
こ
そ
、
千
石
米
す
り
、
萬
石
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ナ
カ

　
　
め

に
よ
い
に
作
り
こ
み
、
夜
中
に
そ
ゑ
か
け
、
朝
盛
る
酒
は
、

　
　
ア
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ

　
　
甘

酒

に
成
る
ろ
う
、
辛
ら
酒
に
成
る
ろ
う
、
甘
酒
に
成
れ

　
　
　
　
　
ゲ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ゴ
　
　
　
　
　
コ
ウ
ベ

　
　
ば

こ
そ
下
戸
が
荏
ぶ
、
辛
ら
酒
に
上
戸
が
荏
ぶ
、
頭
が
ゆ
ら

　
　
め
く
、

　
○

「
イ
ヤ
リ
ャ
ト
ン
ド
ウ
、
サ
ー
バ
ラ
く
ユ
ダ
レ
ヤ
、
エ

　
　

シ
ョ
ウ
ス
ダ
レ
ヤ
、
カ
イ
ク
リ
巻
き
上
げ
て
、
待
つ
よ
に
や

　
　
来
い
で
、
待
タ
ヌ
夜
ニ
ヤ
来
タ
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ー
ト
ン
ド
ウ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ガ
ネ

　
　
大
将
軍
のく
の
長
が
え
の
て
う
し
に
、
黄
金
の
さ
か
づ
き
、

　
　
何

に
し
よ
為
ぞ
、
大
將
軍
の
く
の
、
酒
盛
る
為
ぞ
、
白
金

　
　
の

さ
か
づ
き
に
、
黄
金
の
て
う
し
は
何
に
し
よ
も
の
よ
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ツ
コ
の
　
を

　
　
将
軍
のく
の
、
酒
受
け
う
も
の
よ
、
／
「
ク
リ
返
ス
」
ゆ

　
　
う
べ
の
ゆ
め
に
こ
そ
、
こ
し
き
餅
、
ゆ
め
に
見
て
、
今
朝
早

　
　
や
手
に
取
る
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
、
ゆ
う
べ
の
ゆ
め
に
こ
そ
、

　
　
　
　
　
カ
シ
ラ

　
　
と
う
い
も
頭
を
ゆ
め
に
見
て
、
今
朝
早
や
手
に
取
り
岳
ぶ
、

　
　
「
ク
リ
反
ス
ト
コ
ロ
」
、
九
十
九
だ
な
の
う
ら
な
る
、
ナ
シ
お
け

　
　
づ
り
柿
、
是
れ
げ
の
物
を
、
持
ち
得
た
者
は
、
う
ま
い
も
の

　
　
か

よ
、
甘
い
物
か
よ
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
、
神
楽
の
役
者
の

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ヱ

　
　
召
し
た
る
上
衣
は
、
色
得
た
も
の
よ
、
花
得
た
も
の
よ
、
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ケ

　
　
附
け
召
す
ろ
う
、
ゑ
り
附
け
召
す
ろ
う
、
袖
で
着
て
召
す
ろ

　
　
う
、
ひ
も
附
け
召
す
ろ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヤ

　

役
者
の
召
し
た
る
綾
の
小
笠
は
、
色
得
た
物
よ
、
花
得
た
も

　
　
の
よ
、
色
附
け
て
召
す
ろ
う
、
し
で
附
け
召
す
ろ
う
、
か
て

　
　
付
け
召
す
ろ
う
、
ひ
も
附
け
召
す
ろ
う
「
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
以
下
、

　
　
ク
リ
カ
ェ
シ
」
是
れ
ま
で
何
々
様
に
は
良
き
荏
び
の
、
御
迎
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ

　

神
楽
も
、
差
し
上
げ
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
安
座
の
位
い
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ゲ

　
　
き
賜
え
、
本
座
の
位
い
に
、
天
偏
の
位
い
に
上
り
ま
せ
、
良

　
　
き
荏
び
を
召
す
／
よ
の
か
ら
で
は
、
又
そ
や
太
い
願
ん
祈
請

　
　
も
こ
め
置
き
申
す
が
、
氏
子
仲
場
え
取
り
て
は
、
当
年
よ
と

　
　
し
え
取
り
て
は
、

　
　
　
　
フ

◎
是

よ
り
普
段
の
通
り
に
、
色
々
の
災
な
ん
に
行
き
相
い
を
せ
ん

　
様
に
、
が
ん
立
て
の
文
を
唱
え
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
ヨ

◎

そ
れ
そ
う
ご
ざ
れ
ば
、
良
き
荏
び
の
、
千
代
の
神
楽
を
ま
い
ら

　
す
る
と
、
立
ち
上
り
、
五
方
え
舞
ふ
。

（舞
ふ
時
の
字
文
、

東
方
浄
土
へ
、
打
ち
上
げ
、
打
ち
下
ろ
し
、
舞
ふ
た
る
神
楽
を
、

神
は
荏
ぶ
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
、
南
、
西
、
北
、
中
、
地
、
中
、

　
　
　
　
シ
ン
ゴ
ン

天
、
氏
神
の
眞
言
も
間
に
入
れ
て
唱
え
て
、
舞
ふ
、
心
言
、
オ
ン

」
二
ニ
ウ

」
二
三
オ
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バ

ラ
バ
ラ
ビ
ー
シ
ュ
ウ
ダ
ラ
リ
ヤ
ソ
バ
カ
）

　
舞
い
乍
ら
と
な
へ
る
の
は
声
が
つ
“
か
ん
。
他
の
人
に
と
な
え

さ
す
。
舞
い
太
鼓
も
打
つ
も
の
。
以
上
明
治
初
年
頃
迄
は
太
夫
も

数
多
く
居
た
の
で
、
奇
り
そ
ろ
っ
て
、
コ
リ
ク
バ
リ
の
処
か
ら
神

楽
に
し
て
太
鼓
も
打
っ
て
、
か
れ
い
の
祀
り
も
行
っ
た
。

〇
九
字
を
う
か
“
ゑ
ば
、
立
願
ひ
ら
き
の
終
っ
た
処
で
す
る
。

　
昔
し
は
別
つ
の
太
夫
も
手
傳
っ
て
、
ノ
ト
掛
の
祈
り
と
云
ふ
事

し
た
。
此
の
祈
り
は
コ
リ
ク
バ
リ
の
要
領
で
、
三
尺
一
歩
の
玉
の

ノ
ト
に
神
勧
請
し
て
、
四
秀
の
歌
に
神
道
の
行
い
で
神
々
を
迎
へ

て
、
氏
子
一
同
の
無
病
そ
く
さ
い
を
た
の
む
、
が
ん
だ
て
の
祈
り

を
す
る
も
の
。
一
人
の
時
に
は
時
間
な
い
。
休
け
い
中
に
、
氏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド

が
病
気
か
何
に
か
で
氏
神
に
願
ん
掛
け
を
し
て
い
て
、
解
い
て
呉

れ
と
云
ふ
人
の
居
た
場
合
に
は
、

◎
願
ん
ほ

ど
き
の
作
法

　
其
の
人
は
供
物
と
願
の
証
こ
を
出
す
故
に
、
神
前
に
供
え
て
、

か
ん

た
ん
に
何
性
何
の
年
、
何
才
、
男
、
女
、
が
是
よ
り
右
に
、

立
願
祈
請
の
受
約
速
の
し
だ
い
て
有
り
た
が
、
本
日
は
申
し
ほ
ど

き
に
、
足
手
の
運
び
に
ご
ざ
れ
は
、
お
ん
引
き
継
を
た
の
み
ま
い

ら
す
る
と
、
引
き
継
を
申
し
上
げ
て
、
サ
ン
ゲ
の
祓
い
て
、
本
人

カ
ラ
ダ

の

体
、
供
物
も
清
め
て
迎
向
に
大
祓
、
又
は
小
中
臣
を
差
し
上
げ

て
、
右
の
者
が
／
是
れ
よ
り
右
に
掛
け
お
き
申
し
た
、
先
約
速
の

申
し
ほ
ど
き
に
ま
い
り
た
し
だ
い
依
り
て
、
大
願
祈
請
は
心
ろ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
ノ
ジ
ゥ

き
な
く
諸
願
成
就
、
と
け
て
ほ
ど
け
て
御
納
受
楽
を
賜
れ
た
の

み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド
ケ

◎
ほ

ど
け
た
か
を
九
字
に
て
う
か
“
ふ
。
解
た
と
言
ふ
九
字
な
ら
、

　
　
ウ
カ
ガ

　
◎

伺
い
た
の
う
で
ご
ざ
れ
ば
、
立
願
祈
請
の
申
し
ほ
ど
き
は
、

　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
ク
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
良
き
混
に
御
受
け
を
下
ん
や
さ
れ
る
と
、
御
く
じ
も
揃
ふ
に

」
二
三
ウ

」
二
四
オ

　
　
　
　
　
　
シ

　
　

よ
り
て
、
心
ん
に
て
う
た
が
い
は
申
し
ま
せ
ん
、
是
れ
先
ざ

　
　
き
、
時
ざ
し
日
ざ
し
の
な
い
如
く
に
、
厚
き
守
り
を
賜
れ
た

　
　

の
み
ま
い
ら
す
る
、

◎
本
人
に
御
ま
い
り
を
さ
し
て
、
供
え
て
有
る
米
を
紙
に
ツ
ツ
ン

で
渡
す
。
ノ
ト
幣
も
い
た
“
け
る
。

　

ノ
ト
の
打
ち
法
　
ノ
ト
幣
を
、
本
人
の
頭
の
近
く
に
さ
・
げ
て
、

◎
字
文

　
　
三

尺
一
歩
の
玉
の
ノ
ト
を
以
っ
て
、
天
え
向
わ
り
て
申
せ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ク
ウ

　
　
天
も
ん
く
る
地
に
向
わ
り
て
、
地
も
か
た
も
る
、
／
故
空
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
コ
ロ

　
　
千
で
う
ふ
り
広
め
る
、
だ
ん
な
は
ん
じ
よ
、
処
も
は
ん
じ
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ボ
ウ

　
　
う
、
お
家
は
ん
じ
よ
、
ツ
ル
は
千
年
、
亀
は
万
年
、
東
方
さ

　
　
つ

は
九
萬
九
千
年
、
吉
祥
と
守
っ
て
取
ら
せ
る
、
左
右
左
と

　
　

し
つ
か
に
ふ
る
、
お
わ
り

　
ウ
ブ

◎
生
産
ま
い
り
の
時
（
氏
子
入
り
、
初
宮
ま
い
り
）

　
昔
の
人
は
夏
秋
の
神
祭
り
の
時
に
、
自
分
の
氏
神
様
え
う
ぶ
ま

い

り
を
し
た
。
現
代
の
様
に
何
処
の
宮
え
で
も
す
る
事
は
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ぶ
す
な

か
っ

た
。
此
の
理
由
は
、
其
の
子
一
代
の
生
産
神
に
な
る
か
ら
で

有
る
。

◎
作
法
　
供
物
を
神
前
に
供
え
る
。
父
の
年
性
、
母
の
年
性
、
子

供
の
年
性
、
名
前
、
生
年
月
日
、
生
ま
れ
た
場
所
き
く
。

◎
生
産

ま
い
り
の
式
法
し
だ
い
を
、
さ
し
て
貰
ふ
事
を
申
し
上
げ

て
、
引
き
継
を
頼
む
。

　
　
　
　
う
ぶ
こ

◎
供
物
、
生
産
子
の
か
ら
だ
を
サ
ン
ゲ
の
祓
い
で
清
め
る
。

　
氏
子
入
り
の
申
し
上
字
文
、

　
◎
若
葉
の
氏
子
は
何
性
何
の
年
、
父
母
は
何
性
何
の
年
、
／
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
の

体
内
に
三
年
三
月
、
母
の
ひ
は
ら
へ
渉
り
て
、
九
こ
の
月

　
　
　
　
ゴ
サ
ン
　
　
　
　
　
ト
ケ

　
　
半

に
御
産
の
ひ
も
が
解
ま
い
ら
し
て
、
い
つ
こ
の
何
と
申
す

」
二
四
ウ

」
二
五
オ
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氏
神
様
の
、
お
・
れ
う
敷
地
で
う
ぶ
声
高
か
く
に
、
生
れ
子
、

　
　
た
ん
生
致
い
て
、
う
ぶ
湯
も
使
ふ
て
、
せ
だ
て
を
入
れ
て
、

　
　
せ
い
れ

も
入
れ
て
、
た
ち
ぬ
い
着
せ
て
、
何
性
何
年
、
何
に

　
　
何

に
と
、
名
も
呼
び
広
め
て
、
日
の
間
、
夜
の
間
に
生
長
致

　
　
い
て
御
座
れ
ば
、
本
日
良
き
日
の
、
よ
い
時
、
良
い
吉
日
と

　
　
エ
ラ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
ベ

　
　
選

定
め

て
、
小
さ
い
頭
を
ふ
り
立
て
、
紅
葉
の
様
な
る
手

　
　
を
打
ち
合
わ
せ
て
、
御
前
え
ま
か
り
出
で
た
る
次
第
に
御
座

　
　
れ
ば
、
何
々
様
の
（
男
子
な
ら
）
太
の
氏
子
と
、
（
女
子
な
ら
）

　
　
小
の
氏
子

と
、
氏
子
様
の
神
と
う
、
さ
ど
こ
へ
し
っ
か
と
う

　
　
だ

き
取
り
て
、
賜
わ
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
其
の
御
ん
為
に

　
　
は
、
御
迎
向
し
だ
い
も
差
し
上
げ
申
し
ま
い
ら
す
る
、

○
大
祓
い
、
中
臣
祓
い
を
、
ず
い
意
に
唱
え
る
。

　
　
氏
子
入
り
の
御
迎
向
次
第
も
、
見
事
に
差
し
上
げ
申
し
ま
い

　
　
ら
し
た
、
早
速
新
し
若
葉
の
氏
子
と
、
う
だ
き
取
ら
い
て
賜

　
　

わ
、
た
の
み
ま
い
ら
す
る
。

◎

お
わ
り
て
、
う
だ
き
取
っ
て
呉
れ
る
か
う
か
“
つ
て
見
る
。
九

字
が
下
り
た
ら
、
是
れ
先
き
々
々
の
、
守
り
の
願
文
を
ね
ん
ご
ろ

に
読
み
開
く
。
（
願
立
文
を
参
考
に
し
た
ら
良
い
）

　
　
此
の
言
ふ
通
り
を
、
相
い
や
叶
え
て
下
さ
る
か
ら
で
は
、
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ナ
ガ
ラ

　
　
し
立
ち
行
け
ば
、
動
き
初
ほ
持
ち
ま
い
ら
し
て
、
花
柄
ま
い

　
　
り
の
、
足
手
の
運
も
差
し
上
げ
申
さ
う
し
だ
い
に
ご
ざ
る
が
、

　
　
本

日
氏
子
に
う
だ
き
取
っ
て
下
さ
る
か
ら
で
は
、
良
き
荏
の

　
　
千
代
の
神
楽
が
な
う
て
は
叶
わ
ん
、
御
ん
礼
い
神
楽
も
ま
い

　
　
ら
す
る
、

◎
男
子
な
ら
か
こ
え
て
し
つ
か
に
五
方
に
ま
ふ
。

◎
舞
ふ
時
に
神
楽
調
子
で
唱
え
る
字
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
◎
東
方
浄
土
え
一
ト
足
引
き
足
、
ニ
タ
足
さ
し
足
し
、
／
三
足

」
二
五
ウ

」
二
六
オ

　
　
　
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
エ
　
　
シ

　
　
足
半
あ
ゆ
ま
せ
給
ふ
て
、
末
は
七
チ
宝
レ
ン
ゲ
の
花
と
も
咲

　
　
い
て
、
ツ
ボ
ミ
も
ひ
ら
か
せ
給
ふ
也
り
（
五
方
終
り
て
）

　
お

ま
い
り
さ
し
て
、
ノ
ト
を
い
た
“
け
て
、
酒
も
な
め
さ
し
米

を
ツ
ツ
ン
デ
持
た
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
キ

（○
注

意
事
項
　
九
字
の
下
り
ん
事
は
め
っ
た
に
な
い
が
、
若
し

下

り
ん
時
に
は
、
再
度
祓
い
を
上
げ
て
頼
む
。
ど
う
し
て
も
下
り

ん

時
に
は
願
ん
立
て
の
字
文
に
、
「
命
の
う
す
い
子
に
生
れ
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

て

も
、
悪
い
星
の
下
に
役
年
に
生
れ
会
ふ
た
る
氏
子
で
有
り
て
も
、

御
神
力
で
守
り
修
め
て
、
命
を
長
ら
へ
て
貰
ふ
様
に
た
の
ん
で

や

っ

て
、
す
ま
す
。
」
此
の
事
だ
れ
に
も
口
外
し
な
い
事
。
自
分

は
其
の
子
の
行
く
末
を
見
よ
）
ヒ
ミ
ツ
の
事
也
り
。

　
　
　
　
ツ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

◎
氏
子
の

集
い
も
終
り
た
時
こ
く
と
成
れ
ば
、
其
処
に
居
る
氏
子

を
集
合
さ
し
て
、
○
ノ
ト
を
広
め
る
。
字
文
は
前
に
書
い
て
有
る

通
り
。

　
次
に
供
物
を
貰
い
下
げ
る
。

　
次
に
は
御
祝
い
し
づ
め
の
作
法
、
五
印
し
づ
め
。

　
次
に
は
／
神
送
り
の
字
文
。
最
後
は
神
道
、
神
送
、
し
づ
め
。
　
　
」
二
六
ウ

　
　
　
　
シ
メ

　
神
戸
を
閑
め
る
時
に
小
声
に
て
（
○
又
来
る
ろ
う
、
い
そ
う
で

ご
ざ
れ
と
言
ふ
）
。

◎

ノ
ト
の
意
に
つ
い
て

　

ノ
ト
は
神
の
の
り
し
ろ
、
長
サ
三
尺
一
歩
、
ノ
ト
を
広
め
る
の

は
神
が
氏
子
に
愛
い
想
す
る
意
。
今
日
は
に
ぎ
や
か
に
祀
り
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

て

呉
れ

た
、
守
っ
て
や
る
か
ら
精
い
出
し
て
、
動
い
て
又
祀
り
を

せ

よ
よ
と
、
言
ふ
事
で
あ
る
。
金
幣
で
あ
る
場
合
に
は
ノ
ト
掛
祈

り
は
不
用
。

　
作
法
、
笠
を
か
む
り
右
て
に
扇
を
広
け
、
其
の
上
に
の
せ
、
左

手
に
ズ
ズ
を
持
ち
、
幣
の
中
程
を
持
ち
、
神
前
に
て
捧
げ
持
ち
、
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一
礼
。
是
よ
り
、

　
　

氏
子
共
ら
に
、
ゑ
し
や
く
の
し
だ
い
に
ご
ざ
れ
ば
、
三
尺
一

　
　
歩
の
玉
の
御
幣
、
是
れ
の
り
く
ら
に
の
り
や
移
り
て
、
氏
子

　
　

ど
も
ら
ゑ
、
厚
く
な
守
り
の
ゑ
し
や
く
を
取
ら
し
て
賜
れ
、

　
　
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、

　
一
礼
し
て
氏
子
に
向
ふ
て
、
前
に
の
べ
た
字
文
を
お
ご
そ
か
に

と
な
え
て
、
神
前
に
も
ど
り
／
一
礼
し
て
、
座
し
て
一
礼
し
て
、

頭
を
左
方
に
横
ナ
ナ
メ
に
持
っ
て
一
礼
し
て
、
立
て
置
く
。
何
べ

ん
し
て
も
同
じ
。

◎
氏
子
及
び
地
区
の
小
宮
で
大
祭
の
式
次
第

○
宮
の
屋
根
替
、
鳥
居
の
建
替
、
神
社
建
替
、
其
の
他
で
は
何
年

に
一
回
と
云
ふ
如
く
に
、
氏
子
の
話
合
で
大
祭
を
行
ふ
事
が
、
伊

葬
諾
流
の
太
夫
の
居
る
地
区
で
は
伝
承
さ
れ
て
来
た
。
太
祭
の
時

に
は
充
分
心
得
の
有
る
太
夫
が
三
人
位
い
居
な
い
と
出
来
な
い
。

同
時
進
行
で
祀
り
を
す
る
場
面
が
多
い
か
ら
で
有
る
。

　
　
　
　
　
　
エ
ラ

◎
先
づ
吉
日
を
選
ん
で
、
前
日
迄
に
二
人
位
い
の
太
夫
が
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ラ
ツ
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ

諸
物

を
、
氏
子
に
出
し
て
貰
て
、
読
み
解
取
り
解
け
祓
い
分
け
と

云
ふ
下
祀
り
の
行
事
を
す
る
。
是
は
氏
子
一
同
の
家
に
、
長
年
の

間
に
生
じ
た
不
浄
物
を
呼
び
集
め
て
、
ご
ち
そ
う
し
て
祀
っ
て

や
っ

て
、
／
地
区
全
体
を
き
れ
い
に
そ
う
ち
し
て
、
氏
神
様
を
中

心

に
地
区
の
小
宮
、
近
郷
近
在
、
す
べ
て
の
太
小
神
祇
、
本
尊
、

宇
中
の
神
に
い
た
る
迄
勧
請
し
て
、
神
と
氏
子
が
一
同
に
会
し
て
、

お
祝
い
を
し
よ
う
と
言
ふ
下
た
祀
り
の
行
事
で
有
る
。

◎
当
日
は
朝
早
く
に
氏
子
の
代
表
も
何
人
か
宮
に
集
り
、
主
役
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ジ
ン

務
め

る
太
夫
が
、
八
合
勺
の
米
に
、
祓
い
幣
を
立
て
・
、
請
神

入
り
の
祈
り
を
行
ふ
。
（
字
文
の
し
だ
い
は
コ
ー
リ
く
ば
り
の
要

　
　
　
　
　
　
　
リ
カ
ン

領
で
、
よ
み
分
け
理
間
に
、

」
二
七
オ

」
二
七
ウ

　
　
カ
ズ

　
　
「
数
も
か
ず
く
な
神
が
も
り
め
、
神
楽
の
役
者
は
何
々
様
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
ワ
レ

　
　

氏
子

な
か
ば
に
時
使
は
申
し
て
、
何
々
様
え
の
く
ら
ゑ
へ

　
　

上
げ
の
大
願
祈
請
ほ
ど
か
し
神
楽
を
、
差
上
げ
申
そ
う
し
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ

　
　

い

に
御
座
れ
ば
、
新
し
請
じ
の
舞
台
も
作
り
仕
立
て
・
、
御

　
　

膳
も
差
し
上
げ
、
熊
の
の
新
宮
本
宮
の
御
ん
湯
も
迎
え
て
、

　
　

湯
の

手
、
火
の
手
の
式
法
し
だ
い
で
、
祓
い
清
め
て
や
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ウ
ジ

　
　

神
楽
で
／
御
膳
え
迎
え
て
、
其
の
上
よ
り
は
新
し
召
の
舞

　
　
台
え
請
じ
直
い
て
、
十
二
人
の
神
楽
の
役
者
が
、
天
竺
り
う

　
　

さ
ん
川
の
水
く
み
下
ろ
い
て
、
十
二
万
才
ご
と
う
の
だ
い
し

　
　

と
く
ら
え
て
へ
上
げ
て
、
安
座
に
つ
け
て
本
座
え
直
い
た
、

　
　
ダ

　
　
太
い
太
い
神
楽
、
数
も
数
く
な
式
法
し
だ
い
を
し
ま
い
ら
す

　
　

る
が
、
神
が
守
り
め
の
自
法
自
力
に
相
い
ま
い
ら
せ
ん
（
以

　
　
下
字
文
は
是
ま
で
通
り
に
祈
る
）

◎
お
わ
り
て
サ
ン
ゲ
、
錫
杖
、
其
の
他
の
祓
い
。

　
最
後

に
塩
祓
い
で
以
っ
て
立
ち
上
が
り
、
宮
中
、
ト
リ
イ
、
コ

マ

イ
ヌ
、
地
神
、
公
神
、
山
の
神
、
水
神
、
一
切
を
言
葉
に
出
し

て
、
祓
い
清
め
て
オ
ワ
リ
。

◎
他
の
太
夫
、
手
傳
い
の
氏
子
も
と
も
ど
も
に
舞
台
作
り
。

　
「
例
祭
の
時
と
同
様
に
、
飾
り
を
し
た
上
に
、
社
内
に
四
方
の

隅
に
大
き
目
の
榊
を
四
本
建
て
、
七
、
五
、
三
に
足
を
附
け
た
ワ

ラ
ジ
メ
を
東
南
西
北
中
と
張
る
。
五
色
の
紙
で
切
っ
た
シ
デ
を
配

　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ

色
良
く
は
さ
む
。
香
の
葉
を
五
葉
附
い
た
／
小
枝
を
、
シ
メ
の
子

の
間
に
は
さ
む
。

　
太
夫
は
十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
（
小
ミ
コ
）
半
紙
で
四
枚
作
っ
て
、
四

方
四
神
の
ヒ
ナ
ゴ
の
大
神
を
行
い
た
の
う
で
、
関
神
を
行
っ
て
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ

を
入
れ
て
、
一
方
の
中
程
に
一
枚
ア
テ
広
げ
て
掛
る
。

　
中
央
飾
り
榊
の
三
尺
位
い
の
木
に
し
で
を
附
け
て
、
綾
布
、
錦

」
二

八
オ

」
二
八
ウ
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布
、
丸
扇
、
麻
尾
か
み
の
毛
（
か
も
じ
と
言
）
、
神
か
“
み
を
附

け
て
、
舞
台
の
中
程
（
舞
い
を
舞
ふ
に
差
し
つ
か
へ
な
い
所
に
つ

る
す
）
、
神
楽
幣
、
祓
い
幣
、
ノ
ト
幣
を
作
る
。
神
楽
幣
は
半
神

楽
は
六
枚
、
本
神
楽
十
二
枚
、
三
尺
一
歩
の
串
に
差
す
。
祓
い
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ヘ
ツ
ケ
　
　
　
　
　
　
フ
ツ
ウ

は
一
尺
二
寸
、
ノ
ト
幣
は
備
付
が
有
る
の
が
普
通
。

◎
供
物
作
法

　
大
祭
時
は
五
組
、
餅
三
枚
重
、
三
組
、
八
合
八
勺
。
洗
米
の
内

よ
り
米
を
ス
ク
ツ
テ
八
回
半
宛
、
餅
の
元
に
盛
る
。
ク
リ
、
柿
、

コ

ン
ブ
、
ノ
リ
、
生
グ
サ
物
、
菓
子
、
果
物
、
香
物
等
、
酒
二
又

は
三
。
上
に
香
の
葉
の
フ
サ
を
切
っ
て
の
せ
る
。
是
が
一
膳
と
な

る
。

　
余
っ
た
米
は
は
ち
に
入
れ
て
、
ま
わ
り
に
七
、
五
、
三
の
紙
ジ

メ
／
を
巻
い
て
、
中
え
榊
に
シ
デ
を
附
け
て
立
て
・
供
え
る
。
　
　
　
」
二
九
オ

　
甘
酒

も
前
以
つ
て
し
こ
ん
で
お
い
て
、
当
日
は
ち
に
入
れ
て
供

え
る
。

　
余
っ
た
品
は
脇
に
供
え
て
お
く
。
三
宝
に
は
敷
紙
を
敷
く
も
の
。

◎
湯
神
楽
の
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
カ

　

別
の
太
夫
は
供
え
を
し
て
居
る
一
方
で
、
別
れ
て
湯
神
楽
の
祈

　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト

り
を
行
ふ
。
社
殿
の
外
で
釜
戸
を
作
り
、
ナ
ベ
お
す
え
、
水
を
入

れ
て

た
き
、
水
を
用
意
し
て
、
敷
物
を
敷
い
て
、
座
す
。

　

用
意
す
る
品
物
。
湯
、
米
三
合
三
勺
、
供
物
、
二
升
米
の
入
っ

た
ふ
く
ろ
、
一
文
銭
五
枚
、
神
楽
幣
六
本
、
祓
い
幣
一
本
。

　
　
　
　
　
（
具
）
　
コ
ウ

　
太
夫
の
動
且
、
香
の
葉
の
附
い
た
枝
木
で
湯
ボ
テ
ニ
本
、
松
の

根
で
作
っ
た
火
ボ
テ
ニ
本
（
松
の
ね
が
無
い
時
に
は
、
割
り
ば
し

で

も
、
桧
木
を
割
っ
て
作
っ
て
ま
に
合
わ
す
）
い
つ
れ
も
に
ぎ
る

処
を
半
紙
で
巻
い
て
、
コ
ヨ
リ
で
三
ヶ
所
宛
に
く
く
る
。

　
火
を
た
く

◎
祈
り
の
作
法

　
稜
消
に
つ
“
い
て
コ
リ
配
り
の
要
領
で
祈
る
が
、
「
リ
カ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
カ
シ

祈
り
は
、
熊
野
の
新
宮
本
宮
の
御
湯
は
／
沸
始
め
ま
い
ら
し
た
が
、

コ

ー
リ
の
字
文
え
下
り
入
り
用
合
召
さ
れ
て
、
以
下
普
段
の
字
文

を
お
・
よ
う
し
て
祈
る
。

　
　
　
　
　
カ
マ
ド

　
お

わ
り
て
、
釜
戸
の
祓
い
か
ら
サ
ン
ゲ
、
錫
杖
、
塩
と
、
湯
釜

に
か
ん
け
い
す
る
も
の
を
唱
え
て
祓
い
清
め
る
（
二
十
八
社
、
火

の
神
、
三
十
六
社
、
へ
っ
つ
い
荒
神
、
天
満
天
神
、
半
徳
水
神
、

湯
ボ

テ
、
火
ボ
テ
、
の
り
く
ら
御
幣
、
ヒ
ケ
イ
諸
物
）

◎
湯
勧
請
（
湯
の
と
う
を
取
る
と
云
ふ
）

　
一
文
銭
は
始
に
入
れ
て
お
く
。
神
楽
幣
は
立
て
・
お
く
。
是
の

作
法
は
大
小
神
祇
を
湯
釜
の
上
に
迎
え
直
い
て
、
湯
の
初
穂
を
い

た
“
け
て
、
氏
子
に
掛
る
さ
い
な
ん
事
を
教
え
て
貰
つ
た
上
で
、

神
の
座
、
供
え
物
、
舞
台
一
切
を
、
湯
と
火
で
清
め
る
と
言
ふ
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ

法
。
つ
ま
り
お
ん
せ
ん
の
湯
を
使
わ
す
の
意
也
り
。
湯
で
清
め
て

　
　
ギ
ウ
　
　
　
　
　
　
ク
ラ

火
で
行
を
し
て
、
位
い
が
つ
く
と
考
え
る
べ
き
。

◎
湯
ボ
テ

を
両
手
に
一
本
宛
に
持
っ
て
、
コ
リ
ク
バ
リ
の
順
序
に

　
神
の
名
を
告
げ
て
、
一
節
の
区
切
り
で
読
み
分
け
リ
カ
ン
。

　
リ
カ
ン

　
理

間
　
三
処
は
一
チ
メ
に
熊
野
の
新
宮
本
宮
の
御
湯
の
初
穂
／

　
　
を
ま
い
ら
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
（
片
方
の
ホ
テ
の
先
を
湯
に
附
け
て
、
其
の
し
つ
く
を
片
方
の

　
　
　
　
　
ソ
ソ

　
湯
ホ
テ
に
注
ぐ
）
。
此
の
要
、
毎
回
行
ふ
事
。

　
○
熊
野
の

新
宮
本
宮
の
湯
釜
の
土
に
、
折
り
入
り
用
合
な
さ
れ

　
　

て
、
当
年
世
年
、
又
来
る
世
年
へ
取
り
て
、
何
何
様
の
、
敷

　
　
地
の
氏
子
の

ミ
カ
ド
ゑ
取
り
て
、
入
り
く
る
不
浄
は
、
良
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　

き
事
は
吉
し
く
に
、
悪
し
き
事
は
あ
し
く
に
、
御
湯
の
上
に

　
　

け
出
い
て
見
せ
て
、
湯
祓
い
掛
け
た
、
火
祓
い
か
け
て
、
湯

　
　

の
手
、
火
の
手
の
行
文
行
体
、
さ
せ
や
お
か
い
て
、
賜
れ
頼

」
二
九
ウ

」
三
〇
オ
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み
ま
い
ら
す
る
、

◎
以
上
の

如
く
に
次
々
と
修
行
し
て
お
わ
れ
ば
、

◎
四
秀
の
歌
、
神
道
の
行
い
で
湯
釜
の
上
に
勧
請
す
る
。

　
　
　
　

　

注
意
　
此
の
間
中
、
湯
の
沸
き
か
た
、
湯
ゲ
の
立
つ
形
姿
等
を

入
念

に
か
ん
さ
つ
す
る
。
た
と
へ
ば
湯
げ
が
は
げ
し
く
巻
き
上
が

る
と
が
、
な
べ
の
中
で
き
り
も
み
に
沸
き
あ
が
る
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ウ
ワ
リ

◎
祓
い
幣
の
下
を
湯
に
つ
け
て
、
方
割
り
を
し
て
占
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ガ
　
ト
ウ
ボ
ウ

　
良
い
米
ツ
ブ
を
十
ニ
ツ
ブ
投
げ
込
む
（
東
し
東
方
の
言
方
に
て
）

　
　
カ
グ
ラ
ノ
コ
エ
デ
ト
ナ
エ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ラ
チ
ウ

　
○
東
が
東
方
、
南
が
南
方
、
西
が
西
方
、
北
が
北
方
、
空
が
中

　
　
方
、
五
方
え
方
割
り
、
十
二
ヶ
方
へ
方
割
り
な
さ
れ
て
、
氏

　
　
子
中
か
ば
に
入
り
く
る
災
難
、
掛
わ
る
不
浄
は
良
し
き
事
を

　
　
　
　
　
　
　
ア
シ

　
　
吉
し
く
に
、
悪
き
事
は
あ
し
く
に
、
御
ん
湯
の
上
え
、
け
出

　
　

い
て

見
せ
て
お

ん

た
び
候
へ
、
湯
花
立
て
、
火
の
ミ
子
氷
り

　
　
ト
ケ

　
　
解
、
湯
の
ミ
子
湯
花
は
、
三
尺
伊
勢
の
鳥
居
の
如
く
に
、
天

　
　
ん

と
高
く
に
立
て
・
け
出
て
見
せ
て
御
ん
度
び
候
え
、

○

（祓
い
幣
に
て
東
か
ら
中
え
、
南
か
ら
中
え
、
西
か
ら
中
へ
、

北
か

ら
中
え
、
空
は
眞
中
、
五
方
五
体
か
ら
時
計
ま
わ
り
に
湯
を

ま
わ
す
。

　
終
り
て
中
に
幣
を
立
て
、
し
ば
ら
く
し
て
火
を
引
い
て
火
力
を

よ
は
め
る
。

　

し
づ
ま
っ
て
米
ツ
ブ
の
散
り
工
合
を
見
る
。
方
角
、
米
／
ツ
ブ

の
か

げ
た
方
が
内
か
外
か
、
湯
の
沸
く
時
の
様
子
も
会
わ
す
。
何

も
無
け
れ
ば
全
部
一
文
銭
の
上
に
集
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ゴ
エ

◎
湯
火
を
伏
せ
る
（
小
声
に
て
カ
ス
ミ
の
印
を
使
ふ
）

　
◎
此
の

や
、
御
湯
の
伏
せ
鎮
の
、
前
楯
て
後
ろ
楯
に
は
、
熊
野

　
　
ゴ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
キ
ビ
メ
ジ
ウ

　
　
の

権
現
様
を
行
い
請
じ
参
ら
す
る
、
是
天
竺
、
雪
姫
女
の
、

　
　
左
の

よ
り
、
雪
の
玉
を
行
い
下
ろ
い
て
、
此
の
や
御
湯
に
結

」
三
〇
ウ

」
三
一
オ

　
　
ん

で
打
ち
割
り
入
れ
・
ば
、
此
の
や
御
湯
は
御
ん
し
づ
し
つ

　
　

と
伏
さ
せ
給
え
、
伏
し
賜
ふ
、
同
じ
く
氷
の
玉
、
雨
の
玉
、

　
　
ト
ウ

　
○

東
方
大
海
流
と
も
伏
さ
せ
賜
ふ
、
五
方
同
じ
。

　
次
に
火
、

　
　
此
の

や
御
火
の
伏
せ
鎮
め
に
は
、
愛
宕
の
御
如
来
様
を
、
是

　
　
上

は
印
に
行
い
請
じ
ま
い
ら
す
る
、
是
天
竺
、
雪
姫
女
の
左

　
　
の
挟

よ
り
、
雪
の
玉
を
行
い
下
ろ
い
て
、
結
ん
で
打
割
り
入

　
　

れ
・
ば
、
此
の
や
御
火
は
御
ん
し
づ
し
つ
と
伏
し
給
え
、
伏

　
　

し
賜
ふ
、
氷
の
玉
、
雨
の
玉
で
、
同
じ
、

　
　
も
え
ず
お
こ
ら
ず
消
え
ず
／
し
う
め
い
ボ
ウ
ロ
と
伏
し
給
え
、

　
　
伏
し
賜
ふ
、

○
注
釈
　
此
の
作
法
は
二
人
で
分
け
て
行
ふ
時
に
は
、
一
人
は
コ

リ
ク
バ
リ
を
し
て
祓
い
、
一
人
は
湯
の
と
う
を
取
っ
て
湯
勧
請
、

半
分
の
時
間
で
終
る
。

　
又
太
夫
は
手
分
け
て
、
此
の
時
間
迄
に
氏
神
林
に
は
大
山
の
神

が
祀
っ
て
有
る
か
ら
、
幣
飾
を
し
て
供
へ
を
済
し
て
お
く
。

◎
次
に
湯
神
楽

　
各
自
笠
も
か
む
り
、
正
そ
う
に
太
鼓
も
打
つ
。

　
一
名
は
湯
ボ
テ
、
一
名
は
火
ボ
テ
、
其
の
他
は
神
楽
幣
。

　
役
者
不
足
す
れ
ば
、
氏
子
に
組
に
入
ら
し
、
五
人
六
人
で
、
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ッ
シ
ョ
ウ

文

を
心
得
た
太
夫
が
音
戸
を
取
り
、
他
の
者
は
合
唱
し
て
に
ぎ
や

か

に
神
楽
を
と
な
え
る
。

○
稜
消
に
続
い
て
、

　
◎
先
さ
し
よ
共
に
は
、
大
小
神
祇
様
を
は
、
熊
野
の
新
宮
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ガ

　
　
宮
の
御
湯
の
上
へ
は
送
り
迎
え
て
、
伺
い
頼
ん
で
ご
ざ
れ
ば
、

　
　
湯
釜
の
上

よ
り
役
者
の
持
ち
た
る
三
尺
一
歩
の
玉
の
御
幣
、

　
　
う
つ
が
折
り
目
を
是
れ
の
り
く
ら
で
、
湯
ボ
テ
、
／
火
ボ
テ
、

」
三
一
ウ

」
三

ニ
オ
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キ
ヌ

　
　
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
神
楽
の
役
者
の
召
し
た
る
衣
が
き
先
、

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
モ
ト

　
　
ゑ
り
先
、
袖
先
、
挟
先
、
ち
綾
の
小
笠
、
宇
津
が
折
り
目

　
　
を
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
御
ん
身
は
広
く
に
許
い
て
、
送
り

　
　
迎
え
を
仕
参
ら
す
る
。
（
皆
立
っ
て
釜
を
か
こ
ん
で
行
ふ
）

　
　
ト
ウ
ボ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
コ

　
○

東
方
か
い
萬
々
の
神
楽
も
、
四
萬
々
の
神
様
も
、
此
処
で

　
　
マ
ネ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ

　
　
招
神
ば
奇
り
御
座
る
、
用
合
て
わ
し
ま
せ
神
様
よ
、
わ
ん
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
ゴ
ホ
ゾ
ン
タ
チ

　
　
い
わ
し
ま
せ
神
様
よ
、
影
合
わ
し
ま
せ
御
本
尊
様
、
（
五
方

　
　
同
じ
）

　
左
、
右
と
調
子
を
合
し
て
、
上
体
と
幣
を
た
お
し
乍
ら
と
な
ゑ

る
も
の
、
太
鼓
打
は
神
楽
太
鼓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ジ
　
　
　
　
シ
ョ
ウ

◎
送
り
迎
へ
は
、
神
道
み
ち
は
し
一
チ
の
大
神
で
行
い
招
じ
ま
い

　
ら
す
る
（
錫
杖
を
打
ち
ふ
り
乍
ら
）

　
行
い
が
終
っ
た
ら
、

　
　
是
神
道
ミ
チ
ハ
シ
御
迎
向
次
第
で
、
い
と
も
に
ぎ
や
か
送
り

　
　
向
え
も
し
ま
い
ら
し
た
が
、
御
湯
の
上
で
は
清
ま
り
へ
上
り
、

　
　
　
　
ク
ラ
イ

　
　
安
座
の
位
に
つ
き
賜
え
、
地
大
将
軍
、
清
り
へ
上
り
賜
ふ
／

　
　
　
　
　
　
ナ
カ
ダ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ

　
　
で

な
れ
ば
、
仲
台
将
軍
、
清
ま
り
へ
上
り
、
安
座
の
位
い
に

　
　
つ
き
賜
え
、
仲
台
じ
よ
ぐ
ん
、
清
ま
り
へ
上
り
賜
ふ
で
な
れ

　
　
ば
、
天
台
じ
よ
ぐ
ん
様
と
も
清
ま
り
へ
上
り
、
三
尺
一
歩
の

　
　
玉
の

御
幣
、
湯
ボ
テ
火
ボ
テ
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
安
座
の
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ゲ

　
　
い

に
着
き
賜
え
、
本
座
の
位
に
つ
き
賜
え
、
天
偏
の
位
い
と

　
　
上
が
り
ま
せ
、

◎
此
処
で
火
ボ

テ

に
火
を
附
け
そ
め
る
。
も
へ
な
く
て
良
い
。
湯

ボ
テ

に
湯
を
附
け
そ
め
る
。
一
回
目
は
其
湯
で
清
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ッ
ク
ウ

　
◎
是

よ
り
下
に
は
、
地
神
、
公
神
、
地
台
、
土
偶
公
神
、
湯
釜

　
　
　
　
サ
ン
ジ
ョ

　
　
の
上
を
三
処
は
一
チ
目
に
清
め
る
者
は
、
神
が
守
り
目
か
、

　
　

は
よ
ま
が
も
り
め
か
、
も
ん
も
う
だ
の
し
や
、
も
も
川
の
水

」
三

ニ
ウ

　
　
で
清
め
う
、
清
よ
ざ
か
、
清
ひ
じ
り
、

　
　
（
火
ボ
テ
の
者
は
）

　
　
　
　
　
ア
タ
ゴ
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ジ

◎
（
天
竺
、
愛
宕
か
ら
火
の
大
神
で
、
清
め
う
、
清
ざ
か
、
清
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ジ
ウ

　
　
じ
り
）
こ
し
ば
り
天
浄
湯
天
浄
十
三
ザ
ラ
リ
ヤ
ソ
バ
カ
、

　
　
　
む

○
注
釈
　
神
が
守
り
目
か
ら
、
一
同
右
に
一
回
韓
、
左
に
舞
い
も

ど
り
、
／
さ
ら
に
右
へ
一
回
韓
、
手
を
大
き
く
ふ
り
、
動
作
を
は

で
や

か

に
体
だ
全
体
で
か
ろ
や
か
に
舞
ふ
て
清
め
る
。
舞
い
の
動

作
を
書
き
あ
ら
わ
す
は
、
む
つ
か
し
い
。
実
た
い
を
見
な
い
と
。

◎
次
に
二
回
目
、
湯
ボ
テ
は
湯
を
附
る
。
火
ボ
テ
は
不
要
。
一
回

つ

け
た
ら
お
は
る
迄
、
湯
は
区
切
区
切
毎
に
湯
を
つ
け
る
。
社
内

に
入
い
る
。

◎
二
回
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン

　
　
総
の
鎮
守
、
氏
様
、
お
・
領
敷
地
の
大
小
神
祇
の
御
神
の
ザ

　
　

ツ
マ
、
の
り
く
ら
御
幣
、
鎮
守
の
み
し
め
、
式
の
御
膳
を
、

　
　
三

処
は
一
チ
目
に
清
め
る
者
は
（
以
下
同
）

　
三
回
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
メ

　
　
数
も
か
す
く
の
神
楽
の
役
者
の
、
各
自
の
か
た
に
い
た
“
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ

　
　
申
し
た
、
前
た
て
後
ろ
だ
て
の
、
大
小
神
祇
、
師
匠
の
方
の

　
　
大
小
神
祇
、
王
柳
王
様
、
天
中
姫
宮
、
伊
葬
諾
太
神
尊
様
、

　
　
天
神
七
代
、
地
神
五
代
の
尊
様
、
京
の
吉
田
が
半
田
の
み
こ

　
　
神
、
昔
中
頃
、
今
当
代
の
命
、
み
こ
神
様
の
御
袖
の
お
も
て

　
　
（
以
下
同
じ
）

　
四
回
目

　
　
村
で
は
一
社
郷
で
も
一
社
、
土
佐
の
国
で
大
社
七
郡
七
社
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン
　
オ
モ
テ

　
　
／
二
十
一
神
の
御
神
の
面
を
清
め
る
者
（
以
下
同
）

　

五
回
目

　
　
サ

ヌ
キ
は
国
宗
金
刀
比
羅
権
現
、
ア
ワ
の
国
で
は
剣
権
現
、

」
三
三
オ

」
三
三
ウ
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イ
　
ヨ

　
大
麻
神
社
、
伊
予
で
は
石
ヅ
チ
権
現
、
三
島
明
神
、
お
・
領

　
敷
地
、
大
小
神
祇
（
以
下
同
）

六
回
目

　
伊
勢

は
神
明
天
照
大
神
、
八
幡
、
春
日
の
明
神
、
日
本
三
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
オ
オ
ヤ
シ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
の

大
神
、
出
雲
の
国
に
木
づ
木
大
社
、
熊
野
五
社
太
権
現
様

　
の
御
し
ん
の
お
も
て
を
（
以
下
同
）

七
回

　
天

に
は
二
体
の
月
日
の
將
軍
、
九
萬
九
千
の
星
の
み
こ
、
敷

　
の

王
子
、
敷
の
計
合
、
木
の
神
、
火
の
神
、
土
の
神
、
金
の

　
神
、
水
の
神
、
五
行
の
荒
神
様
、
（
以
下
同
）

八
回

　
　
　
　
七
ケ
所

　
新
四

国
七
堂
が
ら
ん
、
八
十
八
ヶ
所
御
本
尊
、
西
国
三
十

　
三

番
、
百
番
ガ
ラ
ン
、
キ
イ
の
国
伊
東
郡
、
高
野
山
弘
法
大

　
師
、
信
州
シ
ナ
野
に
喜
光
寺
御
本
尊
、
二
十
八
山
、
五
十
八

　
山
、
五
百
二
十
入
山
、
高
山
本
尊
、
御
き
内
五
ヶ
国
、
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も

　
六

十
八
ヶ
国
の
大
小
神
祇
様
の
御
神
の
面
（
以
下
同
）
下
荒

　
　
　
カ
ミ

　
七

枚
、
上
荒
／
七
枚
、
三
、
七
、
二
十
一
枚
、
五
、
七
、
三

　
　
　
　
ホ
ノ
ギ

　
十
五
枚
の
作
の
上
に
供
り
申
し
た
山
の
神
王
大
神
、
大
川
水

　
神
、
小
川
水
神
、
枝
川
、
野
々
水
、
落
ち
や
た
き
の
半
徳
水

　
神
様
（
以
下
同
）

十
回

　
　
シ
ョ
ウ
ジ

　
新
し
招
神
の
舞
台
、
五
方
の
榊
、
鎮
守
の
ミ
シ
メ
、
十
こ
の

　
ひ

な
子
、
綾
が
千
反
、
錦
も
千
反
、
イ
ナ
ギ
ヌ
千
反
、
三
千

　
反
、
天
竺
三
ガ
長
と
も
ま
ね
ば
せ
給
う
た
、
末
広
扇
、
御
神

　
の

お
も
て
、
ヒ
ケ
イ
諸
物
を
清
め
る
者
（
以
下
同
）

十
一　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
メ

　
数

も
か
ず
く
の
氏
子
仲
場
の
五
尺
の
体
、
各
自
が
持
ち
た

」
三
四
オ

　
　
ソ
ナ
エ

　
　
る
供
の
初
穂
（
以
下
同
）

　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト

　
次

は
外
口
に
出
て
外
へ
向
い
て

　
　
　
　
サ
ガ

　
　
七

丈
下
り
、
三
丈
下
り
、
石
が
せ
い
段
、
木
が
せ
い
段
、
南

　
　
海
ト
ド
ロ
が
島
、
ガ
ヤ
が
七
本
、
其
元
、
い
お
う
ば
ん
ぜ
い
、

　
　
　
　
メ
イ

　
　
児
祖
の
名
所
ゑ
鎮
め
置
い
た
る
、
南
無
ス
ソ
神
の
御
神
の
面

　
　
て

も
、
清
め
る
者
は
、
（
以
下
同
じ
だ
が
、
舞
わ
な
い
）

◎
以
上
湯
神
楽
終
り
、
湯
火
を
伏
せ
た
太
夫
は
ユ
ビ
を
起
ス
。

◎
起
す
字
文

　
　
バ
リ
印
に
て
字
文
、
湯
か
ら
先
き
し
よ
共
に
は
／
、
熊
野
の

　
　
権
現
様
を
う
か
“
い
頼
ふ
て
、
天
竺
雪
姫
女
を
行
い
下
ろ
い

　
　

て
、
此
の
や
御
ん
湯
は
伏
せ
や
し
づ
め
て
ご
ざ
れ
ば
、
広
く

　
　
に
許
い
て
、
元
の
御
ご
座
へ
上
り
ま
せ
、
行
い
使
ふ
た
字
文

　
　
は
、
現
き
左
の
挟
へ
も
ど
ら
せ
給
え
、
サ
モ
ン
ナ
リ
、
サ
モ

　
　

ン
ナ
リ
、
サ
モ
ン
デ
ン
と
、
掛
け
お
き
ま
い
ら
す
る
、

　
バ
リ
印
に
て
三
回
は
り
上
げ
る
。

　
　
火
は
愛
宕
の
如
来
様
。
（
以
下
同
）

　
是
迄
が
湯
火
の
し
だ
い
で
、
何
の
祭
り
の
時
で
も
大
同
小
い
で
、

祀

る
神
に
よ
り
初
の
部
分
で
異
る
分
が
有
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
オ
ウ
サ
オ
ウ

　
注
意

事
項
　
祈
祷
の
ま
わ
り
を
人
が
右
往
左
往
さ
す
な
。
終

る
迄
、
此
の
火
で
タ
バ
コ
に
附
た
り
す
な
。
水
を
入
れ
足
す
事
は

不
可
也
り
。
終
わ
れ
は
清
い
処
に
捨
て
る
。
一
文
銭
は
ま
だ
入
用

に
附
、
収
納
す
。
次
は
社
内
に
て
、

◎
礼
い
神
楽
の
し
だ
い
（
ヤ
ソ
ウ
の
神
楽
と
も
言
ふ
）

　
神
前
に
向
い
半
円
に
座
す
。
役
者
が
す
く
な
い
時
に
は
、
氏
子

を
組
に
入
れ
る
。
六
人
以
上
。
各
自
綾
笠
を
両
手
の
平
に
の
せ
て
、

む
ね
の
高
サ
／
に
捧
げ
て
持
っ
て
、
心
得
の
有
る
太
夫
が
音
戸
を

取
り
合
唱
ス
。

」
三
四
ウ

」
三

五
オ
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シ

◎
是

よ
り
は
祈
り
で
な
く
、
神
楽
調
子
で
上
体
を
精
つ
か
に
ゆ
っ

　
く
り
左
右
と
大
き
く
た
お
し
乍
ら
、
は
ら
の
そ
こ
か
ら
声
を
出

　
　
　
　
　
ア
ア
サ
ラ
ダ
　

ナ

ア

ガ
レ
ク
ル
ミ
ヅ
ウ

　

し
て
（
バ
ー
ー
ー
ー
ヤ
ー
1
ー
ー
ー
ー
1
ー
）
の
調
子
。

　
稜
れ
消
に
続
い
て
、

　
　
別
儀
の
し
だ
い
で
お
わ
し
ま
さ
ん
、
か
ぐ
ら
の
役
者
は
何
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト

　
　
様
の
氏
子
仲
場
え
、
時
雇
わ
れ
は
申
し
て
、
氏
神
様
を
は
く

　
　
ら
ゑ
て
、
安
座
に
附
け
る
大
願
祈
請
の
、
数
も
数
く
な
諸
礼

　
　
の

神
楽
を
差
上
申
そ
う
訳
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
御
ん
礼
や
そ
う

　
　
の
神
楽
を
差
上
申
し
て
、
大
小
神
祇
様
を
招
神
の
舞
台
え
、

　
　
送
り
迎
え
お
ま
い
ら
す
る
、

◎
以
下
は

コ

リ
ク
バ
リ
の
順
序
に
読
み
開
い
て
行
く
が
、
違
ふ
処

　
フ
シ

は
節
目
の
区
切
り
に
（
コ
ー
リ
の
初
穂
と
言
わ
ず
に
「
御
ん
礼
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

ソ

ー
の
神
楽
を
ま
い
ら
す
る
」
の
言
葉
が
違
ふ
。
神
楽
と
祈
り
の

違
ふ
処
で
有
る
。
以
下
の
字
文
は
コ
リ
ク
バ
リ
の
時
と
同
じ
也
り
。

◎
一
通
り
や
そ
う
の
神
楽
が
終
れ
ば
、
鳥
居
の
本
地
、
大
い
か
上

り
、
林
立
、
し
め
、
笠
の
本
地
。
お
わ
り
て
、
笠
を
か
む
る
。

　
扇
を
開
い
て
持
ち
、
右
手
に
錫
杖
を
持
つ
。
太
鼓
の
本
地
。
お

わ

り
て
太
鼓
を
打
ち
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ

　
御
洗
米
の
本
地
。
お
わ
り
て
、
讃
華
の
祓
い
（
神
楽
の
時
は
他

の
祓
い
は
省
略
す
る
）

　
　
カ
ミ
カ
ン
ジ
ョ
ウ

◎
次
に
神
勧
請
‖
神
楽
の
時
に
は
時
間
が
掛
り
過
ぎ
て
、
他
の

人

が
つ
か
れ
て

く
る
の
で
、
其
の
祭
り
の
主
と
成
る
神
及
、
必
要

最
小
げ
ん
度
に
、
神
仏
の
を
告
げ
る
様
に
音
戸
を
取
る
。

　
太
夫
は
頭
の
中
に
せ
い
り
し
て
、
最
後
に
、

　
　
村
で

も
一
社
郷
で
も
一
社
、
国
で
は
大
社
の
大
小
神
祇
、
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ジ

　
　
や

仏

け
の
御
本
尊
様
、
五
方
五
体
、
十
二
ヶ
方
の
主
の
こ
い

　
　
ぜ
ん

様
、
三
所
は
い
ち
め
に
、
お
祝
祀
の
式
の
こ
ぜ
ん
え
、

」
三
五
ウ

　
　
送
り
迎
を
し
ま
い
ら
す
る
、

　
と
云
ふ
如
く
に
、
如
何
に
座
を
白
け
さ
せ
ん
様
に
、
に
ぎ
や
か

に
し
か
も
神
仏
に
告
げ
落
し
、
失
礼
に
な
ら
ん
様
に
す
る
か
が
上

手
下
手
也
り
。

◎
次
は

四
秀
の
歌
、
神
道
の
行
い
に
て
供
へ
物
に
迎
え
る
。

　
リ
ウ
ガ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
ナ

◎

立

願
ひ
ら
き
（
祈
り
の
時
と
大
祭
の
時
に
は
異
る
処
有
り
）

　
　
是

よ
り
右
に
、
氏
子
供
等
は
、
大
願
祈
請
で
有
り
た
が
、
当

　
　
　
　
ト
シ

　
　
年
よ
年
は
忌
み
り
う
ぶ
く
が
晴
れ
行
き
申
し
た
、
日
本
晴
の

　
　
き
れ
い
な
よ
年
を
、
待
ち
に
受
け
入
れ
申
し
た
か
ら
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ダ
ハ

　
　
大
い
の

氏
子
が
元

に
始
め
て
、
小
の
氏
子
が
心
揃
て
、
枝
葉

　
　
ウ
ジ
コ

　
　
の
氏

に
言
葉
を
告
げ
て
、
物
相
談
も
伏
せ
ま
い
ら
し
て
、
恵

　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ

　
　
合
和
合
の
差
す
杯
き
の
上
で
、
頭
べ
揃
ふ
て
、
ひ
け
い
シ
ョ

　
　
モ
ツ

　
　
物
も
取
り
と
う
立
て
・
、
と
う
ど
う
尉
門
の
御
弟
子
も
産
い

　
　
下

ろ
い
て
、
御
神
の
ザ
ツ
マ
へ
雲
い
た
雲
り
、
汚
い
た
汚
れ

　
　
も
、
読
み
分
け
取
り
分
け
祓
い
分
け
て
、
四
幣
が
み
て
ぐ
ら
、

　
　
だ
い
婆
が
人
形
、
十
二
の
ひ
な
ご
、
花
ミ
テ
グ
ラ
ゑ
、
読
み

　
　
や
集
め
て
、
王
流
釈
加
流
、
釈
尊
流
と
て
流
取
り
掛
け
て
、

　
　
　
　
　
タ
イ

　
　
字
文
を
封
し
て
、
ト
ウ
ド
ウ
尉
門
の
命
が
立
て
置
く
、
ス
ソ

　
　

の
名
所
え
、
地
は
三
寸
共
買
取
り
、
／
高
田
ア
ジ
ャ
リ
の
上

　
　
印
証
こ
も
、
リ
ン
リ
と
掛
け
お
き
、
十
三
年
の
年
切
り
か
け

　
　
て

打

ち
や
し
づ
め
て
、
其
の
上
よ
り
、
今
日
こ
よ
い
は
、
良

　
　

い

日
の
良
い
時
良
い
吉
日
と
選
び
定
め
て
、
神
が
守
目
も

　
　
ヤ
ト
イ

　
　
使

下

ろ
い
て
、
御
神
の
ザ
ツ
マ
ゑ
、
五
万
御
幣
も
へ
ぎ
や

　
　
飾
り
て
、
新
し
招
神
の
舞
台
も
作
り
仕
立
て
・
、
式
の
こ
ぜ

　
　
ん

も
こ
う
じ
供
え
て
、
熊
野
御
湯
も
沸
い
て
、
湯
ご
り
が
七

　
　
度
、
火
こ
り
も
七
度
、
水
ご
り
、
塩
ご
り
、
三
、
七
、
二
十

　
　
一
度
と
祓
い
清
め
て
、
や
そ
う
の
神
楽
で
御
膳
の
上
に
、
送

」
三
六
オ

」
三
六
ウ
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り
迎
も
い
と
も
に
ぎ
や
か
差
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
式
の
こ
膳

　
　

は
是
れ
こ
し
召
し
て
、
御
法
楽
賜
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　

神
が
守
り
め
は
、
此
の
あ
と
新
し
請
神
の
舞
台
え
請
じ
直
い

　
　

て
、
天
竺
り
う
さ
ん
川
の
水
く
み
下
ろ
い
て
、
く
ら
ゑ
へ
上

　
　
げ
て
、
安
座
に
附
け
た
式
法
し
だ
い
も
し
ま
い
ら
す
れ
ば
、

　
　

た
し
か
な
前
楯
後
ろ
楯
も
／
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
そ
れ
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
レ
イ
チ

　
　
ご

ざ
る
で
な
れ
ば
、
神
楽
の
役
者
は
心
揃
ふ
て
、
御
礼
千

　
　
ヨ

　
　
代
の
神
楽
を
ま
い
ら
す
る
、

○

（是

よ
り
一
同
立
ち
上
が
り
、
錫
杖
の
舞
い
を
舞
ふ
。
打
上
打

下

ろ
し
の
字
文
を
唱
え
る
、
太
鼓
は
舞
い
太
鼓
に
節
を
替
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル

氏
神
の
心
言
も
唱
え
る
。
次
に
へ
ぎ
の
舞
い
。
引
き
続
き
、
主
じ

祀
り
の
舞
い
）

　

別
の
太
夫
は
米
を
へ
ぎ
に
入
れ
て
舞
は
す
。
主
祀
り
の
字
文
を

唱
え
て
や
る
。
是
迄
の
行
事
を
礼
神
楽
と
言
ふ
（
一
同
体
憩
。
習

制
と
し
て
、
こ
・
で
役
者
に
が
ん
ほ
ど
き
が
出
来
ま
し
た
と
、
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ワ
シ

子
か

ら
酒
サ
カ
ナ
が
出
て
、
杯
の
取
り
交
の
御
祝
い
の
作
法
が
有

る
）　

役
者

は
間
合
を
利
用
し
て
、
扇
の
舞
い
、
刀
の
舞
い
、
ほ
こ
、

奉
神
宮
、
其
の
他
の
舞
い
を
奉
納
す
る
。
集
つ
た
氏
子
は
外
で
ハ

ツ

サ

ン
、
マ
ワ
リ
、
チ
ド
リ
等
の
お
ど
り
を
す
る
。
別
の
太
夫
は

礼
神
楽
と
同
時
進
行
に
、
山
の
神
に
迎
向
の
祈
り
を
す
る
。

◎
本
神
楽
の
作
法
式
次
第
○

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ク
ラ

　
舞
台
の
中
央
に
法
の
枕
と
言
ふ
、
昔
か
ら
の
定
め
と
し
て
、
敷

こ

も
を
敷
き
、
袋
に
入
れ
て
穀
物
（
田
舎
に
は
米
は
な
い
の
で

ザ

ッ
穀
だ
っ
た
）
一
斗
二
升
一
貫
二
百
に
相
当
す
る
金
、
八
合
八

勺
、
赤
色
の
三
尺
長
（
コ
ハ
バ
）
布
、
供
え
と
し
て
中
央
に
お
く

定
で
あ
る
。

」
三
七
オ

」
三
七
ウ

　
役
者
は
綾
笠
を
着
用
し
て
、
幣
（
神
楽
幣
）
、
錫
杖
、
を
持
っ

て

座
す
。
人
員
は
十
二
人
が
定
め
。
六
人
以
上
必
要
。
供
え
お
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

心

に
車
座
に
す
わ
る
。
太
夫
は
常
に
扇
を
広
げ
て
、
其
の
上
に
連

ズ珠
と
小
刀
を
、
錫
杖
を
其
の
上
に
置
く
も
の
。

◎
伊
葬
諾
流
の
太
夫
の
居
た
庭
の
氏
神
に
は
必
ず
、
宮
の
祭
り
を

司
さ
ど
っ
た
太
夫
を
左
脇
に
ミ
コ
神
と
し
て
、
合
併
し
て
祀
っ
て

有
る
故
、
氏
神
を
く
ら
へ
た
後
で
、
同
じ
様
に
一
と
神
楽
く
ら
ゑ

る
も
の
。
故
に
舞
台
ま
で
、
い
つ
し
よ
に
迎
て
十
二
方
の
水
ぐ
ら

ゑ

を
別
に
上
げ
て
や
る
（
時
間
を
節
約
す
る
た
め
）

◎
本
神
楽
　
稜
い
消
に
績
い
て
、

　
　
神
楽
の
役
者
は
次
第
々
々
で
、
当
所
と
こ
ろ
に
、
よ
う
年
久

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ
カ
タ

　
　
し
く
、
百
年
此
の
以
来
祝
わ
れ
わ
し
ま
す
、
何
々
様
を
元
に

　
　
　
　
　
　
ア
ワ
セ

　
　
始
め
て
、
合
併
祀
る
右
脇
神
楽
の
山
に
、
祀
わ
れ
わ
し
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
ガ
ミ

　
　
昔
中
頃
今
当
代
で
守
り
役
を
召
さ
れ
た
、
現
神
様
を
は
、
新

　
　
　
　
ジ

　
　
し
請
神
の
舞
台
え
招
し
直
い
て
、
十
二
萬
才
く
ら
ゑ
て
へ
上

　
　
げ
て
安
座
に
附
け
る
、
諸
礼
の
神
楽
を
差
し
上
げ
申
さ
う
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
レ
イ

　
　
だ
い
に
御
座
る
が
、
先
き
し
よ
う
と
も
に
は
、
御
礼
ヤ
ソ
オ

　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
の
神
楽
で
、
御
膳
の
上
へ
送
り
迎
も
差
し
上
申
し
て
ご
ざ
る

　
　
が
、
地
神
公
神
、
王
柳
王
様
、
天
中
姫
宮
、
伊
葬
諾
大
神
尊

　
　
様
を
元
に
始
め
て
、
大
小
神
祇
様
に
は
新
し
神
楽
の
役
者
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ナ
オ

　
　
た
し
か
な
前
楯
後
ろ
楯
に
御
直
り
用
合
召
さ
れ
て
、
見
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
シ
モ

　
　
聞
く
よ
の
次
第
で
、
上
み
か
ら
下
え
、
花
や
か
、
つ
ま
や
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ト

　
　
く
ら
ゑ
へ
上
げ
お
か
い
て
、
神
や
仏
け
の
／
御
門
を
た
お
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ズ

　
　
ん
、
師
匠
へ
名
折
も
取
ら
さ
ん
、
数
も
か
ず
く
な
、
神
が
守

　
　
り
め
に
ア
ダ
ナ
ひ
け
い
は
取
ら
さ
ん
如
を
、
頼
み
ま
い
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
カ
ン

　
　
る
、
氏
子
共
ら
は
是
よ
り
右
に
は
、
大
願
き
せ
い
の
受
け
約

　

束
の
し
だ
い
で
有
り
た
が
、
当
年
よ
と
し
は
（
是
か
ら
先
の

」
三

八
オ

」
三

八
ウ
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リ
ウ
カ
ン

　
　
字
文
は
、
立
願
ひ
ら
き
の
項
で
書
い
て
有
る
事
を
言
ふ
、
各

　
　
項
事
に
書
く
の
は
大
儀
で
有
る
）
、
そ
れ
そ
う
御
座
る
で
な

　
　
あ
ら
ば
、
御
膳
の
上
よ
り
新
し
請
神
の
舞
台
え
、
神
道
ミ
チ

　
　
ハ
シ
送
り
迎
え
を
し
ま
い
ら
す
る
、

◎
是
よ
り
神
道
の
行
い
を
唱
へ
る
。
お
わ
り
て
、

　
◎
何
々
様
を
元
に
始
め
て
、
右
脇
神
楽
が
山
に
、
そ
な
わ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ

　
　
し
ま
す
、
昔
中
頃
今
当
代
の
現
神
様
は
、
三
所
は
い
ち
め
に

　
　
式
の
こ
せ
ん
を
広
く
に
許
い
て
、
新
し
招
神
の
舞
台
、
綾
が

　
　
　
　
ニ
シ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
カ
テ
ウ

　
　
千

反
、
錦
が
千
反
、
い
な
ぎ
ぬ
千
反
、
天
竺
三
ケ
長
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
テ

　
　
作
り
ま
ね
ば
せ
／
給
ふ
た
、
末
広
扇
、
御
神
の
鏡
、
是
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ

　
　
く
ら
ゑ
、
一
斗
二
升
に
一
貫
二
百
八
合
八
勺
、
洗
い
米
フ
マ

　
　
も
是
れ
の
り
く
ら
で
、
役
者
の
持
ち
た
る
、
三
尺
一
歩
の
玉

　
　
の
御
幣
、
う
つ
が
折
り
め
も
、
是
の
り
く
ら
ゑ
、
神
楽
の
役

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
エ

　
　
者
の
召
し
た
る
浄
衣
の
、
ゑ
り
先
袖
先
挟
先
、
き
ぬ
が
き
先
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
ち
早
の
小
笠
の
、
宇
津
が
折
り
め
も
是
の
り
く
ら
ゑ
、
御
身

　
　
は
広
く
に
許
い
て
か
・
り
て
影
合
成
り
賜
え
、
神
楽
の
役
者

　
　

は
心
揃
ふ
て
、
立
願
祈
請
の
ほ
ど
か
し
神
楽
は
、
い
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ノ
ミ

　
　
ぎ
や
か
差
上
申
さ
う
良
き
荏
を
、
召
さ
れ
て
賜
れ
、
頼
ま
い

　
　
ら
ス
ル
、

◎
是
か
ら
先
を
水
ぐ
ら
ゑ
と
言
ふ
。
氏
神
を
先
に
十
二
回
行
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
◎
先
つ
い
ち
、
何
々
氏
神
様
を
は
「
く
ら
ゑ
へ
上
げ
の
清
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

　
　
は
、
天
竺
り
う
三
川
の
百
三
川
の
清
め
の
水
を
行
い
下
ろ
い

　
　

て
、
神
が
も
り
め
神
楽
の
役
者
が
ひ
と
ん
や
シ
ャ
ク
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ガ

　
　

シ
ャ
ク
ラ
セ
給
へ
ば
、
一
萬
才
と
も
清
ま
り
へ
上
り
、
安
座

　
　
ク
ラ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ

　
　
の

位
に
つ
き
賜
へ
、
／
本
座
の
位
に
着
き
賜
え
、
天
偏
の
位

　
　
と
上
り
ま
せ
、
に
か
に
か
嬉
し
う
、
御
ん
ぽ
し
召
す
ろ
う
、

　
　

イ
ヤ
リ
ヤ
ア
ト
ン
ド
、
サ
ァ
バ
ラ
ー
、
ユ
ダ
レ
ヤ
、
エ
シ

」
三
九
オ

」
三
九
ウ

　
　

ヨ
ウ
ス
ダ
レ
ヤ
、
か
い
く
り
巻
き
上
け
て
、
持
つ
夜
に
来
い

　
　

で
、
待
た
ぬ
夜
に
や
来
た
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ア
ト
ン
ド
、

　
　
　
　
　
　

○
注
沢
、
サ
ア
バ
ラ
〈
の
処
か
ら
一
同
幣
の
先
を
少
し
前
に
た

お

し
て
、
こ
き
ざ
み
に
上
下
に
わ
る
仕
草
を
行
ふ
。
錫
杖
も
ふ
り

な
ら
す
。
太
鼓
の
音
も
少
し
高
調
子
を
変
化
し
た
節
で
打
つ
（
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ソ
ギ

す
る
に
清
め
の
水
を
幣
に
附
け
て
、
注
か
け
て
洗
っ
て
や
る
気
持

に
成
っ
て
行
ふ
事
が
大
切
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
タ

　
ニ

回
目
か
ら
は
清
め
の
水
は
か
ら
始
め
て
、
ニ
タ
シ
ャ
ク
リ
ニ

萬
ザ
イ
、
三
シ
ャ
ク
リ
三
萬
才
と
、
回
を
重
ね
る
。
最
後
に
、

何
々
様
を
は
く
ら
ゑ
へ
上
げ
の
清
め
水
は
、
是
天
竺
の
柳
三
川
の

百
三
川
の
御
礼
川
の
、
石
う
つ
川
の
う
め
つ
が
池
の
、
ひ
め
つ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

池
の
水
く
み
下
ろ
い
て
、
神
が
守
役
、
神
楽
の
役
者
が
十
や
ニ

シ
ャ
ク
リ
／
シ
ャ
ク
ラ
せ
給
え
ば
、
十
二
万
才
と
も
、
元
の
ち
こ

　
　
　
　
　
　
ジ
ウ

や

く
し
、
天
代
上
軍
様
と
も
清
ま
り
へ
上
り
、
安
座
の
位
い
に

（以
下
同
じ
）

　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ

◎
次

に
守
り
役
を
し
て
来
た
現
神
様
を
、
一
ツ
し
ょ
に
舞
台
迄
迎

え
て
待
っ
て
貰
っ
て
居
る
か
ら
、
同
じ
様
に
十
二
回
清
め
て
や
る

の

が
礼
儀
。
読
み
次
ぎ
、
次
の
様
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ぐ
コ

　
◎

し
だ
い
く
で
昔
中
頃
今
当
代
の
現
神
様
お
も
、
三
ん
所
は

　
　
一
チ
メ
に
く
ら
ゑ
へ
上
げ
を
し
ま
い
ら
す
る
が
、
良
き
嬉
び

　
　
を
召
さ
れ
て
賜
れ
（
以
下
前
回
と
同
じ
十
二
回
）

◎
次
に
五
と
う
の
神
楽
（
氏
神
の
例
祭
の
終
り
の
処
に
書
い
て
有
）

　
　
是
迄
十
二
萬
才
五
と
う
の
太
じ
と
、
く
ら
ゑ
の
太
か
ん
祈
請

　
　
の
ほ

ど
か
し
神
楽
は
、
い
と
も
見
事
に
差
上
申
し
て
ご
ざ
れ

　
　
ば
、
太
が
ん
き
せ
い
も
と
け
て
ほ
ど
け
て
、
御
法
楽
を
賜
れ

　
　
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、
良
き
荏
び
を
召
す
よ
の
か
ら
で
は
、

　
　
又
そ
や

太
願
祈
請
も
込
置
き
申
す
が
、
氏
子
え
／
は
当
年
よ

」
四

〇
オ

」
四
〇
ウ
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年
、
又
来
る
よ
年
へ
取
り
て
（
以
下
は
豊
作
、
無
病
息
災
を
、

今
ま
で
に
書
い
て
あ
る
文
を
参
考
に
く
ら
ゑ
る
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ダ

此
の
言
ふ
通
り
の
、
厚
く
な
守
り
を
下
ん
や
さ
れ
る
で
な
れ

ば
、
御
い
ぜ
ん
様
の
御
法
力
は
、
あ
ま
で
の
物
よ
と
心
得
申

し
て
、
五
年
八
年
世
永
に
ご
ざ
ろ
う
、
三
年
五
年
手
前
の
う

つ

ろ
い
し
だ
い
で
、
忌
り
う
ぶ
く
も
晴
れ
行
き
申
し
た
、
き

れ
い

な
世
年
を
受
入
申
し
た
時
に
は
、
太
の
氏
子
が
元
に
始

　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ

め

て
、
神
が
守
り
役
も
雇
い
下
ろ
い
て
、
読
解
取
り
分
け

祓
い
分
け
、
送
り
鎮
め
て
其
の
上
よ
り
は
、
十
や
二
人
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ウ
ジ

楽
の
役
者
も
雇
い
下
ろ
い
て
、
御
神
の
ザ
ツ
マ
え
、
請
神
の

舞
台
も
作
り
任
上
て
、
式
の
御
膳
も
差
上
申
し
て
、
熊
野
の

新
宮
、
本
宮
の
オ
ン
ユ
も
沸
い
て
清
め
て
、
お
ん
礼
ヤ
ソ
オ

の

神
楽
で
御
膳
え
迎
へ
て
、
し
だ
い
く
に
請
神
の
舞
台
え

招
じ
直
い
て
、
十
二
萬
才
く
ら
へ
て
へ
上
た
御
祝
い
祀
り
、

諸
礼
の
神
楽
／
は
、
今
日
今
宵
の
如
く
に
い
と
も
に
ぎ
や
か
、
　
」
四
一
オ

　
　
　
　
　
ワ
ケ

差
上
申
さ
う
沢
に
て
御
座
る
が
、
此
の
云
ふ
通
り
に
う
そ
は

申
さ
ん
、
す
ら
事
申
さ
ん
、
言
葉
の
色
得
に
ご
ざ
ら
ん
、
時

コ

ウ
ジ
ョ
ウ
　
コ
オ
シ
ャ
ク

の
口

上

日
の
ロ
釈
神
楽
に
ご
ざ
ら
ん
、
身
を
巻
き
込
め
て

の

大
願
祈
請
に
依
り
て
、
ま
と
や
の
御
ん
聞
き
入
れ
を
召
さ

れ

て
、
氏
子
共
ら
を
時
ざ
し
日
ざ
し
を
無
い
如
く
に
守
り
叶

て

賜

れ
、
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
そ
れ
そ
う
で
ご
ざ
れ
ば
、
御

見
立
神
楽
も
差
上
申
そ
う
、
請
じ
の
舞
台
の
綾
が
千
反
、
錦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ
テ

が
千

反
、
い
な
ぎ
千
反
、
御
神
の
鏡
も
広
く
に
許
い
て
、
ひ

け
い
諸
物
も
広
く
に
許
い
て
、
神
楽
の
役
者
の
襟
先
・
袖

先
・
挟
先
、
チ
ワ
ヤ
の
小
笠
も
広
く
に
許
い
て
、
三
尺
一
歩

の
玉

の
御
幣
、
是
の
り
く
ら
で
、
地
太
じ
ょ
ぐ
ん
、
清
ま
り

へ
上
り
安
座
の
位
い
に
つ
き
賜
え
、
地
台
將
軍
清
り
へ
上
り

　
　
給
ふ
で
な
れ
ば
、
中
太
将
軍
清
り
へ
上
が
り
安
座
の
位
い
に

　
　

つ
き
賜
へ
、
中
太
／
將
軍
、
清
ま
り
へ
上
り
賜
ふ
で
な
れ
ば
、

　
　

上
太
將
軍
様
ト
モ
、
清
ま
り
へ
上
り
、
元
の
御
宝
殿
、
の
り

　
　

く
ら
御
幣
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
式
の
御
膳
へ
安
座
の
位
い

　
　

に
本
座
の
位
い
、
天
偶
の
位
い
と
上
り
ま
せ
、
神
楽
役
者
は

　
　
心
揃
ふ
て
、
御
礼
千
代
の
神
楽
を
ま
い
ら
す
る
　
（
一
同
舞

　
　
い
上
げ
る
）
打
上
打
下
ろ
し
と
唱
へ
乍
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
マ
キ

◎
終

り
て
休
憩
。
本
役
の
太
夫
は
神
前
に
米
蒔
上
げ
、
拝
を
し

て

小
中
臣
の
祓
い
を
上
げ
、
今
後
の
祭
り
の
可
否
を
た
つ
ね
、
今

後
氏
子
に
か
・
る
事
柄
を
た
つ
ね
る
。

　

お
わ
り
て
、
氏
子
に
ノ
ト
を
広
め
る
作
法
（
此
の
ノ
ト
は
神
楽

の

間
に
、
他
の
太
夫
に
て
ノ
ト
掛
の
い
の
り
を
修
行
し
て
お
く
）

　
休
憩
中
に
舞
い
神
楽
も
奉
納
す
る
。

◎
以
上
で
祭
は
終
る
わ
け
な
れ
共
、
伊
葬
諾
流
の
太
夫
の
居
た
地

区
の
氏
神
の
左
脇
に
、
天
当
様
を
迎
へ
て
御
庭
を
建
て
・
、
お
祀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ツ

り
を
し
て
有
る
宮
が
多
い
。
若
し
／
祀
っ
て
有
れ
ば
、
其
の
分
御

祀

は
出
来
な
く
共
、
氏
神
の
太
祭
を
修
行
し
た
時
に
は
、
天
当
様

も
舞
台
に
迎
て
、
ひ
と
神
楽
く
ら
ゑ
て
祀
る
の
が
儀
礼
の
式
次
第

也
り
。

◎
天
当
様
の
迎
へ
方
稜
い
消
に
続
い
て
、

　
　
し
だ
い
し
だ
い
で
、
氏
神
様
の
左
脇
に
、
よ
う
年
久
し
く
祝

　
　
わ
れ
わ
し
ま
す
、
オ
十
七
夜
の
御
如
来
、
二
十
三
夜
、
日
天
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ン
ミ
カ
ヅ
キ

　
　
お
日
待
、
御
不
動
、
御
三
日
月
の
御
如
来
様
を
、
請
じ
の
舞

　
　
台
え
送
り
迎
て
、
礼
儀
の
神
楽
も
さ
し
上
げ
申
さ
う
前
と
わ

　
　
相
成
り
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
神
楽
の
役
者
の
た
し
か
な
前
立

　
　
て

後

ろ
立
て
（
以
下
字
文
同
じ
）

引
継
が
お
わ
り
て
、

」
四
一
ウ

」
四
ニ
オ
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◎
氏
神
様
の
左
脇
に
祝
わ
れ
わ
し
ま
す
、
御
十
七
夜
、
二
十
三

　
　
夜
、
日
天
朝
待
、
御
日
待
御
不
動
、
御
ん
三
日
月
の
御
如
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ラ
カ
ネ
コ
ガ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ザ

　
　
様
え
は
、
今
日
今
宵
は
白
金
小
金
の
三
階
高
棚
、
結
い
や
飾

　
　
り
の
御
祝
い
祀
り
は
叶
わ
ぬ
儀
／
に
て
御
座
れ
ど
、
氏
神
様

　
　
の
請
じ
つ
い
で
お
以
ち
ま
い
ら
し
て
、
請
じ
の
舞
台
へ
送
り

　
　
迎
へ
て
、
御
へ
向
し
だ
い
に
く
ら
え
へ
上
げ
も
差
上
申
し
ま

　
　
い
ら
す
る
、
良
き
荏
び
で
請
神
の
舞
台
に
綾
が
千
反
（
以
下

　
　
の
字
文
同
じ
）
神
送
の
行
い

◎

お
わ
り
て
、
天
竺
柳
三
川
の
水
、
一
回
か
ら
十
二
回
迄

◎
五

ト
ウ
の
神
楽
の
字
文
の
始
　
神
の
そ
だ
ち
の
文
で
、
天
竺
通

　
り
天
に
は
そ
だ
ち
有
る
ろ
う
と
言
ふ
様
に

◎
又
願
立
て

の

よ
み
分
の
と
こ
ろ
で
、

　
　
三
年
五
年
、
手
前
の
う
つ
ろ
い
し
だ
い
で
、
白
金
黄
金
の
三

　
　
ガ
イ

　
　
階
高
棚
結
い
や
任
立
て
、
御
祝
い
祀
も
差
上
申
さ
う
、

　
と
言
ふ
文
を
附
け
る
。
送
り
先
は
天
竺
通
り
天
え
上
げ
る
（
三

階
高
ダ
ナ
は
作
っ
て
な
い
か
ら
）

◎
次
に
幣
に
て
、
三
十
三
度
の
礼
拝
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
（
奉
幣
舞
）

◎
御
日
待
様
は
、
ズ
ズ
を
以
っ
て
三
十
三
回
礼
拝
神
楽
（
奉
珠
の

舞
）　

右
の
作
法
、
三
人
ぐ
ら
い
で
幣
を
持
ち
（
左
上
右
下
に
）
、
左

右
左
足
／
三
歩
前
進
、
幣
を
差
上
て
、
月
待
の
祓
い
を
声
高
ら
か

に
、
拳
上
す

　
　
カ
ケ
マ
ク
カ
シ
コ
ツ
キ
ユ
ミ
ノ
　
　
　
　
ジ
ョ
ゲ
ン
オ
オ
ソ
ラ
ツ
カ
サ
ド
リ
タ
マ
ゥ

　

　
「
掛
も
畏
き
月
続
尊
は
、
上
絃
大
虚
を
主
　
給
月
夜
見

　
　
　
　
　
　
エ
ン
マ
ン
　
チ
ウ
テ
ン

　
　
の

尊
は
、
圓
満
の
中
天
を
照
し
給
ふ
月
讃
の
尊
は
、
下
絃
の

　
　
　
　
　
シ
ロ
シ
メ

　
　

そ
ら
を
知
食
す
三
神
三
天
を
知
食
と
申
す
事
の
由
を
聞
し
め

　
　

し
て
、
祈
願
円
満
か
ん
お
う
成
就
、
無
上
れ
い
ほ
う
神
道
加

　
　
治
」
‖

」
四
ニ
ウ

」
四
三
オ

　
幣
を
少
し
下
げ
両
脇
を
し
め
て
、
左
足
後
に
引
く
。
同
時
に
、

上

体
を
左
向
右
足
引
く
。
体
を
右
向
左
足
引
く
。
右
足
揃
え
る
。

素
早
く
、
右
手
左
か
た
に
左
手
を
幣
串
の
元
に
持
ち
替
え
、
幣
を

半
回
韓
し
て
、
左
り
か
た
に
置
い
て
、
座
し
て
深
く
礼
拝
。
立
つ

時
に
、
幣
の
向
き
を
元
に
も
ど
し
、
手
も
元
の
位
置
に
も
ど
し
乍

ら
立
っ
て
三
歩
先
集
。
一
度
幣
を
差
げ
元
に
も
ど
し
三
歩
後
退
。

座

し
て
拝
三
十
三
回
、
節
度
を
た
て
・
、
行
ふ
事
。
別
の
太
夫
は

　
　
　
　
　
カ
ネ

一
度

に
一
回
金
を
打
っ
て
回
数
を
知
ら
す
と
共
に
、
／
お
月
の
眞

言
を
唱
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ツ
テ
ン
シ
ン

　
◎

お
月
様
の
眞
言
、
キ
ン
ネ
オ
、
コ
ン
ニ
ョ
ウ
月
天
神
ヤ
ソ

　
　
バ

カ
、
祓
い
ケ
ン
ナ
ー
、
オ
ー
ラ
イ
ケ
ン
ナ
ー
、
オ
ー
オ
ン

　
　
ヂ
セ
イ
ヂ
ソ
バ
カ
、

　
拝
が
お
わ

る
迄
く
り
返
す
。

◎
御
日
待
様
も
動
作
は
同
じ
。
ズ
ズ
お
両
手
の
中
ユ
ビ
に
掛
け
て
、

　
大

き
く
ま
わ
す
。
始
め
る
時
に
月
待
の
祓
い
一
回
。
相
役
の
太

　
夫
は
御
日
様
の
眞
言
、

　
　
ニ

　
　

日
チ
日
チ
、
コ
ン
ゴ
ウ
、
テ
ォ
ラ
イ
ダ
ラ
リ
ヤ
ソ
バ
カ
、
ほ

　
　
う
ら
い
け
ん
な
ー
祓
い
け
ん
な
、
お
ん
ぢ
せ
い
ぢ
ソ
バ
カ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

○
太
鼓
打
ち
は
神
楽
の
時
に
は
て
い
音
に
て
、
神
楽
の
調
子
に
合

わ
し
て
、
地
突
、
天
突
、
天
突
、
天
、
天
突
ク
、
天
突
ク
、

天
・
・
と
打
つ
。

　
　
　
む
　
　
む

○
舞
い
の
時
「
打
た
か
舞
ふ
た
か
く
く
ゑ
い
や
は
、
三
回
、

ゑ

い
や

は
、
よ
う
舞
た
よ
う
も
う
た
、
二
回
」
、
舞
い
に
合
し
て

ひ

く
い
音
、
高
い
音
を
打
ち
混
ぜ
る
。
太
鼓
打
は
舞
い
太
鼓
の
時

に
は
片
手
で
打
っ
て
、
片
手
で
舞
ふ
人
が
す
る
様
に
、
芸
も
出
来

ね
ば
い
け
な
い
。
太
鼓
が
な
り
や
め
／
て
も
い
け
な
い
。
片
手
で

同
じ
調
子
に
打
つ
け
い
こ
が
必
要
。

」
四

三
ウ

」
四
四
オ
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◎
三
十
三
度
の
礼
拝
の
舞
い
の
時
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ウ
ヅ
ウ

　

○
千
べ
ゑ
、
萬
べ
ゑ
、
百
萬
べ
ゑ
ユ
ウ
ヅ
ウ
念
仏
、
南
無
ア
ミ

　
　

ダ
、
南
無
ア
ミ
ダ
仏
、
南
無
ア
ミ
ダ
と
打
つ
也
り
　
（
ユ
ウ

　
　

ヅ
ウ
念
仏
の
誤
り
）

◎
舞
い
も
神
楽
も
基
本
通
り
に
修
行
せ
ん
と
太
鼓
も
合
わ
ん
。
ま

い
は

神
と
お
ど
る
気
持
、
神
楽
は
歌
を
き
か
す
気
持
で
。

◎
以
上

で
終
り
。
日
月
様
の
な
い
宮
な
ら
天
当
様
の
分
は
不
用
。

　

お
供
物
を
貰
い
下
げ
て
公
神
鎭
の
作
法
。

　
大
祭
を
執
行
し
た
時
に
は
、
方
神
鎮
を
修
行
す
る
定
也
り
。

◎
公
神
鎮
お
い
せ
流
、
方
讃
鎮
の
法

　
此
の

場
合
に
は
、
神
楽
調
子
に
唱
え
る
字
文
と
、
口
上
に
言
ふ

字
文
の
分
が
混
合
し
て
修
行
す
る
部
分
が
多
い
。
⑯
フ
シ
、
回
幽

に
記
号
す
。
本
役
を
つ
と
め
る
太
夫
は
八
合
八
勺
の
米
、
ズ
ズ
、

小

刀
、
祓
い
幣
、
錫
杖
、
三
人
か
五
人
で
修
行
。
他
の
太
夫
は

カ
グ
ラ

神
幣
、
ズ
ズ
、
小
刀
を
も
つ
。

◎
稜
い
消
に
績
い
て
、

　
　

し
だ
い
く
で
神
が
守
り
め
は
公
神
鎮
め
、
前
と
も
相
成
り

　
　
申
し
て
ご
ざ
る
が
、
何
性
何
年
師
匠
し
だ
い
、
其
の
ほ
か
見

　
　
取
り
聞
き
取
り
、
数
も
数
く
な
、
師
匠
し
だ
い
の
御
礼
御
許

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヤ

　
　
さ
れ
に
、
う
た
が
い
処
が
候
わ
ん
、
王
柳
王
様
、
天
中
姫
宮
、

　
　
伊
葬
諾
大
神
尊
、
大
小
神
祇
様
に
は
、
前
楯
て
後
ろ
立
を
頼

　
　
み

ま
い
ら
す
る
（
是
よ
り
の
字
文
に
は
、
唱
え
る
方
行
に
向

　
　
き
を
替
え
て
修
行
す
る
事
）

◎
一
回
目

　
　
　
　
　
　
　
キ
ノ
エ
キ
ノ
ト

　
⑳
東

し
と
う
方
甲
乙
が
方
か
ら
、
伊
葬
諾
の
尊
が
公
神
鎮

　
　
　
　
　
　
ツ
ド
エ

　
　
に
「
奇
り
て
集
や
、
よ
り
ご
ざ
れ
」

　
　
　
　
　
　
ヒ
ノ
エ
ビ
ノ
ト
　
　
　
　
　
イ
ザ
ナ
ミ

　
　
南
な
ん
方
、
丙
丁
が
方
か
ら
伊
弊
美
の
尊
が
「
以
下
同
」

」
四

四
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ツ
チ
ノ
エ
ツ
チ
ノ
ト

　
　

西
が

さ
い
方
、
戊
己
が
方
か
ら
釈
加
の
命
が
「
以
下
同
」

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ノ
エ
ヵ
ノ
ト
　
　
　
　
　
カ
ネ

　
　
北
が

ほ
ん
ぽ
う
、
庚
辛
が
方
か
ら
兼
の
命
が
「
以
下
同
」

　
　
ソ
ラ
　
　
　
　
　
ミ
ズ
ノ
エ
ミ
ズ
ノ
ト

　
　
空

が

中
方
、
壬
　
癸
が
方
か
ら
、
星
の
命
が
公
神
鎮
に
よ

　
　

り
て
、
つ
ど
え
や
よ
り
ご
ざ
れ
、

◎
二
回
目
、
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ノ
ェ
キ
ノ
ト

　
　

是
れ

東
し
と
う
方
、
甲
乙
が
方
に
向
わ
り
て
申
せ
ば
、
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
シ

　
　

ビ
ラ
仙
が
山
と
て
、
山
候
ふ
、
此
の
山
の
櫻
元
を
行
ふ
尊
は
、

　
　
何
ん

の

尊
ぞ
と
お
・
せ
ら
れ
・
ば
、
伊
葬
諾
の
尊
と
て
「
ミ

　
　
コ

一
人
法
者
有
り
、
何
ん
の
尊
と
も
お
・
せ
ら
れ
ず
、
へ
い

　
　

の

ツ
チ
、
へ
い
の
納
を
す
る
、
や
れ
き
け
へ
ん
べ
ゑ
、
や
れ

　
　

聞
け
、
ま
ん
と
う
、
り
や
く
け
ん
ど
が
為
と
て
、
十
二
駒
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン

　
　
ス

ズ

を
是
れ
ザ
ン
ザ
ン
と
振
り
鳴
ら
し
、
天
の
か
い
ど
う
納

　
　
タ
テ
マ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ト

　
　
め

奉

る
、
か
み
か
い
ぎ
ゃ
く
で
う
、
ほ
ん
じ
仏
け
が
さ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
エ

　
　

ら
け
の
印
と
、
智
恵
に
、
ち
ゑ
が
つ
く
ま
で
、
こ
け
に
こ
け

　
　
が
ふ
す
ま
で
、
ち
ゑ
に
ち
ゑ
の
徳
を
わ
た
す
」

　
　
　
　
サ
カ

◎
⑳
所

ろ
界
い
や
法
界
い
所
ゑ
に
や
あ
、
な
ぜ
に
入
り
来
、
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ル
ギ

　
　
み

こ
、
法
や
は
ん
ぜ
い
、
剣
の
わ
ん
ぜ
い
剣
の
や
い
ば
が
早

　
　
　
　
　
　
コ
ガ
ネ
　
　
　
　
　
ヘ
イ
ジ

　
　
け
れ
ば
、
黄
金
の
山
も
平
地
な
る
御
幣
召
そ
か
よ
、
御
剣
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
召
そ
か
、
剣
が
い
や
な
ら
剣
の
先
で
／
米
打
ち
召
し
て
（
小

　
　
　
　
　
　
　
シ
ヲ
レ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
オ
ト
　
　
　
コ
ガ
ネ
　
ダ
イ
チ

　
　
刀

の

先
に
米
を
少
量
す
く
っ
て
足
に
落
す
）
黄
金
の
大
地
と

　
　
か

た
も
れ
や
、
鎮
り
給
え
や
大
菩
薩
、
鎮
り
給
や
小
菩
薩
、

　
　
鎮
り
給
え
や
太
公
神
、
鎮
り
給
小
公
神
、

○
回
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ジ
リ

　

　
一
ツ
し
ょ
う
仏
け
、
二
し
ょ
う
あ
み
だ
、
三
じ
ょ
う
聖
、
下

　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
キ
　
　
　
テ
ン
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
カ
ネ

　
　
道
が
有
れ
ば
、
地
切
る
、
天
切
る
、
四
方
へ
切
っ
て
、
黄
金

　
　
の

み

し
や
ど
へ
切
り
附
け
る
（
東
方
の
分
お
わ
り
）

○

同
田
圏

」
四

五
オ

」
四

五
ウ
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ヒ
ノ
ェ
ヒ
ノ
ト

　
　
南
な
ん
方
、
丙
丁
が
に
向
わ
り
て
申
せ
ば
、
と
ぶ
さ
が
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

　
　
と
て
山
候
ふ
、
此
の
山
の
腰
元
を
行
ふ
尊
は
、
何
の
尊
ぞ
と

　
　
申
せ
ら
れ
ば
、
伊
葬
美
の
命
と
て
、
み
こ
一
人
法
者
有
り
、

　
　
何
の
尊
と
も
お
・
せ
ら
れ
ず
（
以
下
は
同
文
）
南
方
分

○
回
山

　
　
　
　
　
　
　
ツ
チ
ノ
エ
ツ
チ
ノ
ト
　
　
　
　
ム
カ
ワ
リ

　
　
西
し
さ
い
方
、
戊
己
が
方
に
て
申
せ
ば
、
ボ
デ
ン
が
山

　
　
と
て
山
候
ふ
、
此
の
山
の
腰
元
を
行
ふ
尊
は
、
何
の
尊
ぞ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ

　
　
お
・
せ
ら
れ
・
ば
、
釈
加
の
こ
み
と
て
命
、
一
人
法
者
有
り
、

　
　
　
ミ
コ

　
　
何
の
命
と
も
お
・
せ
ら
れ
ず
（
以
下
同
）
西
分

○
回
山

　
　
　
　
　
　
　
カ
ノ
エ
カ
ノ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ

　
　
北

た
ほ
ん
方
、
庚
辛
が
方
に
向
わ
り
て
申
せ
ば
、
唐
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

　
　
山
と
て
山
候
ふ
、
此
の
山
の
腰
元
を
行
ふ
尊
は
、
何
の
尊
と

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ネ

　
　
申
せ
ら
れ
・
ば
、
金
の
尊
と
て
尊
一
人
、
法
者
有
り
、
何
の

　
　
命
と
も
申
せ
ら
れ
ず
（
以
下
同
文
）
北
の
分

○
回
山

　
　
ソ
ラ
　
　
　
ミ
ヅ
ノ
エ
ミ
ヅ
ノ
ト

　
　
空

中
方
、
壬
癸
が
方
に
む
か
わ
り
て
申
せ
ば
、
す
み
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ
ウ

　
　
山
と
て
山
候
ふ
、
此
の
山
の
腰
元
を
修
行
命
は
何
の
命
と
申

　
　
　
　
　
　
　
ホ
シ

　
　
せ

ら
れ
・
ば
、
星
の
尊
と
て
、
命
一
人
法
者
有
り
、
何
の
命

　
　
と
申
せ
ら
れ
ず
（
以
下
同
文
）
中
央
分

○
回
旧
日
回
二
回
目

　
　
　
ヒ
ガ
　
ト
オ
　
　
キ
ノ
エ
キ
ノ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ォ
ド

　
　
是
東
し
東
方
、
甲
乙
が
方
に
向
わ
り
て
、
唐
土
よ
り
サ
．
・

　
　
　
　
　
　
ウ
シ
　
　
　
　
　
ノ
リ
イ
デ
　
　
ツ
ノ

　
　
ン

が
山
か
ら
丑
こ
そ
一
匹
乗
出
で
、
角
に
九
尺
の
と
お
巻
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ラ
　
　
　
ヨ
ネ

　
　
足

に
は
作
り
、
も
っ
ぽ
う
毛
も
つ
れ
て
、
口
に
は
白
毛
の
米

　
　
　
カ
ミ

　
　

を
食
た
れ
て
、
丑
か
と
見
れ
ば
ド
ッ
ク
ウ
成
り
、
ド
ッ
ク
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ

　
　
か

と
見
れ
ば
荒
神
也
り
、
荒
れ
る
公
神
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
（
相
役
の
太
夫
が
）
／
荒
れ
た
る
公
神
は
な
い
（
と
返
事
を
す

る
法
で
有
る
）

」
四
六
オ

」
四

六
ウ

　
　
　
む
　
　
　
む

　
注
意
事
項
　
本
役
太
夫
の
言
ふ
た
通
り
に
復
唱
し
て
か
ら
ナ
イ

と
言
ふ
。
本
役
は
初
に
荒
れ
た
る
を
附
け
る
（
あ
ら
そ
い
の
法
と

言
ふ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ド

　
太
公
神
、
小
公
神
、
柱
の
荒
神
、
門
荒
神
、
角
荒
神
、
山
荒
神
、

イ
ヅ
ミ
　
　
　
　
　
ニ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ

泉
の
荒
神
、
庭
荒
神
、
雨
下
た
れ
荒
神
、
塚
荒
神
、
ゑ
ん
つ
い

荒

神
、
界
い
荒
神
、
荒
た
る
天
の
神
、
お
ん
ざ
き
、
御
十
七
夜

（其
の
他
総
て
の
物
に
、
其
の
物
、
処
の
守
り
神
、
た
ま
し
い
と

し
て
公
神
は
附
い
て
居
る
か
ら
、
思
い
附
き
に
言
え
ば
よ
い
。
時

間
の
な
い
時
は
少
く
言
ふ
。
最
後
に
は
）
地
引
く
公
神
、
中
引
く

公
神
、
天
引
く
公
神
、
萬
々
八
千
八
代
や
公
神
、
で
け
し
め
を
附

け
る
定
め
也
り
。

　
　
荒
れ

る
魔
山
は
な
い
か
、
荒
た
る
マ
山
な
い
、

　
　
　
ザ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ

　
⑯
マ
山
見
へ
た
わ
、
ゆ
め
な
れ
ば
、
し
水
だ
ら
り
や
、
お
ん
そ

　
　
ば

か
、
こ
す
い
だ
ら
り
や
お
ん
そ
ば
か
、
／
有
り
せ
ば
の
お

　
　
　
　
シ
ン
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
チ

　
　く
神
津
が
は
い
た
る
刀
を
持
ち
、
と
う
さ
ん
こ
う
さ
ん
切

　
　

る
程
に
、
切
れ
ば
へ
ん
じ
と
、
か
た
も
れ
や
、
切
れ
ば
へ
ん

　
　
　
　
　
　
　
コ
ガ
ネ

　
　

じ
と
鎮
や
、
黄
金
の
い
し
や
ど
へ
切
り
つ
め
る
、
へ
ん
ば
い

　
　
　
　
フ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ッ
テ

　
　
公
神
踏
し
づ
め
、
じ
や
し
ん
下
道
は
去
の
く
、

◎
次

に
は
　
上
に
て
切
り
九
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ジ
リ

　
　
一
生
仏
け
、
二
生
ア
ミ
ダ
、
三
生
さ
ざ
ら
、
聖
下
道
が
有

　
　
れ
ば
地

切
る
、
天
切
る
、
四
方
ゑ
切
っ
て
、
黄
金
の
い
し
や

　
　

ど
え
切
り
つ
め
る
（
二
回
目
、
東
方
分
お
わ
り
）

◎
口

上
に
て

　
　
　
　
　
　
ヒ
ノ
ェ
ヒ
ノ
ト

　
　
南

な
ん
方
、
丙
丁
が
方
に
向
り
申
し
て
、
唐
土
よ
り
ヒ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
シ

　
　

ラ
仙
が
山
か
ら
丑
こ
そ
一
匹
の
り
い
出
し
、
角
に
九
尺
の
と

　
　
う
を
巻
き
（
以
下
同
文
、
南
方
分
）

◎
回
山

」
四

七
オ
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サ
イ
　
　
ッ
チ
ノ
エ
ツ
チ
ノ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ド

　
　
西

し
西
方
、
　
戊
　
巳
方
に
向
わ
り
申
し
て
、
唐
土
よ
り

　
　
ボ

テ
ン
が
山
か
ら
（
以
下
同
文
）
西
分

◎
回
山

　
　
　
ホ
ン
　
　
カ
ノ
エ
カ
ノ
ト

　
　
北
が
北
方
、
辛
壬
が
方
に
向
わ
り
、
か
ら
と
が
山
か
ら
（
北

　
　
分

◎
回
幽

　
　
ソ
ラ
　
　
　
　
　
ミ
ズ
ノ
エ
ミ
ズ
ノ
ト

　
　
空

が
中
方
、
壬
　
癸
が
方
に
向
わ
り
、
シ
ュ
ミ
仙
山
か
ら

　
　
丑

こ
そ
／
一
匹
の
り
い
だ
し
、
角
に
九
尺
の
と
う
を
巻
き

　
　
（
以
下
同
文
）
中
分

◎
三

回
目
　
ロ
上
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ノ
エ
キ
ノ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ウ

　
○

是
東
し
と
う
方
、
甲
乙
が
方
へ
向
わ
り
申
し
て
、
中
々
山

　
　
の

法
を
結
ん
で
掛
け
、
向
ふ
の
山
の
、
黒
い
そ
、
黒
か
み

　
　
取
っ
て
引
っ
立
て
、
四
方
打
ち
く
ら
が
し
の
印
と
も
行
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ナ
シ

　
　
あ
な
た
へ
ま
い
れ
ば
、
同
法
が
ん
法
く
ら
べ
、

　
次
に
節
を
つ
け
て
、

　團
　
お
伊
勢
殿
の
御
ん
立
ち
ぞ
、
鎭
り
給
え
や
、
高
田
鎭
め

　
　
に
、
高
田
明
神
し
づ
め
に
、
へ
ん
ば
い
鎭
め
に
、
ア
ジ
ア
リ

　
　
し
づ
め
に
、
の
さ
や
し
づ
め
に
、
五
印
鎭
め
に
鎭
め
て
通
る

　
　
ぞ
、
鎭
り
給
え
や
大
公
神
、
鎭
り
給
え
や
小
公
神
、
同
太
の

　
　
地
神
、
同
小
の
地
、
同
太
ド
ッ
ク
ウ
、
小
ド
ッ
ク
ウ
、
同
内

　
　
　
カ
ド

　
　
〃
、
角
〃
、
ス
マ
〃
、
界
〃
、
ツ
カ
〃
、
山
、
川
、
其
の
他
、

　
　
同
萬
々
、
八
千
八
代
や
荒
神
、
同
大
菩
薩
、
小
ぼ
さ
つ
、

　
　
　
　
　
ヒ
ノ
ェ
ヒ
ノ
ト

◎
是
南

南
方
丙
丁
方
え
向
わ
り
て
（
以
下
同
）

　
　
　
　
　
　
ツ
チ
ノ
エ
ツ
チ
ノ
ト

　
⇔
西
し
西
方
戊
　
巳
が
方
え
向
わ
り
て
（
以
下
同
文
）

　
　
　
　
　
　
カ
ノ
エ
ヵ
ノ
ト

　
⑪
北
が
北
方
庚
辛
が
方
え
向
わ
り
て
（
　
〃
　
　
）

　
　
　
　
　
ミ
ヅ
ノ
エ
ミ
ヅ
ノ
ト

　
⑪
空
中
方
壬
　
癸
が
方
え
向
わ
り
て
（
　
〃
　
　
）

◎
四

回
目
、
氏
子
に
ゑ
し
や
く
を
取
ら
す
し
だ
い
。
小
刀
の
先
に

」
四
七
ウ

」
四

八
オ

米
ツ
ブ
を
す
く
っ
て
配
る
。

　
神
楽
節
に
て
、

　
　
福
を
配
る
も
我
れ
ぞ
か
し
、
富
を
配
る
も
わ
れ
ぞ
か
し
、
氏

　
　
　
　
ツ
ド

　
　
子
は
集
へ
よ
、
福
く
ば
る
、
氏
子
は
集
よ
、
富
く
ば
る
、
氏

　
　
子
集
え
徳
く
ば
る
、
や
る
や
の
公
神
、
福
な
ら
ば
、
や
る
福
、

　
　
取

る
福
と
み
な
れ
ば
、
や
る
に
も
取
る
に
も
、
つ
き
は
せ
ん

　
　
（
神
楽
幣
の
ス
ソ
を
千
切
ら
し
て
取
ら
す
）

◎
四
節
の
鎮
め
か
ぐ
ら
調
子
に
て
、

　
　
春
花
咲
い
て
通
れ
ば
夏
実
る
、
夏
花
咲
い
て
通
れ
ば
秋
実
る
、

　
　
秋
花
咲
い
て
通
れ
ば
冬
実
る
、
春
や
三
月
九
十
二
日
は
、
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ツ

　
　
立

が

山
の
シ
ヅ
木
が
元
へ
、
／
四
節
鎮
に
鎮
め
て
通
ろ
う
、

　
　
夏
や
三
月
九
十
二
日
は
、
青
葉
が
御
山
の
し
げ
き
が
元
へ
、

　
　
四
節
鎮
め
に
し
づ
め
て
通
ろ
う
、
秋
や
三
月
九
十
二
日
は
、

　
　
　
　
　
　
　
カ
レ

　
　
葉
照
が
、
山
の
枯
木
が
元
え
、
四
節
鎮
に
し
づ
め
て
通
ろ
う
、

　
　
冬
や
三
月
九
十
二
日
は
枯
木
が
山
の
古
木
の
元
へ
、
四
せ
つ

　
　
鎮
に
し
づ
め
て
通
ろ
う
、
今
日
今
宵
は
（
冬
の
せ
つ
な
ら
ば
）
、

　
　
冬
や
三

月
九
十
二
日
は
枯
木
が
山
、
古
木
が
元
え
四
節
鎮
に

　
　
し
づ
め
て
通
ろ
う
、
鎮
り
給
え
や
太
菩
薩
、
し
づ
ま
り
給
へ

　
　
や
小
菩
薩
、

◎
是
迄
で
方
読
み
の
分
は
お
わ
り
。

　
　
　
む

○
追
書
　
此
の
法
始
め
る
時
に
供
え
て
有
っ
た
一
斗
二
升
一
貫
ニ

　
　
　
マ
ク
ラ

百
の
法
の
枕
を
鎮
め
の
上
印
と
し
て
、
座
中
に
置
い
て
其
の
ま
わ

り
を
役
者
が
取
り
か
こ
ん
で
修
行
す
る
定
め
也
り
」

　
次
に
は
通
常
の
祝
い
し
づ
め
の
法
に
入
る
わ
け
だ
が
、
／
家
で

行
ふ
場
合
は
、
本
式
と
し
て
太
黒
柱
の
元
で
行
ふ
。
宮
の
場
合
に

は
、
置
い
た
法
の
枕
の
上
で
修
行
す
る
。
家
で
の
時
に
は
、
本
役

の
太
夫
は
、
あ
ら
か
じ
め
太
黒
柱
の
上
に
三
本
の
幣
を
飾
っ
て
有

」
四
八
ウ

」
四
九
オ
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る
か
ら
、
其
の
幣
を
持
っ
て
始
め
る
。

　
祝
い
鎮
の
作
法

◎
供
物
　
一
斗
二
升
の
上
に
扇
を
広
げ
、
上
に
供
え
た
一
貫
二
百

に
相
当
す
る
金
。
上
に
小
刀
を
三
方
か
ら
、
は
先
を
合
せ
の
せ
、

上

に
ズ
ズ
、
祓
い
幣
、
公
神
幣
。

◎
是

よ
り
は
本
役
一
人
の
字
文
に
て
修
行
す
る

　

ー
、
神
楽
祀
り
を
行
っ
た
上
で
の
御
祝
い
祀
り
の
引
継

　

2
、
錫
杖
を
鳴
ら
し
乍
ら
、
三
こ
ん
上
印
を
行
ふ

　

3
、
天
神
の
五
方
建
の
行
い
。
お
わ
り
て
、
ク
ツ
ゴ
の
印
が
五

　
　
ツ

に
成
る
様
に
、
相
役
の
者
と
共
に
諸
物
の
上
に
重
ね
、
本

　
　
役
の
者
は
米
を
少
量
に
ぎ
り
重
ね
て
、
／
鎮
の
字
文
を
唱
え
、

　
　
米

ツ
ブ
を
五
ツ
の
手
の
中
を
通
し
て
諸
物
の
上
に
落
す
。
お

　
　

わ
り
て
他
の
者
の
手
を
の
け
さ
し
て
、
一
人
で
最
後
の
五
印

　
　
を
打
っ
て
、
お
わ
り
。

◎
送
神
儀
式
　
一
同
各
自
の
道
具
を
持
っ
て
神
楽
調
子
に
て
、
神

楽
祭
を
修
行
し
た
時
の
神
送
。

　
　
カ
ズ

　
◎
数
も
か
ず
く
な
、
神
楽
の
役
者
は
、
氏
子
仲
場
に
時
雇
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト

　
　
申
し
て
、
東
方
野
に
も
山
に
も
里
に
も
つ
き
せ
ん
神
楽
し
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ド

　
　
い

た
、
広
く
に
許
い
て
東
方
浄
土
か
ら
浄
土
へ
も
ど
り
て
成

　
　
就
、
か
へ
り
て
シ
ュ
ウ
ヘ
ン
、
安
座
の
位
い
に
つ
き
賜
え
、

　
　
本
座
の

位
い
に
つ
き
賜
え
、
天
げ
の
位
い
と
上
り
ま
せ
（
五

　
　
方
同
じ
）
、

　

で
後

は
通
常
の
神
送
と
同
じ
で
有
る
。

◎
次
に
座
い
わ
い
と
言
ふ
神
楽
を
行
ふ
〇

　
　
十
六
天
へ
は
数
も
か
ず
く
な
、
神
楽
の
役
者
が
ま
い
り
て
、

　
　
千
里

へ
聞
へ
て
、
萬
里
へ
ひ
“
い
て
、
神
の
事
し
て
お
家
を

　
　
荒
い
た
、
お
家
を
祝
い
直
し
、
何
と
か
祝
ふ
て
祝
い
直
さ
う
、

」
四
九
ウ

」
五
〇
オ

　
　
　
　
タ
ツ
ミ

戌
亥
上
り
に
辰
己
下
り
、
中
高
上
り
、
良
い
じ
ゅ
と
う
、
良

い
み

屋
敷

と
祝
ふ
て
、
祝
い
直
そ
う
、
や
ら
め
出
た
、
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ

屋
御
門
の
南
表
の
し
よ
お
地
に
桑
木
一
元
植
へ
お
い
て
、
元

　
　
　
　
ウ
レ

は
桑
の
木
、
末
は
ひ
と
わ
た
「
七
代
傳
へ
る
長
者
殿
と
も
、

祝
い
な
お
そ
う
、
や
ら
め
で
た
」
此
の
屋
お
家
の
南
の
も
ん

の
、
し
よ
地
に
、
ヨ
シ
を
一
元
植
へ
お
い
て
、
一
ツ
葉
栄
れ

り
や
、
ニ
ツ
葉
栄
、
ニ
ツ
葉
栄
れ
り
や
、
三
葉
に
栄
へ
り
や
、

四
ツ
葉
、
四
ツ
葉
に
栄
り
や
、
五
ツ
葉
栄
る
、
五
ツ
葉
栄
へ

り
や
、
六
ツ
葉
に
栄
へ
て
、
村
良
殿
と
も
祝
い
な
お
い
た
、

や

ら
め
で
た
、
徳
良
し
殿
と
も
、
／
よ
い
好
し
殿
共
、
祝
い

直
い
た
や
ら
め
出
た
、
七
枚
栄
て
「
七
代
傳
へ
る
長
者
殿
と

も
祝
い
な
お
い
た
、
や
ら
め
で
た
」
此
の
屋
お
い
ゑ
の
タ
タ

ミ
の
折
目
、
き
り
目
に
何
が
通
う
そ
、
福
が
通
ぞ
、
徳
が
通

ふ
ぞ

「
同
文
」
、
高
い
山
か
ら
木
原
こ
し
き
が
、
木
お
こ
い

く
だ
し
、
ひ
く
い
谷
か
ら
水
わ
ら
こ
し
き
が
水
く
み
上
げ
て
、

木
原
こ
し
き
の
、
き
め
る
夜
も
な
い
「
同
文
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ト

此
の
屋

お
い
へ
の
た
・
み
の
折
り
目
毎
に
、
乙
女
じ
よ
う
か
、

は
た
お
り
始
め
た
、
引
け
や
く
つ
引
き
ま
ね
け
や
、
ま
ん
じ

　
　
　
　
　
ヨ

よ
う
、
諸
国
余
国
の
富
や
宝
を
ま
ね
き
よ
せ
た
ぞ
「
同
文
」
、

　
　
　
　
　
　
　
ナ
ナ

此
の
屋
お

い
ゑ

の

七
・
ま
が
奥
で
、
ど
ん
ど
う
ど
し
め
く
、

な
に
が
ど
し
め
く
福
や
男
に
、
富
や
女
が
揃
ふ
て
俵
を
い
わ

ゑ

て
、
四
方
四
南
の
く
ら
べ
、
積
み
や
納
め
る
「
以
下
同
文
」
、

此
の

屋
お
い
ゑ
の
七
ナ
間
が
奥
で
、
チ
ン
ザ
ラ
ざ
ら
ざ
ら
、

ざ
ら
め
く
、
何
が
ザ
ラ
メ
ク
、
福
や
女
に
富
や
男
が
揃
ふ
て
、

大
判
小
判
を
二
斗
入
る
桶
で
、
四
方
四
面
の
蔵
へ
積
み
こ
む
、

チ

ン
ザ
ラ
さ
ら
め
く
「
以
下
同
文
」
、

此
の
屋

お
い
ゑ
の
戌
亥
の
す
ま
へ
、
槙
を
一
ト
元
植
ゑ
お
い

」
五
〇
ウ

」
五
一
オ
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ハ
シ
ラ

　
　

て
、
ま
き
の
柱
を
ゆ
り
立
て
・
、
諸
国
よ
国
の
富
や
宝
を
巻

　
　
き
や
奇
せ
た
ぞ
、
ま
き
や
こ
め
た
ぞ
「
以
下
同
文
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
カ

　
　
此
の

お
い
ゑ
の
三
の
屋
中
に
、
八
ツ
ナ
ワ
使
ふ
て
お
わ
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ス

　
　
す
、
諸
国
余
国
の
富
や
宝
を
つ
な
ぎ
止
め
た
ぞ
、
結
み
止
め

　
　
た

ぞ

「
以
下
同
文
」
、

　
　
数
も
数
く
の
神
楽
の
役
者
が
、
此
の
屋
お
家
の
祝
い
直
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
オ
ズ

　
　
其
の
の
ち
、
ミ
コ
の
声
す
な
、
太
夫
の
声
す
な
、
主
子
の
声

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン

　
　
す
な
、
琴
、
故
き
う
、
三
味
線
ど
し
め
く
様
に
、
十
代
つ
た

　
　
ゑ

る
長
者
殿
／
と
も
、
祝
い
な
お
い
た
や
ら
め
で
た
（
以
上
、

　
　
座
祝
い
お
わ
り
）

◎
注
沢
　
字
文
中
巻
き
こ
め
た
の
時
に
、
各
自
幣
串
に
細
長
に
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
キ
ツ

く
。
つ
な
ぎ
止
め
た
の
時
に
、
幣
の
は
し
を
千
切
っ
て
最
後
を
留

め

る
。
神
道
神
送
り
を
唱
へ
て
、
柏
手
に
拝
を
し
て
、
幣
は
神
前

建
て

お
く
。

　
コ
ガ
タ
ナ
　
　
　
タ
チ

◎
小
刀

に
て
太
刀
の
舞
い
の
初
め
の
分
を
舞
い
、
次
に
神
楽
調
子

　
　
ト
オ
ボ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
タ
ナ

に

て
、
東
方
浄
土
え
、
シ
メ
切
り
刀
が
出
ま
い
ら
し
た
が
、
東
方

シ
メ
切
る
お
し
め
切
る
と
唱
え
乍
ら
、
東
南
西
北
中
と
切
る
ま
ね

を
す
る
（
実
さ
い
は
切
ら
ん
）

◎
刀

の
舞
い
の
内
に
他
の
太
夫
は
小
ミ
コ
を
上
げ
る
。

◎
上
が
る
字
文

　
　
是
天
竺
四

万
余
神
の
ヒ
ナ
ゴ
の
み
や
し
ろ
よ
り
、
ヒ
ナ
ゴ
の

　
　
大
神
を
行
い
下
ろ
い
て
、
任
伏
張
り
伏
せ
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、

　
　
広
く
に
許
い
て
元
の
社
ろ
へ
安
座
の
位
い
に
附
き
賜
え
、
行

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ナ
ギ

　
　
い
行
ふ
た
字
文
は
現
左
の
／
挟
へ
も
ど
ら
せ
給
へ
、

　
と
、
は
り
印
に
て
は
り
上
げ
る
。

◎
次

に
、
お
し
め
く
ろ
う
や
、
し
め
上
げ
う
や
と
唱
え
乍
ら
、
し

め

を
は
ず
し
、
榊
も
て
っ
収
し
て
、
宮
の
戸
を
閉
め
て
、
宮
で
の

」

五
一
ウ

」
五
ニ
オ

大
祭
は
終
り
。

◎
次
に
ヒ
ナ
ー
レ
の
お
祝
い
　
氏
子
一
同
、
太
夫
一
同

　
追
書
。
式
通
り
に
す
れ
ば
か
ん
た
ん
な
祝
が
二
回
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
一
回
目
は
湯
神
楽
の
済
ん
だ
時
に
供
へ
が
出
来
ま
し
た
。

　
二
回
目
、
本
神
楽
の
終
っ
た
時
に
願
解
が
出
来
ま
し
た
。

　
三

回
目
、
全
部
お
わ
っ
た
時
、
氏
子
の
和
合
、
太
夫
の
い
労
。

　
何
様
の
大
祭
を
し
て
も
、
取
り
解
か
ら
、
し
め
上
げ
迄
、
神
の

名
が
違
っ
た
り
、
幣
や
供
物
が
余
分
に
必
要
に
な
っ
た
り
、
日
数

が
余
分
に
か
・
っ
た
り
、
動
且
が
余
分
に
必
要
で
あ
っ
た
り
で
、

作
法
字
文
等
、
大
同
小
異
で
、
以
上
書
い
て
あ
る
事
柄
が
理
解
で

き
れ
ば
、
是
か
ら
書
く
事
も
理
解
で
き
る
也
り
。

◎
本
役
を
務
め
た
太
夫
は
供
物
を
集
計
し
て
、
各
々
の
役
者
に
役

目
に
見
合
し
て
日
当
と
し
て
分
配
す
る
。
し
た
が
っ
て
一
斗
二
升

　
　
　
　
　
キ
マ

に
八
合
八
勺
は
決
り
で
有
る
か
ら
、
一
貫
二
百
の
金
を
太
夫
の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

こ
々
々
の
日
当
に
成
る
位
い
を
考
え
て
、
供
え
と
し
て
出
す
習
ら

わ
し
で
あ
っ
た
。

◎

お
ん
ざ
き
天
の
神
大
祭
式
次
第
に
つ
い
て
〇

　
一
般
に
天
の
神
の
呼
称
を
使
ふ
が
、
お
ん
崎
と
天
の
神
と
天
当

　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ
サ
ド
コ
ロ

様
と
は
、
神
の
名
も
司
所
も
大
変
異
な
る
神
で
あ
る
。

　
お
ん
崎
、
天
の
神
を
判
断
す
る
資
料
は
、
お
ん
崎
の
本
地
以
外

に
今
の
虞
な
い
。
何
時
頃
か
ら
ど
ん
な
人
が
何
故
に
祀
り
始
め
た

か
も
解
ら
な
い
が
、
人
間
の
家
の
守
り
神
に
祀
り
始
め
た
事
は
た

し
か
で
有
る
。
土
佐
の
国
に
在
る
お
ん
崎
は
、
太
家
の
家
、
法
人

法
者
の
居
た
家
、
武
士
で
有
っ
た
と
傳
え
の
有
る
家
の
様
で
有
る
。

　
現
在
迄
、
其
の
祀
り
の
法
式
を
伝
承
し
て
来
た
家
は
、
伊
葬
諾

流
の

太
夫
が
代
々
伝
わ
っ
て
来
た
家
で
有
る
。
太
夫
の
式
し
だ
い

法
を
使
、
場
合
に
、
後
楯
に
頼
む
の
に
必
要
な
神
が
全
部
揃
え
て

」
五
ニ
ウ

」
五
三
オ
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祀
っ
て
有
る
。
お
ん
崎
様
迄
を
屋
の
神
と
云
ふ
。
天
の
神
、
天
当

様
は
屋
の
神
と
言
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
イ
エ
　
ム
ナ
ゲ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ナ
カ

　
祀
り
処
は
古
代
は
屋
の
棟
木
よ
り
少
し
下
っ
た
処
を
三
の
屋
中

　
　
　
　
タ
ナ

と
云
ふ
処
に
棚
を
作
り
、
幣
を
飾
っ
て
祀
っ
て
有
っ
た
。
是
は
昔

は
天
井
も
な
く
清
浄
な
処
と
な
り
、
上
か
ら
何
時
も
見
守
り
、
朝

　
　
　
　
　
　
　
オ
ガ

タ
に
下
か
ら
見
上
て
拝
む
に
、
も
っ
と
も
良
い
場
所
で
有
っ
た
と

思
わ

れ

る
。
現
在
で
も
人
間
が
立
っ
て
見
上
る
処
に
祀
ら
ん
と
承

知
し
な
い
神
で
有
る
。

　
祭
神
の
名
前
、
次
の
通
り
也
り
。
向
っ
て
右
か
ら
○
太
八
幡
、

　
　
　
　
　
グ
イ

小
八
幡
、
矢
喰
八
幡
、
○
お
ん
崎
様
。
家
に
よ
り
幣
が
三
本
、

五
本
、
七
本
と
異
な
る
（
お
ん
ざ
き
の
幣
）

　
八
幡

は
一
般
に
は
武
士
の
神
と
さ
れ
る
。
太
夫
に
取
り
て
は
祈

祷
の
為
に
八
幡
の
法
を
使
ふ
。
字
文
字
法
を
非
常
に
多
い
。

◎
摩
利
支
天
、
梵
語
で
有
り
、
陽
炎
（
カ
ゲ
ロ
ウ
）
の
如
き
相
を

ア

ラ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ブ

現

し
、
武
士
の
神
と
も
云
い
、
又
勝
負
事
の
神
。
太
夫
に
取
り
、

調
伏
、
悪
魔
退
散
、
送
り
沸
い
の
上
字
の
神
で
有
る
。

◎
敷
王
子

（式
王
子
）
、
各
類
の
敷
し
だ
い
を
司
る
神
で
、
摩
利

天
の
家
来
の
役
目
の
神
と
も
言
ふ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
良
き
荏
の
御

祈
祷
の

上
字
に
、
又
は
下
法
の
字
文
、
字
法
の
使
い
神
に
太
夫
に

取
っ
て
は
大
切
な
神
の
一
つ
也
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
め
み
や

◎
屋
の
神
、
伊
葬
諾
流
の
定
と
し
て
は
王
柳
王
、
天
中
姫
宮
、
伊

葬
諾
太
神
、
三
柱
の
神
を
言
ふ
（
師
匠
の
神
）

◎
天
神
、
鍛
冶
の
し
だ
い
を
日
本
に
伝
え
た
神
。
太
夫
に
取
っ
て

は
す
べ
て
の
祈
祷
の
最
後
の
し
め
く
・
り
／
と
し
て
使
ふ
法
文
を

使
ふ

時
に
た
の
む
神
で
、
法
の
内
で
も
天
神
法
が
最
高
の
法
と
言

い

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ

◎
昔
中
頃
、
今
当
代
の
五
性
の
し
よ
う
得
た
現
神
。
此
の
神
は
伊

」
五
三
ウ

」
五
四
オ

葬
諾
流
の
太
夫
を
し
た
人
。
其
の
他
の
流
で
有
り
て
も
一
生
一
代
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
カ
ン
ナ
ギ

お

ん

崎
様
を
祀
っ
て
、
此
の
世
を
終
っ
た
者
、
内
に
は
女
現
（
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ゴ

の
太
夫
）
の
場
合
も
有
る
。
此
の
様
な
人
を
死
後
一
定
の
年
が
過

ぎ
た
の
ち
に
、
其
の
人
の
生
前
に
生
活
し
た
職
業
太
夫
と
し
て
の

ギ
ウ

行
せ
き
等
を
か
ん
案
し
て
、
式
し
だ
い
の
取
り
上
げ
神
楽
を
し
て
、

伊
葬
諾
太
神
に
伺
い
立
て
て
、
字
号
位
い
を
附
け
て
伊
葬
諾
様
の

　
　
へ
く
コ

弟
子
現
神
と
し
て
、
神
の
位
に
祀
り
上
げ
た
も
の
で
、
親
神
と

し
て
お
ん
崎
、
天
の
神
を
祀
っ
て
有
る
家
で
な
い
と
／
神
と
し
て

其
の
家
に
祀
り
上
る
事
は
出
来
な
い
と
さ
れ
て
居
た
。

　
又
紀
洲
大
峯
山
を
修
行
し
た
者
は
位
い
が
高
く
て
、
屋
の
神
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ジ
リ

な
ら
ん
と
言
ふ
事
で
、
聖
ご
ん
げ
ん
と
位
い
を
附
け
て
、
大
峯
山

え
行
い
上
げ
る
風
習
が
旧
槙
山
川
の
上
流
地
方
に
は
有
っ
た
。

　
今
世
の
太
夫
は
自
分
の
先
祖
に
由
法
の
高
い
ミ
コ
神
が
居
る
か

居
な
い
か
で
、
自
分
の
字
文
字
法
が
叶
ふ
か
叶
は
な
い
か
に
大
き

　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヨ

い
差
が
出
来
る
と
言
わ
れ
、
一
番
身
近
で
一
番
使
り
に
成
る
神
と

さ
れ
て
居
る
（
以
上
お
ん
崎
の
設
明
）

○
大
祭
に
必
要
に
な
る
諸
物
屋
の
神
だ
け
の
場
合

　

1
、
読
解
取
り
分
に
必
要
品
（
取
り
分
け
の
項
に
書
い
て
有
る
）

　

2
、
餅
、
投
餅
て
い
ど
の
大
き
さ
の
も
の
、
二
升
餅
米
分

　

3
、
太
半
紙
二
百
枚
、
五
色
七
十
枚
位
い
、
赤
色
多
い
目
に

　

4
、
青
ど
さ
と
云
ふ
色
紙
三
十
枚
て
い
ど

　

5
、
榊
木
太
小
十
本
、
シ
キ
ビ
小
枝
で
十
本
て
い
ど

　

6
、
麻
の
尾
二
本

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ

　

7
、
扇
子
十
本
位
い

　

8
、
幣
串
用
シ
ノ
ベ
竹
、
中
小
計
二
十
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ク
モ
ツ

　

9
、
甘
酒
用
こ
お
じ
米
一
升
分
、
酒
一
升
穀
物

　
　
本
式
に
す
る
と
湯
の
供
え
二
升
、
太
鼓
へ
二
升
、
四
方
の
榊

」
五
四
ウ

」
五
五
オ
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の

元
へ
一
升
宛
、
一
斗
二
升
が
一
と
元
、
赤
い
色
の
布
三
尺

　
　
一
本
、
敷
ゴ
モ
一
枚
、
干
柿
、
栗
、
菓
子
、
ミ
カ
ン
、
カ
ン

　
　
テ

ン
一
本
、
ノ
リ
コ
ブ
少
量
、
其
の
他
、
海
山
川
の
七
草
に

　
　
相
当
す
る
様
に
一
貫
二
百
の
お
金

　
昔
は
氏
子
が
承
知
し
て
居
て
と
・
の
ゑ
た
。
今
は
知
ら
ん
の
で
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
品
だ
け
出
し
て
貰
い
、
他
は
省
略
す
る
場
合

が
多
い
。
お
祝
に
必
要
な
品
、
太
夫
を
ま
が
な
ふ
品
物
は
其
の
家

の
氏
子
が
相
談
で
と
・
の
ゑ
る
。

　
八
合
八
勺
が
四
元
、
シ
ラ
バ
の
木
で
作
っ
た
弓
一
丁
（
正
式
の

長
サ

は
七
尺
余
寸
）
。
し
か
し
余
り
長
い
と
室
内
で
は
使
い
に
く

い
。
弓
ヅ
ル
、
附
ブ
タ
、
弓
は
附
ぶ
た
に
結
ぶ
縄
一
本
、
ブ
チ
竹

二
本
、

　
舞
台
じ
め
／
七
、
五
、
三
、
足
を
付
け
た
わ
ら
じ
め
、
長
さ
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
メ

間
位
い
、
舞
台
か
ら
台
所
迄
引
く
。
同
じ
注
連
五
間
、
長
サ
同
、

　
ヒ
　
ト
タ
キ

　
一
と
た
き
シ
メ
八
本
程
、
引
い
た
時
に
足
が
下
に
下
る
様
に
作

る
。◎

大
祭
作
法
順
序

①
、
先
日
迄
に
読
解
取
分
の
儀
を
修
行
す
る
。
違
ふ
字
文
は
、

　
　
十
六
天
に
よ
う
年
久
し
く
祝
わ
れ
は
し
ま
す
、
八
幡
滝
王
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
ガ
ミ

　
　
八
万

四
千
、
九
万
九
千
の
天
の
高
神
太
い
お
ん
崎
（
其
の

　
　
他
の

一
連
の
屋
の
神
様
の
名
）
へ
の
御
祝
い
祀
り
、
諸
礼
の

　
　
神
楽
を
さ
し
上
申
さ
う
わ
け
に
て
、
古
き
よ
年
に
う
つ
ろ
い

　
　
申
し
た
、
稜
ら
い
不
浄
の
、

　
よ
み
わ
け
取
り
分
祓
い
分
け
の
し
だ
い
で
有
る
事
を
、
読
み
解

取
り
分
け
祓
い
分
け
の
理
間
に
附
け
て
、
修
行
す
る
処
が
異
な
る
。

②
、
当
日
（
祭
日
初
日
）
入
合
八
勺
祓
い
幣
、
塩
水
を
持
ち
、
床

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
に
座
し
、
祈
り
は
塩
湯
く
ば
り
の
祈
り
○
請
神
入
り
と
云
ふ
。

」
五
五
ウ

」
五
六
オ

　
理
間
の
祈
り
は
①
で
の
べ
た
神
様
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド
キ

　
　
氏
子
に

時
雇
わ
れ
で
、
大
願
祈
請
の
申
し
解
の
為
に
、
切
り

　
　
飾
り
、
ご
ぜ
ん
の
盛
り
供
、
湯
の
手
、
火
の
手
、
や
そ
う
神

　
　
　
　
シ
ウ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ

　
　
楽
、
請
神
の
ぶ
た
い
、
請
じ
直
い
て
、
く
ら
ゑ
へ
上
の
式
し

　
　
だ

い
、
公
神
鎮
め
の
式
し
だ
い
、
数
も
か
ず
く
の
式
法
し
だ

　
　

い

の
儀

に
て
ご
ざ
る
が
、
神
が
も
り
め
の
、
自
法
自
力
に
相

　
　

い
ま
い
ら
せ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
テ

　

た
し
か
な
前
だ
て
後
ろ
楯
、
御
ん
引
き
継
を
ね
ん
ご
ろ
に
た
の

ん

で
終
れ
ば
、
神
道
の
行
い
に
て
神
仏
を
迎
へ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ

　
次

に
釜
戸
の
祓
い
、
賛
華
、
錫
杖
で
又
般
若
心
経
で
、
御
神
の

ザ

ツ
マ
を
迎
向
も
兼
て
、
祓
い
。
塩
祓
い
の
時
に
は
（
土
用
祓
い

の

要
領

に
て
）
、
座
敷
、
座
中
、
屋
の
神
、
門
公
神
、
角
荒
神
一

切
を
清
め
る
。
（
請
神
入
り
お
わ
り
）

③
、
座
敷
に
て
き
し
た
大
き
さ
の
榊
木
を
、
へ
や
の
四
す
み
に
建

て
、
シ
デ
を
附
け
、
太
半
紙
建
紙
四
ツ
折
り
に
て
、
切
り
流
五
下

り
／
幣
を
、
榊
の
中
央
上
部
か
ら
附
け
る
。
扇
ぎ
半
開
き
に
し
て

附
け
る
。
穀
物
二
升
フ
ク
ロ
入
り
の
分
と
し
て
、
半
紙
に
米
を
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
モ
イ

し
ツ
・
ミ
附
け
る
。
シ
メ
を
鴨
居
に
そ
う
て
、
東
方
ス
ミ
か
ら
引

き
ま
わ
す
。
五
色
の
色
紙
で
作
っ
た
シ
メ
の
子
、
配
色
良
く
附
け

る
。
シ
キ
ビ
五
葉
附
い
て
居
る
枝
を
処
々
に
は
さ
む
。
コ
ミ
コ
に

　
　
ヨ

四
方
四
神
、
ヒ
ナ
ゴ
ノ
太
神
を
行
い
下
ろ
い
て
、
関
が
こ
い
を
祈

願

し
て
、
四
方
の
中
程
に
開
い
て
シ
メ
縄
に
掛
け
る
（
此
の
内
を

舞
台
と
云
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ザ

　
舞
台
か
ら
炊
事
場
迄
、
同
じ
飾
り
に
シ
メ
を
引
く
（
コ
ミ
コ
不

用
）

　
　
カ
ザ

　
床
飾
り
榊
一
本
、
シ
デ
幣
を
附
け
て
立
て
る
。
一
ト
タ
キ
ジ
メ

に
は
五
の
足
の
処
に
白
紙
の
シ
メ
の
子
を
は
さ
む
。
外
両
方
に
（
七

」
五
六
ウ
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足
三

足
）
シ
キ
ビ
五
葉
附
い
た
房
を
一
ツ
宛
に
は
さ
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
リ
ョ
ウ

　
金
神
幣
（
方
位
の
神
）
幣
串
に
白
紙
に
米
少
量
。
餅
小
さ
く
切
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

て

二

十
七
一
ツ
に
つ
“
み
て
、
小
よ
り
に
て
く
・
り
附
、
一
ト
た

き
シ
メ
に
差
し
て
、
丑
寅
方
（
北
方
が
く
）
／
高
い
処
に
祀
る
。

ニ
ッ

テ

ン

コ

ウ
ジ
ン
　
　
　
ヒ

　
日
天
公
神
幣
を
一
ト
タ
キ
ジ
メ
に
差
し
て
、
南
方
高
い
処
に
、

ヨ

コ

ガ
ミ

四
ツ
折
り
で
ア
タ
ゴ
幣
を
、
日
常
火
を
使
処
の
上
に
、
本
タ
キ

に
て
山
の
神
、
水
神
、
青
ド
サ
を
重
ね
て
切
っ
た
和
合
幣
、
祓
い

幣
、
一
ト
タ
ギ
シ
メ
を
そ
え
て
、
戸
外
の
て
き
当
な
処
に
祀
る
。

　
竜
宮
幣
（
洗
米
に
行
く
者
に
持
た
す
）
。

　
恵
美
須
幣
、
家
に
依
り
三
本
、
五
本
別
成
り
（
太
郎
、
次
郎
、

三

郎
、
ウ
ブ
の
神
、
屋
の
神
、
七
夕
幣
、
等
有
り
）

　
祓
い
幣
、
一
ト
タ
キ
ジ
メ
を
そ
え
て
供
え
る
。

　
神
楽
幣
、
六
本
か
十
二
本
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ガ
　
　
コ
ト

　

ノ
ト
幣
、
氏
神
の
場
合
と
同
じ
、
五
下
り
切
り
流
が
異
な
る
。

　
　
　
ダ
イ

一
枚
半
の
太
半
紙
、
横
紙
四
ツ
折
り
に
て
、
大
公
神
、
神
木
、
古

木
幣
を
大
黒
柱
に
飾
る
。

　
お
ん

崎
棚
の
幣
、
一
枚
半
横
四
ツ
折
り
（
作
り
法
、
大
半
紙
一

枚
、
横
に
半
分
に
切
る
。
半
枚
を
一
枚
の
内
に
そ
へ
て
折
り
、
も

う
一
回
横
に
折
れ
ば
一
枚
半
に
成
る
）

　
幣
の
た
ち
方
、
大
八
幡
、
小
八
幡
、
矢
喰
八
幡
、
／
お
ん
崎
幣

は
、
い
つ
れ
も
五
下
り
の
切
り
流
で
、
天
井
紙
が
入
幡
は
半
紙
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
マ

分

に
切
り
、
半
分
に
折
り
、
次
に
角
折
り
に
し
た
三
角
天
井
他
は

長
方
に
折
っ
た
。
か
く
天
井
、
祓
い
幣
、
天
神
屋
の
神
は
本
タ
キ

で
頭
の

部
分
を
他
の
幣
に
合
し
て
切
り
落
す
。
（
幣
の
タ
チ
法
は

御
幣
集
に
ま
と
め
有
る
）

　

シ
メ
の
元
幣
、
右
が
天
神
祓
い
幣
、
左
は
し
に
は
伊
葬
諾
の
祓

　
　
カ
ミ
ノ
ミ
チ

い
幣
、
神
道
の
紙
ジ
メ
七
、
五
、
三
、
紙
シ
メ
各
一
連
（
三
枚
か

」
五
七
オ

」
五
七
ウ

　
　
　
　
　
ヒ
ロ
ゲ

五

枚
重

ね
で
開
い
た
ま
・
右
か
ら
切
っ
て
行
く
）
。
出
来
れ
ば

ソ
ナ
エ
ツ
ケ

備
附
の
幣
串
に
差
す
、
天
井
紙
を
差
す
。

◎
バ
ッ
カ
イ
の
作
り
法

　
お
ん
崎
様
の
祭
り
に
は
、
バ
ッ
カ
イ
と
弓
矢
を
必
要
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
　
　
チ
ョ
ッ
ケ
イ

　
バ
ッ

カ
イ
、
本
式
は
三
歩
板
で
、
直
径
二
尺
か
三
尺
位
い
の
六

　
　
　
ス
ミ

角
形
の
角
ズ
ミ
に
タ
ル
キ
を
附
け
た
も
の
を
二
枚
、
一
枚
下
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
テ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
シ
キ

て
、
柱
を
四
本
一
枚
を
上
に
固
定
。
柱
の
ま
わ
り
を
錦
で
巻
き
、

　
　
　
　
　
　
　
モ
ケ
イ

丁
度
六
角
堂
の
／
模
型
を
作
り
、
角
々
に
フ
サ
か
シ
デ
を
附
け
る
。

上
部
中
心
に
引
き
縄
の
ロ
ー
プ
を
附
け
、
昔
は
天
井
が
な
か
っ
た

の

で
、
家
の
は
り
木
を
ロ
ー
プ
を
越
さ
し
て
、
神
楽
の
時
に
役
者

が
上
げ
下
げ
し
て
、
ロ
ー
プ
に
よ
り
を
掛
け
て
ま
わ
し
た
り
し
た
。

　
バ

ッ
カ
イ
の
下
部
に
丸
扇
、
神
鏡
、
麻
、
か
み
の
毛
、
に
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ミ
ド
リ

地
、
赤
色
イ
ナ
ギ
ヌ
、
緑
色
の
布
、
い
つ
れ
も
コ
ハ
．
・
三
尺
位
い
。

現
代

は
天
井
が
有
り
、
上
げ
下
げ
は
出
来
な
い
の
で
、
略
式
で
中

央
飾
り
と
し
て
作
る
。
竹
串
三
尺
位
い
の
物
を
三
本
用
意
。
各
は

し
が
等
か
ん
か
く
に
成
る
様
に
開
い
て
眞
中
を
し
ば
り
、
各
は
し

に
五
幣
を
附
け
る
。
東
青
、
南
赤
、
西
黄
、
北
こ
い
み
ど
り
、
中

の

分
白
と
差
す
。
上
に
榊
の
枝
、
下
に
丸
扇
、
に
し
き
、
神
鏡
、

麻
、
カ
ミ
ノ
ケ
、
ア
ヤ
ギ
ヌ
、
ミ
ド
リ
布
一
ト
ツ
に
結
び
附
け
て
、

舞
台
の
中
心
な
れ
ど
も
、
動
作
に
じ
や
ま
に
な
ら
ん
様
に
床
前
等

に
つ
る
す
。

　
太
鼓
の
棒
も
半
紙
で
巻
い
て
、
シ
デ
を
附
け
て
、
三
ヶ
所
ク
ク

ル
。

　
弓
も
中
、
両
方
と
半
紙
で
巻
い
て
、
各
々
三
所
し
ば
る
。
ツ
ル

を
張
っ
て
、
両
は
し
に
シ
デ
を
附
る
。
矢
は
一
尺
二
寸
、
手
で
持

つ
処
を
ま
い
て
、
三
処
ク
ク
リ
、
其
の
上
部
に
シ
デ
お
附
け
る
二

本

（
シ
デ
は
五
色
の
紙
を
重
ね
て
切
っ
て
作
る
）
。
色
紙
を
使
用

」
五
八
オ

」
五

八
ウ
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す
る
の
は
美
し
く
か
ざ
る
為
。
赤
色
が
少
し
多
目
に
使
ふ
と
良
い
。

弓
は
元
が
カ
モ
メ
の
口
、
末
が
ト
ン
ビ
の
口
に
ま
ね
て
作
る
。
弓

の
本
地

に
よ
ま
れ
て
有
る
通
り
也
り
。

　
モ

◎
若
し
も
其
の
家
に
天
当
様
も
祀
っ
て
居
て
、
此
の
度
は
、
天
当

祀
り
は
都
合
に
よ
り
省
略
す
る
場
合
に
は
、
日
、
月
、
水
天
宮
、

シ
メ
の
元
、
祓
い
幣
、
一
ト
タ
キ
紙
ジ
メ
の
幣
を
切
っ
て
祀
っ
て

有

る
処
に
飾
り
、
供
の
時
に
三
盛
り
供
え
る
。

　
天
当
様
を
引
き
つ
ぶ
い
て
行
ふ
の
で
有
れ
ば
、
当
日
に
す
れ
ば

よ
い
。
屋
の
神
の
祀
り
は
せ
ず
に
天
当
様
だ
け
を
／
す
る
事
は
い

け
な
い
。
屋
の
神
は
す
る
が
、
天
当
様
は
出
来
な
い
と
言
ふ
事
は
、

家
の
都
合
で
止

む
を
得
ん
事
と
し
て
、
許
さ
れ
る
と
昔
か
ら
の
定

で
有
る
。

　
又
始
か

ら
引
き
つ
“
い
て
天
当
祀
り
も
行
ふ
と
言
ふ
事
で
有
れ

ば
、
取
り
分
の
支
立
て
が
三
階
相
の
五
色
の
支
立
と
し
て
、
別
に

三
階
の

ミ
テ
グ
ラ
を
作
り
、
供
へ
も
一
斗
二
升
に
一
貫
二
百
八
合

八
勺
と
な
り
、
よ
み
分
け
り
か
ん
に
御
十
七
夜
の
御
如
来
、
二
十

三
夜
、
日
天
、
お
月
待
御
不
動
、
御
ん
三
日
月
の
御
如
来
様
へ
の

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
イ

白
兼
黄
兼
の
三
階
高
だ
な
結
や
か
ざ
り
て
、
お
に
わ
を
立
て
・
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ネ

立
願
び

ら
き
の
祀
り
も
す
る
旨
を
字
文
に
作
っ
て
、
よ
み
分
け
て

お
く
事
が
必
要
と
な
る
。

◎
お

ん

崎
様
に
幣
を
飾
る
時
の
作
法
に
つ
い
て

　
　
　
ト

◎
御
幣
解
け
、
神
迎
一
連
の
幣
を
持
っ
て
立
っ
て
、

　
　
　
　
テ
オ
シ

◎
字
文
祈
り
調
子
に
て
、

　
　
　
　
ト
ケ

　
　
御
幣
は
解
へ
と
け
へ
ば
し
ろ
ば
ん
だ
い
オ
ン
ソ
バ
カ
（
三
回
）

　
　
　
　
シ
ュ
ビ

　
　
御

幣
首
尾
よ
う
解
け
給
お
た
、
東
方
か
い
万
々
の
神
様
も
、

　
　
ヨ

　
　
四

万
万
の
神
様
も
、
此
処
で
ま
ね
け
ば
奇
り
ご
ざ
る
、
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヨ

　
　
て

わ
し
ま
せ
神
様
わ
ん
ぜ
い
わ
し
ま
せ
、
神
様
使
り
わ
し
ま

」
五
九
オ

」
五
九
ウ

　
　

せ
、
御
本
尊
様
（
五
方
同
）

　
　

天
の

高
神
、
太
い
お
ん
崎
（
及
一
連
の
神
）
様
へ
、
お
祝
い

　
　

祀
り
の
為
と
て
、
新
し
ご
へ
い
を
へ
ぎ
や
の
な
え
を
し
ま
い

　
　

ら
す
る
、
良
き
耗
で
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
さ
ら
く
用
合

　
　

也
り
賜
ふ
、

　

右
か

ら
順
に
、
其
の
屋
の
主
人
に
飾
ら
す
。
お
わ
り
て
神
道
、

次

に
七
、
五
、
三
の
神
ジ
メ
七
を
右
に
シ
メ
元
幣
に
差
し
て
、
全

部
の
幣
の
前
を
横
に
引
き
渡
す
。
（
三
人
位
の
太
夫
で
此
処
迄
一

日
か
・
る
）

◎

お
供
物
を
修
行
す
る
法

　
先
づ
三
時
間
程
前
に
家
の
主
人
に
水
元
か
、
近
く
の
谷
川
え
、

竜
宮
幣
と
米
八
合
八
勺
、
／
シ
キ
ビ
一
枝
、
お
ま
い
り
用
の
米
を

持
た
し
て
洗
い
に
行
か
す
。

　
主
人
は

洗
い
場
え
行
き
、
幣
を
立
て
米
で
祀
り
、
シ
キ
ビ
の
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ョ
ツ
ト

に
水
を
附
け
て
身
体
を
清
め
、
一
寸
も
ど
り
再
度
清
め
て
、
米
を

洗

ふ
。
行
き
も
ど
り
七
回
し
て
、
最
後
に
き
れ
い
に
洗
い
上
げ
、

水
気
の
落
ち
る
用
器
に
入
れ
て
持
ち
帰
る
。
供
る
用
器
は
古
い
家

　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ョ
ギ

で
有
れ
ば
、
専
用
の
定
器
が
有
る
。
無
い
時
に
は
モ
ロ
ブ
タ
に
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
チ

紙
を
し
い
て
、
太
夫
は
綾
笠
を
か
む
り
、
正
式
に
き
が
へ
、
口
に

シ
キ
ビ
の
葉
を
喰
え
て
家
の
主
人
と
共
に
、
一
元
に
一
ト
供
宛
て

供
え
を
盛
る
。

　
餅
三
個
を
重
ね
て
置
き
、
洗
米
を
サ
ジ
か
サ
カ
キ
の
葉
で
八
回

半
に
餅
の
元
に
盛
る
。

　
次
に

菓
子
、
栗
、
の
り
こ
ぶ
、
寒
天
、
ミ
カ
ン
、
其
の
他
少
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
サ

ヅ

ツ
供
え
、
酒
サ
カ
ヅ
キ
に
一
ツ
、
供
物
の
上
に
シ
キ
ビ
一
ト
房
、

酒
に

も
一
枚
、
以
上
が
一
盛
り
。
十
三
盛
（
角
の
は
ず
床
に
は
、

御
膳
か
三
宝
、
三
膳
か
五
膳
。
へ
ぶ
す
様
は
一
チ
膳
／
大
黒
柱
の

」
六
〇
オ

」
六
〇
ウ
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元

に
は
餅
を
十
二
重
（
三
十
六
個
入
用
の
は
ず
）
、
他
は
同
じ
。

　
酒
の
余
り
は
の
し
を
附
け
て
床
え
、
床
に
は
お
酒
ス
“
に
酒
を

少
し
入
れ
、
の
し
を
差
し
て
供
え
る
。

　
余
り
の
洗
い
米
は
用
器
に
入
れ
、
シ
キ
ビ
の
枝
を
差
し
、
用
器

の

わ
は
り
に
一
ト
タ
キ
の
紙
ジ
メ
を
巻
い
て
お
ん
崎
だ
な
へ
、
甘

酒
も
榊
に
シ
デ
お
附
け
、
ま
ん
中
に
立
て
、
用
器
の
ま
わ
り
に
シ

メ
を
ま
い
て
お
ん
崎
だ
な
へ
、
余
っ
た
供
物
は
床
の
脇
か
下
に
お

く
。
敷
紙
と
シ
キ
ビ
の
房
を
の
せ
る
事
、
忘
れ
な
い
様
に
。

　
一
ト
タ
キ
の
ワ
ラ
ジ
メ
は
大
黒
柱
、
ゑ
ぶ
す
、
お
ん
崎
、
水
神
、

山
の
神
等
に
配
る
。

◎
湯
の
手
、
火
の
手
の
行
事

　
昔
の
家
の
様
に
く
ど
も
イ
ロ
リ
も
今
は
無
い
か
ら
、
ロ
ー
カ
か

土

間
に
コ
ン
ロ
を
置
い
て
木
炭
で
わ
か
す
。
が
す
こ
ん
ろ
の
時
に

は
始
に
マ
ッ
チ
に
て
火
を
附
け
、
割
り
ば
し
を
も
や
し
そ
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
シ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
チ
ワ
　
　
　
　
ク
ダ

　
　
（
是
天
竺
ア
タ
ゴ
の
み
社
か
ら
、
ゴ
マ
が
ら
七
束
半
こ
い
下

　
　
い

て
、
火
の
玉
行
い
お
ろ
／
い
て
、
た
き
始
め
た
。
御
火
に

　
　
う
た
が
い
処
が
候
ら
わ
ん
と
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
カ
ン

　
字
文
を
掛
け
て
始
め
る
。
読
み
分
け
理
間
の
字
文
に
は
、
お
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ョ
メ

崎
様
、
屋
の
神
の
が
ん
ほ
ど
き
の
祀
り
を
す
る
為
に
、
清
の
湯
を

わ
か
す
事
を
作
文
し
て
理
間
祈
り
に
加
え
る
。

　
祈
り
の
順
序
は
、
屋
祈
祷
の
時
の
順
序
に
よ
み
ひ
ら
い
て
行
け

ば
よ
い
。

◎
湯
を
ま
ぜ
る
時
に
、

　
　
十
六
天
、
太
い
の
ヤ
シ
マ
の
氏
子
に
枝
葉
の
氏
子
ゑ
、
か
・

　
　
る
不
浄
、

　
と
よ
み
、
分
け
て
ま
ぜ
る
。

◎

清
め
る
順
序
は
、
1
、
湯
釜
の
上
　
2
、
大
墨
柱
の
神

」
六
一
オ

3
、
え
ぶ
す
様
　
4
、
お
ん
ざ
き
様
の
一
連
の
神
、
床
前
の
神
、

金
神
、
公
し
ん
以
下
氏
神
の
時
と
だ
い
た
い
同
じ
。
お
わ
り
て
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
ア
ゲ

で
請
神
の
つ
い
で
に
、
新
ら
し
い
人
を
み
こ
神
に
取
上
祀
り
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
タ

ふ
予
定
が
有
れ
ば
、
す
て
ず
に
湯
を
取
っ
て
お
く
。
で
な
い
と
又

同
じ
行
事
を
く
り
返
す
事
に
成
り
、
時
間
が
む
だ
に
成
る
。

　
此
処
で
休
憩
。
決
り
と
し
て
お
供
が
出
来
ま
し
た
と
、
氏
子
と

役
者
の
杯
の
取
り
交
が
有
る
。
湯
火
の
儀
は
、
湯
楽
に
成
る
処
迄

は
、
供
物
を
修
行
す
る
一
方
で
同
時
進
行
で
、
別
の
太
夫
で
修
行

す
る
時
間
を
せ
つ
や
く
す
る
為
。

◎
礼
神
楽
　
氏
神
の
項
で
設
明
し
た
通
り
の
作
法

　
異
な
る
部
処
は
、

　
　
十
六
天
の
氏
子
仲
場
に
時
雇
わ
れ
は
申
し
て
、
よ
う
年
久
し

　
　
く
祝
わ
れ
わ
し
ま
す
、
天
の
高
様
、
太
い
お
ん
崎
（
及
び
一

　
　
連
の
合
祭
し
て
有
る
神
）
へ
の
太
い
が
ん
祈
請
の
、
ほ
と
か

　
　

し
神
楽
を
差
し
上
げ
招
じ
つ
い
で
に
、
七
間
が
奥
に
祝
わ
れ

　
　

わ
し
ま
す
、
恵
比
須
、
大
墨
、
三
神
屋
の
神
様
へ
の
諸
礼
の

　
　
か

ぐ
ら
も
さ
し
上
げ
申
す
が
、
数
も
か
す
く
な
神
楽
役
者
の

　
　
前
だ
て
後
ろ
だ
て
引
継
を
頼
む
、

　

旨
の
よ
み
わ
け
字
文
を
、
今
ま
で
設
明
し
た
よ
み
わ
け
を
参
考

に
し
て
進
め
て
行
く
。
一
通
り
お
わ
り
て
、

◎
舞
台
の
本
地

　
林

し
立
て
か
ら
、
お
し
め
、
笠
、
太
鼓
、
弓
（
弓
の
本
地
の
前

字
文
）
、
継
ぎ
は
し
と
云
ふ
呼
名
が
附
く
。

◎
字
文

　
　

十
六
天
え
は
、
白
葉
が
山
か
ら
、
白
葉
の
眞
引
を
行
い
下
ろ

　
　

い

て
、
任
伏
張
り
伏
申
し
て
ご
ざ
る
が
、
御
本
地
く
わ
し
く

　
　

よ
み
や
ひ
ら
い
て
、
弓
迎
よ
（
わ
だ
ら
し
の
本
地
）

」
六
一
ウ

」
六
ニ
オ
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お

わ
り
て
弓
を
切
っ
て
、
ひ
な
子
の
太
神
に
行
い
お
ろ
い
て
、

弓
を
関
き
が
こ
い
の
ひ
み
つ
法
の
作
法
。
人
に
聞
へ
ん
様
に
小
声

で
。◎

弓
を
か
こ
う
秘
密
の
作
法

　

小

刀
を
持
ち
、
左
手
で
弓
ヅ
ル
中
央
を
持
つ
、
字
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ル

　

　
「
地
神
の
剣
た
つ
、
銀
ぎ
の
印
を
持
っ
て
、
此
の
や
弓
を

　
　
切
っ
て
放
す
、
開
か
せ
給
へ
」

　

は
の
附
い
て
居
な
い
処
で
弓
ヅ
ル
に
当
て
る
切
る
ま
ね
。
右
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ナ
グ

か

ら
弓
ヅ
ル
を
つ
か
ん
で
中
に
引
き
奇
せ
る
仕
草
を
行
い
、
継
字

文　
　
「
伊
勢
の
ヒ
メ
グ
リ
の
太
神
を
行
い
下
ろ
い
て
、
継
ぎ
止
め

　
　
　
　
　
ト
ケ

　
　

た
ぞ
、
解
な
ほ
ど
け
な
オ
ン
ギ
リ
リ
ン
ニ
ソ
バ
カ
　
三
回
」

　
ね

ち
っ
て
継
ぐ
仕
草
。

◎
両
手
の
平
に
ツ
バ
キ
を
吹
き
掛
け
て
、

　
　
「
是
天
竺
ヌ
メ
の
太
神
を
行
い
お
ろ
い
た
、
オ
ン
ノ
メ
リ
ン

　
　
ニ
ソ

バ
カ
」

　
弓
ヅ
ル
を
さ
す
る
動
作
。

◎
関
が
こ
い
の
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
ョ

　
　
「
是
れ
天
竺
ヒ
ナ
ゴ
の
御
社
に
そ
な
わ
り
申
し
た
、
四
万
四

　
　
神
の
ヒ
ナ
ゴ
の
太
神
様
を
行
い
お
ろ
い
て
、
此
の
や
だ
ら
し

　
　

ゆ
の
守
こ
の
神
と
行
い
招
じ
ま
い
ら
す
る
、
下
り
入
り
用
合

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ブ
ラ

　
　
召
さ
れ
て
立
っ
て
守
せ
賜
え
」

　
次

に
印
勧

　
ツ
ル
ギ

◎
劔
の
印

　
　
ア

ジ
ロ
、
ア
ミ
ダ
、
金
ワ
、
カ
ス
ミ
、
岩
、
五
方
、
最
高
天

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
イ
タ

　
　
神
、
戸
び
ら
の
印
を
以
っ
て
前
に
戸
板
の
印
、
両
コ
バ
に
も

　
　
戸
い
た
の
印
と
立
て
置
き
ま
い
ら
す
る
。
き
り
ん
か
こ
は
せ

」
六
ニ
ウ

　
　

給
え
、

　

次
に
カ
ス
ミ
の
印
に
て
、

　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ナ

　
　
「
天
め
の
こ
や
ね
の
命
が
此
の
御
ん
だ
ら
し
ゆ
を
、
十
二
刀

　
　

切
っ
て
通
っ
て
、
其
の
の
ち
五
方
十
二
ヶ
方
か
ら
、
法
人
法

　
　
者
、
か
ぎ
取
り
神
主
、
百
八
の
友
柄
が
、
荒
神
け
み
だ
し
、

　
　
不
動
の
さ
い
ら
い
、
さ
か
じ
、
ぬ
き
字
、
印
明
印
観
使
ふ
て
、

　
　
字
仇
、
ね
仇
、
職
ぜ
り
、
職
仇
／
に
よ
り
て
、
印
念
調
伏
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
カ

　
　

る
者
是
有
る
時
に
は
、
本
人
科
本
次
第
、
サ
ン
ザ
ラ
、
ソ

　
　

ク
メ
ツ
、
ソ
バ
カ
と
切
っ
て
お
と
さ
せ
給
へ
、
何
も
知
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
リ

　
　
者
が
手
に
ふ
れ
る
共
、
足
に
さ
わ
る
共
、
御
意
見
御
叱
致

　
　

さ
ん
如
く
に
、
祀
り
中
バ
で
起
い
て
、
床
に
建
て
置
き
申
し

　
　
て

も
、
広
く
に
許
い
て
、
三
日
三
夜
立
っ
て
、
守
り
伏
し
お

　
　

ど
ろ
き
の
な
い
如
く
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
」

　
此
処

は
弟
子
師
匠
で
も
余
り
く
わ
し
く
教
え
ん
秘
密
の
法
也
り
。

◎
お
洗
米
の
本
地
（
舞
台
の
本
地
お
わ
り
）

　
サ
ン
ゲ

◎
讃
華
の
祓
い
お
わ
り
て
、
継
ぎ
は
し
い
字
文

　
　
の

り
く
ら
御
幣
、
鎮
守
の
ミ
シ
メ
、
御
神
の
ザ
ツ
マ
、
式
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ

　
　
ご

ぜ
ん

を
祓
い
清
め
て
、
御
膳
の
上
へ
神
迎
よ
、
い
と
ん
よ

　
　
し
つ
か
に
か
・
り
て
用
合
成
賜
へ
、

◎
神
勧
請

　
此
の
様
な
場
合
に
は
、
請
神
入
り
、
湯
火
、
ヤ
ソ
ウ
の
神
楽
で

何
回
も
迎
へ
て
た
の
ん
で
有
る
故
に
、
主
と
し
て
祀
る
神
の
名
を

告
げ
た
ら
、
其
の
他
の
神
、
本
尊
の
名
は
／
要
所
く
を
選
ん
で

告
げ
、
時
間
を
節
約
し
て
進
め
る
人
が
上
手
な
太
夫
と
云
ふ
（
此

　
　
　
　
　
　
タ
シ

の
方
法
を
先
の
を
足
に
し
て
と
云
ふ
）

　
此
の
場
合

に
は
、
其
の
家
の
神
、
氏
神
、
氏
仏
け
、
自
分
の
う

し
ろ
立
て
の
神
仏
、
師
匠
の
方
の
神
、
其
の
他
、
自
分
が
常
に
口

」
六
三
オ

」
六
三
ウ
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に
す
る
神
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ
　
　
　
ビ
ラ

◎

四
秀
の
歌
に
神
道
の
行
い
。
お
わ
り
て
立
が
ん
開
き
。

◎
立
願
び

ら
き
。
理
間

　
　
　
　
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ギ

　
　
氏
子
中
ば
（
一
同
）
は
是
よ
り
前
に
は
、
太
願
祈
請
の
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
約
速
儀
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
当
年
世
年
は
忌
り
う
ぶ
く
も
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ

　
　
の

き
、
日
本
靖
の
き
れ
い
な
よ
と
し
を
、
待
ち
に
受
入
れ
申

　
　
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
太
の
氏
子
が
元
に
始
め
て
、
小
の
氏
子
が

　
　
心
揃
ふ
て
、
枝
葉
の
氏
子
に
言
葉
を
告
げ
て
、
恵
合
和
合
の

　
　
　
サ
カ
ツ
キ
カ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
差

す
杯
の
交
し
で
、
物
の
相
話
も
伏
置
き
申
し
て
、
七
重

　
　
の

博
士
も
雇
い
下
ろ
い
て
、
八
重
の
上
で
は
雲
い
た
く
も
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ソ
ン
　
　
　
　
　
　
ゴ
デ
ウ

　
　
汚
い
た
楊
も
、
よ
み
解
取
り
分
け
、
子
孫
に
傳
え
た
御
定
の

　
　
祀
り
も
取
ら
い
て
、
四
幣
が
ミ
テ
グ
ラ
、
／
だ
い
ば
の
人
形
、

　
　
是
の

り
く
ら
ゑ
、
よ
み
や
集
め
て
王
流
、
シ
ャ
カ
流
、
釈
尊

　
　

流
、
諸
式
の
祭
文
よ
み
や
ひ
ら
い
て
、
七
丈
下
り
、
三
丈
下

　
　
　
　
　
ド
ウ

　
　
り
、
石
が
堂
段
、
木
が
精
段
、
が
や
が
七
本
、
其
の
元
昔
し

　
　
千
年
ト
ウ
堂
尉
間
の
尊
の
立
て
お
く
、
呪
誼
の
名
所
へ
地
を

　
　
三

寸
と
買
い
取
り
、
十
三
年
の
年
切
り
か
け
て
、
打
ち
や
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ

　
　
づ
め

て
、
高
田
の
ア
ジ
ャ
リ
の
上
印
、
証
こ
も
リ
ン
リ
と
か

　
　
　
　
　
コ
ン
ニ
チ

　
　

け
置
き
、
今
日
今
宵
を
良
い
日
の
よ
い
時
、
吉
事
の
得
時
と

　
　
選
り
に
定
め
て
、
ひ
け
い
諸
物
も
取
り
と
う
立
て
・
、
数
も

　
　
か
ず
く
な
神
楽
の
役
者
も
、
雇
い
下
ろ
い
て
、
御
神
の
ザ
ツ

　
　

マ
の

り
く
ら
御
幣
も
、
へ
ぎ
や
飾
り
、
鎮
守
の
ミ
シ
メ
も
引

　
　

き
や
ま
わ
い
て
、
五
方
に
五
本
の
サ
カ
キ
も
迎
え
て
、
新
し

　
　

招
神
の
舞
台
も
作
り
任
立
て
、
ご
ぜ
ん
も
差
上
、
熊
野
の
新

　
　
宮
本
宮
の
御
湯
も
わ
か
い
て
、
湯
ご
り
が
七
度
、
水
ご
り
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ジ

　
　
度
、
塩
ご
り
七
度
か
ら
火
の
大
神
で
／
祓
い
清
め
て
、
其
の

　
　
上

よ
り
は
、
御
礼
ヤ
ソ
ウ
の
神
楽
で
御
ぜ
ん
へ
迎
へ
て
、
御

」
六
四
オ

」
六
四
ウ

　
　
い
わ
い
ご
ち
そ
う
差
し
上
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
」
、
是
れ
こ
し

　
　
　
　
　
カ
ミ
ガ
タ
ラ

　
　
召
し
て
、
神
語
い
の
御
法
楽
を
召
さ
れ
て
、
良
き
七
比
び
を
賜

　
　
タ
ノ
ミ

　
　
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
神
が
守
り
目
、
神
楽
の
役
者
は
、
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ナ
マ

　
　
れ
先
々
太
御
崎
様
を
元
に
始
め
て
、
七
間
が
奥
の
、
て
う
だ

　
　
い
宝
に
祝
わ
れ
ま
し
ま
す
、
恵
美
須
、
太
墨
、
屋
の
神
様
を
、

　
　
招
神
の
舞
台
へ
招
じ
直
い
て
、
く
ら
ゑ
へ
上
げ
の
諸
礼
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ

　
　
楽
も
、
差
上
げ
申
さ
う
沢
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
た
し
か
な
前
楯

　
　
て
後
ろ
立
て
、
御
ん
引
き
継
ぎ
を
召
さ
れ
て
、
神
が
守
り
目

　
　
　
ア
ダ
ナ

　
　
に
徒
名
ヒ
ケ
イ
は
取
ら
せ
ん
如
く
に
、
神
や
仏
け
の
お
門
を

　
　
倒
さ
ん
、
師
匠
に
名
折
も
取
さ
ん
、
見
る
よ
聞
く
よ
の
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
タ
イ

　
　
で
、
花
や
か
つ
ま
や
か
神
楽
お
か
い
て
、
賜
わ
れ
頼
み
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
よ

　
　
ら
す
る
、
そ
れ
そ
う
ご
ざ
れ
ば
、
心
ろ
揃
ふ
て
御
ん
礼
千
代

　
　
の
み
／
神
楽
差
し
上
げ
ま
い
ら
す
る
（
是
よ
り
一
同
礼
儀
の

　
　
舞
い
）

　

1
、
錫
杖
　
2
、
印
勧
　
3
、
主
じ
祀
り
（
氏
神
の
時
と
同
じ
）

○
注
沢
　
是
迄
を
礼
神
楽
、
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
と
言
。
一
同
体
憩
。

　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ギ

　
役
者
は
他
の
舞
い
を
奉
納
。
扇
、
タ
チ
、
ホ
コ
、
色
々
有
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド

◎
屋
の
神
、
一
切
の
神
え
の
が
ん
解
き
と
、
「
ゑ
こ
う
」
の
祀
り
。

　
此
の

作
法
を
ぞ
く
に
公
神
様
を
祀
る
、
又
は
大
墨
柱
の
元
を
祈

る
と
云
ふ
。

　
太
夫
が
手
分
し
て
礼
神
楽
と
同
時
進
行
に
修
行
す
る
。
是
は
神

　
　
　
　
　
イ
ノ
　
　
ク
テ
ウ

楽
で
な
く
て
祈
り
口
調
に
行
ふ
。
理
由
は
す
べ
て
の
祈
祷
を
此
の

処
で
落
度
な
く
、
す
べ
て
の
神
に
ゑ
こ
う
し
て
、
良
き
荏
の
祭
り

に
運
ぶ
神
楽
で
は
時
間
も
か
・
り
、
言
ふ
べ
き
事
、
し
べ
き
祀
り

が
充
分
に
出
来
な
い
か
ら
で
、
充
分
心
得
の
有
る
太
夫
で
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む

務
ま
ら
ん
役
目
の
作
法
で
有
る
「
公
神
屋
の
神
祀
と
言
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ワ
リ

◎
作
法
は
普
通
の
屋
祈
祷
の
い
の
り
と
余
り
賛
は
／
な
い
が
、
一

」
六

五
オ

」
六

五
ウ
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節
の
き
れ
め
の
時
に
、
こ
ー
り
の
初
穂
を
ま
い
ら
す
る
と
祈
ら
ず
、

式
の
こ
ぜ
ん
を
是
れ
こ
し
め
し
て
と
祈
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

◎
始
の
部
分
を
記
す
。
稜
消
、
つ
“
い
て
、
次
ぎ
は
し
の
字
文

　
　
別
儀
の
し
だ
い
で
お
わ
し
ま
せ
、
十
六
天
で
は
屋
の
神
、
高

　
　
神
様
へ
の
太
が
ん
祈
請
の
ほ
ど
か
し
神
楽
の
儀
に
て
ご
ざ
れ

　
　
ば
、
十
六
天
に
供
り
申
し
た
、
地
神
公
神
屋
の
神
様
へ
、
御

　
　
迎
向
し
だ
い
の
儀
に
て
ご
ざ
る
が
、
是
よ
り
右
に
は
地
神
公

　
　
神
様
を
元
に
始
め
て
、
太
小
神
祇
様
を
十
六
天
え
迎
へ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
リ
メ

　
　
伺
い
た
の
お
で
ご
ざ
れ
、
唯
今
よ
り
は
、
神
が
守
役
の
確
か

　
　
　
　
　
　
　
ダ
テ

　
　
な
前
楯
て
後
ろ
楯
、
御
ん
引
継
を
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、

　
（
注
沢
　
以
上
の
様
な
祈
り
は
理
間
祈
で
有
る
故
、
一
定
せ
ず
、

時
と
場
合
を
考
へ
て
、
ね
ん
頃
に
た
の
ん
だ
り
、
か
ん
た
ん
に

た
の
ん
だ
り
、
考
へ
て
作
文
し
て
祈
る
）
長
年
の
け
い
け
ん
で

理
解
で
き
る
。

◎
十
六
天

に
は
よ
う
年
久
し
く
、
大
地
入
尺
二
歩
が
そ
の
下
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　

白
兼
み
は
こ
に
、
黄
兼
の
御
宝
殿
に
祝
わ
れ
ま
し
ま
す
、
地

　
　
　
　
　
ヂ
ダ
イ
ド
ッ
ク
ウ
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
オ
ダ
イ
ヤ
シ
ロ

　

神
公
神
、
地
代
土
偶
公
神
、
七
ナ
間
／
が
奥
の
頂
愛
社
に
、

　
　
二
十
八
社
が
火
の
神
、
三
十
六
社
が
清
き
へ
ん
つ
い
公
神
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ブ

　

愛
宕
の
御
如
来
、
十
二
人
が
生
産
の
神
、
二
十
四
人
が
子
安

　
　
の
小
恵
比
須
、
七
十
二
社
が
屋
の
神
、
自
在
天
神
、
年
神
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ナ
バ
タ

　

年
徳
神
、
大
師
七
夕
、
陽
楽
七
夕
、
ラ
ン
ゴ
ウ
、
乙
姫
、
光

　
　
タ
ナ
バ
タ
　
ツ
ク
　
　
ジ
ョ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　

る
七
夕
、
作
る
す
世
が
ウ
カ
の
芽
、
宇
賀
の
麻
、
宇
賀
の
お

　

だ

ま
、
恵
比
須
、
大
墨
、
福
の
御
神
様
え
は
、
お
祝
い
祀
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ワ
グ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ス
イ

　

式
の
こ

ぜ
ん
は

餅
が
岩
倉
、
酒
が
あ
い
ば
め
、
清
き
御
水
、

　
　
　
ア
ラ
イ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ク
ド

　

清
き
洗
米
、
栗
、
柿
、
香
類
、
国
土
の
菓
子
、
海
山
川
の
七

　

草
、
取
り
と
う
立
て
・
、
盛
り
や
供
え
て
ご
ざ
れ
ば
、
是
れ

　

こ
し
め
し
て
、
良
き
荏
の
御
法
楽
を
賜
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

」
六
六
オ

　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
シ
ア
ゲ
　
　
　
　
　
タ
シ

　
　
神
が
守
役
は
此
の
後
、
諸
礼
の
神
楽
も
修
行
申
せ
ば
、
確
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
テ

　
　

な
前
楯
て
、
後
ろ
楯
も
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、

　

次
は
床
前
の
神
、
方
位
の
神
、
お
ん
崎
様
始
一
連
の
神
（
右
の

よ
み
わ
け
）

　

次
に
処
の
氏
神
、
小
宮
、
自
分
の
後
ろ
立
の
神
、
師
匠
の
方

（よ
み
わ
け
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ウ

　
次
に
主
た
る
神
仏
。
後
は
村
で
／
も
、
一
社
郷
で
も
、
一
社
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
エ

ニ

ノ
、
大
社
、
五
行
の
神
（
木
火
金
土
水
）
以
下
、
供
の
よ
み
分

け
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ

◎
次
に
　
向
に
、
釜
戸
、
讃
華
、
錫
杖
、
小
中
臣
、
般
若
心
経
、

塩
の
祓
い
を
修
行
す
る
。

　

お
わ
り
て
神
道
の
行
い
で
、
の
り
く
ら
ご
へ
い
、
式
の
御
膳
へ

迎
へ
て
　
向
に
祭
文
、
ゑ
ぶ
す
か
ら
、

◎
継
ぎ
は
し

　
　
ナ

　
　
七

ナ
が
奥
の
大
小
神
祇
、
ゑ
ぶ
す
大
墨
、
福
の
御
神
様
へ
、

　
　
三
所
は
一
チ
メ
に
御
本
地
、
御
ん
ひ
お
元
を
、
御
廻
向
し
だ
い

　
　

に
、
よ
み
や
開
い
て
ま
い
ら
す
る
、
「
恵
美
須
七
夕
の
祭
文
」

　
お
わ

り
て
が
ん
ひ
ら
き
（
礼
神
楽
の
項
」
ま
で
良
き
喜
を
召
す

よ
の
か
ら
で
は
、
又
た
来
る
年
も
、
年
を
毎
年
の
願
立
祈
願
（
字

文
は

度
々
書
い
た
通
り
）
、
此
の
言
ふ
通
り
が
、
叶
へ
て
貰
へ
ば
、

三
年
五
年
の
内
に
良
い
年
を
受
た
ら
、
今
回
し
た
次
第
で
、
祭
り

も
差
上
る
約
速
事
を
す
る
。
是
が
立
願
と
言
。

◎
以
下
は
各
神
毎
に
継
ぎ
は
し
の
理
間
に
つ
“
い
て
、
公
神
地
神
、

／
大
土
偶
、
山
の
神
、
水
神
、
伊
葬
諾
、
天
神
と
祭
文
を
修
行
す

る
。
お
わ
り
て
前
の
通
り
の
立
願
開
き
の
字
文
を
祈
っ
て
、
此
処

で
此
の
度
の
祀
り
の
祭
り
の
可
否
、
氏
子
に
掛
る
不
浄
の
あ
る
な

し
、
其
の
他
を
神
に
う
か
“
ふ
（
法
方
は
前
に
設
明
し
て
有
る
通

」
六
六
ウ

」
六
七
オ
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り
）◎

立
願

（氏
子
の
是
れ
先
の
祈
願
、
役
者
が
今
か
ら
行
ふ
式
次
第

の
祈

願
。
三
年
五
年
の
内
に
願
ん
ほ
ど
き
の
祭
を
差
上
る
約
速
の

申
上
（
約
三
時
間
要
す
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
シ
ン

◎
此
の
祀

り
に
た
つ
さ
わ
っ
た
人
は
、
つ
い
で
に
日
天
公
神
様

え
の
礼
拝
、
ヤ
ソ
ウ
の
舞
い
神
楽
を
奉
納
す
る
作
法
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
シ
ン
タ
イ
シ
ャ
ク
テ
ン

◎
祀
の

支
度
の
時
に
南
方
に
日
天
庚
申
（
帝
釈
天
）
の
幣
を
飾
っ

て

有
る
其
の
方
行
に
向
っ
て
座
し
、
扇
を
開
き
持
つ
。

　
継

は
し
は
1
1
日
天
庚
申
様
へ
、
良
き
喜
び
の
御
ん
礼
千
代
の
神

　
　
楽
を
ま
い
ら
す
る
、

　
扇
の
開
い
た
上
部
を
両
方
の
／
手
で
つ
ま
ん
で
、
大
き
く
前
後

に
車
の
如
く
に
舞
わ
し
乍
ら
、
左
足
右
、
左
足
三
歩
前
進
、
同
三

歩
下
り
座
し
て
、
扇
を
立
て
・
、
深
く
礼
拝
、
十
二
回
眞
言
を
唱

え
乍
ら
、

◎
万
々

庚
申
と
シ
ョ
方
庚
申
と
、
庚
申
と
、
舞
い
取
セ
イ
ド
リ
ソ

　
バ

カ
、
屋
の
神
公
神
祀
り
終
り
、
休
憩
。
他
に
心
得
た
太
夫
が

居
な
け
れ
ば
、
ノ
ト
掛
の
祈
り
を
修
行
す
る
。
是
も
一
方
で
神
楽

を
執
行
し
て
居
る
役
者
と
同
時
進
行
で
修
行
す
る
。

◎

ノ
ト
掛
祈
り
作
法

　
床
前
に
座
し
ズ
ス
と
、
の
と
幣
を
一
ツ
に
に
ぎ
り
持
つ
。
機
消

に
つ
“
い
て
、
玉
の
の
と
に
大
小
神
祇
を
勧
請
す
る
旨
申
上
、
引

継
を
た
の
ん
で
、
家
の
場
合
、
地
神
、
公
神
か
ら
神
名
を
告
げ
、

イ
チ
ク
ギ
リ
ゴ
ト

一
切

毎
に
三
尺
一
歩
の
玉
の
の
と
に
掛
け
て
、
勧
請
申
し
ま
い

ら
す
る
（
此
の
時
に
米
ツ
ブ
ニ
、
三
ツ
ブ
つ
ま
み
、
の
と
幣
に
ま

い

る
。
同
時
に
錫
杖
を
一
ト
ブ
リ
振
る
（
ザ
ン
ト
音
が
ス
ル
）

　

以
下

は
公
神
祈
り
の
は
じ
め
の
処
／
の
要
領
で
、
一
通
り
お
わ

れ
ば
神
道
の
行
い
で
迎
え
て
、
氏
子
一
同
の
是
先
々
の
安
全
を
祈

」
六
七
ウ

」
六

入
オ

願

し
て
、
扇
を
広
げ
て
其
の
上
に
建
て
・
置
く
（
此
の
ニ
ツ
は
同

時
進
行
、
時
間
が
掛
り
過
ぎ
て
、
家
主
も
役
者
も
大
変
だ
か
ら
此

の
作
法
を
取
る
）

　
右
の

作
法
と
か
ん
け
い
な
く
、
他
の
役
者
は
お
ん
ざ
き
の
本
神

楽
。◎

本
神
楽
の
作
法

　
六
人
以
上
十

二
人

（六
人

で
も
十
二
人
の
神
楽
の
や
く
者
と
言

ふ
）　

舞
台
中
央
、
弓
の
向
ふ
に
敷
ゴ
モ
を
敷
い
て
、
一
斗
二
升
、
一

貫
二
百
八
合
八
勺
、
赤
い
小
布
（
ピ
ケ
イ
シ
ョ
モ
ツ
と
云
）
お
い

　
　
ホ
ン
ヤ
ク

て
、
本
役
は
弓
の
後
に
矢
を
持
っ
て
、
他
の
者
は
神
楽
幣
、
円
座

　
ザ

に
座
す
。

　
本
役
の
太
夫
は
矢
を
一
本
宛
を
両
手
に
持
っ
て
、
弓
の
上
を
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
シ

を
ツ
ル
に
さ
わ
ら
な
い
て
い
ど
に
、
体
ら
だ
共
に
神
楽
の
節
に
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ガ

わ
し
て
、
左
右
と
大
き
く
ゆ
っ
く
り
た
お
し
乍
ら
、
音
戸
を
取
る
。

他
の
者
は
本
役
に
会
わ
し
て
合
唱
す
る
。

　
太
鼓
打
は
余
り
強
く
な
い
音
で
／
神
楽
式
の
節
で
打
つ
。

　
正
式
の
方
法
と
し
て
は
、
お
ん
ざ
き
だ
け
を
く
ら
ゑ
上
げ
て
、

　
　
　
　
ミ
コ

つ
“

い
て

蜆
神
を
迎
て
、
く
ら
ゑ
る
の
で
有
る
が
、
非
常
に
時
間

が
掛
り
過
ぎ
る
の
で
、
弓
の
元
迄
、
三
所
一
チ
メ
に
迎
へ
て
、
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
マ

に
お
ん
崎
の
水
ぐ
ら
ゑ
と
、
神
の
そ
だ
ち
、
ご
と
う
の
神
楽
を
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

ま
し
て
、
引
き
つ
“
い
て
現
神
の
水
ぐ
ら
ゑ
を
修
行
し
て
、
一
ツ

し
よ
に
願
立
を
し
て
舞
い
上
る
様
に
行
（
要
時
間
約
三
時
間
）

◎
稜
消
に
つ
“
い
て
道
は
し

　
　

数
も
か
ず
く
の
神
楽
の
役
者
は
、
十
六
天
へ
時
雇
れ
は
申
し

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ウ
ネ
ン

　
　

て
、
十
六
天
に
往
年
久
し
く
祝
わ
れ
わ
し
ま
す
、
天
の
高
神
、

　
　
太

お
ん
崎
様
、
左
脇
に
そ
な
わ
り
申
し
た
、
昔
中
頃
今
当
代

」
六

八
ウ
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の

蜆
神
様
を
、
新
し
請
じ
の
舞
台
へ
招
じ
直
い
て
、
く
ら
ゑ

　
　
て

へ
上
げ
て
、
安
座
に
つ
け
て
、
本
座
え
直
い
た
、
太
願
祈

　
　

請
の
ほ
ど
か
し
神
楽
を
差
上
申
さ
う
、
前
と
も
相
成
り
申
し

　
　
て
ご

ざ
れ
ば
、
／
神
楽
の
役
者
の
自
法
自
力
に
相
い
ま
い
ら

　
　

せ

ん
、
先
き
し
よ
う
と
も
に
は
、
御
礼
ヤ
ソ
ウ
の
神
楽
で
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ガ

　
　
の

御
膳
え
送
り
迎
て
伺
い
た
の
う
で
ご
ざ
る
、
地
神
、
公
神

　
　
様
、
元
に
始
め
て
、
太
小
神
紙
様
に
は
、
確
か
な
前
だ
て
良

　
　
き
喜
の
御
引
継
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　

是

よ
り
右
に
は
「
よ
り
新
し
舞
台
え
迎
へ
る
字
文
は
、
ヤ
ソ
ウ

の

神
楽
の
お
わ
り
の
立
願
ひ
ら
き
の
字
文
、
舞
台
に
迎
へ
る
字
文

は
、
氏
神
様
を
く
ら
ゑ
る
時
の
字
文
と
同
じ
也
り
。

　
舞
台
へ
迎
へ
お
わ
れ
ば
、

　
　
　
　
イ

　
◎
先
づ
一
チ
、
天
の
太
お
ん
崎
様
を
し
ま
い
ら
す
る
、
く
ら
ゑ

　
　

へ
上
げ
の
清
め
の
水
は
（
か
ら
二
、
三
、
四
、
五
、
六
、
七
、

　
　

八
、
九
、
十
、
十
一
、
十
二
萬
才
ち
こ
や
く
し
、
元
の
八
萬

　
　
竜

王
、
八
萬
四
千
、
九
万
九
千
の
天
の
高
神
、
太
お
ん
崎
の
、

　
　
御
い
ぜ
ん
様
と
も
安
座
の
位
い
に
つ
き
給
へ
、
本
座
の
位
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ダ
チ
　
ド
コ

　
　
天
偶
の

位
い
と
上
り
ま
せ
、
神
の
生
を
何
処
か
ゆ
ら
か
と
た

　
　
つ
ね
れ
ば
、
／
安
芸
の
こ
う
り
、
太
屋
の
国
、
と
う
国
島
に

　
　
　
　
ソ
ダ

　
　
は
、
生
ち
有
る
ろ
う
、
そ
た
ち
有
れ
ば
こ
そ
、
迎
へ
て
用
し

　
　

て
、
か
く
し
て
か
ま
ゑ
て
、
祝
い
ぞ
め
し
よ
、
祀
り
ぞ
め
し

　
　
よ
う
、
イ
ヤ
リ
ヤ
と
ん
ど
、
御
本
地
く
わ
し
く
、
よ
み
や
ひ

　
　

ら
い
て
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

注
　
是
よ
り
お
ん
ざ
き
の
本
地
を
く
ら
ゑ
て
、
お
ん
ざ
き
の
分
一

ト
マ
ヅ

ト
先
お
い
て
、
次
に
現
神
様
分
を
本
神
楽
。

　
◎
神
楽
、
次
第
々
々
で
、
昔
、
中
頃
、
今
当
代
の
現
神
様
を
、

　
　
三
所
は
一
チ
メ
に
く
ら
ゑ
へ
上
の
、
清
め
の
水
は
、

」
六
九
オ

」
六
九
ウ

注
沢
　
是
よ
り
一
か
ら
十
二
回
清
め
の
水
を
く
む
神
楽
。
十
二
回

が
終
り
て
、
天
偶
の
位
い
迄
、
神
楽
お
わ
れ
ば
、

　

◎
神
楽
神
の
そ
だ
ち
は
ど
こ
か
ゆ
ら
か
と
た
つ
ね
れ
ば
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ダ

　
　

し
と
う
方
、
こ
げ
が
白
山
、
滝
の
小
も
と
に
在
ち
有
る
ろ
う
、

　
　

そ
だ
ち
有
れ
ば
こ
そ
、
迎
へ
て
用
し
て
、
か
く
し
て
か
ま
ゑ

　
　

て
、
祝
い
ぞ
め
し
よ
う
、
祀
り
ぞ
め
し
よ
う
、
／
イ
ヤ
リ
ヤ

　
　

ト
ン
ド
、
サ
ア
バ
ラ
サ
ア
バ
ラ
（
以
下
、
同
作
法
字
文
）

注
沢
　
是

よ
り
氏
神
様
の
時
と
同
様
に
、
ご
と
う
の
神
楽
を
奏
上

修
行

し
、
後
々
の
氏
子
の
く
ら
し
向
の
願
立
と
、
約
速
の
し
だ
い

キ
ガ
ン

を
祈
願
し
、
氏
神
の
時
と
同
様
に
、
請
じ
の
舞
台
の
ヒ
ケ
イ
諸

物
飾
り
、
役
者
の
か
ら
だ
も
広
く
に
許
い
て
、
三
階
高
だ
な
式
の

御
膳
へ
上
げ
る
。

◎
御
見
立
て
神
楽
作
法

　
　
天
の

高
神
、
太
い
お
ん
崎
の
御
い
前
様
、
昔
仲
頃
、
今
当
代

　
　
の

ミ
コ
神
様
へ
は
、
御
見
立
神
楽
に
、
花
よ
々
々
で
花
が
ほ

　
　
し
け
り
や
御
請
神
へ
ご
ざ
れ
、
お
し
ょ
じ
へ
ご
ざ
れ
ば
ミ
ノ

　
　
着
て
ご
ざ
れ
、
笠
着
て
ご
ざ
れ
、
御
し
ょ
う
じ
の
強
さ
に
、

　
　
雨
か
降
る
ろ
う
、
雪
や
降
る
ろ
う
、
神
楽
が
お
山
で
、
に
か

　
　

に
か
荏
し
や
、
お
ん
ぼ
し
召
す
ろ
う
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
キ
ビ
ノ
ハ

○
注
　
此
の
時
に
氏
子
は
香
葉
を
チ
切
っ
て
、
舞
ふ
人
に
投
げ
掛

　
け
お
ま
い
り
を
す
る
。

◎
本
役
太
夫
の
役
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
チ
ゴ
エ

　
舞
い
終
り
て
、
米
を
両
手
に
少
量
に
ぎ
り
持
ち
、
口
声
に
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
　
ヤ
ナ
グ
イ

　
　
「
大
八
万
、
小
八
幡
、
失
喰
八
幡
、
天
ん
の
太
お
ん
崎
、
昔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
中
頃
、
今
当
代
の
御
親
神
様
へ
、
御
礼
々
と
米
マ
キ
上
げ
て

　
　
ま
い
ら
す
る
」

　
と
御
幣
に
か
・
る
如
く
に
米
を
ま
き
上
げ
て
、
神
が
守
目
は
十

」
七
〇
オ

」
七
〇
ウ

633



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第142集2008年3月

六
天

に
雇
わ
れ
て
、
こ
う
、
こ
う
、
し
か
じ
か
に
て
祀
り
を
差
上

ま
い
ら
し
た
が
、
良
き
喜
び
で
納
受
し
て
く
れ
た
か
ク
ジ
に

ウ
カ
ガ

て

伺
っ
て
見
る
。

　
　
　
　
ノ
　
ト

◎
次

に
は
幣
白
を
氏
子
一
同
に
広
め
る
作
法
字
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
ホ
ド
キ

　
氏
子
の

時
と
同
じ
（
理
由
は
、
願
解
が
出
来
た
と
神
か
ら
の
愛

想
で
有
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
チ

　
舞
の
出
来
る
役
者
は
八
幡
様
へ
太
刀
の
舞
い
。
お
ん
崎
様
に
扇

の
舞
い
を
奉
納
す
る
の
が
定
め
ら
れ
た
礼
儀
と
な
る
。

　
他
の

役
者
は
祓
い
幣
で
祓
い
乍
ら
、
八
幡
の
眞
言
を
唱
え
る
。

太
鼓
打
は
立
っ
て
舞
い
太
鼓
。

◎
此
処
で
役
者
の
体
憩
も
兼
ね
て
、
太
夫
と
氏
子
一
同
と
の
杯
の

取
り
交
し
の
儀
式
が
定
め
と
し
て
行
わ
れ
る
（
理
由
は
首
尾
良
く

が
ん
ほ

ど
き
が
出
来
ま
し
た
、
氏
子
か
ら
は
後
も
宜
敷
く
頼
み
ま

す
と
、
言
葉
を
交
わ
し
乍
ら
祝
杯
を
上
げ
る
、
い
は
べ
勢
を
ね
ぎ

ら
う
と
云
ふ
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
居
る
）
。

◎
右
の
作
法
、
時
間
が
有
れ
ば
、
宴
席
を
も
う
け
て
一
同
座
に
着

　
く
。

　
前
以
っ
て
三
ツ
重
ね
の
杯
一
組
、
サ
カ
ナ
と
し
て
、
た
い
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ラ

ニ

匹
。
タ
イ
の
無
い
時
に
は
ジ
ャ
コ
皿
に
入
れ
、
て
き
と
う
な
入

れ
物
（
お
酒
ス
“
等
）
に
二
本
酒
を
入
れ
、
敷
き
紙
を
敷
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
ナ

一
膳
は
杯
、
一
膳
は
肴
と
酒
を
用
意
し
て
置
く
。

　
酌
婦
二
人
で
一
膳
宛
持
っ
て
主
役
の
太
夫
の
前
に
捧
る
。

　
太
夫
は
受
け
取
り
、
杯
の
膳
を
家
の
主
人
に
口
上
を
言
ふ
て
捧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

げ

る
。
主
人
受
取
り
、
上
の
杯
え
酒
を
注
い
で
貰
。
／
一
口
の
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
タ

で
下

に
置
く
。
も
一
人
の
酌
婦
、
サ
カ
ナ
を
は
し
で
は
さ
ん
で
捧

ず
。
主
人
手
を
重
ね
て
受
取
り
、
食
べ
て
酒
を
の
み
干
し
て
、
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
オ
ジ
ョ
ウ

に
杯
を
重
ね
て
、
太
夫
に
後
々
も
頼
み
ま
す
と
口
上
を
言
っ
て

」
七
一
オ

」
七
一
ウ

ワ

タ捧
す
。
太
夫
受
け
取
り
、
上
の
杯
に
酒
を
受
け
、
一
口
の
ん
で
下

　
　
　
サ
カ
ナ

に
置
く
。
肴
を
も
ら
い
食
べ
て
、
酒
を
の
み
干
し
、
元
に
重
ね
て
、

　
　
　
　
オ
カ
ミ

次
に
家
の
女
將
さ
ん
に
膳
を
捧
げ
る
。
終
わ
り
て
二
番
役
者
の
者

に
膳
を
捧
け
る
。
受
取
り
、
前
と
同
様
、
先
づ
主
人
に
。
主
人
の

ん

で
二
番
役
者
に
。
終
っ
て
、
女
將
さ
ん
に
、
と
取
り
交
わ
す
の

が
本
式
で
有
れ
ど
、
大
変
に
時
間
が
掛
る
の
で
、
略
し
て
二
番
役

者
か
ら
は
、
主
人
受
取
っ
た
時
に
余
っ
た
杯
を
家
の
者
に
取
ら
し

て
、
二
番
役
者
も
余
っ
た
杯
を
他
の
役
者
に
取
ら
し
て
、
一
度
で

済
ま
す
様
に
す
る
事
も
出
来
る
。

　
膳
の
取
り
次
ぎ
は
酌
取
り
が
行
ふ
。
他
の
者
は
小
さ
い
／
杯
で

の
ん

で
居

る
。
上
座
が
お
わ
れ
ば
下
一
同
に
杯
を
取
ら
し
て
、
ナ

マ
グ

サ

（肴
）
を
い
た
“
け
て
、
終
り
て
上
へ
も
ど
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
主

役
の
太
夫
は
酌
取
り
に
酒
を
注
ぐ
。
二
番
役
者
は
ナ
マ
グ
サ

を
い
た
“
け
る
役
目
。
お
わ
り
て
一
番
上
の
杯
に
少
し
酒
を
入
れ

て
、
主
役
太
夫
は
酒
を
入
れ
た
御
酒
ス
“
を
一
本
持
っ
て
立
ち
上

が
り
、

　
　
コ
ノ
ヤ
　
　
　
メ
デ
タ
　
　
イ
エ

　
⑳
是
屋
御
家
は
芽
出
度
い
お
家
よ
、
ツ
ル
と
亀
と
が
舞
い
ア
ソ

　
　
ブ
ー

　
　
　
　
テ
ベ
ウ
シ

　
　
（
一
同
手
拍
子
を
打
ち
乍
ら
）
ア
ラ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
と
、
は

　
　
や
す
、

　
二

回
目
、
是
の
屋
御
家
は
芽
出
度
い
お
家
よ
、
ツ
ル
が
上
か
ら

　
　
舞
い
下
が
る
よ
ー
（
此
の
時
に
杯
を
持
っ
た
酌
取
り
立
上
る
）

　
　
亀
が
下
か

ら
舞
い
上
が
る
よ
う
ー
（
此
の
時
に
肴
を
持
っ
た

　
　
酌
取
り
立
ち
上
る
）

　
太
夫
先
頭
に
歩
き
乍
ら
左
へ
ゆ
っ
く
り
ま
わ
り
乍
ら
、

　
　
　
　
ヤ

　
㊨
此
の
屋
お
家
は
榮
へ
る
お
家
よ
、
ツ
ル
と
亀
と
の
舞
い
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
同

　
　
る
よ
、
ア
ラ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ウ
、
ア
ラ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー

」
七

ニ
オ

」
七
ニ
ウ

634



松尾恒一［「屋の神、おん崎、蜆子神等、大小祭式作法』二冊］

◎
此
の
家
の
恵
美
須
様
の
方
に
歩
き
ま
い
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ガ
ネ

　
㊨
此
の
家
、
お
家
の
い
ぬ
い
、
の
す
ま
で
よ
ー
、
黄
金
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ユ
サ
ユ
サ
ト
、
ヨ
ー
ア
ラ
ヨ
イ
、
ヨ
イ
ヨ
ー

　
　
コ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ワ
イ

　
㊨
是
の
家
お
い
ゑ
の
い
ぬ
い
の
奥
へ
よ
ー
、
此
の
や
杯
を
預
け

　
　
置
く
よ
ー
、
ア
ラ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー

　

ニ

ッ
の
膳
を
恵
美
須
を
祀
っ
て
有
る
処
え
置
く
。
最
初
の
時
に

は
湯
神
楽
の
す
ん
だ
時
に
同
じ
事
を
す
る
。

　
最
後
は
ヒ
ナ
ー
レ
の
時
に
行
ふ
。
違
ふ
処
は
口
上
あ
い
さ
つ
で
、

一
回
目
は
太
夫
は
お
供
が
出
来
ま
し
た
、
主
人
は
宜
敷
頼
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
ホ
ド
キ

　

ニ

回
目
は
太
夫
は
願
解
が
出
来
ま
し
た
、
主
人
は
後
々
の
事
も

宜
敷
頼
み
ま
す
。

　
三

回
目
、
主
人
が
わ
相
い
つ
め
て
、
御
苦
労
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

太
夫
は

良
い
祀
が
出
来
て
、
お
芽
出
度
ご
ざ
い
ま
す
、
色
々
と
御

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ク
　
　
　
ソ
ナ
エ

世
葉
に
成
り
ま
し
た
、
沢
山
な
供
物
も
有
が
と
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
共
に
宜
敷
た
の
み
ま
す
。

○
最
後
の
杯
の
時
に
歌
い
納
め
の
時
に
、

　
⑳
祝
い
を
此
の
屋
に
納
め
置
く
よ
ー
、
ア
ラ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー
、

　
　
と
納
め
る
。
い
つ
れ
も
時
間
の
許
す
限
り
で
お
祝
い
を
す
る
。

○
昭
和
二
十
年
頃
迄
は
、
一
般
に
田
舎
の
く
ら
し
は
自
給
自
足
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ
ニ
オ
イ
シ
イ
モ
ノ

ア
ワ
ヒ
エ
に
ツ
ケ
モ
ノ
、
自
作
の
に
物
、
一
寸
美
味
物
を
食
べ
る

の

は
、
正
月
に
二
日
、
ボ
ン
に
二
日
位
い
。
一
年
中
魚
は
食
べ
た

事
も
な
い
者
が
ほ
と
ん
ど
。
年
中
山
作
で
食
料
作
り
に
明
け
く
れ
、

し
ん
せ
き
が
奇
り
合
ふ
は
不
幸
の
時
ぐ
ら
い
で
、
何
年
に
一
回
か

此
の

様
な
祀
り
に
奇
り
会
っ
て
、
少
し
は
お
い
し
い
物
も
作
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
ホ
ウ
ラ
ク

祝
い
談
笑
し
て
楽
し
む
。
夜
と
も
成
り
、
一
名
神
法
楽
と
も
云
っ

た
。　

一
連
の
祀
の
内
え
、
三
回
祝
ふ
場
所
も
作
っ
て
、
余
り
早
く
切

」
七
三
オ

り
上
げ
な
い
様
に
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
作
物
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヘ
ミ

良
く
取
れ
て
、
氏
子
が
元
気
で
く
ら
し
て
忌
も
ぶ
く
も
か
・
ら
ん

年
に
行
っ
た
祀
り
で
有
る
（
是
の
ツ
．
・
キ
は
別
帳
に
て
書
き
始
め

る
。
厚
く
成
る
か
ら
）

（白
丁
）

」
七
三
ウ

」
裏
表
紙

　
見
返
し
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昭
和
五
十
五
年
国
重
要
無
形
文
化
財

指
定

伊
葬
諾
流
式
次
第

　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ

屋
乃
神
、
お
ん
崎
　
現
神

日
月
祭

大
小
祭
　
神
楽
作
法
　
其
の
二
本

平
成
五
年
作
本
　
制
紙
人
　
特
別
注
文

　
　
香
美
郡
物
部
村
山
崎
　
山
崎
喜
章

手
記
者
　
香
美
郡
物
部
村
大
栃
一
、
四
五
七
ノ
一

伊
葬
諾
流
伝
承
者
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
豊
孝
　
七
十
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
二
年
三
月
十
日
生

旧
香
美
郡
　
槙
山
村
　
市
宇
　
鎌
ヶ
峰

　
小
松
達
吾
四
男
　
　
小
松
豊
孝

師
匠
　
一
、
父
小
松
達
吾
　
二
、
同
村
別
府
中
尾
長
次

　
　
　
三
、
同
村
別
府
中
屋
計
佐
清

其
之
他
名
目
だ
け
の
師
三
名
、

貴
重
書
物
　
明
治
初
期
の
太
夫
大
法
人
　
宗
石
吉
三
郎
書
物
引
用

一

、
本
よ
り
つ
“
く
二
本
目
次

、
迎
え
神
楽
の
次
第

　
　
前
回
の
大
祭
の
時
に
、
神
現
神
を
本
座
に
直
す
作
法

」
表
紙

」
表
紙

　
見
返
し

一

、
恵
美
須
神
楽
の
次
第

　

日
本
国
中
ど
こ
の
家
に
も
鎮
座
す
る
神

一

、
弓
送
り
の
作
法
、

　
　

弓
を
使
用
し
た
祭
の
時

　

撤
撰
　
公
神
鎮
　
送
神

　

座
祝
い
各
作
法

　
　
　
　
　
　
　
フ
　
マ

一

、
弓
の
舞
い
　
布
米
の
舞
い

一

、
舞
台
撤
収
作
法

一

、
お
み
穀
舞
い
の
作
法

一

、
ヒ
ナ
ー
レ
の
祝
い

一

、
箸
乃
舞
い
法

一

、
太
夫
役
者
、
帰
壱
す
る
時
の
心
得

一

、
新
現
神
取
り
上
作
法

　

新

ら
し
く
神
と
し
て
祀
り
始
め
る
、
何
年
か
前
に
死
去
し
た

　
人

一

、
塚
起
の
作
法

　

新

し
く
神
に
取
り
上
る
人
の
墓

　
ア
ラ
ヒ
ト

一

、
新
人
神
を
家
に
迎
へ
て
来
た
時
の
作
法

　
ア
ラ
ヒ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ミ
コ
ガ
ミ

一

、
新
人
神
取
り
上
げ
を
、
新
現
神
に
く
ら
ゑ
上
げ
る
次
第

　

現
神
ぞ
ろ
え
か
ら
神
に
上
る
迫

　

迎
え
神
楽

　

再
度
大
祭
を
行
っ
た
時
に
、
本
座
に
直
す
祀
り
法

一

、
一
人
で
行
ふ
荒
神
鎮
の
法

」

一
オ

」
　
ウ
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◎
前
本
の
ツ
“
キ
、

　
天
の
お

ん

ざ
き
を
祀
っ
た
家
に
、
天
当
様
も
代
々
祀
っ
て
居
る

屋

で
、
天
当
様
へ
の
大
祭
は
此
の
度
執
行
し
な
い
場
合
の
作
法
。

　
此
の

場
合
で
も
礼
儀
と
し
て
舞
台
え
招
じ
て
、
一
ト
神
楽
修
行

す
る
。

◎
先
ヅ
弓
を
起
こ
し
て
、
床
に
立
て
か
け
て
置
く
か
、
此
の
の
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ウ
ゲ
ウ

に
弓
を
使
ふ
祀
り
が
無
い
時
に
は
、
弓
送
の
神
楽
を
修
行
し
て

ス

マ
齋

し
て
お
く
と
、
後
々
の
作
法
の
次
第
で
、
時
間
の
節
約
が
出
来

る
。
八
合
八
勺
の
米
だ
け
は
新
し
い
分
と
取
替
へ
る
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ト

◎
役
者

は
礼
拝
用
の
幣
吊
幣
を
一
本
ー
三
本
。
他
の
人
は
神
楽
幣
。

　
車
座
に
座
し
て
始
め
る
。

○
稜
い
消
に
つ
“
い
て
、

　
　
次
第
々
々
で
神
が
守
目
、
神
楽
の
役
者
は
十
六
天
に
、
よ
う

　
　
年
久
し
く
祝
わ
れ
は
し
ま
す
、
御
十
七
夜
の
御
如
来
、
二
十

　
　
三
夜
の
御
如
来
、
日
天
お
日
待
、
朝
／
待
、
お
不
動
、
お
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
ダ
ナ

　
　
三
日
月
の
御
如
来
様
へ
は
、
今
年
世
年
は
三
階
高
棚
飾
り

　
　
て
、
お
祝
い
祭
、
請
礼
の
神
楽
は
差
上
申
せ
ん
わ
け
に
て
こ

　
　
　
　
　
ゴ
ヂ
ウ

　
　
ざ
れ
と
、
御
定
の
前
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
天
の
高
神
、
太
い
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ウ
ジ

　
　
ん
崎
様
の
請
じ
つ
い
で
お
以
ち
ま
い
ら
し
て
、
請
神
の
舞
台

　
　
へ
送
り
迎
え
て
、
十
二
万
才
、
ご
と
う
の
太
い
じ
と
く
ら
ゑ

　
　
へ
上
げ
て
、
三
十
三
度
の
礼
拝
や
そ
う
の
神
楽
を
、
差
し
上

　
　
げ
申
さ
う
前
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
先
き
し
よ
う
と
も
に
は
、
御

　
　
礼
や
そ
う
の
神
楽
で
、
大
小
神
祇
様
を
、
式
の
こ
ぜ
ん
へ
送

　
　
り
迎
へ
て
、
前
だ
て
、
後
ろ
立
て
も
頼
ふ
で
、
天
の
太
い
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
ガ
ミ

　
　
ん
崎
、
昔
中
頃
今
当
代
の
現
神
様
へ
の
、
く
ら
へ
、
へ
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ン

　
　
も
差
上
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
唯
今
よ
り
は
、
天
当
様
ゑ
の
御

　
　
レ
イ

　
　
礼
ヤ
ソ
ウ
の
神
楽
の
、
前
だ
て
後
ろ
立
て
、
お
ん
引
き
継
を
、

」
ニ
オ

　
　
た
の
み
ま
い
ら
す
る

◎
是
よ
り
先
の
し
だ
い
は
、
氏
神
様
の
時
の
し
だ
い
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
作
法
に
字
文
で
有
る
。

　
其
の
家
に
、
天
当
様
の
な
い
場
合
は
、
右
は
必
要
ナ
シ
。

◎
迎
へ
神
楽
が
必
要
で
有
る
場
合
の
作
法
○

　

右

は
是
造
に
、
新
し
い
人
を
、
前
回
に
大
祭
を
執
行
し
た
時
に

始
め

て
、
ミ
コ
神
と
し
て
祀
り
上
げ
た
人
が
有
っ
た
時
に
、
今
当

　
　
ミ
コ

代
の
現
神
と
し
て
、
本
座
へ
直
い
た
祀
り
を
し
て
や
る
作
法
で
、

一
年
祭
と
同
じ
意
味
を
持
つ
。

　
是
が
有
る
場
合
に
は
、
弓
を
取
り
の
け
な
い
内
に
、
お
ん
崎
、

昔
中
頃
、
今
当
代
の
現
神
を
く
ら
ゑ
上
け
た
後
で
、
取
り
掛
り
行

ふ
作
法
で
、
決
り
と
し
て
は
、
一
斗
二
升
、
八
合
八
勺
、
一
貫
二

百
、
赤
布
は
取
り
替
え
て
新
し
く
供
へ
る
定
め
也
り
。

　
若
し
其
れ
が
出
来
な
い
時
に
は
、
米
も
金
も
少
し
で
も
出
し
そ

へ
て
、
他
は
前
の
分
を
足
に
し
て
修
行
す
る
。

◎
引
継
道
橋
の
神
楽
字
文
　
　
稜
い
消
し
に
つ
“
い
て
、

　
　
別
儀
の
し
だ
い
で
お
わ
し
ま
さ
ん
、
神
が
守
り
め
の
神
楽
の

　
　
役
者

は
、
し
だ
い
く
で
十
六
天
で
は
、
先
き
し
ょ
う
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
ヂ
　
　
　
　
　
ア
ラ
ヒ
ト

　
　

に
は
、
名
高
い
伝
地
の
地
主
、
新
人
神
の
、
こ
い
ぜ
ん
様
を

　
　

は
、
く
ら
ゑ
て
、
へ
上
げ
て
、
安
座
の
位
い
に
つ
け
た
御
祝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ウ
ジ

　
　
い
祭
を
、
差
上
申
し
て
ご
ざ
る
が
、
新
し
請
神
の
舞
台
へ
招

　
　
じ
直
い
て
、
十
二
万
才
く
ら
ゑ
て
、
へ
上
げ
て
、
本
座
へ
直

　
　
い
た
、
御
祝
い
祀
り
、
諸
礼
の
神
楽
を
差
上
申
し
ま
い
ら
す

　
　

る
、
其
の
御
ん
為
に
は
（
以
下
常
の
如
く
の
、
前
だ
て
後
ろ

　
　
立
、
引
継
の
し
だ
い
を
か
ん
た
ん
に
、
字
文
に
し
て
頼
む
）

　
　
　
　
　
デ
ン
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ミ
コ
ガ
ミ

◎
十
六
天
の
伝
地

の
地

主
、
何
性
何
の
年
、
何
々
の
新
現
神
の
御

　
い
ぜ
ん
様
を
は
是
よ
り
右
に
は
、
氏
子
仲
場
は
心
揃
ふ
て
、
黒

」
ニ
ウ

」
三
オ
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ミ
バ
カ

土
御
墓
へ
雲
い
た
雲
り
、
稜
い
た
積
れ
は
、
読
み
解
け
取
り
分

　
　
　
　
　
　
ゴ
テ
ウ

け
祓
い
分
け
、
御
定
の
祀
／
も
取
ら
い
て
、
天
の
太
い
お
ん
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ウ
ジ

き
様
え
の
　
大
願
祈
請
の
申
し
解
き
の
御
祝
い
祀
り
の
、
請
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ジ

つ
い
で

を
持
ち
ま
い
ら
し
て
、
新
し
請
神
の
舞
台
も
作
り
仕
立

て

・
、
ア
ヤ
が
千
反
、
錦
が
千
反
、
イ
ナ
ギ
ヌ
千
反
、
天
竺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン
　
オ
モ
テ

三
ヶ

長

を
ま
ね
ば
せ
給
ふ
た
、
末
広
扇
に
御
神
の
面
も
、
へ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
キ
ナ
カ

や
飾
り
て
、
七
丁
木
半
の
白
葉
の
眞
弓
、
此
の
お
ん
だ
ら
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん

送
り
迎
へ
て
、
ヒ
ケ
イ
諸
物
も
拉
み
す
ゑ
申
し
て
、
御
礼
ヤ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
コ

ウ
の
神
楽
も
差
上
申
し
て
、
黒
土
み
は
か
へ
、
釈
加
の
小
蜆
が

足
手
の
運
び
で
、
五
方
五
体
十
二
ヶ
方
の
こ
ゑ
ん
を
切
ら
い
て
、

地

国
ザ
ラ
ヱ
、
街
道
ザ
ラ
ヱ
に
サ
ラ
ヱ
上
げ
て
、
三
、
五
、
祭

幣
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
は
、
引
き
や
祓
い
て
、
新
宮
へ
迎
へ
て
、

新
宮
で
洗
ふ
て
、
本
宮
へ
迎
へ
て
、
本
宮
で
清
め
て
、
シ
メ
道

ツ

ト
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヘ
ミ
ミ
チ
ツ
ト
オ

伝

て
、
シ
メ
打
ち
越
い
て
、
神
道
歩
ふ
て
、
是
の
オ
ン
ダ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ウ
モ
ン
　
　
　
　
　
ギ
ウ
タ
イ

シ
（
弓
）
に
／
投
げ
掛
け
て
、
行
文
さ
し
て
、
行
体
さ
し
て
、

　
　
　
　
　
タ
ケ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ

行

文
行
体
、
修
行
で
な
ら
ば
、
天
竺
柳
三
川
、
百
三
川
の
清

め

の
水
を
行
い
下
ろ
い
て
、
十
二
萬
才
く
ら
ゑ
て
へ
上
げ
て
、

オ
オ
リ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
マ

皇
柳
王
様
、
天
中
姫
宮
、
伊
募
諾
太
神
尊
様
に
、
伺
い
掛
け

て
、
示
現
御
託
の
通
り
に
、
御
い
ぜ
ん
様
を
は
、
今
当
代
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
ガ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
イ

何
性
何
の
年
の
、
何
に
何
の
現
神
様
と
、
字
号
位
を
呼
び
附

け
て
、
十
六
天
の
天
の
太
い
お
ん
崎
の
、
左
り
脇
神
楽
の
山
え
、

安
座
の
位
い
に
、
く
ら
ゑ
へ
上
げ
、
御
祝
い
祭
を
、
差
上
げ
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ト
シ

し
て
ご
ざ
れ
ば
、
当
年
世
年
は
忌
み
り
ゆ
う
ぶ
く
も
、
晴
れ
の

き
申
し
た
日
本
晴
の
、
き
れ
い
な
世
年
を
待
ち
に
、
受
入
れ
申

し
た
か
ら
で
は
、
式
法
し
だ
い
に
、
天
の
太
い
お
ん
崎
の
、
御

い

ぜ
ん

様
へ
の
、
太
い
願
き
せ
い
の
、
申
し
ほ
ど
き
の
、
請
神

　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ン

つ
い

で

を
、
持
ち
参
ら
し
て
、
本
座
へ
直
い
た
、
太
願
ん
き
せ

」
三
ウ

」
四
オ

　
　
ホ
ド
カ

　
い
の
解
し
神
楽
／
を
、
差
し
上
げ
申
そ
う
わ
け
に
て
ご
ざ
れ
ば
、

　
シ
ョ
ジ

　
請
神
舞
台
へ
送
り
迎
を
し
ま
い
ら
す
る
、
送
り
迎
へ
は
、
神

　
　
ミ
チ
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ジ

　
道
道
橋
一
チ
の
大
神
で
行
い
招
じ
ま
い
ら
す
る
、

（○
是
よ
り
神
道
の
行
）

　
◎
今
当
代
の
、
何
々
の
現
神
様
は
、
十
六
天
の
神
楽
が
山
の
、

　
　
の

り
く
ら
御
幣
、
式
の
御
膳
を
広
く
に
許
い
て
、
請
神
の
舞

　
　
　
　
　
セ
ン
ダ
ン
　
　
　
　
セ
ン
ダ
ン

　
　
台
、
綾
が
千
反
、
錦
も
千
反
、
イ
ナ
ギ
ヌ
千
反
、
末
広
扇
に

　
　
ゴ
シ
ン
オ
モ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ナ
カ

　
　
御
神
の
面
、
是
の
り
く
ら
ゑ
、
七
丁
木
半
の
白
葉
の
眞
弓
、

　
　
此
の

御
ん
ダ
ラ
シ
ュ
、
ひ
け
い
諸
物
、
是
の
り
く
ら
ゑ
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヌ
　
　
　
　
　
　
チ
バ
ヤ

　
　
楽
の
役
者
の
、
ヱ
リ
先
、
袖
先
、
挟
先
、
衣
が
き
先
、
千
早

　
　
　
　
　
　
ウ
ヅ

　
　
の
小
笠
の

宇
津
が
折
り
目
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
御
ん
身
は

　
　
広
く
に
許
い
て
、
三
尺
一
歩
の
玉
の
御
幣
を
、
是
れ
の
り
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ウ
ゴ
ウ

　
　
ら
ゑ
、
い
と
ん
よ
静
か
に
、
か
・
り
て
影
合
成
り
賜
え
、

是
よ
り
（
水
ぐ
ら
ゑ
を
行
ふ
）

　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
イ
ゼ
ン

　
◎
何
々
の
、
新
ら
現
神
の
御
位
前
様
を
、
迎
へ
神
楽
の
清
め
の

　
　
水
は
、
天
竺
柳
三
川
の
、
百
三
川
の
清
め
の
水
を
、
行
い
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　

ろ
い
て
／
神
が
も
り
め
、
神
楽
の
役
者
が
、
一
ト
ン
や
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ガ

　
　
く
り
、
し
や
く
ら
せ
給
へ
ば
、
一
万
才
と
も
清
ま
り
へ
上
り
、

　
　
安
座
の
位
い
に
附
き
賜
へ
、
本
ん
座
の
位
い
に
附
き
賜
へ
、

　
　
　
ゲ

　
　
天
偏
の

位
い
と
上
り
ま
せ
、
ニ
カ
ニ
カ
嬉
し
や
、
御
ん
ぼ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
召
す
ろ
う
、
か
い
く
り
巻
き
上
げ
、
待
つ
夜
に
来
い
で
、
待

　
　

た
ぬ
夜
に
来
た
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
　
サ
ー
バ
ラ
　
サ
ァ
ー

　
　
バ

ラ
　
ユ
ダ
レ
ゥ
ヤ
　
エ
シ
ウ
　
ス
ダ
レ
ヤ
　
イ
ヤ
リ
ヤ
ト

　
　
ン

ド
（
以
下
十
二
回
十
二
万
才
と
く
ら
ゑ
る
）

○
注
沢

　
一
回
々
々
に
何
の
ミ
コ
神
は
附
け
な
く
て
良
い
が
、
三
回
に
一

度

は
附
け
て
、
く
ら
ゑ
る
。
十
二
回
目
が
終
れ
ば
、
神
楽
を
中
止

」
四
ウ

」
五
オ
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し
て
、
本
役
の
太
夫
は
ズ
“
を
使
っ
て
、
伊
葬
諾
様
を
頼
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ガ

新

ミ
コ
神
は
本
座
の
位
い
に
附
い
た
か
伺
っ
て
見
て
、
出
来
た

ら
良
し
、
出
来
ね
ば
も
う
一
回
、
一
か
ら
十
二
迫
く
ら
ゑ
る
。
そ

れ
で
も
出
来
ね
ば
何
故
に
か
し
ら
べ
て
見
る
。

　
二

回
で
出
来
ん
も
の
は
、
何
回
く
ら
ゑ
て
も
だ
め
の
場
合
が
多

い
。
考
へ
ら
れ
る
事
柄
と
し
て
、
／
氏
子
の
内
に
来
る
べ
き
者
が

来
て
居
な
い
の
か
、
別
に
其
の
家
に
取
り
上
げ
て
貰
い
度
い
、
伝

地

の
地
主
が
有
る
の
か
で
有
り
、
若
し
来
て
居
な
い
氏
子
が
有
れ

ば
、
家
族
に
伝
へ
て
、
其
の
者
の
分
を
供
へ
て
貰
ふ
。
取
り
上
げ

が

ほ
し
い
地
主
が
有
れ
ば
、
家
族
と
相
談
し
て
、
塚
の
処
在
を
た

し
か
め
て
、
此
の
後
つ
い
で
に
、
取
り
上
祀
り
を
行
ふ
旨
、
約
速

立

を
申
上
て
、
一
先
塚
へ
も
ど
し
て
、
も
う
一
回
、
一
か
ら
十
二

迫
く
ら
ゑ
た
ら
出
来
る
。
始
め
た
以
上
は
、
其
の
ま
・
で
置
く
わ

け
に
は
い
か
な
い
、
後
で
す
ぐ
に
塚
起
を
し
て
迎
へ
て
、
取
上
神

楽
も
行
ふ
物
。

　
　
　
　
　
ミ
コ

◎

迎
へ
神
楽
の
現
神
が
本
座
の
位
い
に
つ
い
た
旨
の
示
現
の
九
字

が
も
ら
ゑ
た
ら
、
礼
い
神
楽
を
く
ら
ゑ
て
、
く
ら
ゑ
上
げ
る
。
此

　
　
　
　
レ
イ

の
神
楽
を
、
礼
水
を
く
む
と
云
ふ
。
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
と
も
云
ふ
。

◎
礼
水
を
く
ん
で
ヤ
ソ
オ
の
神
楽
の
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ガ
　
タ
ノ

　
　
天
竺

川
上
み
伊
葬
諾
様
に
伺
い
頼
お
て
見
ま
い
ら
す
／
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ン

　
　
何
々
の
ミ
コ
神
様
は
、
今
当
代
の
ミ
コ
神
様
と
も
、
本
座
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
タ
ク

　
　
位
い
に
、
お
直
り
用
合
召
さ
る
と
、
示
現
御
託
の
九
字
め
い

　
　
け
い
が
揃
ふ
に
よ
り
て
、
信
じ
て
う
た
が
い
心
は
お
わ
し
ま

　
　
さ
ん
、
そ
れ
そ
う
ご
ざ
る
で
な
け
れ
ば
、
何
々
の
、
今
当
代

　
　
の

ミ
コ
神
様
を
く
ら
ゑ
へ
上
げ
の
、
御
礼
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
の
、

　
　
清
め
の
水
は
、
天
竺
柳
三
川
の
百
三
川
の
、
清
め
の
水
を
行

　
　
い
下
ろ
い
て
、
神
楽
の
役
者
が
一
ト
ん
や
し
ゃ
く
り
し
ゃ
く

」
五
オ

」
六
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ら
せ
給
え
ば
、
一
万
才
と
も
清
ま
り
、
へ
い
や
上
ら
せ
給
ふ

　
　
　
　
む

　
　
也

り
、
天
竺
柳
三
川
、
百
三
川
の
、
清
め
の
水
を
行
い
下
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
い

て
、
神
楽
の
役
者
が
二
た
ん
や
し
や
く
り
、
し
や
く
ら
せ

　
　
給
え
ば
、
二
万
才
と
も
清
ま
り
へ
上
り
、
安
座
の
位
い
に
、

　
　
本
座
の

位
い
に
つ
き
給
え
、
天
げ
の
位
い
と
上
り
ま
せ
、
ニ

　
　
　
　
ウ
レ
シ

　
　

カ
ニ
カ
嬉
や
、
オ
ン
ボ
シ
召
ロ
ウ
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
ウ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
待
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

　
　

カ
イ
ク
リ
巻
上
げ
て
、
持
ツ
夜
二
来
い
で
、
待
た
ぬ
夜
二
来

　
　

タ
／
イ
ヤ
リ
ヤ
ー
ト
ン
ド
ウ
、

○
注
沢

　
以
下
は

二

回
に
一
回
当
に
、
サ
ー
ラ
バ
く
の
処
を
省
略
す
る
。

三

ト
四
を
合
せ
て
一
回
の
如
き
要
領
で
有
る
。
理
由
は
時
間
を
節

約
す
る
の
と
、
役
者
が
つ
か
れ
て
座
が
白
け
て
来
る
恐
も
有
り
、

最
後
辿

に
ぎ
や
か
に
神
楽
を
終
ら
す
為
で
有
る
。

　
十

二
万
才
ご
と
う
の
神
楽
迄
く
ら
え
へ
上
げ
る
「
お
わ
り
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
◎
是
迫
何

に
々
々
様
を
は
十
二
万
才
、
ご
と
う
の
太
い
じ
と
く

　
　
ら
ゑ
て
へ
上
げ
て
、
安
座
に
附
け
て
、
本
ん
座
へ
直
い
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド
カ
シ

　
　
迎
へ
神
楽
の
受
け
約
速
の
、
解
神
楽
は
い
と
も
に
ぎ
や
か
、

　
　
い

と
も
見
事
に
、
差
し
上
げ
申
し
て
御
こ
れ
ば
、
十
六
天
の

　
　
神
様
が
山
で
に
か
に
か
嬉
し
う
、
御
ん
ぼ
し
召
を
な
さ
れ
て
、

　
　
賜
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
是
れ
先
々
に
取
り
て
は
、
御
位
前
様
を
は
、
十
六
天
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ジ
ョ

　
　
昔
中
頃
、
今
当
代
の
現
神
様
と
は
、
三
処
は
一
チ
目
に
、
／

　
　
式
の
御
膳
も
差
上
申
さ
う
、
五
年
八
年
世
永
に
ご
ざ
ろ
う
、

　
　
三
年
五
年
、
手
前
の
う
つ
ろ
い
し
だ
い
で
、
忌
み
り
う
ぶ
く

　
　
も
、
晴
れ
の
き
申
し
た
、
き
れ
い
な
世
年
を
受
入
れ
申
し
た
、

　
　
其
の
御
ん
時
に
は
、
と
り
と
う
立
て
て
、
天
の
太
い
御
崎
へ

　
　
の
請
じ
つ
い
で
を
持
ち
ま
い
ら
し
て
、
昔
中
頃
今
当
代
と
三

」
六
ウ

」
七
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ん
じ
ょ
は
一
チ
メ
の
、
今
日
今
宵
の
如
く
に
、
相
い
も
変
ら

　
　
ぬ
、
い
と
に
ぎ
や
か
、
い
と
も
見
事
な
、
お
い
わ
い
祀
の
く

　
　
ら
ゑ
神
楽
も
差
上
申
さ
う
わ
け
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
良
き
喜
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ウ

　
　
の
御
法
楽
、
ご
た
ん
納
召
さ
れ
て
、
賜
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
良
き
荏
び
を
召
す
よ
の
か
ら
で
は
、
是
れ
先
々
の
世
年
の
間

　
　
に
、
氏
子
仲
場
え
取
り
て
は
、
よ
そ
に
波
立
ち
風
が
ふ
き
、

　
　
四

百

四
病
八
百
八
病
、
役
神
病
い
の
神
が
は
い
か
い
流
行
す

　
　
る
と
も
、
氏
子
の
み
か
ど
に
入
ら
せ
ん
如
く
に
。
（
○
以
下

　
　
常
の
如
く
に
、
一
連
の
祈
願
の
字
文
を
か
ぐ
ら
で
と
な
え

　
　
る
）

◎
一
通
の
祈
願
が
終
り
た
処
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
モ

　
○
氏
子
仲
場
え
厚
く
な
、
重
く
な
、
守
り
を
賜
わ
れ
頼
み
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ザ
ル

　
　
ら
す
る
、
そ
れ
そ
う
御
座
で
成
れ
ば
、
御
見
立
神
楽
に
、
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
サ

　
　
木

ツ
“
ジ
は
、
色
こ
そ
よ
け
れ
ど
、
色
勝
り
、
現
神
様
は
法

　
　
マ
サ

　
　
勝
り
、
神
楽
が
山
に
て
、
に
か
々
々
嬉
し
う
、
御
ん
ぼ
し
召

　
　
す
ろ
う
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ア
ト
ン
ド
、
現
神
様
は
　
花
よ
花
よ
で
、

　
　
花
が

ほ
し
け
り
ゃ
御
請
神
え
ご
ざ
れ
、
御
請
の
強
さ
に
、
雨

　
　
か
降
る
ろ
う
、
雪
か
降
る
ろ
う
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
、
是
造

　
　
い

と
も
に
ぎ
や
か
、
見
る
よ
聞
く
よ
の
次
第
で
、
く
ら
ゑ
へ

　
　
上
げ
も
差
し
上
げ
申
し
ま
い
ら
し
た
か
ら
で
は
、
良
き
詫
び

　
　

で
、
招
神
の
舞
台
、
綾
が
千
反
、
錦
が
千
反
、
イ
ナ
ギ
ヌ
千

　
　

反
、
末
広
扇
、
御
神
の
面
て
、
広
く
に
許
い
て
此
の
オ
ン
ダ

　
　

ラ
シ
、
ひ
け
い
諸
物
も
広
く
に
許
い
て
、
神
楽
の
後
者
の
、

　
　

へ
り
先
、
袖
先
、
挟
先
、
衣
も
先
、
ち
ば
や
の
小
笠
の
宇
津

　
　
／
が
折
り
目
も
広
く
に
許
い
て
、
三
尺
一
歩
の
玉
の
御
幣
、

　
　
宇
津
が
折
り
目
を
、
是
れ
の
り
く
ら
で
、
地
台
将
軍
清
り
へ

　
　
上

り
、
中
台
将
軍
清
ま
り
へ
上
り
、
天
台
将
軍
様
と
も
清
り

」
七
ウ

」
八
オ

へ
上
り
賜
ふ
で
な
れ
ば
、
ち
こ
薬
師
、
元
の
今
当
代
の
現
神

様
と
も
、
十
六
天
の
神
楽
が
山
へ
、
安
座
の
位
い
に
、
本
座

の
位
い
に
、
天
偏
の
位
い
と
上
り
ま
せ
、
ニ
カ
ニ
カ
嬉
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ク

御
ん
ぼ
し
召
す
ろ
う
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
、
神
様
の
役
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
ヨ

だ

れ

に
わ
限
ら
ん
、
心
揃
ふ
て
御
札
千
代
の
神
楽
を
ま
い
ら

す
る
、
（
く
ら
へ
神
楽
終
わ
り
）

注
沢

　
是

よ
り
一
回
舞
い
神
楽
を
奉
納
す
る
。
唱
え
る
字
文
、

　
◎
東
方
浄
土
へ
打
上
げ
打
ち
下
ろ
し
、
舞
ふ
た
る
神
楽
を
、
神

　
　

は
嬉
ぶ
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
　
五
方

　
次
に
、

　
　
現
神
様
は
花
よ
花
よ
で
、
花
が
ほ
し
け
り
ゃ
御
請
神
へ
ご
ざ

　
　
れ
、
御
請
え
ご
ざ
れ
ば
み
の
着
て
ご
ざ
れ
／
笠
着
て
ご
ざ
れ
、

　
　
御
請
神
の
強
さ
に
雨
か
降
る
ろ
う
、
雪
か
降
る
ろ
う
、
イ
ヤ

　
　

リ
ヤ
ト
ン
ド
　
三
回
か
五
回

○
注
沢

　
此
の

時
に
氏
子
は
、
花
シ
バ
（
香
の
葉
）
を
舞
ふ
人
に
チ
切
っ

て

投
げ
掛
け
て
、
お
ま
い
り
を
す
る
。
舞
い
乍
ら
唱
え
る
の
は
息

き
が
切
れ
る
か
ら
、
別
の
太
夫
が
祓
い
幣
で
祓
い
乍
ら
、
唱
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

や

る
の
が
礼
儀
也
り
。
お
わ
れ
ば
、
米
を
幣
に
蒔
き
上
げ
て
祀
る
。

　
以
上
迫
約
三
時
間
か
・
る
の
で
、
最
後
の
部
分
、
願
立
祈
願
等
、

神
楽
文
を
集
約
す
る
方
法
を
取
る
の
は
、
本
役
の
人
の
上
手
下
手

に
か
・
る
。

　
休
憩
を
取
る
。

　
他

に
同
じ
も
の
が
有
れ
ば
、
是
に
ツ
．
・
い
て
修
行
す
る
。
字
号

位
い
が
違
ふ
だ
け
で
作
法
は
同
じ
。
二
組
を
同
時
に
行
ふ
事
は
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
タ
ラ

可
也

り
。
天
当
様
は
此
の
あ
と
で
修
行
す
る
。
新
し
い
人
の
取
上

」
八
ウ
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神
楽
の
予
定
が
無
け
れ
ば
、
弓
は
不
用
と
な
る
。

　

次

は
舞
台
を
形
附
け
て
、
恵
美
須
神
楽
の
段
取
り
。

◎
恵
美
須
神
楽
の
式
次
と
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ロ
モ
ロ

　

伊
葬
諾
流
で
は
、
各
家
に
恵
美
須
、
太
墨
、
其
の
他
諸
々
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ

は
、
屋
の
神
と
し
て
、
人
間
の
住
む
処
に
は
自
然
と
共
に
祀
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

の

と
、
代
々
言
い
伝
つ
て
居
て
、
他
の
神
の
大
祭
を
執
行
し
た
時

　
　
　
ゴ
デ
ウ

に
は
、
御
足
の
前
と
し
て
、
神
楽
を
修
行
す
る
舞
台
の
中
央
に
、

敷
ゴ
モ
の
上
に
置
く
品
物
。

　
三

品
の
場
合
に
は
、
来
年
作
る
作
物
の
種
、
お
酒
一
升
、
お
金

ず
い
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
イ

　

五

品
の
時
に
は
、
小
さ
い
丸
い
入
れ
物
、
無
け
れ
ば
一
升
益

　
　
オ
オ
ケ
　
　
　
オ

（昔
は
麻
桶
、
麻
を
ツ
ム
イ
で
入
る
桶
、
大
小
有
っ
た
）
に
投
餅

位
い
の
餅
を
八
分
目
入
れ
、
其
の
上
に
横
四
ツ
折
り
紙
で
、
五
下

り
の
切
り
流
幣
に
タ
イ
を
切
り
附
け
、
幣
一
尺
二
寸
長
サ
の
弊
串
、

元

を
半
紙
で
巻
い
て
三
ヶ
所
コ
ヨ
リ
で
帯
に
く
・
る
。
一
本
、
ア

ワ
で
も
イ
ネ
で
も
良
い
。
二
本
ホ
を
外
に
し
て
、
ク
キ
を
合
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
チ
　
ク
ワ
へ

紙
で

巻
い
て
、
コ
ヨ
リ
で
三
ヶ
所
ク
・
ル
。
中
を
口
に
食
て
、
／

余
り
長
く
ホ
が
た
れ
な
い
で
い
ど
に
作
る
。
以
上
は
五
品
と
な
る
。

◎
神
楽
の
作
法

　
本
役
太
夫
が
上
み
座
に
、
其
の
家
の
主
人
、
若
し
く
は
、
長
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
サ

太
夫

と
同
じ
衣
し
ょ
う
を
着
る
。
な
け
れ
ば
、
上
衣
と
ア
ヤ
傘
だ

け
で
も
貸
し
て
や
る
。

　
供
え
物
を
中
に
し
て
向
き
相
つ
て
座
し
、
他
の
役
者
は
其
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
グ
ラ

へ
車
座
に
す
わ
る
。
各
々
神
幣
、
主
の
太
夫
は
祓
い
幣
も
持
つ
。

◎
稜
い
消
に
つ
“
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
シ
ロ

　
　
し
だ
い
く
で
、
十
六
天
の
七
な
間
が
奥
の
頂
台
社
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ガ
ン

　
　
祝
わ
れ
は
し
ま
す
、
屋
の
神
様
へ
の
大
願
き
せ
い
の
、
ほ
ど

」
九
オ

」
九
ウ

　
　
か

し
神
楽
の
前
と
も
相
い
成
り
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
是
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ト

　
　
右
に
は
地
神
、
公
神
様
を
本
に
始
め
て
、
大
小
神
祇
様
を
は
、

　
　
伺
い
た
の
う
で
、
諸
礼
の
神
楽
を
差
し
上
げ
申
し
て
ご
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
タ
ラ

　
　

が
、
唯
今
よ
り
は
新
し
神
楽
の
役
者
の
、
た
し
か
な
前
だ
て

　
　
後

ろ
立
て
、
お
ん
引
継
を
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、
／
七
ナ
間

　
　
が
奥
の
恵
比
須
太
黒
、
福
の
御
神
様
え
は
、
是
よ
り
右
に
は
、

　
　
氏
子
供
ら
は
、
一
度
を
始
め
千
度
に
重
な
る
、
重
ね
重
ね
の

　
　
太
願
祈
請
の
、
受
け
約
速
で
有
り
た
が
、
当
年
世
年
は
、
忌

　
　
み
り
う
ぶ
く
も
、
晴
れ
の
き
申
し
た
、

　
（
以
下
は
、
よ
み
分
も
し
た
、
舞
台
も
作
っ
た
、
幣
も
飾
つ
た
、

膳
も
供
へ
た
、
湯
火
で
清
め
た
、
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
で
迎
へ
た
、
高

神
の
が
ん
ほ
ど
き
の
神
楽
も
し
た
事
を
神
楽
に
て
告
る
）

　
◎
請
神
つ
い
で
を
持
ち
ま
い
ら
し
て
、
請
神
の
舞
台
へ
招
じ
直

　
　
い
て
、
く
ら
へ
へ
上
げ
の
　
太
願
き
せ
い
の
、
ほ
ど
か
し
神

　
　
楽
を
ま
い
ら
す
る
、
其
の
御
為
に
、
送
り
迎
へ
に
神
道
　
道

　
　
橋
行
い
請
じ
ま
い
ら
す
る
、
（
以
下
は
神
道
の
行
い
文
）

お
わ
り
て
、

　
　
二
十
八
社
が
火
の
神
、
三
十
六
社
、
清
き
へ
っ
つ
い
荒
神
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ
ガ
ミ

　
　
七
十
二
社
が
屋
の
神
、
年
神
、
年
徳
神
、
自
在
天
神
、
十
ニ

　
　
　
　
ウ
ブ

　
　
人
が
生
産
の
神
、
二
十
四
人
は
子
安
の
子
、
恵
美
須
、
太
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ト
ビ
メ

　
　
七
夕
、
陽
楽
／
七
夕
、
ラ
ン
ゴ
ウ
七
夕
、
乙
娘
、
光
る
七
夕
、

　
　
ツ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
作
る
す
じ
よ
う
は
、
宇
賀
の
芽
、
宇
賀
の
麻
、
宇
賀
の
お
精

　
　
マ

　
　
霊
、
ゑ
び
す
太
墨
、
福
の
御
神
様
、
三
ん
じ
よ
は
一
チ
メ
に

　
　
七
ナ
間
が
奥
の
、
式
の
こ
ぜ
ん
、
の
り
く
ら
御
幣
を
、
広
く

　
　
　
　
　
　
ア
タ
ラ

　
　
に
許
い
て
、
新
し
請
神
の
舞
台
（
以
下
、
綾
が
千
反
か
ら
、

　
　
三
尺
一
歩
御
幣
迫
）
、
是
の
り
く
ら
へ
、
い
と
ん
よ
静
か
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド
キ

　
　
か
・
り
て
用
合
成
り
賜
、
大
願
き
せ
い
、
申
し
解
の
、
く
ら

」
十
オ

」
十
ウ
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ゑ

へ
上
の
清
め
水
は
、
天
竺
柳
三
川
の
百
三
川
の
（
以
下
一

　
　
回
か
ら
十
二
回
迫
同
じ
。
仲
で
一
回
位
い
神
々
の
名
前
を
附

　
　
け
る
。
又
時
間
の
都
合
で
、
礼
水
を
く
ん
だ
法
々
に
て
、
二

　
　
回
分
一
ツ
に
し
て
サ
ア
バ
ラ
の
神
楽
を
行
ふ
場
合
有
り
。
三

　
　
回
ま
と
め
る
は
非
礼
と
成
る
）

お
わ
り
て
、
ご
と
う
の
神
楽

　
◎

神
の
そ
だ
ち
を
、
ど
こ
か
ゆ
ら
か
と
た
つ
ね
れ
ば
、

　
　
ス
ギ
シ
ュ
ウ
キ
シ
ュ
ウ
　
ウ
エ
マ
ツ
　
シ
タ
マ
ツ
　
セ
ン
ゴ
ク

　
　
杉

洲
記
洲
、
上
松
、
下
松
、
千
石
、
田
の
中
よ
り
は
、

　
　
そ
だ
ち
有
る
ろ
う
、
そ
だ
ち
あ
ら
ば
こ
そ
、
迎
へ
て
用
じ
て

　
　
か
く
し
て
か
ま
え
て
、
／
祝
い
ぞ
め
し
よ
う
、
祀
り
ぞ
め
し

　
　
よ
う
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
ウ
、
御
本
地
く
わ
し
く
よ
み
や
、

　
　
ひ

ら
い
て
ま
い
ら
す
る

　
（
是
よ
り
ゑ
び
す
の
本
地
を
神
楽
す
る
。
他
の
大
夫
に
七
夕
の

　
　
　
イ
ノ

祭
文
を
祈
ら
す
。
若
し
時
間
が
な
け
れ
ば
両
方
共
に
い
の
ら
し
て
、

其
の
一
方
で
役
者
は
神
楽
を
先
へ
進
め
る
。
字
文
が
長
文
で
有
る

か
ら
）

◎
注
沢

　
他
の
神
は
な
く
て
、
恵
美
須
だ
け
の
大
祭
で
有
る
。
家
で
は
両

方
共
神
楽
に
す
る
。
見
せ
場
が
な
く
な
る
か
ら
。
ご
と
う
の
神
楽

が
全
部
お
わ
り
て
か
ら
、

　
◎
是
迫
十
二
万
才
、
ご
と
う
の
太
い
じ
と
く
ら
ゑ
て
、
へ
上
げ

　
　
て

太
願

き
せ
い
、
ほ
ど
か
し
神
楽
は
差
し
上
げ
申
し
て
ご
ざ

　
　
れ

ば
、
と
け
て
ほ
ど
け
て
御
た
ん
の
う
、
御
法
楽
を
召
さ
れ

　
　
　
　
タ
ノ
へ
く

　
　
て

賜
れ
頼
ま
い
ら
す
る
、
良
き
荏
び
お
召
す
よ
の
か
ら
で
は
、

　
　
又
も
や
大
願
き
せ
い
も
込
め
お
き
申
す
が
、
是
れ
先
々
に
お

　
　
い
て

　
氏
子
へ
取
り
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
キ

　
（
以
下
例
の
如
く
に
、
く
ら
し
向
の
／
祈
願
を
と
な
へ
て
、
五

」

＝
オ

」

一
一
ウ

年
三
年
う
つ
ろ
い
し
だ
い
で
、
く
ら
ゑ
へ
上
の
大
祭
も
差
上
る
旨

の
願
ん
立

を
し
て
、
朝
夕
に
お
か
い
の
初
穂
、
作
り
の
初
穂
、
働

　
　
　
　
　
　
　
　
ア

き
、
果
物
の
初
穂
も
供
げ
る
如
く
旨
を
告
申
し
て
、
舞
台
の
飾
り

物
、
其
の
他
を
広
く
に
許
い
て
、
地
、
中
、
天
台
将
軍
清
ま
り
へ

上
り
、
七
間
が
奥
の
頂
台
宝
え
、
元
の
二
十
八
社
、
火
の
神
、
其

の

他
の
神
の
位
い
に
、
安
座
本
座
天
ん
げ
の
位
に
上
げ
る
）

　
次
に
、

　
◎

そ
れ
そ
う
ご
ざ
れ
ば
、
神
が
も
り
め
、
神
楽
の
役
者
、
富
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
男
は
、
富
や
宝
を
、
七
ナ
間
が
奥
の
頂
台
社
へ
負
い
込
み
、

　
　
さ
で
こ
み
、
御
礼
千
代
の
神
楽
を
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

◎
品
物
を
ゑ
ぶ
す
だ
な
へ
負
い
こ
む
作
法

　
ム
コ

　
向
ふ
神
楽
を
し
た
家
の
者
が
馬
の
役
、
ア
ワ
の
ホ
又
は
イ
ネ
の

ホ
を
、
ホ
が
両
方
に
出
る
様
に
く
わ
え
る
。
神
楽
幣
を
両
手
に

持
っ
て
杖
へ
に
突
い
て
、
せ
中
の
上
に
物
が
の
る
様
に
／
か
“
む
。

　
　
　
　
オ
カ
　
ミ

其
の
家
の
御
女
将
は
恵
比
須
棚
の
元
に
立
つ
。
主
役
の
太
夫
、
扇

を
馬
の
せ
に
お
き
、
祓
い
幣
を
持
ち
、
先
づ
幣
を
扇
の
上
に
立
て
、

両
方
共
落
ち
な
い
様
に
持
つ
。

◎
一
人
の
太
夫
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
ト
ワ

　
　
此
の
家
、
祭
神
は
な
に
ぞ
と
神
問
ば
、

と
神
楽
で
言
ふ
。

○
主
役
の
太
夫
は
、

　
　
是
の

祭
神
は
、
法
つ
や
の
法
殿
の
、
宇
賀
の
お
魂
が
先
き
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で

　
　
け
で
、
出
る
法
殿
は
神
と
し
ば
ら
が
立
ち
出
る
、
今
の
り
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ

　
　
す
の
は
富
男
（
此
処
迄
は
毎
回
同
）
、
の
り
く
ら
御
幣
、
大

　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
し
ろ
ク
ラ

　
　

ダ
イ
小
ダ
イ
を
七
間
が
奥
の
頂
台
社
へ
倉
入
れ
し
よ
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ユ
マ

　
　
富
男
一
里
の
内
を
歩
せ
給
へ
や
、
富
男
（
ゑ
ぶ
す
だ
な
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ユ
ミ

　
　
行

に
神
楽
に
合
し
て
、
杖
を
突
き
乍
ら
歩
く
）
、
歩
給
や
富

」

一
ニ
オ
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男
、
の
り
く
ら
御
幣
、
お
く
ら
入
れ
し
よ
や
富
男
、
ひ
で
山

　
　

打

ち
越
へ
て
歩
み
給
よ
富
男
（
ゑ
ぶ
す
棚
に
つ
い
た
ら
、

　
　
オ
　
カ
　
ミ

　
　

御
女
将
に
幣
を
手
わ
た
し
て
）
、
の
り
く
ら
御
幣
を
御
倉
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ミ

　
　

れ

し
ょ
う
や
富
男
、
／
お
女
将
は
幣
を
供
え
る
。
以
下
毎
回

　
　
同
じ
作
法
。

　
　
ク
ラ

　

◎
倉
入
れ
も
ど
り
の
富
男
、
歩
み
給
え
や
富
男
、

　
　
（
元
に
も
ど
り
て
次
に
餅
）

前
文
の
や
り
取
り
を
く
ら
ゑ
て
、
以
下
同
様
。

　
　
ウ
エ
　
　
　
　
　
　
デ
ン

　
◎
植

た
が
、
京
田
う
へ
べ
き
物
は
餅
草
の
花
、
頂
台
宝
え
倉
入

　
　
れ
し
ょ
や
富
男
、
歩
み
給
え
や
富
男
、
歩
ま
せ
給
よ
富
男
、

　
　

よ
ん
べ
の
ゆ
め
に
こ
そ
、
こ
し
き
餅
ゆ
め
に
見
て
、
今
朝
早

　
　
や
て

に
取
り
喜
ぶ
、
餅
草
の
花
、
く
ら
入
れ
し
ょ
う
や
富
男
、

　
　
く
ら
入
れ
も
ど
り
の
富
男
、
歩
み
給
や
富
男
、

○
次
に
種
物
、
前
文
に
つ
“
い
て
、

　
　
　
　
　
タ
ナ
コ

　
　
ご

穀
の
種
子
を
御
く
ら
入
れ
し
よ
う
や
富
男
、
此
の
屋
奥
の

　
　
間
で
ド
ン
ド
ラ
と
し
め
く
、
何
の
音
か
と
立
ち
寄
り
見
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ワ
ラ
　
　
　
　
　
ッ
ミ

　
　
福
や
女
に
富
や
男
が
七
人
揃
ふ
て
、
米
の
表
を
倉
え
積
込
む
、

　
　
　
　
ト
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス

　
　
め

ん

鳥
こ
そ
お
、
お
ん
ど
り
こ
そ
を
、
羽
根
は
体
め
た
、
ア

　
　

ワ
の
ホ
は
か
み
た
れ
て
、
お
く
ら
入
れ
し
よ
お
や
富
男
、
歩

　
　
み
給

よ
富
男
、
／
く
ら
入
れ
も
ど
り
の
富
男
、
歩
み
給
え
や

　
　
富
男

○
次

に
お
金
、
前
文
に
つ
“
い
て
、

　
　
大
判
小
判
を
七
ナ
間
が
奥
の
頂
台
宝
へ
、
く
ら
入
れ
し
よ
う

　
　
や
富
男
、
一
里
の
内
を
歩
み
給
や
富
男
、
此
の
や
お
く
の
ま

　
　

で
、
チ
ン
ザ
ラ
ザ
ラ
メ
ク
、
何
の
音
か
と
立
寄
り
見
れ
ば
、

　
　
福
や

男
に
富
や
女
子
が
七
人
そ
ろ
う
て
、
二
斗
入
る
桶
で
大

　
　
判
小
判
を
計
る
音
か
よ
、
倉
入
れ
し
よ
う
や
富
男
、
倉
入
れ

」

一
ニ
ウ

」

一
三
オ

　
　

も
ど
り
が
富
男
、
歩
み
た
ま
ゑ
や
富
男
、

○
次

に
酒
、
前
文
に
つ
“
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ゴ
ク
　
ヨ
ノ

　
　
ご

穀
ご
水
を
、
倉
入
れ
し
よ
う
や
富
男
、
千
石
の
米
す
り
、

　
　
マ
ン
ゴ
ク

　
　

万

石
の

か
め

に
お
め
し
に
た
い
て
、
宵
に
作
り
こ
み
、
夜

　
　
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ

　
　

半

に
そ
へ
か
け
、
今
朝
盛
る
酒
は
、
甘
酒
に
成
る
ろ
う
、
か

　
　

ら
酒
に
な
る
ろ
う
、
神
は
よ
ろ
こ
ぶ
、
歩
み
給
え
や
富
男
、

　
　
　
　
　
　
　
　
び
く

　
　
ゑ

ぶ
す
舞
い
の
三
舞
い
に
良
う
舞
ふ
た
（
二
三
回
、
座
敷
中

　
　
歩
き
ま
わ
っ
て
舞
ふ
）
ご
穀
こ
す
い
を
、
倉
入
れ
／
し
よ
う

　
　

や
富
男
、

　
（
到
）

○

至
着
し
た
ら
ト
ツ
ク
リ
を
持
っ
て
、

　
　
イ
　
　
　
　
タ
ワ
ラ

　
　
一
チ
で
表
を
踏
ん
ま
へ
た
、
二
で
に
つ
こ
り
笑
ふ
た
、
三
び

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヅ
モ
　
オ
オ

　
　
酒

を
作
っ
た
、
四
ツ
世
の
中
良
い
様
に
、
五
ツ
出
雲
の
大

　
　
ヤ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ナ

　
　
社

ろ
、
六
ツ
無
病
そ
く
さ
い
に
、
七
ツ
何
事
無
い
様
に
、
八

　
　

ツ
屋
敷
を
踏
み
広
め
、
九
ツ
小
倉
を
建
て
拉
べ
、
十
で
ト
ツ

　
　

ク
リ
納
つ
た
、
ワ
ツ
ハ
ツ
ハ
ー

と
二
三
回
笑
つ
て
、
お
か
み
に
渡
す
。

　
他
の
役
者
も
声
を
揃
へ
て
大
声
で
笑
ふ
。
氏
子
も
笑
ふ
。
馬
は

色
々
芸
を
し
乍
ら
歩
く
。
急
で
す
ま
し
た
り
、
静
か
な
行
動
で
は

不

可
。
他
の
者
も
行
っ
た
り
、
来
た
り
、
手
を
ふ
り
足
を
ふ
り
し

て

お
供
を
す
る
。
太
鼓
も
芸
を
し
て
打
つ
。
一
同
楽
し
い
気
持
ち

に

成
っ
て
、
に
ぎ
や
か
に
す
る
様
に
心
掛
け
る
事
が
大
切
也
り
。

○
次
に
座
に
も
ど
り
ゑ
ぶ
す
ま
わ
し
。
（
ア
ワ
ヂ
島
の
三
番
そ
う

の
調
子
に
芸
を
し
な
が
ら
）

　
○
エ
ー
エ
ー
ゑ
い
や
は
ー
後
か
ら
入
り
来
る
、
ゑ
び
す
三
郎
三

　
　
　
　
　
モ
ン

　
　
ん

左
へ
門
の
尉
じ
や
あ
生
れ
し
年
号
く
わ
し
く
問
え
ば
、
／

　
　
福
徳
元
年
正
月
三
日
に
、
み
の
日
み
の
こ
く
、
み
の
御
ん
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン
ド

　
　
に
合
せ
御
証
生
な
さ
れ
ま
し
た
、
な
さ
れ
ま
し
た
、
納
戸
口

」

一
三
ウ

」

一
四
オ
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ウ
ブ

　
　
よ
り
生
産
湯
は
わ
か
い
て
、
ぬ
る
湯
に
あ
つ
湯
に
合
わ
し
て

　
　
洗
い
清
め
た
、
そ
れ
な
る
上
に
綾
や
が
千
反
、
錦
が
千
反
、

　
　
た
ち
ぬ
い
着
せ
た
、
た
い
の
サ
シ
身
に
す
い
附
く
様
な
、
数

　
　
　
　
サ
カ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ギ

　
　
の
子
の
肴
で
、
辮
天
さ
ん
の
お
し
や
く
で
注
掛
ケ
て
は
、
ド

　
　
ク
ド
ク
よ
、
引
き
受
け
て
ガ
ブ
ガ
ブ
よ
、
注
か
け
て
や
ド
ク

　
　
ド
ク
よ
、
引
受
て
や
ガ
ブ
ガ
ブ
よ
、
な
ん
ぼ
ゑ
べ
っ
さ
ん
が

　
　
お
酒

に
好
き
と
て
、
杯
が
重
な
り
や
、
目
元
グ
ラ
グ
ラ
鼻
元

　

　
ヒ
ク
ヒ
ク
、
口
元
タ
ラ
タ
ラ
、
む
ね
元
ド
キ
ド
キ
じ
や
、
良

　
　
い
や
き
げ
ん
と
是
れ
な
る
上
に
や
あ
、
す
な
ご
あ
そ
び
も
良

　
　
か

ろ
と
決
め
こ
ん
で
、
ワ
ラ
ヂ
ケ
ハ
ン
は
シ
ン
ガ
ラ
シ
ャ
ン

　
　

ト
し
め
こ
ん
で
、
沖
え
々
々
と
、
こ
ぎ
い
で
ま
し
て
、
さ
を

　
　
シ
チ
ク
　

コ

ト
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
キ

　
　
は

七
九

の

今
年
の
竹
で
金
ん
の
つ
り
ば
り
、
五
色
の
糸
で
よ

　
　
ん

べ
生
れ

た
、
エ
ビ
の
子
の
え
さ
で
／
右
え
投
込
む
、
小
さ

　
　
い
鯛
や
ツ
ン
に
げ
た
、
左
へ
投
込
む
、
大
き
い
鯛
や
奇
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
レ
ウ

　
　
来
た
。
向
ふ
え
投
込
む
、
大
き
な
鯛
や
ツ
リ
上
げ
た
。
大
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
カ
タ

　
　
た
い
れ
う
と
、
お
舟
に
積
込
ん
で
、
元
の
館
へ
お
帰
り
召
さ

　
　
る
、
此
の
屋
恵
美
須
を
頂
愛
す
れ
ば
、
岡
は
万
作
、
沖
は
大

　
　
　
ム
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン
ギ
ン

　
　
魚
で
麦
作
良
ふ
て
、
米
作
良
う
て
、
小
金
、
金
銀
日
に
ひ
に

　
　
タ
マ
　
　
　
　
　
　
タ
マ

　
　
預

る
、
お
金
頂
れ
ば
お
女
将
さ
ん
ニ
コ
ニ
コ
、
旦
那
さ
ん
も

　
　
ニ
コ
ニ
コ
、
子
供
等
も
ニ
コ
ニ
コ
、
無
病
息
災
、
鶴
は
千
年
、

　
　
亀

は
万
年
、
東
法
薩
は
九
万
九
千
年
、
お
家
繁
昌
と
祝
い
込

　
　
め

た
ぞ
め
で
た
や
な
バ
ッ
ハ
ッ
ハ
ア
ー
、

と
に
ぎ
や
か
に
笑
ふ
で
お
わ
り
。

◎
注
沢

　
ゑ

ぶ
す
神
楽
は
、
出
来
る
だ
け
に
ぎ
や
か
に
、
氏
子
連
中
も
神

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ゼ
イ

楽
の
役
者
に
加
え
て
　
大
藝
で
神
楽
を
行
ふ
の
が
良
い
。
に
ぎ
や

か

に
す
る
様
、
心
掛
け
る
事
。

」

一
四
ウ

」

一
五
オ

　
是

よ
り
、
其
の
家
で
新
し
い
み
こ
神
の
取
上
神
楽
、
又
は
天
当

祭
り
（
御
十
七
夜
、
三
日
月
、
三
十
三
夜
等
）
の
大
祭
。

　
祀
り
の
予
定
の
無
い
時
に
は
、
弓
送
り
の
神
楽
が
有
る
。
是
迄

に
弓
送
り
を
す
ま
し
て
有
る
場
合
に
は
必
要
無
し
。

　
ア
ラ

　
新
ミ
コ
神
の
行
事
は
弓
が
必
要
。
天
当
請
神
祭
に
は
弓
は
不
用

也
り
。

◎
弓
送
り
の
神
楽
の
し
だ
い

　
役
者
一
同
弓
を
か
こ
ん
で
、
本
役
の
太
夫
は
矢
を
持
ち
、
弓
の

前
に
着
座
。
他
の
者
は
神
楽
幣
を
持
つ
て
、
本
役
と
向
い
合
い
て

座
す
。
神
楽
調
子
に
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ

　
◎
此
の
弓
や
だ
れ
の
弓
、
主
は
知
ら
ね
ど
、
天
竺
王
の
宝
の
王

　
　
の

弓
、
何
と
か
祝
ふ
て
祝
い
直
い
て
、
白
ら
葉
が
山
ゑ
弓
送

ろ
う
、
押
し
張
り
下
げ
張
り
押
し
や
開
い
て
、
弓
送
ろ
う
、

　
ツ
ル

／
弦
う
ち
シ
ン
ヒ
キ
た
に
し
よ
う
ゆ
ら
り
と
、
肩
に
投
げ
掛

　
　
　
　
　
　
　
キ
ノ
エ
キ
ノ
ト

ケ
、
東
し
と
う
方
甲
乙
が
方
へ
は
一
万
九
千
里
、
か
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
シ
　
ウ
テ
　
　
　
ヨ
カ
シ
ラ
ヤ
カ
シ
ラ

い

り
、
山
入
り
す
れ
ば
、
猪
を
射
ば
、
四
頭
八
頭
、
射
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
モ

て

通
れ
と
許
さ
れ
た
、
鳥
を
射
て
ば
、
四
羽
根
、
百
々
羽
根
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
キ

射
い
て
落
せ
と
許
さ
れ
た
、
敵
（
カ
タ
キ
）
に
向
ふ
て
、
千

ぎ
の
敵
も
万
儀
の
敵
も
ふ
せ
い
で
通
れ
と
許
さ
れ
た
、
南
み

　
　
ヒ
ノ
ヱ
ヒ
ノ
ト

南

方
丙
丁
が
方
、
一
万
九
千
里
山
入
り
す
れ
ば
（
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
チ
ノ
エ
ツ
チ
ノ
ト

同
文
）
、
西
し
が
西
方
　
戌
　
巳
　
が
方
（
以
下
同
文
）
、
北

　
ポ
ッ
　
　
カ
ノ
エ
カ
ノ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ラ
チ
ウ
　
　
ミ
ズ
ノ
エ
ミ
ズ
ノ
ト

が
北

方
庚
辛
が
方
（
以
下
同
文
）
、
空
中
方
壬
　
癸

が
方
（
以
下
同
文
）
、
此
の
弓
十
六
天
の
床
に
建
て
置
き
恐

れ

が
無
い
の
が
王
の
弓
、
天
乃
太
い
お
ん
崎
様
の
御
棚
に
置

い
て

も
恐
が
な
い
の
が
王
の
弓
、
此
の
弓
十
六
天
の
三
ん
の

ヤ

ナ
カ

屋
中
へ
置
い
て
も
（
以
下
同
文
）
、
／
此
の
弓
三
ん
神
如
来

を
く
ら
ゑ
、
へ
上
げ
の
弓
と
も
借
し
置
き
申
さ
う
、
此
の
弓
、

」

一
五
ウ

」

一
六
オ
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本
代
如
来
、
天
代
如
来
を
へ
上
げ
の
弓
と
も
（
以
下
同
文
）
、

此
の

弓
西
山
狩
師
、
東
山
狩
師
の
射
ち
取
る
弓
と
借
し
置
き

　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
ブ

申
さ
う
、
此
の
弓
文
部
の
氏
子
が
、
堂
宮
建
立
、
家
屋
敷
お

建
て

ま
い
ら
す
其
の
御
時
に
、
悪
魔
射
携
い
の
弓
と
も
借
し

置
き
申
さ
う
、
此
の
弓
お
さ
な
い
氏
子
が
弓
矢
を
求
め
て
、

ふ
ん

だ
り
け
り
た
り
し
て
も
恐
の
な
い
の
が
王
の
弓
、
此
の

弓
持
ち
て
わ
山
を
通
り
て
恐
れ
が
な
い
、
川
を
通
り
て
半
徳

水
神
に
恐
が
な
い
、
此
の
弓
海
を
通
り
て
八
大
海
竜
宮
に
恐

が

な
い
、
此
の
弓
祈
念
祈
祷
弓
と
も
借
し
お
き
申
そ
う
、
王

の
宝
の
王
の
弓
な
れ
ば
、
東
し
東
方
白
葉
が
山
ゑ
弓
送
ろ
、

西
方
白
葉
の
山
え
弓
送
う
、
／
南
方
白
葉
が
山
え
弓
送
ろ
、

北
方
白
葉
が
山
え
弓
送
ろ
う
、
中
段
国
、
地
団
国
、
天
団
国

え
弓
送
ろ
う
、
も
ど
り
て
成
就
帰
り
て
し
ゅ
う
へ
ん
、
安
座

　
ク
ラ

の

位
い
に
本
座
の
位
に
天
げ
の
位
い
と
上
り
ま
せ
、
元
筈
三

　
　
　
　
ア
ワ
イ

尺

二

歩
の
問
え
天
照
太
神
八
幡
、
春
日
の
明
神
、
日
本

サ
ン

ジ

ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

三
処
の
神
を
は
行
い
下
ろ
い
て
行
い
使
ふ
て
御
座
れ
ば
、
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
レ

く
に
許
い
て
本
の
お
ご
ざ
ゑ
上
り
ま
せ
、
末
筈
三
尺
二
歩
の

あ
わ
い
え
ア
ッ
チ
、
ヒ
メ
グ
リ
、
三
じ
ゆ
の
神
を
行
い
下
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ト

い

て
、
行
い
使
ふ
て
ご
ざ
る
が
、
広
く
に
許
い
て
本
の
お
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
チ
ゲ
ツ

ざ
え
上
り
ま
せ
、
中
筈
三
尺
二
歩
の
ア
ワ
イ
へ
日
月
二
体
の

ツ

キ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ

月
日
の
将
軍
様
を
は
行
い
下
ろ
い
て
、
行
い
使
ふ
て
ご
ざ
れ

ば
、
広
く
に
許
い
て
通
り
天
え
上
り
ま
せ
、
折
り
紙
へ
だ
て

の
紙

に
は
村
で
は
一
ツ
社
の
氏
神
九
万
九
千
の
星
の
命
／
様

　
オ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ
ウ

を
行
い
下
ろ
い
て
行
い
使
ふ
て
ご
ざ
る
が
、
広
く
に
許
い
て

モ

ト
本
の
社

ろ
へ
上
り
ま
せ
、
九
字
や
十
字
の
御
本
尊
様
、
広
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ル

に
許
い
て
元
の
社
ろ
へ
上
り
ま
せ
、
弓
の
弦
に
は
天
竺
ヌ
ベ

の
大
神
様
を
行
い
使
ふ
て
ご
ざ
れ
ば
、
元
の
お
ご
ざ
へ
上
り

」

一
六
ウ

」

一
七
オ

　
　
　
ナ

ま
せ
、
七
な
ひ
ろ
三
尺
附
け
縄
は
、
大
山
不
動
様
を
わ
行
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
ホ
ド
ケ

頼
ふ

で
、
行
い
使
ふ
て
ご
ざ
れ
ば
、
解
け
て
解
て
、
元
の
お

ご

ざ
え
上
り
ま
せ
、
四
寸
二
歩
の
も
ち
竹
に
は
、
昔
中
頃
今

ま
当
代
の
ミ
コ
神
様
を
行
い
下
ろ
い
て
、
行
い
使
ふ
て
ご
ざ

れ

ば
、
広
く
に
許
い
て
、
天
竺
神
楽
が
山
え
上
り
ま
せ
、
一

尺
五
寸
の
ぶ
ち
竹
に
は
記
洲
高
野
山
の
、
ス
“
の
竹
と
も
行

い
使
ふ
て
ご
ざ
れ
ば
、
広
く
に
許
い
て
高
野
山
え
上
り
ま
せ
、

九

十
九
送
り
白
葉
が
山
え
弓
送
ろ
、
も
ど
り
て
成
就
、
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ダ

て

し
ゆ
う
へ
ん
、
安
座
の
位
い
に
着
き
／
給
え
、
賀
多
の
大

神
様
で
神
送
ろ
、
が
あ
し
ん
、
と
う
で
う
、
ほ
ん
が
く
、
ほ

ん

し
ん
　
賀
多
の
大
神
と
上
り
ま
せ
、

」

一
七
ウ

○
注

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
コ
　
　
マ

　
此
処
で
弓
を
附
け
板
か
ら
と
き
ほ
ど
い
て
、
床
の
間
に
立
て
置

い

て
、
祭
が
終
り
た
あ
と
で
、
鎭
め
の
舞
い
と
し
て
弓
の
舞
い
を

行
ふ
。
書
き
忘
れ
た
が
、
弓
を
解
く
前
に
、
弓
迎
え
の
時
に
行
い

使
ふ
た
処
を
「
バ
リ
印
に
て
」
、

　
　
行
い
使
ふ
た
神
は
元
の
社
ろ
へ
上
り
ま
せ
、
行
い
使
ふ
た
字

　
　
文
字
法
は
、
現
（
カ
ン
ナ
キ
）
左
の
挟
え
も
ど
ら
せ
給
え

　
　
サ

モ
ン

ナ
リ
く
サ
モ
ン
デ
ン
と
掛
ケ
オ
キ
マ
イ
ラ
ス
ル

　
　
（
バ
リ
上
ゲ
ル
）

　
ア
ラ

　
新
ミ
コ
神
の
取
上
神
楽
の
無
い
時
、
引
き
ツ
“
キ
日
月
祭
も
無

い
場
合
に
は
、
是
で
宅
神
祭
は
終
っ
た
事
に
成
る
。

◎
供
え
物
を
、
貰
い
下
げ
る
作
法
（
氏
神
の
大
祭
の
時
の
字
文
作

法
同
じ
。
す
べ
て
の
供
へ
物
を
下
げ
る
）

◎
荒
神
鎭
め
の
作
法
（
氏
神
の
時
と
同
じ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
一
八
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト

③
神
送
り
。
十
六
天
ゑ
時
雇
わ
れ
が
頭
へ
附
く
だ
け
で
、
他
は
同

じ
。
最
後
の
部
分
で
、
其
の
家
に
祀
つ
て
有
る
神
々
は
、
其
の
家
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の
各
部
処
に
鎭
る
様
に
、
字
文
を
替
へ
る
。

た
と
ゑ
ば
、

　
　
十
六
天

の
地
神
荒
神
様
は
、
十
六
天
の
、
大
地
八
尺
二
歩
其

　
　
の
下
、
小
金
の
御
宝
殿
え
、
七
間
が
奥
の
頂
だ
い
宝
え
、
恵

　
　
美
須
大
墨
、
福
の
神
、
天
の
高
神
様
は
、
十
六
天
の
神
楽
が

　
　
山
え
、
御
神
前
に
は
天
照
大
神
、
八
幡
、
春
日
の
明
神
、
王

　
　
　
　
　
テ
ン
チ
ウ

　
　
流
王
様
、
天
中
ヒ
メ
宮
、
天
竺
伊
邪
那
岐
大
神
命
様
と
も
、

　
　
鎭
り
用
合
成
り
賜
ふ
、

　
　
　
カ
ン

　
始
め
に
勧
請
し
た
庭
え
送
れ
ば
良
い
。

◎
座
祝
い
。
是
も
、

　
　
十
六
天
え
は
、
参
り
て
神
の
事
し
て
、
お
家
を
荒
い
た
、
何

　
　
と
か
祝
ふ
て
、
祝
い
直
そ
う
で
、

以
下

は
氏
神
の
時
と
同
じ
で
有
る
。

◎
弓
の
舞
い
（
舞
い
の
動
作
を
文
に
書
い
て
理
解
さ
す
の
は
大
変

に
む
つ
か
し
い
）

　
先
づ
上
衣
を
ぬ
い
で
、
裸
き
八
巻
し
て
、
弓
を
横
に
持
つ
て
座

し
、
一
礼
し
て
左
足
一
歩
、
踏
出
す
。
同
時
に
左
手
を
向
ふ
上
方

に

突
き
出
す
。
弓
は
肩
バ
バ
に
上
ワ
向
き
、
手
に
に
ぎ
っ
て
居
る

の

で
、
右
方
は
後
方
に
成
る
。

　
次

は
下
方
か
ら
上
方
に
ま
わ
す
様
に
、
右
手
を
前
上
方
に
ま
わ

す
。
同
時
に
右
足
を
一
歩
前
進
、
次
に
左
づ
ま
り
、
左
右
左
と
三

回
前
進
。
次
に
左
か
ら
三
足
後
退
。
お
わ
つ
て
、
む
ね
の
高
に
弦

を
上
に
し
て
横
に
持
つ
。
此
の
場
合
、
矢
も
二
本
、
左
手
に
に
ぎ

り
持
つ
（
此
の
動
作
と
い
つ
し
ょ
に
他
の
太
夫
は
次
の
字
文
を
、

神
楽
調
子
で
動
作
に
合
わ
い
て
唱
え
て
や
る
）

　
○
弓
を
取
る
ろ
う
　
耗
ん
で
居
る
ろ
う

　
○
次

に
弓
を
持
つ
た
人
は
、
小
足
に
足
を
運
び
乍
ら
、
／
右
ま

」

一
八
ウ

」

一
九
オ

わ
り
に
一
回
轄
、
左
ま
い
に
一
回
韓
。
右
ま
い
に
一
回
轄
。
右
足

半
歩
後
ろ
に
引
い
て
、
腰
か
ら
上
を
大
き
く
後
ろ
に
そ
ら
す
。

　
次

に
右
足
を
揃
え
て
上
体
を
向
に
曲
げ
、
弓
を
持
つ
た
手
を
充

分
先
方
に
突
出
す
。
も
う
一
回
同
じ
動
作
（
他
の
役
者
、
次
の
様

に
唱
え
る
）

　
　
　
　
　
　
コ
コ
チ
　
　
　
ト
ウ
ホ
ウ

　
○
権
太
王
の
心
持

で
、
東
方
浄
土
え
千
里
も
行
く
ろ
う
、
万
里

も
行
く
ろ
う
）

　
　
　
　
　
ヒ
ガ
シ

囲
因
神
前
を
東
と
す
る
。

　
次

に
舞
人
は
右
舞
い
に
一
回
韓
、
左
舞
い
に
半
回
轄
、
南
方
に

当
る
方
角
迫
、
右
へ
一
回
韓
す
る
と
、
南
に
向
く
。
南
に
向
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン
ホ
ウ

ニ

回
、
前
記
の
作
動
作
（
唱
え
る
人
は
、
南
方
浄
土
へ
と
、
方
角

だ

け
替
て
唱
え
る
。
以
下
西
北
中
（
中
は
向
い
た
方
角
）
。

○
注
意
心
掛

　
舞
い
は
手
ぶ
り
を
大
き
く
、
体
を
や
わ
ら
か
く
、
波
が
大
波
小

波

と
／
打
ち
奇
せ
返
す
様
に
舞
ふ
。
早
過
ぎ
て
も
お
そ
過
ぎ
て
も
、

木
で
こ
を
こ
ろ
が
す
様
な
姿
に
成
っ
て
も
不
可
。

　
二

回
目
は
右
手
を
右
下
に
、
左
手
を
左
上
に
、
右
舞
い
一
回
。

次

に
左
手
下
に
右
手
上
に
舞
い
も
ど
る
。
右
下
、
左
上
に
一
回
韓
。

横

に
持
つ
て
前
方
に
二
回
（
五
方
え
舞
）
。

　
三

回
目
、
弓
に
矢
を
ツ
ガ
ヱ
て
、
從
に
持
っ
て
、
右
に
一
回
、

左

に
一
回
、
右
一
回
轄
。
正
面
に
て
、
足
を
前
後
に
ふ
ん
ば
り
て
、

弓
を
前
後
に
動
作
し
て
、
矢
を
射
る
ま
ね
を
す
る
。
放
た
な
い
。

　
次

に
横
に
大
き
く
弓
を
動
作
し
て
引
く
ま
ね
を
す
る
。

（○
他
の
役
者
は
、

　
　
ヒ
ガ
シ
ト
ウ
　
　
キ
ノ
ェ
キ
ノ
ト

　
　

東
東
方
甲
乙
が
方
え
は
、
悪
魔
き
神
は
射
沸
い
の
弓
、

　
　
福
徳
宝
を
引
奇
の
弓
、

と
唱
え
る
。
五
方
。
唱
え
と
舞
い
の
動
作
が
合
ふ
様
に
、
両
人
共

」

一
九
ウ
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心
掛
る
。

　
　
　
ヒ
ノ
エ
ビ
ノ
ト
　
　
　
　
ツ
チ
ノ
ヱ
ツ
チ
ノ
ト
　
　
　
　
カ
ノ
ヱ
カ
ノ
ト

　

南
が
丙
丁
、
西
は
戌
　
巳
、
北
は
庚
辛
、
／
空

　
　
　
ミ
ズ
ノ
ヱ
ミ
ズ
ノ
ト

が

中
方
壬
　
癸
。

　

舞
い
人
は
中
は
上
に
向
け
て
、
動
作
。

　
次

に
弓
を
肩
に
取
る
。
左
肩
に
の
せ
て
一
回
。
右
肩
に
取
り
替

え
て
一
回
。
左
に
取
り
て
、
一
回
。
正
面
に
て
、
右
手
で
弓
の
中

程
を
に
ぎ
り
、
頭
の
上
に
て
大
き
く
横
に
八
、
八
の
字
を
書
く
様

に
三
回
ま
わ
し
、
横
に
持
ち
左
手
を
そ
へ
て
、
正
面
え
お
が
む
様

に
差
し
出
す
。

〇
二
回
（
同
五
方
え
）

　
次

に
弓
を
立
て
、
弦
を
右
手
に
そ
え
て
右
左
右
と
舞
い
、
正
面

で
弓
の
間
を
前
後
へ
ぬ
け
る
。
六
尺
以
上
の
弓
で
な
い
と
ぬ
け
れ

な
い
故
、
左
足
右
足
と
踏
み
込
ん
で
間
を
ぬ
け
た
事
に
す
る
（
五

方
）
。
字
文
、

　
　
東
方
浄
土
ヘ
オ
ダ
ラ
シ
　
ぬ
け
て
舞
ふ
よ
（
五
方
）

　
　
　
　
　
ア
タ
マ

　
次

に
、
弓
を
頭
の
上
に
の
せ
て
、
五
方
。
（
字
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
サ

　
　
東
方
浄
土
ヘ
オ
ダ
ラ
シ
傘
に
召
し
て
舞
ふ
う
よ
（
五
方
）

◎
次
に

弓
譲
り
の
舞
い

　
弓
を
弦
を
上
に
し
て
む
ね
の
高
さ
に
横
に
持
ち
、
一
番
始
め
の

舞
い
方
に
て
、
五
方
に
舞
ふ
。
（
唱
え
る
字
文
、
）

　
　
　
　
ツ
ド
エ

　
　
氏
子
集
よ
、
弓
譲
ろ
、

　
五
方
終
わ
る
と
、
相
い
役
の
役
者
一
名
出
て
向
い
合
い
、
氏
子

ツ

ド
エ

集
や
弓
譲
う
と
唱
え
乍
ら
、
左
右
左
と
、
弓
体
共
に
足
は
動
か

さ
ず
、
大
き
く
動
作
す
る
。
一
回
轄
し
て
左
右
左
、
三
回
轄
く
り

返

し
て
、
四
回
目
に
に
相
役
に
弓
を
渡
す
。
相
役
も
同
じ
動
作
を

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
ゴ

　
受

取
っ
た
相
役
は
横
に
持
っ
て
、
五
方
。
は
す
か
へ
に
交
互

」
二
〇
オ

」
二
〇
ウ

持
っ
て
五
方
。
か
つ
い
で
（
肩
）
五
方
。
再
び
横
に
持
っ
て
、
五

方
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
サ

　
（
此
の
時
に
唱
え
る
字
文
）
氏
子
集
え
よ
、
房
譲
ろ
。

　

五
方
終
わ
る
と
、
見
物
し
て
居
る
氏
子
の
肩
に
、
氏
子
集
へ
や

房
譲
う
と
唱
へ
乍
ら
、
弓
の
両
方
へ
紙
で
乍
っ
て
着
け
て
有
る
シ

デ

（房
）
千
切
っ
て
取
ら
す
。
シ
デ
が
全
部
無
く
／
成
つ
て
も
良

い
。
終
っ
て
弓
に
矢
を
し
ば
り
附
け
て
、
床
に
の
間
に
立
て
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　

此
の

間
に
、
弓
を
舞
ふ
た
太
夫
は
、
◎
米
譲
ろ
の
舞
い
を
行

ふ
。

　
先
づ
へ
ぎ
（
太
夫
の
持
つ
得
別
の
動
且
（
八
寸
角
供
の
四
歩
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ

に

フ
チ
取
り
を
し
た
品
）
に
お
供
に
使
つ
た
米
、
か
る
く
に
ぎ
り

て

入
れ
る
。

　
横
に
持
つ
て
弓
の
時
の
作
法
に
て
五
方
。

　
次
に
へ
ぎ
の
両
角
に
持
ち
替
え
て
、
右
に
舞
ふ
時
は
少
し
右
に

か

た
む
け
、
ま
い
も
ど
る
時
に
左
に
右
に
か
た
む
け
一
回
韓
。
米

の

こ
ぼ
れ
ぬ
て
い
ど
に
三
回
ま
わ
し
て
、
弓
の
時
と
同
様
に
大
き

く
後
前
々
々
と
動
作
す
る
（
供
え
て
舞
と
云
ふ
）
五
方

　
三

回
目
に
最
初
の
要
領
に
て
五
方
（
此
の
時
に
唱
え
る
）
「
氏

　
ツ
ド
エ
　
　
　
フ
マ

子
集
え
よ
、
米
譲
ろ
」

　
五
方
終
れ
は
相
役
が
出
て
弓
の
時
と
同
様
（
唱
へ
は
米
譲
ろ
）

受
取
っ
た
相
役
は
、
前
者
と
同
じ
方
法
で
舞
ふ
て
、
氏
子
に
米
ツ

ブ

を
／
少
量
ヅ
・
取
ら
す
。
弓
米
の
舞
い
終
り
。

　
　
　

注
沢

　
氏
子

は
、
房
は
各
人
の
家
に
持
ち
帰
り
神
棚
に
お
く
。
米
は
其

の
場
で
食
べ
て
良
し
。
房
と
一
ツ
し
よ
に
し
て
も
良
。

　
ブ
タ
イ

◎
舞
台
撤
収
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

　
舞
作
作
り
の
時
に
、
十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
（
コ
ミ
コ
）
を
行
つ
た
太

」
二

一
オ

」
一
ニ

ウ
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ヤ
シ
ロ

夫
は
、
ヒ
ナ
ゴ
の
大
神
を
元
の
社
に
上
る
。
若
し
代
理
で
行
ふ
人

は
次
の
様
に
、
ヒ
ナ
ゴ
を
掛
ケ
た
虚
に
東
又
は
床
前
か
ら
行
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ゴ
エ

両
手
を
開
い
て
上
に
向
け
て
合
し
、
字
文
小
声
に
て
、

　
　
サ

　
　
先
き
し
よ
と
も
に
は
、
天
竺
敷
の
み
や
し
ろ
よ
り
、
十
六
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
請
神
の
舞
台
、
白
紙
御
幣
、
是
れ
の
り
く
ら
へ
、
十
二
人
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ

　
　
ナ
ゴ
の
大
神
九
字
や
十
ウ
字
の
御
本
尊
様
を
行
い
下
ろ
い
て
、

　
　
任
伏
張
伏
申
し
て
御
座
る
が
、
元
の
御
宝
殿
、
広
く
に
許
い

　
　
　
　
　
く
ら

　
　
て

安
座
の

位
い
、
本
座
の
位
い
と
上
り
ま
せ
、
行
い
使
ふ
た

　
　
　
　
　
　
カ
ン
ナ
キ

　
　
字
文

字
法
は
現
左
の
挟
え
も
ど
ら
せ
給
、
サ
モ
ン
ナ
リ

　
　く
サ
モ
ン
デ
ン
と
掛
け
ま
い
ら
す
る

両
お

や

ゆ
ひ
で
張
り
上
げ
る
。
四
方
に
有
る
／
お
ひ
な
の
人
形
は

は
つ
し
て
四
枚
重
ね
て
、
た
・
み
竹
串
に
差
し
て
、
後
で
の
き
口

に
差
す
か
、
神
楽
幣
と
一
ツ
に
し
て
納
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ナ

　
右
の

作
法
を
行
っ
て
居
る
間
に
、
他
の
役
者
は
シ
メ
切
り
刀
の

舞
い
を
行
ふ
。
小
刀
を
持
つ
て
小
刀
を
供
え
て
舞
ふ
。
五
方
。

　
二

回
目
。
ハ
先
を
右
下
に
向
け
、
左
手
で
持
つ
て
右
に
舞
い
、

右

に
持
ち
替
え
て
、
左
に
持
替
え
て
一
回
韓
。
前
に
向
い
て
、
左

右
左
と
両
手
に
持
つ
て
、
刀
を
ま
わ
い
て
前
方
に
供
え
る
。
二
回

（五
方
）

　
三

回
目
。
肩
に
か
つ
い
で
右
方
、
左
方
右
と
舞
い
、
前
方
に
向

い

て
、
右
手
に
小
刀
を
持
つ
て
、
頭
の
上
で
左
の
空
手
と
た
す
き

掛
け
に
、
ケ
ン
バ
イ
く
の
作
法
し
て
前
方
に
供
え
る
。
二
回
（
五

方
）　

次

に
東
方
か
ら
小
刀
を
肩
に
か
つ
い
で
、
右
左
右
と
舞
つ
て
、

正
面

に
向
い
て
、
シ
メ
に
小
刀
を
か
る
く
押
し
当
て
・
切
る
ま
ね

を
す
る
。
此
の
時
の
字
文
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ボ
ウ

　
　
（
東
方
浄
土
え
シ
メ
切
り
刀
が
／
出
ま
い
ら
し
た
よ
、
東
方

」
二
ニ
オ

」
二
ニ
ウ

　
　

シ
メ
切
る
、
お
シ
メ
切
る
　
五
方

　
　
　
　
　
　
　
　
（
是
等
字
文
は
す
べ
て
神
楽
調
子
で
唱
え
る
）

他
の
役
者
は
東
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ

　
　
お
し
め
撤
収
（
あ
げ
う
）
や
し
め
あ
げ
う
、
お
し
め
操
う
や
、

　
　
し
め
上
げ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ズ

◎

お
し
め
を
ワ
形
に
手
ぐ
り
集
め
る
。
榊
も
外
す
。
是
ら
は
集
め

て
、
三
日
間
家
の
内
に
置
い
て
、
四
日
目
以
後
に
清
浄
な
場
所
に

納
め
る
。

　
神
楽
幣
、
荒
神
鎮
め
を
し
た
幣
は
一
束
に
た
ば
ね
て
、
祭
り
の

終
つ
た
後
日
に
、
大
墨
柱
の
上
か
棟
本
に
く
・
り
着
け
る
。
次
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ
エ
　
　
　
　
　
　
ツ
カ

大
祭
の
時
に
、
取
り
下
げ
て
使
え
る
物
は
使
ふ
。

　
　
　
コ
ク

◎
お

み
穀
の
舞
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

　
此
の

舞
い
は
天
の
神
、
太
お
ん
崎
の
大
祭
を
行
つ
た
時
に
修
行

す
る
定
め
の
作
法
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
イ
ネ

　
お

供
物
を
下
げ
た
時
点
で
、
其
の
家
の
主
人
に
お
洗
米
、
ご
は

ん

に
た
か
し
て
用
意
し
て
お
く
。
お
わ
ん
に
三
ば
い
／
盛
り
て
膳

に
す
え
て
、
三
膳
箸
を
そ
え
て
神
前
に
出
す
役
者
三
名
。
膳
の
前

に
座
し
て
、
礼
拝
を
し
て
か
ら
神
前
に
向
っ
て
膳
を
持
っ
て
立
つ
。

此
の
時
の
字
文
、

　
◎
天
の

高
か
神
八
万
四
千
、
九
万
九
千
の
お
ん
崎
様
の
、
お
み

　
　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
ナ
カ

　
　
穀
の
御
洗
米
を
、
何
に
と
か
、
か
し
ご
う
、
三
箸
は
し
半
、

　
　
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
ウ
、

（米
ツ
ブ
お
箸
の
先
で
神
前
へ
は
ね
上
げ
て
、
箸
で
お
わ
ん
を
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

か

ら
お
さ
ゑ
て
こ
ろ
が
さ
な
い
様
に
、
右
ま
い
に
一
回
轄
（
か
し

O

O
　
　
　
タ
ベ

こ

う
と
は
食
ま
し
よ
、
い
・
だ
く
と
云
ふ
意
味
）

　

二
回
目
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
イ

　
　
　
大
八
幡
小
八
幡
矢
浪
、
〇
八
幡
様
え
の
御
み
穀
の
お
洗
い

」
二
三
オ
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米
（
以
下
同
）

三
回
目
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ボ
ク

　

お
摩
利
支
天
、
愛
宕
、
ア
イ
ゼ
明
王
、
高
田
の
王
子
、
神
木
、

　
コ
ボ
ク
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ボ
ク

　
古
木
、
ユ
ヅ
ナ
大
木
、
摩
法
の
お
如
来
、
九
字
や
十
字
の
敷

　

の

け
い
こ
う
、
三
神
屋
乃
神
、
天
満
天
神
様
え
の
（
以
下
同

　
様
）

四
回
目
、

　
ム
カ
シ

　
昔
く
中
頃
今
当
代
乃
五
性
／
の
性
得
た
、
ミ
コ
神
様
え
の

　
（
以
下
同
様
）

五
、
大
墨
様
の
方
に
向
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ガ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ
リ

　
十
六
天
乃
大
地
、
八
尺
二
歩
黄
金
乃
御
宝
殿
に
、
鎮
守
申
し

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ド
ッ
ク
ウ

　

た
地
神
荒
神
、
地
代
土
偶
公
神
様
え
の
、
御
み
穀
乃
御
洗

　
米

（以
下
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
ジ
バ

五

回
目
、
恵
美
須
棚
（
水
事
場
）
の
方
に
向
い
て
、

　
　
　
　
ナ
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ
リ

　
十
六
天
七
ナ
間
が
奥
の
頂
戴
社
に
鎮
座
申
し
て
ご
ざ
る
が
、

　
二
十
八
社
乃
火
の
神
、
三
十
六
社
乃
清
き
へ
ん
つ
い
荒
神
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ

　
愛
宕
の
御
如
来
、
自
在
天
神
、
七
十
二
社
が
屋
乃
神
、
年
神
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヤ
ス

　
年
徳
神
、
十
三
人
が
生
産
乃
神
、
二
十
四
人
子
安
の
子
恵
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ウ
ラ
ク
　
　
　
　
オ
ト
ビ
メ

　
須
、
大
師
七
夕
、
ラ
ン
ゴ
ウ
七
夕
、
陽
楽
七
夕
、
乙
女
、
光

　
　
　
　
　
ツ
ク

　

る
七
夕
、
作
る
ス
性
が
ウ
カ
ノ
メ
、
ウ
カ
ノ
オ
、
ウ
カ
ノ
オ

　
タ
マ

　
魂
、
恵
美
須
大
墨
、
福
乃
御
ん
神
様
え
の
（
以
下
同
）

六
回
目
、
神
床
に
向
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
リ
ウ

　
御
神
前
に
は
雪
娘
天
照
大
神
、
八
幡
、
春
日
乃
明
神
、
王
柳

　
王
様
、
大
王
ご
津
明
梵
太
王
、
天
中
姫
宮
、
天
竺
伊
葬
諾
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
シ
ト
ラ
　
マ
ツ

　
神
、
左
脇
に
は
／
南
無
十
三
体
御
本
尊
様
、
北
が
丑
寅
、
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ

　
代
全
神
、
南
が
南
方
、
日
天
、
黄
神
方
位
の
御
神
様
え
の

　
（
以
下
同
）

」
二
三
ウ

」
二
四
オ

　

六
回
目
、

　
　

当
所
敷
地
の
総
の
鎮
守
が
（
何
々
様
）
、
番
荒
神
、
村
荒
神
、

　
　

山
乃
神
、
半
徳
水
神
、
太
小
神
祇
様
（
以
下
同
）

　
七
回
目
、

　
　
村
で

も
一
社
郷
で
も
一
社
国
で
は
　
太
神
乃
太
小
神
祇
様

　
　
（
以
下
同
文
）
、
天
竺
三
ケ
長
で
は
尊
ミ
コ
神
、
高
山
本
尊
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
キ
ビ

　
　
天

に
は
二
体
乃
月
日
の
将
軍
、
九
萬
九
千
の
星
乃
命
、
火
乃

　
　
神
、
木
の
神
、
土
ち
の
神
、
金
ね
の
神
、
水
の
神
、
五
方
の

　
　
ア
ル

　
　
主

じ
、
地
天
の
主
じ
荒
神
様
へ
の
、
御
み
穀
の
お
洗
い
米
を

　
　
（
以
下
同
様
に
て
お
わ
り
）

　
　
　
　

●
注
沢

　
　
　
　
　
メ
シ

　
一
升
米
を
飯
に
し
て
有
る
の
で
、
役
者
一
同
、
氏
子
も
飯
を
い

た
だ
く
。
残
っ
た
飯
は
、
用
事
が
有
っ
て
参
加
し
な
い
氏
子
に
、

（
に
ぎ
り
）
に
し
て
み
あ
げ
に
持
ち
帰
ら
す
習
わ
し
で
有
る
。
大

古
の
頃
は
、
米
だ
け
の
飯
は
大
変
な
ご
ち
そ
う
で
有
つ
た
／
故
に
、
　
　
」
二
四
ウ

一
同
が
食
べ
た
と
云
ふ
事
と
思
わ
れ
る
。

◎
ヒ
ナ
ー
レ
の
作
法

　
大
祭
が
終
れ
ば
、
其
の
家
は
祝
い
酒
盛
の
席
を
作
り
、
太
夫
上

座
に

氏
子
一
同
席
に
つ
く
。

　
　
　
　
ミ
カ
サ

　
始
に
、
三
重
ね
の
杯
事
を
す
る
。
此
の
時
に
は
、
本
役
の
太
夫

か

ら
主
人
に
無
事
に
首
尾
良
く
祭
が
出
来
ま
し
た
と
申
上
げ
て
、

先
づ
家
を
祝
ふ
。
主
人
か
ら
は
、
相
い
務
め
て
御
苦
労
様
で
し
た

と
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
の
べ
て
杯
を
返
す
。

　
一
同
杯
が
ス
メ
ば
、
前
回
の
様
に
杯
を
恵
美
須
様
へ
運
ぶ
。
此

の
時
は
納
め
の
歌
を
歌
ふ
。

　
　
　
　
コ

　
（
祝
い
は
是
の
屋
に
納
め
置
く
、
ハ
レ
ヤ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー

　
此
の
後

は
時
間
の
許
す
限
り
、
歌
っ
た
り
お
ど
つ
た
り
、
に
ぎ
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ア
ラ
ソ
　
コ
ゥ

や
か

に
お
い
わ
い
酒
盛
（
争
い
口
う
ん
は
不
可
）

◎
箸
の
舞
い
の
作
法
に
つ
い
て

　
お
祝
が
終
了
に
近
づ
き
ま
す
と
、
お
祝
い
に
使
っ
た
箸
を
膳
に

集
め
／
入
れ
て
、
舞
い
納
る
儀
礼
が
式
法
と
し
て
定
が
有
る
。

◎
舞
い
法
。
一
人
で
も
二
人
で
も
可
。

　
神
前
に
向
つ
て
座
し
一
拝
し
て
、
他
の
舞
い
と
同
じ
作
法
。
膳

の
形
を
替
え
て
、
五
方
に
三
通
り
舞
ふ
か
、
時
間
の
都
合
で
供
え

て
、
一
通
り
だ
け
に
し
て
、
神
又
は
恵
美
須
様
え
納
め
て
、
終
り

也
り
。
此
の
舞
い
の
時
の
神
楽
文
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
　
ソ
ダ
タ
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ビ
ナ
ン

　
◎
王
の
恒
根

に
、
生
や
育
生
せ
給
ふ
た
、
南
比
南
草
と
云
ふ
木

　
　
を
箸
木
に
定
め
て
、
末
割
り
定
め
た
、
王
の
箸
と
て
一
尺
ニ

　
　
　
　
　
　
　
シ
タ

　
　
寸
に
押
し
割
り
下
箸
六
寸
、
も
ん
ぶ
の
氏
子
の
箸
と
て
八
寸

　
　

に
、
押
し
削
り
う
れ
も
と
揃
え
た
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド

　
　
　
　

○
注
沢

　
此
の

舞
い
は
穀
物
、
箸
等
に
礼
儀
の
意
志
表
示
と
思
わ
れ
る
。

南
比
南
草
と
は
南
天
の
木
で
は
と
思
ふ
。
し
か
と
し
て
、
書
物
が

見
あ
た
ら
な
い
。

◎
太
夫
が
帰
宅
前
の
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ク
ラ

　
本
役
の
太
夫
は
、
法
の
枕
と
し
て
供
え
て
有
つ
た
金
品
を
せ
い

り
し
て
、
各
役
者
の
分
に
お
う
じ
た
金
品
を
分
け
あ
た
え
る
。
是

を
処
分
わ
け
と
云
ふ
。
是
が
各
太
夫
の
日
当
と
成
る
。

　
其
の
二
番
目
。
太
夫
は
、
世
葉
に
相
つ
た
炊
事
手
、
お
礼
の
意

を
こ
め
て
、
炊
事
係
り
の
方
を
上
座
直
し
て
、
杯
を
差
し
て
勢
を

ね
ぎ
ら
い
、
愛
想
の
酒
杯
を
交
す
。
立
ち
足
に
次
の
歌
を
歌
つ
て

お
い
と
ま
を
し
て
帰
宅
す
る
（
伊
勢
音
頭
節
）
。
又
は
ふ
ど
き
調

に
て
、

　
　
　
ウ
グ
イ
ス

　
　
○

「
鶯
の
若
鳥
が
当
年
始
め
て
伊
勢
詣
り
、
伊
勢
の
町
程

」
二
五
オ

」
二
五
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ガ

　
　
広
け
れ
ど
、
鶯
一
羽
の
宿
が
無
い
、
す
こ
し
下
り
て
高
さ
ご

　
　
　
　
オ
　
　
　
エ

　
　
の
、
尾
の
恵
の
松
に
肩
を
取
り
、
チ
リ
葉
を
集
め
ス
を
掛
け

　
　
　
　
　
　
タ
マ
ゴ
ウ
ミ
　
　
　
ツ
バ
サ

　
　

て
、
十
二
の
卵
も
産
揃
え
、
羽
（
ハ
ゴ
イ
）
を
揃
立
つ
時
は
、

　
　
長
ゑ

の
て

う
し
に
金
の
杯
、
御
世
（
五
葉
）
は
め
で
た
い
若

　
　
松
様
も
よ
、
枝
も
茂
れ
ば
葉
も
茂
る
／
ハ
ラ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
ー

　
　
　
（
長
々
お
世
葉
に
成
り
ま
し
た
　
口
上
）

○

（尚
、
弓
の
本
地
、
お
ん
崎
の
本
地
は
本
地
集
に
書
い
て
有
る

也
り
）

◎
太
夫
送
り
の
事

　
昭
和
四
十
五
年
頃
迄
は
、
日
本
中
交
通
の
便
が
悪
く
、
徒
歩
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

往
来
を
し
た
。
太
夫
は
自
分
の
荷
物
が
有
り
、
且
つ
、
つ
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト

帰
る
か
ら
、
三
日
以
内
に
処
分
割
け
し
た
品
物
を
、
雇
つ
た
家
の

人
は
、
太
夫
の
家
迄
荷
送
を
す
る
事
也
り
。

　
ア
ラ
ミ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
シ

◎

新

現
神
の
取
り
上
神
楽
に
つ
い
て
、
主
旨
ト
作
法
。

　
一
口
に
設
明
と
し
て
、
生
前
に
伊
葬
諾
流
の
作
法
を
修
得
し
て
、

色
々
の
神
祀
り
祭
式
、
及
び
加
治
祈
祷
、
弟
子
取
り
を
し
て
伝
承

に
務
め
た
者
を
神
の
位
い
に
式
次
第
に
基
い
て
、
く
ら
ゑ
へ
あ
げ

　
　
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ

し
て
、
天
の
太
い
お
ん
崎
様
の
左
脇
え
、
今
当
代
の
新
現
神
と
、

　
　
ク
ラ
イ

字
号
位
を
名
附
て
其
の
家
の
守
り
神
と
し
て
祀
り
上
げ
る
作
法

　
　
　
　
　
　
ツ
タ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ナ
カ

で
、
伊
葬
諾
流
に
傳
つ
た
一
ツ
の
式
法
也
り
。
／
高
知
県
の
田
舎

に
は
各
地
方
存
在
し
て
居
た
と
思
わ
れ
る
。

　
物
部
村
で
は
、
書
物
に
残
っ
た
各
伝
設
の
人
物
数
多
く
存
在
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
ナ
キ

ミ
コ
神
と
云
ふ
。
字
も
さ
な
か
で
な
い
。
現
と
云
字
は
太
夫
の

名
で
、
カ
ン
ナ
キ
神
と
云
ふ
の
が
て
き
と
う
か
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
源
則
と
し
て
太
夫
で
有
っ
た
者
。
家
に
祀
る
場
合
は
、
太
い
お

ん

崎
様
を
祀
つ
た
家
で
、
其
の
家
に
か
ん
け
い
の
有
る
者
。
例
外

と
し
て
、
墓
え
先
祖
八
幡
と
し
て
祀
つ
た
例
も
有
る
。
又
高
山
を

」
二
六
オ

」
二
六
ウ
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ヒ
ジ
リ
ミ
コ
ガ
ミ

か

け
り
て
、
山
伏
と
し
て
修
行
を
積
ん
だ
者
は
　
聖
の
現
神
と
字

号
を
附
け
て
、
記
洲
大
峯
山
え
く
ら
ゑ
上
げ
る
と
云
ふ
作
法
も
行

わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ
ル

　
此
の
祀
り
は
源
則
と
し
て
、
其
の
家
に
鎭
座
神
、
す
な
は
ち
、

天
の
太
お

ん

崎
、
昔
中
頃
今
当
代
の
現
神
、
地
神
、
荒
神
、
恵
美

須
大
墨
の
大
祭
祀
り
を
修
行
し
た
後
で
（
つ
い
で
）
の
形
ち
で

シ

ウ
ジ
　
ア
ラ
タ

請
神
を
改
め
て
取
り
行
ふ
の
が
源
則
で
有
る
。

　
此
の
祀
り
を
行
う
次
第
は
、
大
祭
を
思
い
附
い
た
時
に
予
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
ワ
ケ

組
こ
ん
で
有
る
故
、
取
解
祀
り
の
時
に
、
其
の
人
の
墓
の
ヅ
・

　
ユ

マ
由
も
取
っ
て
、
取
り
解
祈
祷
は
修
行
し
て
有
る
。

　
大
祭
が
終
っ
て
も
、
舞
台
、
飾
り
も
撤
収
し
て
な
い
。
熊
野
の

　
　
　
　
　
ス

清
め
の
湯
も
捨
て
ず
に
置
い
て
有
る
。
弓
送
も
、
荒
神
鎭
め
も
、

神
送
り
も
行
っ
て
居
な
い
の
が
建
前
。

　
新

し
く
必
要
品
、
一
斗
二
升
八
合
八
勺
、
一
貫
二
百
赤
布
、
小

ば
べ
三
尺
い
だ
き
ぎ
ぬ
、
白
も
め
ん
一
反
、
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
メ

　
家
者
、
太
夫
は
、
舞
台
の
中
央
か
ら
新
し
い
連
縄
に
、
四
、
五

の
足
を
附
て
、
舞
台
ジ
メ
の
上
を
越
や
い
て
、
戸
口
に
一
榊
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヘ
ミ
ミ
チ

本
建

て
・
そ
こ
迄
引
く
。
シ
メ
の
コ
を
附
け
神
道
シ
メ
道
の
幣
を

附
け
、
香
の
葉
も
差
す
。
榊
に
も
飾
を
附
け
る
。
三
五
齋
幣
、
四

幣
、
五
幣
、
祓
幣
等
を
新
し
く
作
っ
て
祀
り
に
取
り
か
・
る
。

◎
祀
り
の
し
だ
い

①
、
床
神
前
に
一
膳
お
供
物
を
す
る
。

②
、
舞
台
中
央
に
、
弓
及
び
一
斗
二
升
一
貫
二
百
八
合
八
勺
布
を

　
置
く
。
主
の
太
夫
は
八
合
八
勺
塩
水
、
祓
幣
を
用
意
し
て
床
前

　
に

て
、
大
小
神
祇
様
え
是
よ
り
取
上
神
楽
を
行
ふ
由
を
祈
願
す

　
　
　
コ
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
カ
ン

　
る
。
行
秀
く
ば
り
の
作
法
と
同
じ
。
よ
み
分
け
、
理
間
は
次
の

　
如
し
。

」
二
七
オ

」
二
七
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
グ
ラ

　
◎
神
が
も
り
め
数
も
か
ず
く
な
神
楽
の
役
者
は
、
十
六
天
え
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ

　
　
時
雇
れ
日
の
雇
わ
れ
で
、
十
六
天
に
鎭
り
申
し
た
、
名
高
い

　
　
デ
ン
チ
　
ヂ
ヌ
シ
ア
ラ
ヒ
ト

　
　
殿

地

の

地

主
、
新
人
神
の
御
位
前
様
を
は
、
天
の
太
い
お

　
　
　
　
　
　
　
セ
オ
ジ
ツ
イ
デ

　
　
ん

崎
様
え
の
請
神
序
を
以
ち
ま
い
ら
し
て
、
式
法
し
だ
い

　
　
に
新
し
請
神
の
舞
台
へ
送
り
迎
へ
て
、
取
り
上
げ
引
き
上
げ

　
　
く
ら
ゑ
へ
あ
げ
を
、
式
法
し
だ
い
に
修
行
ま
い
ら
す
る
が
、

　
　
神
が
も
り
め
の
自
法
自
力
に
相
い
参
ら
せ
ん
、
た
し
か
な
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ダ
ナ

　
　
楯
後
ろ
楯
、
御
ん
引
き
継
ぎ
を
召
さ
れ
て
、
徒
名
ひ
け
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
カ
ド

　
　
取
ら
せ
ん
如
く
、
／
師
匠
え
名
折
れ
、
神
や
仏
け
の
御
門
も

　
　
た
お
さ
ん
如
く
を
、
頼
み
ま
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ

　
以
上
節
々
で
区
切
っ
て
祈
願
、
賛
華
、
錫
杖
、
塩
、
船
若
心
経

等
、
廻
行
に
唱
え
、
四
秀
の
歌
、
神
道
の
行
い
で
、
大
小
神
祇
様

を
十
六
天
え
迎
え
る
。

　
　
む
　

○
注
意

　
此
の
祀
り
の
場
合
に
は
、
伊
募
諾
大
神
は
元
よ
り
、
昔
中
今
当

代
の
現
神
、
天
竺
、
三
ケ
長
の
尊
様
に
、
数
多
く
言
葉
を
掛
け
て
、

式
法
し
だ
い
の
首
尾
良
く
出
来
る
様
に
祈
願
す
る
事
が
大
切
な
事

柄
で
有
る
。

◎
次

に
、
湯
神
楽
。
取
っ
て
置
い
た
湯
と
湯
ぼ
て
火
ぼ
で
を
以
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ツ
チ

て
、
新
し
く
用
意
し
た
舞
台
、
供
物
、
黒
土
み
は
か
を
清
め
る
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

楽
。
他
の
も
の
は
先
に
清
め
て
有
る
の
で
、
不
用
。
又
湯
も
わ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ヒ
ト

か

さ
な
く
て
も
良
い
。
終
り
た
ら
捨
て
ず
に
お
く
。
新
人
神
を
迎

へ
て

来
た
時
に
、
家
に
入
れ
る
迄
に
清
め
る
の
に
入
用
だ
か
ら

（清
め
る
字
文
作
法
は
前
記
と
同
じ
）

◎
ヤ
ソ
オ
の
神
楽
。
道
橋
乃
神
楽
と
も
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
　
　
　
　
　
ゴ
イ
ゼ
ン

　
主
旨
は
、
先
祖
の
地
主
　
新
人
神
の
御
位
前
様
を
式
法
し
だ
い

で
、
く
ら
ゑ
へ
上
げ
て
、
安
座
に
着
け
て
　
字
号
位
い
を
呼
び
着

」
二

八
オ

」
二
八
ウ
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ア
ラ

け
て
、
今
当
代
の
新
ら
現
神
し
て
、
十
六
天
の
天
の
太
い
お
ん
崎

の
右
脇
神
楽
の
山
え
、
神
と
し
て
祀
る
作
法
を
修
行
す
る
に
当
り
、

自
分
等
だ
け
の
力
ら
で
は
む
ず
か
し
い
の
で
、
か
ん
け
い
す
る
大

小
神
祇
を
迎
へ
て
、
お
願
を
し
て
教
え
て
貰
い
度
い
と
云
ふ
事
を
、

申
上
げ
て
手
助
け
を
頼
む
作
法
で
、
伊
葬
諾
流
の
も
つ
と
も
大
切

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ノ
　
キ
ト
ゥ
　
　
　
　
　
　
コ
オ
リ

な
式
次
第
の
一
つ
で
、
祈
り
祈
祷
の
時
に
は
行
秀
く
ば
り
と
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
カ
ン
ナ
キ

地
主
の
先
祖
は
女
の
場
合
も
有
。
女
は
（
女
巫
）
ト
言
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
り

　
行
い
法
は
、
礼
い
神
楽
や
行
秀
く
ば
り
と
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
。

字
文
作
業
で
修
行
す
る
事
柄
が
違
ふ
の
で
、
よ
み
わ
け
理
間
の
言

葉
が
異
る
だ
け
の
事
で
あ
る
。

　
行
い
法
は
、
礼
神
楽
の
時
と
同
じ
で
、
扇
を
ひ
ら
い
て
前
に
置

　
　
　
　
　
ス
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヤ
ガ
サ

き
、
錫
杖
、
連
珠
を
其
の
上
に
置
く
。
綾
傘
を
か
む
ら
ず
に
、
ビ

ザ
の

上

に
両
手
で
サ
・
ヱ
て
持
つ
。
本
役
の
太
夫
は
、
弓
の
前
に

車
座
に
て
本
役
の
立
旦
戸
に
合
わ
せ
て
合
唱
す
る
。

　
　
　
　
ツ
ネ

　
順
序
は
常
の
通
り
で
、
地
神
、
公
神
、
屋
乃
神
、
高
神
、
イ
ザ

ナ
キ
、
氏
神
、
現
神
、
し
だ
い
し
だ
い
に
大
小
神
祇
　
本
尊
一
切
。

◎
区
切
り
々
々
で
次
の
様
に
、
読
み
分
け
字
文
を
唱
和
す
る
。

　
◎

お
ん
札
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
を
ま
い
ら
す
る
、
数
も
数
く
な
、
神

　
　
が
も
り
め
、
神
楽
の
役
者
は
、
十
六
天
の
氏
子
仲
場
に
時
雇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
チ

　
　
わ

れ

は
申
し
て
、
十
六
天
に
鎮
座
申
し
た
　
名
高
い
田
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
イ
ゼ
ン

　
　
地
主

の
、
新
人
神
の
御
位
前
様
を
は
、
式
法
し
だ
い
で
請
神

　
　
の
舞
台
へ
招
じ
直
い
て
、
取
り
上
げ
引
き
上
げ
く
ら
ゑ
て
、

　
　
へ
上
げ
て
安
座
に
つ
け
た
、
お
祝
い
祀
り
、
諸
礼
の
神
楽
を

　
　

さ
し
上
げ
／
申
そ
う
訳
に
て
ご
ざ
る
が
、
神
が
も
り
め
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
タ
ラ

　
　
楽
乃
役
者
乃
自
法
自
力
に
相
い
参
ら
せ
ん
か
ら
で
は
、
新
し

　
　
請
神
の
舞
台
へ
下
り
入
り
用
合
召
さ
れ
て
、
神
楽
の
役
者
の
、

　
　
　
　
　
　
　
ダ
テ
　
　
　
　
　
オ
ナ
オ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ダ
ナ

　
　

た
し
か
な
前
楯
後
ろ
楯
に
御
成
用
合
召
さ
れ
て
、
徒
名
や

」
二
九
オ

」
二
九
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
カ
ド

　
　
ひ
け
い
は
取
ら
せ
ん
如
く
、
神
や
仏
ケ
の
御
門
を
倒
さ
ん
、

　
　
師
匠
に
名
折
も
取
ら
せ
ん
如
く
に
、
見
る
や
聞
く
や
の
し
だ

　
　
い
で
く
ら
ゑ
へ
上
げ
お
か
い
て
、
し
だ
い
く
の
御
礼
ヤ

　
　

ソ
ー
の
神
楽
の
御
ん
引
継
を
も
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
む
む

○
注
沢

　
先
に
祈
っ
て
す
る
時
に
、
ね
ん
ご
ろ
、
神
仏
に
言
葉
を
掛
け
て

コ

　
リ

行

秀
配

り
を
行
っ
て
あ
る
は
ず
故
に
、
神
楽
調
子
の
時
は
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
パ

が
か
・
る
の
で
、
要
所
々
々
を
決
め
て
、
最
後
は
一
束
ひ
と
か
ら

げ
に
ま
と
め
る
様
に
音
戸
を
取
る
も
の
也
り
。

　
　
　
　
　
　
ホ
ン
ヂ

○
次

に
林
立
の
本
地
、
シ
メ
、
傘
の
本
地
終
り
て
、
か
さ
を
か
む

り
、
扇
を
ひ
ら
い
て
持
ち
、
太
鼓
の
本
地
（
弓
の
本
地
は
、
前
の

分
を
／
足
し
に
す
る
）
。
此
の
場
合
は
、

　
　
サ
　
　
シ
ョ
ウ

　
　
先

き
処
と
も
に
は
、
此
の
御
ん
だ
ら
し
は
、
御
本
地
く
わ
し

　
　
く
よ
み
や
ひ
ら
い
て
、
任
伏
張
り
伏
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
良

　
　
き
混
び
で
、
取
り
上
げ
神
楽
を
、
さ
せ
や
お
か
い
て
給
わ
れ

　
　
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
ア
ラ
イ
ネ
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ

　

お
洗
米
の
本
地
、
賛
華
の
祓
い
で
祓
う
（
他
の
祓
い
は
長
く
な

る
の
で
省
略
）

　
　
　

○
次

に
、
神
仏
を
請
神
の
舞
台
、
式
の
こ
ぜ
ん
ひ
け
い
諸
物
に
勧

　
請
す
る
。
此
の
場
合
も
、
此
の
場
に
主
要
な
神
の
名
を
上
げ
て
、

　
後
は
、

　
　
村
で
も
一
社
郷
で
も
、
一
社
国
で
は
大
社
の
高
神
、
大
小
神

　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ

　
　
祇
様
は
、
三
ん
処
は
い
ち
目
に
、
送
り
迎
へ
は
し
ま
い
ら
す

　
　

る
、
い
と
ん
よ
し
つ
か
に
か
・
り
て
用
合
成
り
給
、
其
の
御

　
　
ん

為
に
は
、
四
秀
の
歌
は
、
う
た
い
掛
け
て
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ぶ
ミ
く
チ

　
四

秀
の
歌
、
次
に
神
道
の
行
い
。
（
神
道
の
行
い
の
字
文
の
時

は
錫
杖
を
鳴
ら
す
）
。

」
三
〇
オ
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終
り
た
ら
、
是
れ
か
ら
行
ふ
し
だ
い
を
祈
願
し
て
、
此
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ

／
舞
い
神
楽
は
行
わ
な
い
。
塚
起
し
に
行
っ
て
居
た
太
夫
が
新
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

神
を
つ
れ
て
帰
っ
て
来
る
の
を
待
つ
。
若
し
神
楽
の
終
ら
ん
内
に

帰
っ
て
来
た
ら
、
清
め
て
幣
を
受
取
り
、
舞
台
ジ
メ
の
外
が
わ
の

シ
メ
に
差
し
て
お
い
て
、
礼
神
楽
を
終
ら
す
。

◎
塚
起
こ
し
の
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ

　
主
旨
は
、
取
り
上
げ
神
楽
に
よ
り
て
、
現
神
に
祀
り
上
げ
る
人

の

墓
へ
行
っ
て
、
式
法
し
だ
い
の
祀
り
を
し
て
、
幣
え
集
め
て
迎

へ
来
る
事
。

　

此
の

作
法
は
、
家
の
中
で
の
道
橋
神
楽
と
同
時
進
行
で
、
手
分

し
て
修
行
す
る
の
が
昔
よ
り
の
し
き
た
り
。
（
時
間
を
節
約
す
る
）

し
か
し
余
程
物
事
を
心
得
た
太
夫
で
な
い
と
務
ま
ら
な
い
。

用
意
し
て
行
く
品
物

　
①
、
御
ま
い
り
米
少
量
　
②
、
縄
ジ
メ
一
本
　
③
三
、
五
斎
幣

　
④
、
白
も
め
の
、
い
だ
き
布
一
反
分
　
⑤
、
祓
い
幣

　
　
　
　
　
　
ワ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ニ
シ
ョ
ウ

　
⑥
、
氏
子
に
解
っ
て
居
れ
ば
、
何
性
何
の
年
、
及
び
太
夫
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
モ

　

動
且
、
氏
子
一
名
、
供
に
つ
れ
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
コ
ウ

　
敷
物
（
座
し
て
祈
る
の
に
）
、
線
香

◎
墓
で
の
作
法

　
先
づ
香
を
建
て
・
、
米
を
少
量
供
え
て
ま
い
り
を
行
い
、
五
方

え
米
を
投
げ
て
、
無
へ
ん
仏
に
も
ぶ
に
あ
て
を
や
る
。
小
声
に
て
、

是

よ
り
釈
加
の
「
こ
み
こ
」
が
の
り
く
ら
御
幣
へ
呼
び
や
集
め
て
、

送
り
迎
へ
を
す
る
に
依
り
て
、
云
ふ
事
す
る
事
わ
き
ま
へ
聞
き
分

け
て
、
安
座
の
位
い
に
つ
く
様
に
申
附
け
て
、
作
法
に
掛
る
。

　
墓

に
斎
幣
を
立
て
・
、
小
石
を
一
ツ
お
こ
し
て
墓
の
上
に
置
い

て
、
は
り
印
（
両
手
に
ぎ
り
て
、
親
ゆ
び
を
人
差
ゆ
び
の
内
が
わ

押
し
附
け
る
）
に
て
次
の
字
文
を
小
声
に
て
唱
え
は
り
上
げ
る
。

」
三
〇
ウ

」
三
一
オ

三
回

　
◎
セ
エ
メ
エ
流
　
ミ
ヂ
ン
、
サ
ヂ
ン
に
ソ
バ
カ
、
伏
し
や
お
ど

　
　
り
き
給
、

次

に
両
手
の
平
を
合
せ
て

　
◎
行
い
使
ふ
た
字
文
は
消
ん
に
ソ
バ
カ
、
ケ
チ
リ
ン
に
ソ
バ
カ
、

　
　
キ
エ
ン
ニ
ソ
バ
カ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
ワ
デ

　
三

回
唱
え
て
手
の
平
を
ま
わ
す
様
に
す
り
合
す
。
パ
ン
と
柏
手

　
を
打
っ
て
、
拝
す
。

◎
字
文
の
し
だ
い
。
此
の
場
合
は
祈
り
調
で
進
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
カ
ン

◎
稜
消
に
つ
“
い
て
、
引
継
の
理
間

　
　
別
儀
の
次
第
で
お
わ
し
ま
せ
ん
、
神
が
守
り
目
、
釈
加
の
子

　
　

ミ
コ
は
氏
子
ど
も
ら
に
時
雇
わ
れ
は
申
し
て
、
当
処
敷
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
チ
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ツ
チ

　
　
土
ち
で
ん
で
ん
と
鎭
り
申
し
た
、
田
地
の
地
主
様
を
、
黒
土

　
　
み
墓
三

尺

四
面
え
読
み
や
集
め
て
、
三
五
斎
幣
、
是
れ
の
り

　
　
く
ら
え
引
き
や
移
い
て
、
請
神
の
舞
台
え
招
し
直
い
て
、
式

　
　
法
し
だ
い
に
取
上
引
き
上
げ
、
今
当
代
の
新
現
神
と
く
ら
え

　
　
へ
上
げ
の
式
法
し
だ
い
の
儀
に
て
ご
ざ
る
が
、
神
が
も
り
め
、

　
　
釈
加
の
こ
み
こ
の
自
法
自
力
に
相
い
ま
い
ら
せ
ん
か
ら
で
は
、

　
　
当
所
処
に
そ
な
わ
り
申
し
た
地
神
、
荒
神
様
を
墓
に
始
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
オ
リ

　
　
大
小
神
祇
様
を
は
、
行
秀
の
字
文
で
読
み
や
お
こ
い
て
、
三

　
　
千
世
界
、
の
り
く
ら
御
幣
え
送
り
迎
え
て
、
た
し
か
な
前
楯

　
　
後
ろ
楯
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

次
か
ら
こ
り
く
ば
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ツ
グ
ウ
　
　
　
　
チ
チ

◎
当
所
処
の
地
神
、
荒
神
、
地
代
、
土
偶
荒
神
、
父
幡
権
太
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ヅ
メ
ォ

　

王

様
、
方
位
の
御
神
、
王
柳
王
様
、
大
王
、
五
浄
明
梵
大

　
　
　
　
　
ヒ
メ

　

王
、
天
中
姫
宮
、
天
竺
伊
葬
諾
大
神
、
当
所
敷
地
の
番
荒

　

神
、
総
の
ミ
ナ
ク
チ
、
昔
中
頃
今
当
代
の
、
五
性
の
性
得
た

」

三
一
ウ

」
三

ニ
オ
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現
神
様
え
は
、
三
処
は
一
チ
目
に
行
秀
の
初
穂
ま
い
ら
す
る
、

　
　
コ
ー
リ
の
字
文
え
下
り
入
り
用
合
召
さ
れ
て
、
神
が
守
目
の

　
　
式
法
し
だ
い
の
、
前
だ
て
後
ろ
だ
て
、
御
ん
引
継
を
頼
み
ま

　
　
い
ら
す
る
、

　
以
上

を
例
に
し
て
、
所
の
氏
神
、
氏
仏
け
、
氏
寺
、
自
分
が
普

段

に
頼
む
神
仏
、
現
神
、
山
の
神
、
水
神
、
次
第
々
々
に
高
神
、

高
仏
、
得
に
現
神
様
、
仏
で
送
っ
て
有
る
場
合
が
多
い
の
で
、
本

尊
弘
法
大
師
、
善
光
寺
本
尊
様
に
、
口
葉
を
は
つ
さ
な
い
様
に
コ

ク
リ
バ
り
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ

　
一
通
り
終
っ
た
ら
賛
華
、
錫
杖
、
船
若
心
経
、
其
の
他
相
い
当

る
祓
い
、
塩
祓
い
、
終
り
た
ら
神
道
の
行
い
を
か
け
て
、
三
千
世

界
、
黒
土
み
墓
、
の
り
く
ら
御
幣
え
迎
え
て
、
／
何
性
何
の
年
の
、

デ

ン

チ

田
地
の
地
主
乃
、
送
り
迎
が
首
尾
良
く
出
来
る
如
く
を
祈
願
し
て
、

　
　
　
　
　
　
ア
ル
ジ

五

方
十
二
ヶ
方
の
主
祀
り
を
し
て
、
安
座
に
着
け
て
、
式
次
第

乃
成
就
を
祈
願
す
る
。

　

　
　

注
沢
　
戸
外
で
行
事
を
す
る
時
に
は
三
千
世
界
と
云
ふ
定
め
也
り
。

　
　
　
　
エ
ン

◎
是

よ
り
縁
切
り
の
祈
り
を
行
ふ
。
其
の
継
橋
の
字
文
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ヒ
ト

　
　
当
初
処
に
鎭
り
申
し
た
、
名
高
い
田
地
の
地
主
、
新
人
神
の

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ジ
ウ

　
　
御
位
前
様
は
、
行
く
世
の
昔
に
、
今
世
此
の
世
を
修
め
て
、

　
　
ツ
チ

　
　
土
で
ん
々

々
と
鎮
り
申
し
て
、
何
ん
が
何
年
い
く
世
の
昔
と
、

　
　
相
成
り
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
御
い
ぜ
ん
様
は
由
法
も
由
柄
も

　
　
強
く
に
ご
ざ
れ
ば
、
取
り
上
げ
引
き
上
げ
く
ら
え
へ
上
げ
て
、

　
　
今
当
代
の
新
ら
現
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
と
、
安
座
の
位
い
に
く

　
　

ら
ゑ
へ
上
げ
の
御
祝
い
祀
を
差
し
上
げ
申
さ
う
次
第
に
ご
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ン
デ

　
　
れ

ば
、
神
が
守
目
、
釈
加
の
こ
み
こ
が
三
五
斎
幣
、
右
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
く

　
　
持
ち
て
、
黒
土
御
墓
へ
足
手
の
運
び
で
三
五
斎
幣
、
是
れ
／

　
　

の

り
く
ら
ゑ
、
よ
み
や
集
め
て
、
新
宮
え
迎
へ
て
、
新
宮
で

」
三

ニ
ウ

」
三

三
オ

　
　
洗
ふ

て
、
本
宮
え
迎
へ
て
本
宮
で
清
め
て
、
シ
メ
打
ち
越
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
ミ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ナ
カ

　
　
い
て
シ
メ
道
つ
と
う
て
神
道
つ
た
わ
せ
、
七
丁
木
半
の
白
葉

　
　
の

ま
弓
、
此
の
お
ん
ダ
ラ
シ
に
投
げ
か
け
、
行
文
行
体
さ
し

　
　
て
、
天
竺
柳
三
川
乃
水
く
み
下
ろ
い
て
、
十
二
万
才
、
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ザ

　
　
へ
へ
上
げ
て
、
安
座
の
位
い
に
く
ら
ゑ
へ
上
げ
の
御
祝
い
祀

　
　
り
、
諸
礼
の
神
楽
を
差
上
申
さ
う
沢
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
有
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
バ

　
　
よ
の
物
の
御
縁
を
切
ら
い
て
、
三
尺
四
面
を
一
チ
の
休
場
で
、

　
　
三
五
斎
幣
、
是
の
り
く
ら
え
、
送
い
迎
を
し
ま
い
ら
す
る
、

○
是

よ
り
縁
切
り

　
　
田
地
の
地
主
様
は
、
東
方
浄
土
の
も
も
の
木
、
柿
の
木
、
桧

　
　
　
　
カ
ヂ

　
　
木
、
楮
の
木
有
る
よ
の
品
に
、
御
縁
を
掛
け
て
よ
も
候
共
、

　
　
御
縁
を
切
ら
い
て
、
御
縁
を
は
な
い
て
、
三
尺
四
面
黒
土
み

　
　
墓
え
、
集
り
用
合
成
り
給
え
、
五
方
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ウ
ジ
ン

　
　
田
地
の
地
主
様
は
、
東
方
浄
土
の
高
き
大
神
ひ
く
き
小
神
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン

　
　
／

山
の
神
、
王
太
神
様
の
御
神
ザ
ツ
マ
に
、
御
縁
を
掛
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
ご

ざ
る
と
、
王
太
神
様
の
御
部
る
い
御
春
属
様
と
、
よ
れ
て

　
　
も
つ
れ
て
花
の
こ
も
ん
の
お
あ
そ
び
で
ご
ざ
る
と
、
御
縁
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ツ
チ

　
　
切

ら
い
て
三
尺
四
面
の
黒
土
み
は
か
え
集
り
用
合
成
り
給
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
マ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
王
太
神
様
え
は
、
御
ん
礼
々
と
米
蒔
上
げ
て
参
ら
す
る
、
米

　
　

召
し
上
り
、
安
座
の
位
い
に
お
な
お
り
用
合
召
さ
れ
て
、
御

　
　
春
属
様
は
み
ひ
ざ
の
元
え
、
お
ん
引
き
の
け
を
頼
み
ま
い
ら

　
　
す
る
、
御
部
る
い
春
属
え
は
、
時
の
ぶ
に
あ
て
、
ひ
け
い
、

　
　
シ
ロ
ヨ
ネ

　
　

白
米
千
石
、
黒
米
千
石
、
マ
米
が
千
石
、
三
千
石
と
ぶ
に

　
　

あ
て
授
け
た
、
此
れ
受
け
取
り
て
、
王
大
神
様
の
千
丈
広
野

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
が
奥
え
、
立
ち
余
き
用
合
成
り
給
（
各
々
米
ツ
ブ
を
蒔
く
）
、

　
　

五
方
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ボ
ヲ

　
　

田
地
の
地
主
様
は
、
東
方
浄
土
の
大
川
水
神
、
小
川
水
神
、

」
三
三
ウ
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カ
ラ
サ
ワ

小
谷
枝
川
、
空
澤
空
ヌ
タ
・
池
や
泉
、
落
ち
や
た
ぎ
り
の
轟

の

水
神
様
え
、
御
縁
を
掛
ケ
て
ご
ざ
ろ
う
共
、
水
神
様
の
御

春
／
属
と
よ
れ
て
も
つ
れ
て
、
花
の
あ
そ
び
で
ご
ざ
る
と
、

御
縁
を
切
ら
い
て
、
黒
ろ
土
ち
み
墓
え
集
り
用
合
成
り
給
え
、

水
神
水
天
竜
王
様
え
は
、
御
ん
札
々
と
米
蒔
き
上
げ
て
ま
い

ら
す
る
、
米
い
た
“
い
て
、
安
座
の
位
い
に
御
な
お
り
用
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゴ
ロ
モ

召
さ
れ
て
、
御
春
属
様
を
千
丈
羽
衣
の
下
え
、
お
ん
引
き
奇

を
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
御
部
る
い
春
属
え
時
の
ひ
け
い
に
、

　
　
　
　
　
　
（
米
）

白
米
千
石
、
黒
千
千
石
、
マ
米
も
千
石
、
大
虫
小
虫
も
ひ

け
い
よ
ら
め
て
ま
い
ら
す
る
、
是
受
取
り
て
水
神
様
の
、
し

ん

と
う
さ
ど
こ
え
立
ち
の
き
用
合
成
り
給
へ
、
（
是
も
五
方

同
様
）

田
地
の
地
主
様
は
五
方
十
二
ヶ
方
の
山
の
ミ
サ
キ
、
川
の
ミ

サ

キ
と
よ
れ
て
も
つ
れ
て
よ
も
候
共
、
御
縁
を
切
ら
い
て
黒

ろ
土
ち
み
墓
え
集
り
用
合
成
り
給
え
、
山
の
ミ
サ
キ
川
の
ミ

サ

キ
は
、
ぶ
に
あ
て
授
け
た
是
受
取
り
て
、
元
の
棲
祠
立
ち

行
き
用
合
成
り
給
え
、
田
地
の
地
主
様
は
、
五
方
十
二
ヶ
方

／
木
落
滝
落
ち
、
山
の
ス
、
・
レ
、
川
の
ス
、
・
レ
、
き
ゆ
せ
ん

　
　
　
モ
ノ

亡
者
の
霊
と
、
よ
れ
て
も
つ
れ
て
ご
ざ
る
と
、
御
縁
を
切
ら

い

て
、
三
尺
四
面
え
集
り
用
合
成
り
給
え
、
キ
ュ
ウ
セ
ン
亡

者
の
霊
に
は
、
二
月
彼
八
月
彼
岸
の
祀
り
も
取
ら
し
よ
う
、

七

月
ぼ
ん
の
祀
り
も
取
ら
い
た
、
月
命
日
の
祀
り
も
取
ら
い

た
、
是
受
取
り
て
三
尺
四
面
を
た
よ
り
、
西
は
西
方
く
ほ
ん

が
浄

土
、
仏
け
の
世
界
え
立
ち
行
き
用
合
成
り
給
え
、
田
地

　
　
　
　
ト
ウ

の
地
主
様
は
東
方
浄
土
の
浄
土
に
ご
ざ
る
か
、
地
国
に
ご
ざ

　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ッ
ボ
ウ

る
か
、
七
ナ
ツ
の
街
道
、
八
ツ
の
地
国
に
ご
ざ
る
か
、
十
方

世
界

に
ご
ざ
る
か
、
御
縁
を
切
ら
い
て
、
御
縁
を
放
い
て
、

」
三
四
オ

」
三
四
ウ

　
　
三
尺

四
面
黒
土
み
墓
え
、
請
願
成
就
集
ま
り
ま
と
ま
り
、
用

　
　
合
成
り
給
え
、
御
廻
行
し
だ
い
、
御
ん
道
引
に
、
地
国
ザ
ラ

　
　

ヱ
、
街
道
ザ
ラ
ヱ
を
唱
え
掛
ケ
て
ま
い
ら
す
る
、

◎
地

国
ザ
ラ
ヱ
の
歌
を
唱
え
る
。
此
の
字
文
は
和
讃
の
口
調
に
て

　
歌
い
掛
ケ
る
節
。

　
○
正
月
入
れ
ば
梅
の
花
、
宇
根
ウ
ネ
、
谷
々
、
佐
古
ザ
コ
迄
も
、

　
　
咲
き
や
栄
え
た
花
な
れ
ど
、
あ
の
世
で
栄
え
ぬ
花
な
れ
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
サ
ミ

　
　
栄
え
に
栄
え
て
、
勇
て
よ
り
ご
ざ
ー
れ
ー
（
以
下
は
）

　
〇
二
月
入
れ
ば
　
椿
の
花
（
以
下
は
同
文
）

　
〇
三
月
入
れ
ば
桜
の
花
（
同
）

　
〇
四
月
入
れ
ば
ゴ
コ
ク
の
花
（
同
）

　
〇
五
月
入
れ
ば
う
の
花
（
以
下
同
）

　
〇
六
月
入
れ
ば
ユ
リ
の
花
（
以
下
同
）

　
〇
七
月
入
れ
ば
ソ
ウ
バ
木
の
花
（
以
下
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
ツ
チ

　
　
田
地
の
地
主
様
は
法
楽
用
合
、
黒
土
ミ
バ
カ
へ
勇
み
に
勇
ん

　
で
集
り
用
合
成
り
給
え
。

　
　
　
　

○
注
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
チ

　
此

こ
で
当
初
敷
地
の
総
の
ミ
ナ
ロ
様
、
イ
ザ
ナ
ギ
様
を
頼
ん
で

集
ま
っ
た
か
、
九
字
に
て
引
き
分
け
て
伺
っ
て
見
る
。
集
ま
っ
た

と
云
ふ
九
字
が
取
れ
た
ら
、
今
度
は
立
て
た
幣
え
迎
へ
る
。

◎
字
文

　
　
何
性
何
の

年
、
田
地
の
地
主
、
新
人
神
の
御
位
前
様
は
、
黒

　
　
土

ミ
墓
に
集
り
用
合
召
さ
れ
た
か
ら
で
は
、
黒
土
み
墓
を
一

　
　
　
　
ヤ
ス
バ

　
　
チ

の

安
場
で
、
三
五
斎
幣
是
れ
／
送
り
迎
え
お
し
ま
い
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
カ
ウ

　
　
る
、
其
の
御
ん
為
に
は
廻
向
し
だ
に
、
神
道
道
橋
一
チ
の
大

　
　
神
で
送
り
迎
え
を
し
ま
い
ら
す
る
（
是
よ
り
神
道
の
行
い
文

　
　
を
祈
る
）

」
三
五
オ

」
三
五
ウ

655



国立歴史民俗博物館研究報告

　第142集2008年3月

終
り
て
、

　
◎
是
迄
お

あ
ら
ん
か
ぎ
り
の
送
り
迎
も
差
上
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、

　
　
三
尺

四
面
も
黒
つ
ち
、
み
墓
も
御
縁
を
切
ら
い
て
、
御
縁
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヅ

　
　
放
い
て
、
三
五
斎
幣
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
い
と
ん
よ
精
か

　
　
に
掛
り
て
、
用
合
成
り
給
え
、

　
再
度
の
り
へ
移
つ
た
か
九
字
で
伺
っ
て
見
て
、
出
来
た
な
れ

ば
、
）
字
文
、

　
　
何
性
何
の
年
、
新
人
神
の
御
位
前
様
を
は
、
次
第
々
々
で
新

　
　
宮
え
迎
へ
て
新
宮
で
洗
ふ
て
、
本
宮
え
迎
え
て
本
宮
で
清
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
ア
ゲ

　
　

て
、
シ
メ
打
ち
越
や
い
て
請
神
舞
台
え
招
じ
直
い
て
、
取
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
シ
ウ
　
ア
イ
ウ
ヂ

　
　
神
楽
を
差
し
上
げ
申
す
が
、
座
敷
座
中
に
、
相
性
、
相
氏
、

　
　
　
　
ア

　
　
相
人
在
り
て
も
、
相
性
う
つ
れ
、
年
性
う
つ
れ
も
召
さ
れ
ん

　
　
如
く
に
、
の
り
く
ら
御
幣
も
の
り
や
は
つ
れ
も
致
さ
ん
如
く

　
　
に
、
／
神
が
も
り
め
の
由
法
由
柄
が
う
す
く
に
ご
ざ
る
と
、

　
　
字
文
字
法
が
不
足
に
ご
ざ
る
と
、
師
匠
し
だ
い
と
わ
き
ま
え

　
　
申
し
て
、
神
が
守
り
目
の
云
ふ
事
す
る
事
、
一
チ
一
チ
道
理

　
　
と
、
わ
き
ま
へ
申
し
て
、
安
座
の
位
い
に
、
お
な
を
り
用
合

　
　
な
さ
れ
て
、
賜
わ
れ
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、

（○
是

よ
り
、
い
た
き
布
に
幣
串
を
つ
・
み
、
口
に
シ
キ
ビ
葉
一

枚
喰
は
ゑ
て
、
赤
子
を
い
だ
い
た
気
持
で
、
し
つ
か
に
歩
き
乍
ら

家
に
向
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヅ

　
（
注
意
事
項
　
此
の
作
法
の
時
に
、
す
べ
て
の
者
を
祀
り
外
す

事
。
又
縁
切
り
を
く
わ
し
く
行
っ
て
、
其
の
人
の
霊
だ
け
に
し
て

迎
へ
て
行
く
事
が
ヒ
ミ
ツ
の
法
也
り
。
此
れ
が
充
分
に
出
来
て
居

な
け
れ
ば
、
神
楽
に
な
っ
て
か
ら
順
序
良
く
出
来
な
い
事
が
有

る
）　

又
塚
起

こ
し
の
九
字
が
取
れ
ん
場
合
に
は
、
後
ろ
だ
て
お
重
ね

」
三

六
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

て
、
く
わ
し
く
縁
切
り
を
唱
る
。
又
、
七
ナ
山
の
和
讃
を
唱
え
る

（別
本
仏
法
集
に
書
い
て
有
る
）
。
何
ん
と
云
ふ
字
号
位
に
つ
く
か
、

き
い
て
お
く
の
も
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ラ

◎
家
に
つ
い
た
時
の
作
法
1
1
か
す
か
に
錫
杖
を
鳴
す
。
次
に
小
声

に
て
、

　
　
西

わ
海
方
面
吹
き
ま
わ
す
、
風
は
目
に
は
見
ゑ
ね
ど
も
、
神

　
　
は

奇
り
く
る
、
よ
り
ご
ざ
あ
る
ー
、

と
唱
え
る

◎
家
で
待
つ
て
居
た
太
夫
の
作
法

　
二
人

に
て
、
取
っ
て
置
い
た
湯
と
、
火
ぼ
て
湯
ぽ
て
を
持
つ
て
、

戸
を
あ
け
て
清
め
る
。
湯
ぼ
手
に
湯
を
附
け
て
、
火
ぼ
て
は
火
は

附
け
ず
に
太
夫
か
ら
、

　
◎
黒
ろ
土
ち
み
は
か
え
、
足
手
の
運
び
の
神
が
守
り
目
の
五
尺

　
　
カ
ラ
ダ

　
　
身
体
を
清
め
る
者
は
、
神
が
守
り
目
か
、
は
よ
ま
が
守
り
目

　
　
か
、
も
ん
も
う
だ
の
し
や
、
も
も
川
の
水
で
清
め
う
、
清
釈

　
　
　
　
ヒ
ジ
リ

　
　

加
清
聖

　
（
火
手
を
持
っ
た
者
わ
）
天
竺
か
ら
火
の
大
神
で
清
め
う
、
清

　
　
　
　
ヒ
ジ
リ

　
釈
加
清
聖
（
三
回
）

次
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン
オ
モ
テ

　
　
名
高
い
田
地
の
地
主
、
新
ら
人
神
の
、
御
神
の
面
の
り
く
ら

　
　
御
幣
を
、
清
め
る
者
は
（
以
下
同
文
三
回
）

　
次
に
塩
水
を
榊
葉
に
附
け
て
、
塩
祓
い
の
字
文
を
唱
え
て
、
太

夫
の
身
体
を
三
回
、
神
を
三
回
清
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
ラ

◎
終
れ
ば
内
の
太
夫
は
幣
を
受
取
り
、
幣
の
頭
を
シ
メ
縄
に
そ
え

て
、　

　
（
シ
メ
道
つ
と
う
て
よ
り
ご
ざ
れ
、
神
道
つ
と
う
て
よ
り
ご

　
　
ざ
れ
、
シ
メ
打
ち
越
え
て
奇
り
ご
ざ
れ
、
）

」
三
六
ウ

」
三
七
オ
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此
の

時
に
舞
台
ジ
メ
の
上
を
越
や
い
て
、
唱
え
乍
ら
中
央
迄
。

　
次
に
弓
の
ツ
ル
に
立
て
掛
け
て
、
し
ば
ら
く
神
を
体
け
い
さ
し

て

か
ら
始
め
る
。

　
墓
え
行
っ
た
太
夫
は
、
水
を
口
に
く
ん
だ
り
榊
か
シ
キ
ビ
葉
で

カ
ラ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ゲ

身
体
に
水
を
掛
ケ
て
、
賛
華
の
祓
い
で
清
め
、
更
に
仏
法
の
祓
い
。

　
　
五
分
ホ
ツ
シ
ン
オ
マ
ヱ
ナ
シ
給
工
（
三
回
）

　
　
ゴ
ブ
ン
ホ
ツ
シ
ン
ト
、
イ
ツ
バ
カ
イ
デ
ウ
、
エ
ケ
タ
ツ
ゲ
ダ

　
　

ツ
、
チ
ケ
ン
の
印
と
開
か
せ
給
え
、

と
、
手
の
平
を
合
せ
て
す
り
合
せ
乍
ら
、
清
め
の
字
文
を
唱
え
る
。

（本
式

は
此
の
時
に
、
マ
ツ
香
を
手
の
平
に
入
れ
て
す
り
合
し
て
、

身
体
に
か
け
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ッ
ト
キ

　
昔
は
役
者
も
大
勢
居
た
の
で
、
墓
え
行
っ
た
太
夫
は
一
時
舞
台

の

内
に
は
い
ら
な
か
つ
た
と
言
ふ
。
現
代
は
す
ぐ
に
、
向
ふ
神
楽

の
役
に

な
ら
ね
ば
神
楽
が
出
来
な
い
。

◎
取
上
げ
神
楽
の
式
次
第

　
一
同
綾
傘
を
か
む
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ミ
　
ツ
ケ
イ
タ

　
本
役
は
他
の
太
夫
よ
り
余
分
に
ス
ズ
小
刀
を
弓
の
着
板
の
手
前
、

ア
イ空

た
処
に
置
く
。
本
役
は
矢
を
、
他
の
者
は
神
楽
幣
、
相
手
役
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

本
役
の
真
向
い
に
座
し
、
入
合
八
勺
の
米
お
手
許
に
置
い
て
、
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
チ

ぎ
と
云
ふ
動
且
（
八
寸
角
位
い
の
板
に
、
縁
取
り
し
た
四
角
い
膳

二
枚
を
、
重
ね
持
つ
。

　
　
　
　
ユ
ミ

　
役
者
は
弓
の
両
は
し
に
は
座
し
な
い
。
（
新
人
神
の
通
り
道
）

　
役
者
の
座
し
た
中
央
に
、
一
斗
二
升
一
貫
二
百
、
赤
い
布
小

ハ
“

三
尺
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ク
ラ

　
取
上

げ
神
楽
に
封
す
る
供
え
物
。
（
ひ
け
い
諸
物
法
乃
枕
と
云

ふ
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ウ
モ
ン
ギ
ウ

　
太
鼓

は
縁
切
り
神
楽
の
間
は
、
小
音
に
て
打
ち
、
行
文
行
体

」
三
七
ウ

を
始
め
た
ら
、
ぶ
つ
だ
ん
の
打
ち
か
た
に
も
ど
る
。

　
役
者

は
十
二
人
が
決
り
。
人
員
が
不
足
す
る
時
に
は
、
五
人
六

人
内
に
氏
子
が
必
ず
何
人
か
加
わ
る
。
本
役
と
相
役
以
外
は
だ
れ

で
も
良
い
。

◎
神
楽
の
し
だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
マ

　
本
役
が
音
戸
。
他
は
合
唱
す
る
（
神
楽
の
決
り
）
。

　
稜
ら
い
消
し
に
つ
づ
い
て
　
道
橋
の
神
楽
1
1

　
　
別
儀
の
し
だ
い
に
お
わ
し
ま
さ
ん
、
数
も
か
ず
く
な
神
楽
の

　
　
役
者
は
、
十
六
天
の
氏
子
仲
場
に
、
時
雇
わ
れ
は
申
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ

　
　
十
六
天

に
要
年
久
し
く
供
り
申
し
た
、
名
高
い
で
ん
地
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
主
、
何
性
何
の
年
、
新
人
神
の
御
位
前
様
を
、
取
上
げ
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ザ

　
　
上
げ
く
ら
へ
て
、
へ
あ
げ
の
前
と
も
相
成
り
申
し
て
御
座
る

　
　
が
、
其
の
御
為
に
は
先
き
し
よ
う
と
も
に
は
、
地
神
公
神
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ

　
　
を
基
に
始
め
て
、
太
小
神
祇
、
高
や
仏
け
の
御
本
尊
様
え
は
、

　
　
や

そ
う
の
神
楽
で
請
神
の
舞
台
、
ピ
ケ
イ
諸
物
、
是
れ
の
り

　
　
く
ら
え
、
送
り
迎
え
て
前
楯
後
楯
も
頼
ふ
で
ご
ざ
れ
ば
、
唯

　
　
　
　
　
ア
タ
ラ
シ

　
　
今

よ
り
は
新
い
神
楽
役
者
の
、
前
立
て
後
ろ
立
て
に
、
御

　
　
直
り
用
合
召
さ
れ
て
、
花
や
か
つ
ま
や
か
、
く
ら
ゑ
へ
上
げ
、

　
　
お
か
い
て
あ
だ
な
ひ
け
い
を
取
ら
せ
ん
如
を
、
た
し
か
に
た

　
　
の
み

ま
い
ら
す
る
、
／
神
が
守
目
は
、
何
性
何
の
年
が
、
師

　
　
匠
次
第
何
性
何
の
年
も
師
匠
次
第
、
其
の
ほ
か
数
も
か
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ヘ
ミ

　
　
の
師
匠
し
だ
い
の
、
読
み
口
、
習
い
ロ
、
御
礼
御
許
さ
れ
を
、

　
　
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

◎
是

よ
り
、
新
人
神
の
あ
そ
び
の
米
と
し
て
、
向
ふ
役
者
に
へ
ぎ

に
米
を
盛
ら
す
。

　
　
　
フ
マ
　
　
●
●

ま
つ
（
米
の
本
地
か
ら
）
神
楽

　
◎
何
性
何
の
年
、
新
人
神
の
御
い
ぜ
ん
様
を
、
取
り
上
げ
神
楽

」
三

入
オ

」
三

八
ウ
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の
其
の
御
為
に
は
、
ア
ソ
ビ
の
米
と
も
向
ふ
神
楽
え
米
盛
り

　
　
ソ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ラ
イ

　

生
て

て

ま
い
ら
す
る
、
御
本
地
く
わ
し
く
よ
み
や
解
て
、
米

　
　
　
ソ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ

　

盛
り
育
て
う
や
ら
め
で
た
、
是
や
キ
ン
ク
の
み
米
は
日
本
で

　
　
ご
ら
ん
じ
始
め
ん
、
唐
土
で
ご
ら
ん
じ
始
め
ん
、
是
れ
天
竺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ロ

　
　
の
ミ
ヨ
シ
が
川
原
で
、
伊
葬
諾
大
神
、
天
中
姫
宮
二
人
揃
ふ

　
　
て
、
御
ら
ん
じ
始
め
た
米
に
て
疑
い
処
が
お
わ
し
ま
せ
ん
、

　
　
フ
マ

　
　
米
の
こ
め
に
は
、
三
好
が
川
乃
小
砂
に
疑
い
と
こ
ろ
が
お
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
メ
ミ
ヤ
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
し
ま
せ
ん
、
米
入
れ
物
に
は
姫
宮
様
の
／
笈
い
の
手
箱
の
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
た
に
て
疑
い
処
が
お
わ
し
ま
さ
ん
、
米
や
お
敷
は
姫
宮
様
の

　
　
　
　
　
　
ウ
タ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
綾
の
小
笠
に
疑
い
処
が
お
わ
し
ま
ん
、
三
う
ず
み
半
と
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ヅ
　
　
フ
マ

　
　
ず
み
取
ら
い
て
、
神
津
が
米
と
も
盛
り
や
始
め
て
、
ご
ら
ん

　
　
じ
始
め
て
、
ご
ら
ん
じ
始
め
た
米
に
て
疑
い
処
が
お
わ
し
申

　
　
さ
ん
、
日
本
に
渡
り
て
天
中
姫
宮
様
が
、
金
剛
界
が
父
米
、

　
　
胎

蔵
界
が
母
米
と
も
盛
り
や
始
め
て
、
し
だ
い
く
で
師
匠

　
　
に
渡
り
て
、
盛
り
や
始
め
ま
い
ら
し
て
、
今
日
宵
い
わ
師
匠

　
　
次
第
で
、
何
性
何
年
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
え
の
、
く
ら
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
へ
上
げ
の
ア
ソ
ビ
の
米
と
も
向
ふ
神
楽
え
、
三
ウ
ズ
ミ
半
と

　
　
　
　
　
ソ
ダ

　
　
も
盛
り
や
育
て
・
、
神
迎
よ
う
や
ら
め
で
た
、

　
む
　
　

○
注
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
此
処
で
向
ふ
役
者
は
、
三
う
ず
み
半
に
米
を
持
っ
た
へ
ぎ
に
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス

る
。
三
べ
ん
に
ぎ
り
て
お
い
て
、
四
回
目
を
半
分
升
に
も
ど
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

三

回
半
に
な
る
。
是
よ
り
向
ふ
神
楽
は
長
時
間
、
米
を
く
づ
さ
ん

様

に
持
っ
て
神
楽
を
行
ふ
の
で
大
変
つ
か
れ
る
し
だ
い
也
り
。

　
　
　
　
　
　
ソ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ロ

◎
是

よ
り
現
神
揃
へ
に
入
る
。
白
浜
を
呼
ぶ
と
も
云
ふ
。

　
本
役
太
夫

は
三
五
斎
幣
、
迎
へ
て
来
た
幣
を
ソ
ヱ
て
持
つ
。

　
道
橋
の
神
楽
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ジ
ウ

　
　
何
性
何
の
年
乃
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
は
、
現
代
此
の
世
を

」
三
九
オ

」
三
九
ウ

オ
サ
メ
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
サ
マ

暮

て
、
土
ち
で
ん
々
々
と
、
鎭
り
申
し
て
何
が
何
年
、

イ
ク
ヨ
　
オ
サ
メ

久
世
の
昔

と
相
成
り
申
し
て
ご
ざ
る
が
、
氏
子
仲
ば
は
取
り

と
う
立
て
・
、
物
相
談
も
伏
せ
ま
い
ら
し
て
、
是
よ
り
右
に

は

神
が
も
り
目
も
雇
い
下
ろ
い
て
、
黒
つ
ち
み
墓
え
雲
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ
　
　
　
ワ
ケ

雲
り
、
汚
い
た
稜
も
読
み
解
取
り
解
祓
い
分
け
て
、
四
幣
が

ミ
テ
グ
ラ
ダ
イ
パ

幣
束
、
台
婆
の
人
形
、
十
二
の
ヒ
ナ
ゴ
ヱ
読
み
や
集
め
て
、

　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ジ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
デ
ウ

流
取
り
掛
ケ
た
、
諸
敷
の
祭
文
読
や
ひ
ら
い
て
、
御
定
の
祀

り
は
取
ら
い
て
、
呪
阻
の
名
所
え
地
を
三
寸
と
も
買
い
取
り
、

　
　
　
ネ
ン

十
三
年
の
年
切
り
掛
ケ
て
、
打
ち
や
鎮
め
て
上
印
讃
固
も
リ

ン

リ
と
掛
ケ
お
き
申
し
て
、
今
日
今
宵
は
良
い
日
良
い
時
、

　
　
　
エ
　
　
　
　
エ
ラ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
メ

吉
時
、
得
時
と
選
定
め
て
神
が
盛
り
硯
／
も
雇
い
下
ろ
い

て
、
天
の
太
い
お
ん
崎
の
請
神
つ
い
で
お
持
ち
ま
い
ら
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
リ
メ

新
し
舞
台
も
作
り
仕
立
て
お
わ
し
ま
す
れ
ば
、
神
が
盛
現
は

ゴ

ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ザ

御
神
ん
の
ザ
ツ
マ
え
、
五
万
御
幣
も
へ
ぎ
や
飾
り
て
、
五
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
シ
キ

之
五
本
の
榊

も
迎
へ
て
、
綾
が
千
反
、
錦
が
千
反
、
い
な
ぎ

　
　
　
　
ス
エ
　
　
　
　
ゴ
シ
ン
　
オ
モ
テ

ぬ

千
反
、
末
広
扇
に
御
神
の
面
も
へ
き
や
飾
り
て
、
天
竺

三
ヶ

長
と
も
作
り
マ
ネ
ば
せ
賜
て
、
五
方
の
供
え
が
五
百
五

升
、
地
天
の
供
え
が
七
百
七
升
、
一
斗
二
升
に
一
貫
二
百
八

合
八
勺
、
洗
い
米
フ
マ
も
取
り
と
う
立
て
・
、
七
丁
木
中
の

　
　
　
マ

白
葉
の
眞
弓
も
張
り
す
ゑ
申
し
て
、
熊
野
の
新
宮
本
宮
の
湯

ご

り
が
七
度
、
火
ご
り
が
七
度
、
水
ご
り
塩
ご
り
か
ら
火
の

太
神
で
祓
い
清
め
て
、
釈
加
の
こ
み
こ
が
三
尺
四
面
黒
ツ
チ

み
墓
え
足
手
の
運
び
で
、
五
方
十
二
ヶ
方
の
縁
切
り
掛
け
て
、

地

国
さ
ら
ゑ
に
街
道
ざ
ら
ゑ
に
さ
ら
ゑ
上
げ
て
は
、
三
五
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ
イ

幣
是
の
り
く
ら
え
、
引
き
や
移
て
、
／
新
宮
え
迎
え
て
新
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
メ

で
洗
ふ

て
、
本
宮
え
迎
て
本
宮
で
清
め
て
、
注
連
打
ち
越
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

い

て
、
是
の
お
ん
だ
ら
し
え
投
げ
か
け
て
、
送
り
迎
も
修
行

」
四

〇
オ

」
四
〇
ウ
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ギ
ウ
モ
ン
　
　
　
　
　
ギ
ウ
タ
イ

　
　
ま
い
ら
し
た
ら
た
が
、
次
第
々
々
行
文
さ
し
て
、
行
体
さ
し

　
　
　
　
ギ
ウ
モ
ン
ギ
ウ
タ
イ
タ
ケ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ
サ
ン

　
　

て
、
行
文
行
体
修
行
で
な
れ
ば
、
天
竺
柳
三
川
、
百
三

　
　
川
の
水
く
み
下
ろ
い
て
、
十
二
万
才
く
ら
ゑ
て
ゑ
上
げ
て
、

　
　
伊
葬
諾
太
神
様
に
う
か
が
い
頼
み
て
、
字
号
位
い
も
呼
附
申

　
　
し
て
、
今
当
代
の
新
ら
現
神
の
御
い
ぜ
ん
様
と
も
、
く
ら
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
て

へ
上
げ
も
差
上
申
次
第
に
ご
ざ
れ
ば
、
神
が
盛
り
現
に
あ

　
　
だ

な
ひ
け
い
は
取
ら
せ
ん
如
に
、
座
敷
座
中
に
相
性
、
相
人
、

　
　
相
氏
有
り
て
も
、
相
性
移
れ
、
年
性
う
つ
れ
も
召
さ
れ
ん
如

　
　
く
に
、
役
者
の
云
ふ
事
一
チ
一
チ
道
理
に
聞
き
入
れ
申
し
て
、

　
　
安
座
の
位
い
に
上
り
て
賜
わ
れ
、
た
の
み
ま
い
ら
す
る

　
　
（
是
迄
は
継
橋
）

◎
是
よ
り
白
浜
を
掛
け
る
神
楽
に
入
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
オ
ボ
ウ
ジ
オ
ド

　
○
何
性
何
年
の
新
人
神
の
御
い
ぜ
ん
様
は
、
東
方
浄
土
の
浄
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
に

ご

ざ
る
か
、
地
国
に
ご
ざ
る
か
、
七
ナ
ツ
街
道
八
ツ
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ッ
ポ
ウ

　
　
地

国
に
ご
ざ
る
が
、
十
方
世
界
に
ご
ざ
る
が
、
白
浜
ご
ざ
る

　
　
か

黒
浜
ご
ざ
る
か
、
白
浜
掛
り
て
、
黒
浜
か
・
り
て
、
東
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
メ

　
　
浄
土
の
御
縁
を
切
ら
い
て
、
東
方
浄
土
の
注
連
道
ツ
タ
イ
て
、

　
　
　
　
ツ
タ
イ

　
　
神
道
傳
て
、
注
連
打
ち
越
へ
て
、
是
の
お
ん
ダ
ラ
シ
（
弓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ

　
　
の

元

は
ず
ツ
ト
ウ
て
、
う
れ
は
ず
つ
と
う
て
、
そ
り
方
つ
う

　
　
　
　
　
　
ツ
ル
　
　
　
ツ
ト
ウ

　
　
と
う
て
、
弦
な
み
傳
て
、
奇
り
ご
ざ
れ
、
向
ふ
神
楽
の
キ
ン

　
　
　
　
ミ
フ
マ

　
　
ク
の
御
米
え
、
掛
り
て
用
合
成
り
賜
え
、

注
沢
　
方
角
を
替
え
て
五
方
同
じ
に
縁
切
を
く
ら
ゑ
る
。

　
　
ギ
ウ
モ
ン
ギ
ウ
タ
イ

◎
次

に
行
文
行
体
の
業
を
さ
す
。
（
修
行
を
す
る
字
文
）

　
　
何
性
何
の
年
乃
新
人
神
の
御
い
ぜ
ん
様
は
、
古
る
や
の
さ
む

　
　
ら
い
で
行
が
う
す
く
に
ご
ざ
れ
ば
、
急
い
で
行
文
さ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ

　
　
／

行
体
さ
せ
て
ま
い
ら
す
る
、
東
し
東
方
太
川
と
な
か
ヘ

　
　
マ
イ
リ

　
　
行
て
、
水
ご
り
七
ナ
度
の
行
文
な
さ
れ
て
、
行
体
召
さ
れ

」
四
一
オ

」
四
一
ウ

　
　
　
　
　
　
　
タ
ケ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ト
ウ
テ

　

て
、
行
文
行
体
修
業
で
な
ら
ば
、
東
方
浄
土
の
注
連
道
通
行
、

　
　
　
ツ
ト
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ラ
シ

　
神
道
通
行
て
、
注
連
打
ち
越
へ
て
、
是
の
御
ん
弓
の
元
は
ず

　
　
　
　
　
　
ウ
レ

　
つ
と
う
て
　
末
は
ず
つ
と
う
て
、
そ
り
形
つ
と
う
て
、
弦
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
み
通
行
て
奇
り
ご
ざ
れ
、
向
ふ
神
楽
の
キ
ン
ク
の
み
米
へ
、

　
掛
り
て
用
合
成
り
賜
へ
、

方
角
を
替
え
て
五
方
同
じ

二
回
目
の
行
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ウ
モ
ン
ギ
ウ
タ
イ

◎
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
は
ま
だ
に
て
、
行
文
行
体
う
す
く
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヲ

　
な
れ
ば
、
千
里
が
浜
え
参
り
て
、
砂
ご
り
七
ナ
度
に
塩
ご
り

　
七

ナ
度
の
行
文
行
体
な
さ
れ
て
（
以
下
同
文
）

◎

ま
だ
に
て
行
文
う
す
く
に
ご
ざ
れ
ば
、
ら
ん
ご
が
浜
へ
参
り

　
て
、
砂
ご
り
七
度
、
塩
ご
り
七
度
の
行
文
行
体
な
さ
れ
て
、

　
　
　
　
　
タ
ケ
タ

　
行
文
行
体
修
業
で
な
れ
ば
、
（
以
下
同
文
）

　
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
は
ま
だ
に
も
、
行
文
う
す
く
で
な
れ

　
ば
、
熊
野
の
新
宮
本
宮
参
り
て
、
湯
ご
り
が
七
度
の
行
文
な

　
さ
れ
て
、
行
文
行
体
た
け
た
で
な
れ
ば
、
（
以
下
同
）

◎
・
…
は
う
す
く
で
な
れ
ば
、
愛
宕
の
山
え
登
り
て
、
火

　
ご

り
が
七
度
の
行
文
な
さ
れ
て
、
行
文
行
体
た
け
だ
で
な
れ

　
ば
、
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ボ

◎
ま
だ
に
て
行
文
う
す
く
で
な
れ
ば
、
紀
洲
大
峯
山
に
登
り
て
、

　
へ
く

　
深
山
の
行
文
行
体
な
さ
れ
て
、
（
以
下
同
文
）

◎
四
国
石
鎚
山
に
登
り
て
、
（
以
下
同
）

◎
越
中
の
国
、
立
山
、
（
前
後
同
文
）

◎
出
羽
の
国
、
羽
黒
山
、
（
同
）

◎
紀
洲
高
山
山
、
（
同
）

◎
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
は
ま
だ
に
て
、
行
文
行
体
う
す
く
で

　
な
れ
ば
、
富
士
の
山
と
登
り
し
て
、
朝
日
の
行
文
、
夕
日
の

」
四

ニ
オ
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行
体
召
さ
れ
て
、
（
同
）

　
　
岡
を
照
ら
す
は
岡
ツ
ツ
ジ
、
谷
を
照
ら
す
は
谷
椿
、
ツ
バ
キ
、

　
　
ツ
ツ
ジ
は
色
こ
そ
良
け
れ
ど
色
勝
り
、
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
サ
ム
ラ
イ

　
　
様
は
古
や
の
武
士
で
、
／
色
は
黒
く
に
お
わ
し
ま
せ
共
、
法

　
　
　
　
ギ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ウ
モ
ン
ギ
ウ
タ
イ

　
　
勝

り
、
行
は
早
く
に
ご
ざ
れ
ば
、
急
い
で
行
文
行
体
召
さ

　
　
　
　
　
　
　
タ
ケ
タ

　
　
れ
て
行
文
行
体
修
行
で
な
れ
ば
、
（
以
下
同
文
）

　
　
是
迄
何
性
何
の
年
、
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
を
は
、
黒
つ
ち

　
　
み
墓
え
足
手
の
運
び
で
、
地
国
ザ
ラ
エ
、
街
道
ザ
ラ
ヱ
に
サ

　
　
ラ
エ
上
げ
て
、
三
五
斎
幣
是
の
り
く
ら
ゑ
、
引
き
や
移
い
て
、

　
　
新
宮
え
迎
え
て
新
宮
で
洗
ふ
て
、
本
宮
え
迎
え
て
本
宮
で
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
タ

　
　
め

て
、
注
連
打
ち
越
や
い
て
　
神
道
伝
わ
せ
、
此
の
オ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
ラ
シ
え
投
げ
掛
ケ
て
、
向
ふ
神
楽
の
キ
ン
ク
の
み
米
に
呼
び

　
　
附
け
て
、
行
文
行
体
さ
し
て
取
り
上
げ
神
楽
も
差
上
げ
申
し

　
　
て

ご

ざ
れ
ば
、
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
を
く
ら
え
へ
上
げ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
コ
ナ

　
　
清
め
の
水
は
、
天
竺
柳
三
川
の
清
め
の
水
は
行
い
下
ろ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　

て
、
神
が
守
り
め
神
楽
の
役
者
が
一
と
ん
や
シ
ャ
ク
リ
し
く

　
　
ら
せ
給
え
ば
、
一
万
才
／
と
も
清
ま
り
、
へ
上
り
安
座
の
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
　
　
　
　
　
　
　
ア
ガ
リ

　
　
い
に
着
き
賜
え
、
今
当
代
の
新
現
神
と
も
位
ま
せ
、
此
の

　
　
オ
ン
ダ
ラ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
弓
　
や
向
ふ
神
楽
の
キ
ン
ク
が
み
米
で
、
ニ
カ
く
う
れ

　
　
し
ゆ
や
、
御
ん
ぼ
し
召
す
ろ
う
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ー
ト
ン
ド
、
サ

　
　
ア

バ

ラ
〈
ユ
ダ
レ
ウ
ヤ
、
エ
シ
ョ
ウ
ス
ダ
レ
ヤ
、
カ
イ
ク

　
　
リ
巻
キ
上
ゲ
テ
、
待
ツ
夜
に
来
タ
、
イ
ヤ
リ
ャ
ア
ト
ン
ド
、

　
　
　
　

○
注
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ソ
ギ

　
サ

ア
バ
ラ
か
ら
一
同
は
水
を
幣
に
ふ
く
ま
し
て
、
頭
か
ら
注

掛

ケ
る
気
持
で
幣
を
小
キ
ザ
ミ
に
正
面
で
か
る
く
ゆ
ざ
ぶ
る
。
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弓
）

め

て

や

る
気
持
。
又
、
本
役
の
人
は
此
の
時
か
ら
斎
幣
を
引
に
立

て

か
け
て
、
四
幣
と
取
り
替
て
く
ら
ゑ
る
。

」
四

ニ
ウ

」
四

三
オ

　
　
新
人
神
を
く
ら
え
へ
上
げ
の
清
め
の
水
は
、
天
竺
流
三
川
の

　
　
清
め
の
水
を
行
い
下
ろ
い
て
、
神
楽
の
役
者
が
二
た
し
く
り

　
　
し
や
く
ら
せ
給
え
は
、
二
万
才
以
下
同
文

　
　
三

で
　
三
万
才
、

　
　
四

で
四

万
才
、

　
　
五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
一
、
十
二
し
や
く
り
、
し

　
　
や

く
ら
せ
給
へ
ば
、
ち
こ
や
く
し
今
当
代
の
新
現
神
と
も
安

　
　
座
の
位
い
／
就
き
賜
え
。

　
　
　
　
　

○

注

沢
　
以
上
で
取
上
に

相
当
す
る
神
楽
は
終
つ
た
事
に
成
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ズ

神
楽
を
中
止
し
て
、
伊
葬
諾
様
に
連
珠
を
使
っ
て
何
つ
て
見
る
。

ウ
カ
ガ

　
何
い
法
。
今
ま
で
に
例
を
書
い
た
処
が
有
る
が
、
此
の
作
法
に

　
　
　
マ
ツ
タ

お

い

て
、
全
く
無
心
に
成
る
事
が
大
切
也
。

○
例
と
し
て

　
　
　
リ
ウ

　
　
「
王
柳
王
様
、
天
中
姫
宮
、
伊
葬
諾
太
神
様
を
、
取
り
九
字

　
　
　
　
ウ
カ
ガ

　
　
次
第
に
伺
い
招
じ
ま
い
ら
す
る
、
百
八
梵
の
ズ
“
ゑ
送
り
迎

　
　
を
し
ま
い
ら
す
る
、
下
り
入
り
影
合
召
さ
れ
て
、
教
え
の
九

　
　
字
お
ろ
い
て
見
せ
て
賜
わ
れ
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、
神
が
盛

　
　
　
メ

　
　
り
硯
は
氏
子
仲
ば
に
、
時
雇
わ
れ
は
申
し
て
、
天
の
太
い
お

　
　
ん

崎
の
請
神
つ
い
で
を
持
ち
ま
い
ら
し
て
、
黒
つ
ち
、
み
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
イ

　
　
え
、
足
手
の
運
び
で
、
地
国
ザ
ラ
エ
街
道
ザ
ラ
ヱ
に
サ
ラ
ヱ

　
　
上

げ
、
三
五
斎
幣
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
引
き
や
移
い
て
、
新

　
　

宮
へ
迎
て
新
宮
で
洗
ふ
て
、
本
宮
迎
へ
て
本
宮
清
め
て
、
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ラ
シ

　
　
連
打

ち
越
い
て
、
神
道
傳
を
て
、
此
の
お
ん
引
え
／
投
け
か

　
　

け
、
行
文
行
体
さ
し
て
、
天
竺
流
三
川
の
水
く
み
お
ろ
い
て
、

　
　
十
二
万
才
く
ら
ゑ
へ
上
げ
の
取
上
神
楽
の
式
法
し
だ
い
を
、

　
　
シ

　
　
修
行
ま
い
ら
し
た
が
、
何
性
何
の
年
の
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
イ

　
　
様
は
、
今
当
代
の
新
現
神
の
位
を
得
ら
れ
た
と
御
ん
ぼ
し
召

」
四

三
ウ

」
四

四
オ
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せ

ば
、
一
度
で
一
チ
の
九
字
と
下
ろ
い
て
見
せ
て
賜
れ
た
の

　
　
み

ま
い
ら
す
る
（
右
手
で
ズ
ズ
玉
を
引
い
て
止
め
て
、
二
個

　
　

づ
・
か
ず
え
て
一
個
残
れ
ば
出
来
た
と
、
教
え
が
下
り
た
と

　
　
判
断
す
る
）

　
　
　
　
　

○
注
意

　
九

字
を
取
る
場
合
は
、
何
時
で
も
人
に
き
こ
え
る
様
に
内
容
を

祈
願
し
な
い
の
が
源
則
也
り
。
（
ひ
み
つ
の
字
文
）

　
ア
ラ
　
　
（
神
）

◎

新

現
現
の

位
い
を
得
た
と
、
示
現
お
た
く
が
出
た
ら
、
更
に
、

字
号
位
い
は
何
と
附
け
た
ら
良
い
か
を
、
伊
葬
諾
様
に
、
九
字
で

伺
い
引
き
分
け
て
見
る
。
此
の
方
法
は
本
書
の
終
り
に
、
く
わ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

く
書
す
（
又
、
上
つ
た
か
ど
う
か
は
向
ふ
神
楽
の
米
に
も
あ
ら
わ

　
　
　
ウ
チ
フ
マ
ア
ラ
ワ
レ

れ
る
。
内
米
に
現
る
。
）

　
　
　
ク
ラ
イ

◎
字
号
位
も
決
つ
た
後
の
作
法

1
、
先
づ
弓
の
元
え
、
お
膳
又
は
三
宝
に
入
れ
て
、
か
ん
た
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
オ

供
え
物
を
差
し
上
げ
る
。
是
は
川
え
山
え
と
、
行
を
し
て
、
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
チ

れ

た
、
又
神
に
成
っ
た
と
云
ふ
口
祝
の
意
。
本
役
は
斎
幣
、
四
幣

を
取
り
余
い
て
五
幣
、
現
神
幣
に
持
ち
替
え
る
。

　
　
　
　
　
フ
マ

　
向
ふ
役
は
米
を
盛
る
。
（
先
に
書
き
忘
れ
た
が
米
を
持
っ
た
人
は
、

サ

ー
バ
ラ
サ
ー
バ
ラ
の
神
楽
字
文
の
時
に
、
米
を
左
右
前
後
に
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ス

さ
ぶ
っ
て
米
を
さ
び
返
し
、
み
だ
い
て
升
に
う
つ
い
て
新
し
く
升

か

ら
米
を
三
に
ぎ
り
半
に
盛
る
。
十
二
回
す
れ
ば
十
二
回
、
六
回

の
時

に
は
六
か
い
く
り
返
す
作
法
が
定
め
の
作
法
で
有
る
。

◎
是

よ
り
の
神
楽
は
、
や
そ
う
の
神
楽
、
又
は
礼
水
を
く
む
と
も

　
云
ふ
也
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ウ
ジ

　
◎
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
を
は
、
是
造
請
神
の
舞
台
え
迎
え
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ

　
　
し
て
、
行
文
行
体
さ
し
て
、
天
竺
柳
三
川
の
水
く
み
下
ろ

　
　
い
て
、
十
二
万
才
く
ら
ゑ
／
て
へ
上
げ
の
式
法
次
第
の
、
取

」
四

四
ウ

」
四
五
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ギ
ヤ
カ

　
　
り
上
げ
神
楽
も
事
も
見
事
に
、
い
と
も
盛
大
差
上
申
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ガ

　
　

其
の
上
よ
り
は
伊
葬
諾
様
に
新
人
神
の
字
号
位
い
を
何
い
申

　
　
せ
ば
、
何
性
何
の
年
、
何
々
の
親
神
様
と
字
号
位
い
を
各
附

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
カ
ロ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ゲ
ン
　
　
　
　
　
　
ソ
ロ
　
　
　
ヨ

　
　
け
置
く
の
が
適
当
も
の
よ
と
、
示
現
お
九
字
も
揃
う
に
依
り

　
　
　
オ
ス
エ

　
　

て
、
教
の
通
り
に
新
人
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
を
は
、
是
れ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ

　
　
先
は
何
性
何
の
年
、
何
々
の
新
現
神
と
呼
び
附
け
申
し
て
、

　
　
お

祝
い
祀
を
差
上
申
す
が
、
字
号
位
い
に
御
不
足
不
ふ
く
は

　
　
申
さ
ん
如
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
そ
れ
そ
う
ご
ざ
れ
ば
神
楽

　
　
の

役
者

は
、
心
揃
て
御
礼
ヤ
ソ
ウ
の
神
楽
を
差
上
げ
申
そ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
キ

　
　
良
き
喜
び
で
十
六
天
の
神
楽
が
山
え
、
安
座
の
位
い
に
就
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ

　
　
え
、
◎
何
性
何
の
年
、
何
々
の
新
現
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
を
、

　
　
安
座

の

位
い
に
く
ら
ゑ
へ
上
の
、
清
め
の
水
は
／
是
天
竺

　
　
リ
ウ

　
　
柳
三
川
百
三
川
の
清
め
の
水
を
行
い
お
ろ
い
て
、
神
が
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
り
め
、
神
楽
の
役
者
が
一
と
ん
や
し
や
く
り
、
し
や
く
ら
せ

　
　
給
え
ば
、
一
万
才
と
も
清
ま
り
へ
い
や
上
ら
せ
給
ふ
也
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ウ

　
　
く
ら
ゑ
へ
上
げ
の
清
め
の
水
は
、
是
天
竺
柳
三
川
の
百
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
タ

　
　
川
の
清
め
の
水
を
、
行
い
お
ろ
い
て
神
楽
の
役
者
が
二
た
ん

　
　
や

し
や
く
り
、
し
や
く
ら
せ
給
え
ば
、
二
万
才
と
も
清
ま
り

　
　
へ
上
り
、
今
当
代
の
何
々
様
と
も
安
座
の
位
い
に
就
き
た
ま

　
　
え
、
ニ
カ
ニ
カ
嬉
シ
ヤ
、
オ
ン
ボ
シ
召
ス
ロ
ウ
、
イ
ヤ
リ
ヤ

　
　

ド
ン
ド
、
サ
ー
バ
ラ
〈
ユ
ダ
レ
ヤ
、
エ
シ
ョ
ス
ダ
レ
ヤ
、

　
　
カ
イ
ク
リ
巻
キ
上
げ
待
ツ
夜
二
来
イ
デ
、
待
タ
ヌ
夜
ニ
キ
タ
、

　
　
イ
ヤ
レ
ヤ
ト
ン
ド
、

　
（
此
の
様
に
三
回
を
一
回
に
ま
と
め
る
場
合
も
、
神
楽
の
時
に

は

し
ば
く
有
る
。
調
復
し
て
長
時
間
に
渡
る
場
合
、
水
は
十
二

へ
ん

く
む
サ
ー
バ
ラ
ぐ
を
六
回
に
略
す
方
法
で
有
る
。
サ
ー
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
コ

ラ
ρ
＼
の
時
に
は
錫
杖
を
鳴
ら
し
、
太
鼓
打
は
、
舞
い
／
太
鼓
の

」
四
五
ウ

」
四

六
オ
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フ

シ
節
を
打
つ
の
が
定
め
也
り
）

　
十

二

回
水
ぐ
ら
ゑ
が
お
わ
え
ば
「
ご
と
う
」
の
神
楽
、
神
の

ソ
ダ
チ

生

か

ら
、
是
の
字
文
氏
神
の
項
で
書
い
て
有
る
。
ご
と
う
が
終

れ
ば
次
の
如
く
に
、

　
　
ア
ラ

　
◎

新

現
神
の
こ

い

ぜ
ん

様

を
は
、
是
迫
取
り
上
げ
、
引
き
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
ジ

　
　
げ
十
二
万
才
、
ご
と
う
の
太
神
と
く
ら
ゑ
て
へ
上
げ
て
、
安

　
　
座
の

位
い
に
く
ら
ゑ
へ
上
げ
の
、
太
い
だ
い
神
楽
も
い
と
も

　
　
に

ぎ
や
か
、
花
や
つ
ま
や
か
差
上
申
し
た
か
ら
で
は
。
是
れ

　
　
先
き
ざ
き
で
、
取
上
神
楽
が
な
い
よ
と
申
し
て
、
諸
人
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
占
を
つ
と
う
て
、
キ
ン
ク
の
み
米
を
荒
い
て
、
釈
加
の
「
こ

　
　
み

こ
」
の
太
小
ご
ば
ん
の
あ
そ
び
で
、
御
不
足
さ
い
そ
く
召

　
　
さ
れ
ん
如
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
氏
子
ど
も
ら
は
五
年
八
年

　
　
ヨ
ナ
ガ

　
　
世

永
に
ご
ざ
ろ
う
、
三
年
五
年
手
前
の
う
つ
ろ
い
次
第
で

　
　
「
ゆ
み
ぶ
く
」
晴
れ
た
き
れ
い
な
世
年
を
受
入
れ
申
し
た
、

　
　
其
の

御
ん
年
に
は
氏
子
仲
ば
は
／
取
り
と
う
立
て
て
、
よ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ジ

　
　
解
け
取
り
分
け
祓
い
解
て
、
請
神
の
舞
台
も
作
り
仕
立
て
・
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ウ
ジ

　
　
五
万
御
幣
も
、
へ
ぎ
や
飾
り
て
、
式
の
こ
せ
ん
も
奉
供
そ
な

　
　

え
て
、
新
宮
本
宮
の
御
湯
で
清
め
て
、
や
そ
う
の
神
楽
で
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
り
迎
て
、
天
の
太
お
ん
崎
え
の
請
神
つ
い
で
を
以
ち
ま
い
ら

　
　

し
て
、
招
じ
の
舞
台
え
招
じ
直
い
て
、
天
竺
柳
三
川
百
三
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
シ

　
　
の
水
汲
み

お
ろ
い
て
、
十
二
万
才
、
ご
と
う
の
大
神
と
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ

　
　
ゑ

へ
上
げ

て
、
今
当
代
の
新
蜆
子
の
こ
い
ぜ
ん
様
と
、
安
座

　
　

の
位
い
、
本
座
の
位
い
に
直
い
た
お
祝
い
祀
り
も
差
上
申
さ

　
　
う
し
だ
い
に
ご
ざ
れ
ば
、
良
き
荏
を
召
さ
れ
て
、
氏
子
供
等

　
　

を
当
年
世
年
、
又
来
る
世
年
も
何
災
な
ん
も
掛
ら
ん
如
く
に
、

　
　
　
　
　
オ
モ

　
　
厚
く
な
重
く
守
り
を
叶
へ
て
、
賜
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
そ

　
　
れ

そ
う
ご
ざ
る
で
な
れ
ば
、
招
じ
の
舞
台
の
綾
が
千
反
、
錦

」
四

六
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン

　
　
が
／
千

反
、
い
な
ぎ
ぬ
千
反
、
末
広
扇
、
御
神
の
面
に
一
斗

　
　
二
升
八
合
八
勺
ひ
け
い
諸
物
、
広
く
に
許
い
て
、
神
楽
の
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヌ
　
　
キ

　
　
者
の
襟
先
、
袖
先
、
挟
先
、
衣
が
着
先
、
千
早
の
小
傘
の
宇

　
　
　
　
　
七
丁
木
中
の
白
バ
の
ま
弓
も
広
く
に
許
い
て

　
　
津
が
折
り
目
を
広
く
に
許
い
て
、
三
尺
一
歩
の
玉
の
御

　
　
幣
、
是
れ
の
の
り
く
ら
ゑ
、
地
代
将
軍
清
ま
り
へ
上
り
、
中

　
　
代
将
軍
清
り
へ
上
り
、
天
代
将
軍
清
ま
り
へ
上
り
、
安
座
の

　
　
位
い
に
就
き
賜
え
、
天
代
將
軍
清
ま
り
へ
上
り
賜
う
で
な
れ

　
　
ば
、
十
六
天
の
天
の
太
い
お
ん
崎
の
右
脇
神
楽
の
山
え
、
今

　
　
当
代
の
新
現
神
の
御
位
前
様
と
も
、
安
座
の
位
い
に
就
き
賜

　

　
へ
、
に
か
く
嬉
し
や
、
お
ん
ぼ
し
召
す
ろ
う
、
イ
ヤ
リ
ヤ

　
　
ト
ン
ド
、
神
楽
の
役
者
は
心
揃
ふ
て
御
見
立
て
神
楽
、
千
代

　
　
の
み
神
楽
ま
ー
い
ら
ー
す
ー
る
、

　
　
　
む

○
注
沢

　
是

よ
り
一
同
立
ち
上
が
り
て
、
舞
い
神
楽
を
行
ふ
。

　
舞
い
の
動
作
は
礼
儀
の
舞
い
と
同
じ
作
法
。
舞
い
え
附
け
る
神

楽
の
字
文
次
の
如
し
。

　
◎
東
方
浄
土
へ
打
上
げ
打
下
ろ
し
、
舞
ふ
た
る
神
楽
を
神
は
荏

　
　

ぶ
、
イ
ヤ
リ
ー
ト
ン
ド
、
　
五
方

次
に
、
現
神
様
は
花
よ
花
よ
で
花
が
ほ
し
け
り
や
御
請
神
え
ご
ざ

　
　
れ
、
お
し
よ
じ
え
ご
ざ
れ
ば
ミ
ノ
着
て
ご
ざ
れ
、
笠
着
て
ご

　
　
ざ
れ
、
お
し
よ
じ
の
強
さ
に
雨
か
降
る
ろ
う
雪
か
降
る
ろ
う
、

　
　
イ
ヤ
リ
ヤ
ト
ン
ド
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ

　
（
此
の
時
に
氏
子
一
同
は
香
の
葉
を
一
枚
ヅ
・
チ
切
っ
て
、
役

者
投
げ
掛
け
て
、
お
ま
い
り
を
す
る
。
た
く
さ
ん
用
意
し
て
、
た

く
さ
ん
投
げ
か
け
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
サ

　
　
椿

ッ
ツ
ジ
は
色
こ
そ
よ
け
れ
ど
色
勝
り
、
硯
神
様
は
法
勝
り
、

　
　
神
楽
が
山
で
は
、
ニ
カ
ニ
カ
ウ
レ
シ
ユ
ウ
お
ん
ぼ
し
召
す
ろ

」
四
七
オ

」
四

七
ウ
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う
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ー
ト
ン
ド
、

　
む
　
　

○
注
沢

　
是

に
て
取
上
神
楽
は
お
わ
り
。
本
役
の
太
夫
は
、
／
い
つ
迫
も

舞
い
た
い
気
持
に
成
る
。
そ
う
な
れ
ば
神
が
よ
ろ
こ
ん
で
居
る

ア

カ
シ

証
固
で
有
る
。
是
に
て
大
祭
は
全
部
終
っ
た
事
に
成
る
。

　
①
後
で
供
え
た
、
お
供
え
物
を
貰
い
下
げ
る
。
　
②
弓
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
③
弓
の
舞
い
　
④
米
の
舞
い
　
⑤
荒
神
鎭
め
　
㊨
印
鎭
め

　
⑥
神
送
り
　
⑦
座
祝
神
楽
　
⑧
小
ミ
コ
を
上
げ
る

　
⑨
注
縄
切
り
の
舞
い
　
⑩
注
連
上
げ
。
舞
台
飾
り
を
一
切
取
り

　
　
　
　
　
　
ツ
カ

　
は

つ
し
（
後
で
塚
鎭
に
行
く
）

　
新
し
く
現
神
の
取
上
を
し
た
時
に
は
、
三
年
五
年
の
内
に
迎
え

神
楽
を
し
て
本
座
え
直
す
大
祭
を
行
ふ
次
第
が
、
昔
か
ら
の
定
め

で
、
年
祭
を
す
る
の
と
同
じ
理
由
で
、
是
を
迎
え
神
楽
と
言
う
也

り
。◎

迎
へ
神
楽
の
作
法

　
此
の

場
合
、
此
神
だ
け
の
祀
り
を
す
る
と
言
わ
け
に
は
い
け
な

い
。
前
の
大
祭
を
行
っ
た
式
次
に
し
た
が
っ
て
読
解
け
祀
り
、
／

舞
台
作
り
、
幣
飾
、
お
供
物
、
法
の
枕
ら
取
り
と
・
の
え
、
湯
の

手
火
の
手
、
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
、
舞
い
神
楽
。

　
其
の
後
で
天
の
お
ん
ざ
き
様
、
昔
中
今
当
代
の
現
神
様
を
先
に

　
　
　
　
　
　
ガ
ン
ホ
ド

舞
台
え
迎
へ
て
、
願
解
き
の
神
楽
を
修
行
し
た
其
の
後
で
、
法
の

枕
も
取
り
替
え
て
、
迎
え
ぐ
ら
ゑ
の
神
楽
に
移
る
の
が
順
予
で
有

　
　
ハ
ブ

る
。
省
け
る
処
は
一
旦
請
神
を
上
げ
る
必
要
な
い
。
塚
起
や
行
文

行
体
の
神
楽
の
必
要
が
な
い
。

◎
迎
神
楽
の
神
楽
の
字
文

　
①
稜
れ
消
に
つ
“
い
て
、

　
　
別
儀
の
し
だ
い
で
お
わ
し
ま
さ
ん
、
数
も
か
ず
く
の
神
楽
の

」
四

八
オ

」
四
八
ウ

　
　
役
者
は
、
十
六
天
の
氏
子
仲
間
に
時
雇
は
れ
は
申
し
て
、
十

　
　
六
天
で

は
さ
き
し
よ
う
共
に
は
、
名
高
い
で
ん
地
の
地
主
様

　
　
を
は
、
取
り
上
げ
引
き
上
げ
く
ら
ゑ
へ
上
げ
て
、
天
の
太
お

　
　
ん

ざ
き
様
の
右
脇
／
神
楽
の
山
え
、
安
座
に
就
け
た
御
祝
い

　
　
祭
を
差
上
申
し
て
ご
ざ
る
が
、
唯
今
よ
り
は
、
天
の
太
い
お

　
　
ん

崎
様
え
の
請
神
つ
い
で
お
以
ち
ま
い
ら
し
て
、
新
し
招
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
セ
イ
　
　
ホ
ド

　
　
の

舞
台
へ
請
神
直
い
て
大
願
祈
請
の
解
か
し
神
楽
を
、
差
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
申
さ
う
前
と
も
相
成
り
申
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
神
か
守
り
現
、

　
　
神
楽
の
役
者
の
自
法
自
力
に
相
い
ま
い
ら
せ
ん
、
さ
き
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ト

　
　
う
と
も
に
は
、
地
神
公
神
様
を
源
に
始
め
て
、
諸
天
高
神
、

　
　
太
小
神
祇
、
イ
ザ
ナ
ギ
様
に
は
確
か
な
前
楯
後
ろ
楯
、
御
ん

　
　
引
き
継
を
召
さ
れ
て
、
見
る
よ
聞
く
よ
の
次
第
で
、
花
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ダ

　
　
つ
ま
や
か
く
ら
ゑ
へ
上
げ
お
か
い
て
、
徒
名
ヒ
ケ
イ
を
取
ら

　
　
せ
ん

如
く
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
カ
ン

　
（
此
の
様
な
文
を
引
継
、
ミ
チ
ハ
シ
、
／
理
間
、
色
々
に
云
ふ
。

つ
ま
り
予
文
、
又
は
前
置
き
の
言
葉
で
有
る
。

　
　
　
　
ム
コ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
次

に
先
向
神
楽
に
、
ア
ソ
ビ
の
米
を
盛
る
神
楽
。

　
◎
其
の
お
ん
為
に
は
、
何
に
何
に
様
を
、
迎
へ
ぐ
ら
ゑ
の
あ
そ

　
　
　
　
フ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
び
の
米
に
は
、
向
ふ
神
楽
へ
米
盛
り
供
へ
て
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
御
本
地
く
わ
し
く
績
み
や
ひ
ら
い
て
ま
い
ら
す
る
、

　
（
是
よ
り
米
の
本
地
終
わ
り
て
、
向
ふ
神
楽
の
人
は
三
に
ぎ
り

半
に
盛
る
。
）

　
◎
何
性
何
の
年
、
新
現
神
の
こ
い
ぜ
ん
様
は
、
是
よ
り
右
に
は

　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
ベ
　
　
　
　
　
　
ソ
ロ

　
　
氏
子
仲
間
は
頭
首
揃
ふ
て
心
揃
ふ
て
、
雲
い
た
雲
り
、
稜
い

　
　
た
汚
れ
も
、
読
解
取
り
分
け
祓
い
解
け
て
、
御
定
の
祀
り
は

　
　
取
ら
い
て
送
り
鎮
め
て
、
天
の
太
い
お
ん
崎
え
の
請
神
つ
い

　
　
で
を
以
ち
ま
い
ら
し
て
、
新
招
神
の
舞
台
も
作
り
仕
立
て
・
、

」
四

九
オ

」
四

九
ウ
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コ
ミ
コ

　

釈
加
の
小
現
が
黒
つ
ち
み
墓
へ
足
手
の
運
び
で
、
地
国
ザ
ラ

　
　
ヱ
／
街
道
ザ
ラ
ヱ
に
サ
ラ
ヱ
上
げ
て
、
三
五
斎
幣
是
れ
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ

　
　
く
ら
え
、
読
み
や
集
め
て
、
引
き
や
移
い
て
、
新
宮
え
迎
え

　
　
て
新
宮
で
ア
ロ
オ
テ
、
本
宮
え
迎
へ
て
本
宮
え
迎
え
て
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ト
ウ

　
　
宮
で
清
め
て
、
注
連
縄
（
シ
メ
）
道
通
行
て
、
シ
メ
打
ち
越

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ト
ウ

　
　
や

い

て
、
神
道
通
行
て
、
是
の
オ
ン
ダ
ラ
し
へ
投
ゲ
掛
け
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
向
ふ
神
楽
の
キ
ン
ク
の
み
米
え
呼
び
附
け
て
、
行
文
行
体
さ

　
　
し
て
、
天
竺
柳
三
川
の
水
汲
お
ろ
い
て
、
神
楽
の
役
者
が
十

　
　
二
万
才
、
く
ら
ゑ
て
へ
上
げ
て
、
伊
葬
諾
様
に
伺
い
頼
で
、

　
　
何
性
何
の
年
、
何
々
の
現
神
様
と
字
号
位
い
を
呼
び
附
け
て
、

　
　
今
当
代
の
新
現
神
こ
い
ぜ
ん
様
、
安
座
に
就
け
た
取
上
神
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ミ

　
　
を
差
上
申
し
て
ご
ざ
れ
、
当
年
世
年
は
不
忌
ブ
ク
晴
れ
の
き

　
　
申
し
た
、
き
れ
／
い
な
世
年
を
待
ち
受
け
申
し
た
か
ら
で
は
、

　
　
物
相
談
も
伏
せ
ま
い
ら
し
て
、
ひ
け
い
諸
物
も
取
り
と
う
だ

　
　
て
・
、
読
解
け
取
り
分
祓
い
解
け
て
、
御
定
の
祀
り
を
取
ら

　
　
い
て
、
其
の
上
よ
り
請
神
の
舞
台
も
作
り
仕
立
て
・
、
湯
ご

　
　
り
が
七
度
、
火
ご
り
も
七
度
、
水
ご
り
、
塩
ご
り
二
十
一
度

　
　
の

こ
う
り
で
清
め
て
、
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
で
送
り
迎
て
、
天
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド
カ

　
　
太
い
お
ん
崎
様
へ
の
解
し
神
楽
も
差
上
申
し
た
、
請
神
つ
い

　
　
　
　
モ

　
　
で

を
以
ち
ま
い
ら
し
て
、
招
神
の
舞
台
え
迎
て
、
本
座
え
直

　
　
い

た
、
お
祝
い
祀
り
く
ら
え
へ
上
を
修
行
ま
い
す
る
が
、
良

　
　
き
嬉
を
召
さ
れ
て
賜
れ
、
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、
送
り
迎
は

　
　
神
道
ミ
チ
ハ
シ
行
い
招
じ
ま
い
ら
す
る
、

　

む
　
　

注

沢

　
是

よ
り
神
道
の
行
い
を
神
楽
し
て
終
れ
ば
、

　
◎
是
造
お
、
あ
ら
ん
限
り
の
送
り
迎
も
し
ま
い
ら
／
し
た
が
、

　
　
此
の
云
ふ
通

り
に
お
い
て
は
、
落
字
さ
か
字
ぬ
け
字
が
ご
ざ

」
五
〇
オ

」
五
〇
ウ

」

五
一
オ

　
　
る
と
、
師
匠
次
第
と
わ
き
前
申
し
て
、
い
と
も
に
ぎ
や
か
、

　

事
も
見
事
な
送
り
迎
が
有
り
た
よ
の
う
と
は
、
御
納
受
楽
を

　
　
召

さ
れ
て
、
神
楽
が
山
の
三
階
高
棚
の
り
く
ら
御
幣
、
鎭
守

　
　
が

ミ
シ
メ
、
式
の
御
膳
を
広
く
に
許
い
て
、
招
神
の
舞
台
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン
　
オ
モ
テ

　
　
綾
が
千
反
、
錦
が
千
反
、
い
な
絹
千
反
三
千
反
、
御
神
の
面
、

　
　
天
竺
三

ケ
長
と
も
ま
ね
ば
せ
給
た
、
末
広
扇
、
是
れ
の
り
く

　
　
ら
ゑ
、
五
方
に
五
本
の
榊
き
、
ヒ
ケ
イ
諸
物
も
是
れ
の
り
く

　
　
ら
ゑ
、
神
楽
の
役
者
の
襟
先
、
袖
先
、
挟
先
、
絹
が
着
先
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ン
デ

　
　
千
早
の
小
笠
の
宇
津
が
折
目
を
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
右
手

　
　
に
さ
げ
た
る
三
尺
一
歩
、
宇
津
が
お
り
め
も
是
の
り
く
ら
ゑ
、

　
　
　
　
キ
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
マ
ユ
ミ
　
　
　
　
　
　
ツ
ト

　
　
七

丁

木
半
の
白
葉
の
直
弓
を
元
は
す
通
ヲ
て
、
ウ
レ
は
ず

　
　
ツ
ト
ウ

　
　
通

て

／
そ
り
形
通
ふ
て
、
弦
な
み
通
ふ
て
、
下
り
入
り
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
合
召
さ
れ
て
、
向
ふ
神
楽
の
キ
ン
ク
が
み
米
え
掛
り
て
、
用

　
　
合
成
り
賜
え
、
（
是
迫
が
予
文
）

　
　
ア
ラ
ミ
コ

　
◎

「新
現
神
の
御
位
前
様
を
、
迎
え
神
楽
の
清
め
の
水
は
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
竺
柳
三
川
の
百
三
川
乃
清
の
水
を
行
い
お
ろ
い
て
、
神
が
現

　
　
リ
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
太
夫
、
神
楽
の
役
者
が
一
と
ん
や
シ
ャ
ク
リ
、
シ
ャ
ク
ラ
セ

　
　
給
え
ば
、
一
万
才
と
も
清
ま
り
へ
上
り
安
座
の
位
い
に
就
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ゲ

　
　
賜
え
、
本
座
の
位
い
に
附
き
賜
え
、
天
偏
の
位
い
と
上
り
ま

　
　

せ
、
ニ
カ
ニ
カ
嬉
し
う
、
お
ん
ほ
じ
召
す
ろ
う
、
イ
ヤ
リ

　
　

ヤ
ー
ト
ン
ド
ヲ
、
サ
ー
バ
ラ
サ
ー
ラ
バ
、
ユ
ダ
レ
ヤ
カ
イ
ク

　
　
リ
巻
上
ゲ
テ
、
待
ツ
夜
ニ
ャ
ア
ー
コ
イ
デ
、
待
た
ぬ
夜
ニ
キ

　
　
タ
、
イ
ヤ
リ
ヤ
ー
ト
ン
ド
ー
」
、

　
　
　

注
沢

　
右
の
様
な
字
文
す
べ
て
水
ぐ
ら
ゑ
と
云
ふ
。
大
祭
神
楽
の
く
ら

ゑ

へ
上
の

作
法
の
定
め
ら
れ
た
作
法
の
字
文
也
り
。
永
い
間
に

色
々
と
楊
や
よ
ご
れ
も
附
い
て
居
る
だ
ろ
う
か
ら
、
天
竺
を
流
れ

」
五
一
ウ

」
五
ニ
オ
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る
清
ら
か
な
水
を
汲
み
お
ろ
い
て
、
行
水
を
さ
し
て
上
げ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
コ
ウ

ス

ッ
キ
リ
し
た
気
分
に
し
て
や
る
意
味
で
、
廻
向
の
意
を
こ
め
た

字
文
動
作
で
、
役
者
は
其
の
気
持
で
修
業
す
る
事
が
大
切
也
り
。

　
神
の
名
前
が
異
な
つ
て
も
、
く
ら
ゑ
へ
上
げ
と
云
へ
ば
、
水
く

ら
ゑ
と
ご
と
う
を
取
る
と
云
ふ
字
文
の
事
で
、
ふ
だ
ん
の
祀
り
祈

祷

に
は
不
用
の
字
文
也
り
。

　
一
回
か
ら
十
二
回
迫
、
十
二
回
目
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
カ

　
　
柳
三

川
百
三
川
の
外
に
、
石
ウ
ヅ
川
、
お
ん
れ
い
川
、
ヒ
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ス
イ

　
　

ツ
が
池
の
行
い
お
ろ
い
て
、
こ
こ
く
御
水
と
汲
み
や
合
し
て
、

と
唱
え
る
。

　

お
ん
礼
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
に
と
、
言
っ
て
唱
え
る
時
に
は
、
／

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
リ
ャ
ク

サ

ー
バ
ラ
く
以
下
を
省
略
し
て
、
二
回
に
一
回
し
て
も
良
。
時

間
が
有
れ
ば
同
様
に
し
て
も
良
い
。
（
注
沢
お
わ
り
）

◎
迎
へ
神
楽
の
作
法
に
も
ど
る
。

　
右
の
様

に
十
二
回
水
ぐ
ら
ゑ
を
く
り
返
し
て
、
一
旦
中
止
。
本

役
の
太
夫
は
伊
葬
諾
様
を
取
り
、
九
字
の
し
だ
い
え
迎
へ
て
、

　
○
何
性
何
の
年
、
新
人
神
の
御
位
前
様
を
は
、
是
よ
り
右
に
は

　
　
取
り
上
げ
引
き
上
げ
く
ら
ゑ
へ
上
げ
て
、
何
々
の
現
神
と
字

　
　
号
位
を
呼
び
附
け
て
、
今
当
代
の
新
現
神
と
祝
い
祀
り
も
差

　
　
上
げ
申
し
て
、
今
日
今
宵
い
は
天
の
太
い
お
ん
崎
様
え
の
、

　
　
請
神
つ
い
で
を
以
ち
ま
い
ら
し
て
、
招
じ
の
舞
台
え
送
り
迎

　
　
え
て
、
く
ら
え
へ
上
げ
の
式
法
し
だ
い
も
差
上
申
し
て
ご
ざ

　
　
る
が
、
行
体
行
文
叶
う
て
本
座
の
位
い
に
就
け
る
と
お
ぼ
し

　
　
召
し
給
え
ば
、
一
度
に
一
チ
九
字
と
下
ろ
い
て
見
せ
て
賜
れ

　
　
頼
み
ま
い
ら
す
る
、

引
い
て
見
て
　
良
け
れ
ば
次
の
如
く
、

　
◎
イ
ザ
ナ
ギ
様
に
九
字
め
い
け
い
の
し
だ
い
を
伺
い
頼
で
ご
ざ

」
五
ニ
ウ

」
五
三
オ

　
　
　
　
ア
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ラ
オ
テ

　
　
れ

ば
、
新
現
神
の
御
い
ぜ
ん
様
は
、
行
文
行
体
成
就
、
本
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヱ

　
　
の

位
い
に
お
な
お
り
用
合
召
さ
る
と
、
示
現
お
教
に
ご
ざ
れ

　
　
　
　
シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヱ

　
　
ば
、
心
に
て
う
た
が
い
心
ろ
は
お
わ
し
ま
さ
ん
、
お
教
の
通

　
　
り
に
、
今
当
代
の
何
性
何
の
年
、
何
々
の
現
神
様
と
、
十
六

　
　
天
の
神
楽
が
山
え
、
天
の
太
お
ん
崎
の
右
脇
え
良
き
嬉
び
で
、

　
　
本
座
の

位
い
に
就
き
賜
へ
、
御
ゑ
向
御
見
立
て
神
楽
に
、
御

　
　
礼
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
を
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　
む

○
注

沢

　
是

よ
り
、
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
に
水
ぐ
ら
ゑ
を
十
二
万
才
と
、
ご
と

う
の
神
楽
を
く
ら
ゑ
、
（
終
り
た
ら
、
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ギ
ヤ
カ

　
◎
是
迫
御
位
前
様
を
は
式
法
し
だ
い
に
、
い
と
も
盛
大
い
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド
カ
シ

　
　
見
事
に
、
迎
え
神
楽
の
太
願
祈
請
の
解
願
神
楽
は
差
上
申

　
　
し
て
ご
ざ
れ
ば
、
良
き
嬉
を
／
召
さ
れ
、
今
当
代
の
現
神
様

　
　
と
も
、
安
座
の
位
い
、
本
座
の
位
い
、
天
偏
の
位
と
上
り
ま

　
　
せ

（
ニ

カ
ニ
カ
嬉
シ
ュ
ウ
以
下
前
記
の
字
文
）

　
　
御
い
ぜ
ん
様
を
は
、
是
先
々
え
取
り
て
は
、
十
六
天
で
は
、

　
　
昔
中
頃
今
当
代
の
蜆
神
様
と
は
、
三
処
は
一
チ
メ
に
御
祝
祀

　
　
り
も
差
上
げ
申
さ
う
し
だ
い
に
ご
ざ
れ
ば
、
良
き
嬉
び
を
召

　
　
さ
れ
て
賜
れ
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
そ
れ
そ
う
ご
ざ
る
で
な
れ

　
　
ば
、
氏
子
仲
間
え
取
り
て
は
、
是
れ
先
き
ざ
き
に
よ
そ
に
波

　
　
立
ち
（
以
下
安
全
の
願
立
祈
願
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ダ

　
　
此
の
云
ふ
通
り
の
、
う
わ
手
の
守
り
を
下
ん
や
さ
れ
る
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
キ

　
　
れ

ば
、
御
位
前
様
の
御
法
力
は
、
あ
ま
で
の
も
の
と
も
心
得

　
　
申
し
て
、
ま
た
そ
や
日
本
晴
の
、
き
れ
い
な
世
年
を
受
け
入

　
　
れ
申
し
た
、
其
の
御
時
に
は
読
解
取
分
祓
い
分
け
て
、
五
万

　
　
御
幣
も
へ
き
飾
り
／
請
神
の
舞
台
も
作
り
仕
立
て
、
御
膳
も

　
　
差
上
祓
い
清
め
て
、
其
の
上
よ
り
は
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
で
御
膳

」
五
三
ウ

」
五
四
オ
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え
迎
て
、
し
だ
い
く
に
請
神
の
ぶ
た
い
え
招
じ
直
い
て
、

　

今
日
今
宵
の
如
く
に
相
も
変
ら
ん
、
く
ら
ゑ
へ
の
上
の
太
願

　

祈
請
の
ほ
ど
か
し
神
楽
、
差
上
申
し
ま
い
ら
す
る
、
此
の
言

　
　
ふ
道
理
に
お
い
て
、
ウ
ソ
は
申
さ
ん
、
ス
ラ
事
申
さ
ん
、
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
シ
ャ
ク

　

葉
の
花
時
の
口
上
、
日
の
口
釈
神
楽
で
ご
ざ
ら
ん
、
身
を

　

巻

き
込
め
て
の
受
約
速
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
ま
と
や
の
御
聞
入

　
　
れ
を
召
さ
れ
て
、
氏
子
仲
間
を
、
時
あ
い
日
あ
い
も
無
う
に

　
　
守
り
、
成
就
相
い
や
叶
え
て
給
れ
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、
そ

　
　
れ
そ
う
ご
ざ
れ
ば
神
楽
が
山
え
行
い
上
げ
て
参
ら
す
る
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ヌ

　
　
丈
座
敷
の
綾
が
千
反
、
錦
が
千
反
、
い
な
絹
千
反
、
／
末
広

　
　
　
ゴ
シ
ン
　
　
オ
モ
テ

　
　
扇
御
神
乃
面
も
広
く
に
許
い
て
、
神
楽
の
役
者
の
襟
先
、

　
　
袖
先
、
挟
先
、
絹
が
着
先
、
千
早
の
小
笠
の
宇
津
が
折
目
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ク
ラ

　
　
広
く
に
許
い
て
、
ひ
け
い
諸
物
、
法
の
基
も
広
く
に
許
い
て
、

　
　
　
　
キ
ナ
カ
　
　
　
　
　
　
　
（
弓
）

　
　
七
丁
木
半
の
此
の
オ
ン
ダ
ラ
シ
も
広
く
許
い
て
、
向
ふ
神
楽

　
　
　
　
　
　
ミ
フ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
の
キ
ン
ク
の
御
米
も
広
く
に
許
い
て
、
米
い
た
“
い
て
、
三

　
　
尺
一
歩
玉
の
御
幣
、
是
の
り
く
ら
で
、
地
太
じ
ょ
ぐ
ん
清
ま

　
　
り
へ
上
り
、
中
大
じ
ょ
ぐ
ん
清
ま
り
へ
上
り
、
天
代
じ
ょ
ぐ

　
　
ん
清
ま
り
へ
上
り
賜
ふ
で
な
れ
ば
、
今
当
代
の
現
神
様
と
、

　
　
安
座
の

位
い
、
本
座
の
位
い
に
、
天
偶
の
位
い
に
就
き
賜
え
、

　
　
椿
、
ツ
・
シ
は
色
こ
そ
良
け
れ
ど
色
勝
り
、
硯
神
様
は
法
勝

　
　
り
、
神
楽
が
山
で
ニ
カ
ニ
カ
嬉
し
や
お
ん
ぼ
し
召
す
ろ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ミ
タ
テ

　
　
イ
ヤ
リ
ヤ
ァ
ト
ン
ド
ー
、
神
楽
の
役
者
は
御
見
送
神
楽
に
、

　
　
御
礼
千
代
の
／
神
楽
を
ま
い
ら
す
る
、

　
　
　
　

○
注
沢

　
是

よ
り
立
ち
上
つ
て
舞
い
神
楽
を
行
ふ
。
作
法
は
是
迫
と
同
じ

法
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
是

に
て
迎
へ
ぐ
ら
ゑ
は
終
り
、
向
ふ
神
楽
が
米
を
盛
る
作
法
は
、

」
五
四
ウ

」
五
五
オ

新
現
神
取
り
上
げ
と
迎
え
ぐ
ら
え
の
時
だ
け
。
ヤ
ソ
ー
の
神
楽
に

水
ぐ
ら
え
と
言
っ
て
、
同
じ
字
文
の
神
楽
を
二
回
行
ふ
の
も
右
の

時
だ
け
。
九
字
を
見
る
作
法
も
、
右
の
時
の
得
別
の
法
式
也
り
。

　
此
の

後
の
祭
の
し
だ
い
は
、
恵
美
須
神
楽
を
始
め
、
先
に
記
し

た
屋
乃
神
宅
神
祭
の
し
だ
い
に
従
つ
て
、
太
祭
を
進
め
る
。

○
次

に
現
神
の
字
号
の
定
め
方
に
つ
い
て

　
伊
葬
諾
様
は
、
言
葉
は
出
さ
な
い
。
示
現
し
て
く
れ
る
だ
け
。

判
だ
ん
す
る
の
は
太
夫
、
役
者
也
り
。

　
先
づ
其
人
が
生
前
に
ど
れ
だ
け
の
式
作
法
を
修
得
し
て
、
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
カ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ツ

雇
れ
て
使
っ
た
か
、
職
業
は
何
で
／
生
活
を
仕
た
か
。
天
命
を
全

と
う
し
た
か
、
非
業
な
死
か
、
太
夫
と
し
て
何
が
得
意
で
有
つ
た

か
等
、
色
々
の
事
柄
を
か
ん
案
し
て
、
あ
れ
是
れ
考
え
て
九
字
に

て
引
き
解
け
て
決
る
。

　
例

と
し
て
、
式
敷
法
し
だ
い
を
心
得
て
使
い
、
盛
替
祈
祷
、
弓

を
使
ふ
ヒ
キ
メ
等
、
病
人
の
加
持
祈
祷
が
良
く
出
来
た
人
に
は
、

式
盛
、
摩
法
、
小
八
幡
の
現
神
。
祈
念
、
ア
ヅ
サ
、
占
な
い
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ジ
ョ

重
々

に
行
っ
た
人
は
、
散
処
の
ミ
コ
神
。
各
種
神
祭
が
得
意
な
人

は
神
盛
重
。
氏
神
様
の
守
り
め
の
太
夫
は
、
木
の
内
、
木
の
元
。

太
夫
で
大
工
も
し
た
人
も
木
の
内
、
木
の
ツ
チ
。
戦
争
に
行
っ
た

人
、
テ
ッ
ポ
ウ
を
使
っ
て
か
り
や
れ
う
を
し
た
人
、
八
幡
。
鍛
冶

屋

は
、
小
天
神
、
職
業
ニ
ツ
以
上
持
つ
て
居
た
人
は
、
兼
盛
重
。

病
人
祈
祷
で
仲
は
つ
し
の
出
来
ん
太
夫
、
又
お
ん
崎
の
盛
現
は
し

た
太
夫
に
は
／
ブ
ニ
盛
り
重
。
人
の
仲
立
も
し
た
り
、
人
に
す
ぐ

れ

た
頭
を
持
っ
て
色
々
人
の
役
に
立
っ
た
人
に
は
、
か
ん
ざ
の
太

夫
。
太
夫
と
し
て
の
許
し
は
貰
っ
て
居
た
が
、
字
文
字
法
も
余
り

知
ら
な
か
っ
た
人
は
、
受
け
た
が
ミ
コ
様
。
許
し
は
な
か
つ
た
が
、

　
　
　
　
ス
グ
レ

有
る
部
分
に
勝
て
居
た
人
は
、
法
無
ミ
コ
神
。
女
巫
は
、
花
一
じ

」
五
五
ウ

」
五
六
オ
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よ
う
ゑ
、
し
め
い
ち
、
姥
神
。
多
種
多
様
也
。
あ
る
て
い
ど
の
基

そ
ち
し
き
を
承
知
し
た
人
な
ら
、
現
神
の
名
ば
か
り
書
い
た
コ
リ

ク
バ
リ
用
の
書
物
を
見
れ
ば
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ジ
リ

　
高
山
を
修
め
た
山
伏
は
、
聖
の
号
を
得
て
大
峯
山
え
上
る
。
氏

　
　
ヤ
シ
ロ

神
様
の
社
に
上
る
人
。
墓
所
に
ホ
コ
ラ
を
願
て
取
る
者
も
有
る
。

　
日
天
月
天
の
字
号
、
朝
日
夕
日
、
式
盛
り
、
神
盛
り
、
摩
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
リ

字
号
の
有
る
人
は
、
相
当
の
現
で
有
っ
た
者
で
有
る
。
盛
と
は
サ

　
　
　
　
　
　
シ
ゲ

カ
ン
に
し
た
意
、
重
は
か
さ
ね
ρ
＼
の
意
也
り
。

◎
麻
鎮

め
、
荒
神
鎮
め
を
家
で
一
人
で
行
ふ
法

　
飾
っ
て
祭
り
を
行
っ
た
大
公
神
、
神
木
、
古
木
の
幣
、
祓
い
幣
、

ズ
“
、
フ
マ
米
。
右
手
に
、
小
刀
を
持
つ
。

　
先
づ
稜
消
。
か
ん
た
ん
に
師
匠
立
て
。
つ
“
い
て
公
神
鎮
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
タ
マ

作
法
を
行
ふ
旨
の
祈
願
を
太
墨
柱
の
元
で
立
っ
て
行
い
、
木
霊
送

り
か
ら
、

　
　
　
リ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ウ
ゴ
ン

　
◎
千

柳

王
、
萬
柳
王
、
九
萬
八
千
柳
王
、
黄
金
ぜ
ん
、
ダ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト

　
　
リ
や
ソ
バ
カ
と
悪
マ
の
物
を
千
里
萬
里
が
方
え
、
切
っ
て
放

　
　
す
、

　
（
小
刀
で
切
る
ま
ね
、
木
霊
送
り
の
字
文
は
、
柱
毎
に
頭
字
に

附
け
て
本
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
タ

　
◎

お
い
せ
い
川
原
を
渉
る
の
に
や
ー
、
め
ん
つ
や
お
ん
つ
の
浪

　
　
ぞ
立

つ
、
め
ん
つ
や
お
ん
つ
の
く
つ
を
は
く
、
福
を
く
ば
る

　
　
よ
、
富
く
ば
る
、
福
を
く
ば
る
も
我
ぞ
か
し
、
富
を
く
ば
る

　
　
も
我
ぞ
か
し
、
御
幣
召
そ
／
か
よ
、
銀
を
召
す
か
よ
、
銀
が

　
　
い
や
な
ら
御
幣
召
せ
、
御
幣
が
い
や
な
ら
劔
め
せ
、
劔
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ

　
　
や

な
ら
銀
の
先
で
米
打
ち
め
し
て

　
（
こ
・
で
米
を
小
刀
の
先
で
す
く
つ
て
柱
の
元
に
散
米
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ヅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
チ

　
　
鎮
り
給
え
や
大
菩
薩
、
神
津
の
は
い
た
る
太
刀
を
持
ち
、
と

」
五
六
ウ

」
五
七
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ガ
ネ

　
　
う
三
、
こ
う
三
切
る
程
に
、
黄
金
の
い
し
や
ど
え
切
り
つ
め

　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ヂ

　
　
る
、
黄
金
の
代
地
と
、
か
た
も
れ
や
、
か
た
も
り
給
え
や
よ

　
　
の
よ
き
ね
ん
、

　
（
以
下
、
東
の
方
の
柱
か
ら
西
南
北
と
ま
わ
り
再
び
大
墨
柱
に

も
ど
り
て
、
お
わ
り
の
鎮
め
。

◎
木
霊
送
に
つ
べ
い
て
、

　
　
お
い
せ
い
川
原
を
渡
る
に
あ
、
め
ん
つ
や
、
お
ん
つ
や
浪
ぞ

　
　
た
つ
、
福
を
配
る
も
我
ぞ
か
し
、
富
を
く
ば
る
も
我
ぞ
か
し
、

　
　
御
幣
を
召
そ
か
よ
銀
ぎ
を
召
そ
か
よ
、
銀
が
い
や
な
ら
ご
幣

　
　
め

せ
、
御
幣
が
い
や
な
ら
銀
ぎ
召
せ
、
銀
が
い
や
な
ら
／

　
　
　
　
　
　
フ
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
ヂ

　
　
銀
の
先

な
る
米
召
し
て
、
黄
金
の
太
地
と
鎮
れ
や
、
と
う
三

　
　
こ
う
三
切
る
程
に
、
黄
金
の
い
し
や
ど
え
切
り
つ
め
る
、
の

　
　
け
や
鬼
神
、
し
や
り
ん
マ
法
、
高
田
鎮
め
に
阿
舎
利
鎮
め
に
、

　
　
方
読
鎮
め
に
五
印
鎮
め
に
、
ぐ
ひ
ん
て
ん
ぐ
う
、
麻
や
鎭
に

　
　
四

節
鎮
に
、
し
づ
め
て
通
る
ぞ
鎮
り
給
え
や
大
菩
薩
、
四
節

　
　
鎮

め
、
春
花
咲
い
て
通
れ
ば
夏
戻
る
　
夏
花
咲
い
て
　
通
れ

　
　
ば
秋
実
る
、
秋
花
咲
い
て
、
通
れ
ば
冬
実
る
、
春
や
三
月
九

　
　
十
二

日
は
、
め
立
が
山
の
し
げ
木
が
元
え
、
四
節
鎮
に
鎮
め

　
　
て
通
ら
う
、
夏
は
青
葉
の
山
の
し
づ
木
が
元
、
秋
は
葉
照
が

　
　
山
の
か
れ
木
の
元
、
冬
は
か
れ
き
の
山
の
古
木
が
元
（
中
は

　
　
同
文
に
唱
え
る
）

　
　
今
日
今
宵
は
（
其
の
頃
の
節
）
、
／
何
々
の
元
え
四
節
鎮
め

　
　
に
し
づ
め
て
通
る
ぞ
、
鎮
り
た
ま
え
や
大
荒
神
、

　
（
以
下
は
鎮
り
給
を
附
け
て
）

　
　
小
公
神
、
太
の
地
神
、
小
の
地
神
、
大
ド
ウ
ク
、
小
ド
ツ
ク

　
　
ウ
、
庭
荒
神
、
釜
荒
神
、
ね
間
荒
神
、
呼
ぶ
荒
神
、
な
く
荒

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ド

　
　
神
、
門
、
ス
マ
、
角
、
屋
地
、
柱
、
屋
ヅ
マ
に
屋
、
万
々
八

」
五
七
ウ

」
五

八
オ
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千
八
代
八
荒
神
、

◎
荒
神
鎮
が
終
れ
ば
柱
の
元
で
、
五
印
鎭
。

　
其
の
後
は
、
神
送
を
行
っ
て
、
祭
り
は
終
了
し
た
事
に
成
る
。

　
多
勢
の
時
に
は
方
読
鎭
め
、
新
し
い
家
を
建
て
た
時
に
は
、

○
柱
鎮

と
言
っ
て
、
右
の
様
な
方
法
で
一
本
々
々
手
分
し
て
行
い
、

大
墨
柱
で
五
印
鎭
め
。

　
此
の

様
な
法
は
市
宇
、
別
府
に
だ
け
残
っ
て
居
る
荒
神
鎮
の
法

也

り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
七
年
二
月
　
　
　
」
五
八
ウ

（白
丁
）

」
裏
表
紙

　
見
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
民
俗
研
究
系
）

（二
〇

〇
七
年
十
二
月
七
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
二
月
二
十
八
日
審
査
終
了
）
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